
   ISSN 2435-5224 

金沢学院大学紀要 
第1９号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金沢学院大学 

令和３年3月５ 



金沢学院大学紀要 

第19号 

 

 

金沢学院大学 

令和3（2021）年3月 

 

 

 

 

JOURNAL 

OF 

KANAZAWA GAKUIN UNIVERSITY 

No. 19 

 

 

 

Published 

by 

Kanazawa Gakuin University 

Kanazawa, Japan 

March, 2021 



 

*冊子版の中から本学 WEB ページへの論文公開の許可があった論文を掲載 
 

目  次 
［社会科学］ 
 
明治期における「言語文化」的志向の萌芽 ············································································ 浅田 孝紀  ·········· 2 
前期高齢者における自他の老いへの意識はむなしさ感情を予測するか ······································ 大上 真礼  ········· 12 
セブン-イレブンにおけるPB開発の発想 ··············································································· 大野 尚弘  ········· 22 
内生性を考慮した配置転換が昇進スピードに与える影響の分析－Multiprocess Survival Modelを利用して－ 
 ·················································································································· 奥井 めぐみ・大内 章子  ········· 35 
子どもの生活世界の声を編み直す－子どもの小さな声から教室の大きな物語を紡ぐことを通して－ 
 ····································································································································· 小嶋 祐伺郎  ········· 47 
産業連関表に基づく産業間取引ネットワークの分析－新型コロナ災害と北陸の経済－ 
 ············································································ 後藤 弘光・町出 沙椰・菅原 七海・森金 玲央斗  ········· 64 
総合学科高校卒業生の10年―追跡調査から― ······································································· 小西 尚之  ········· 70 
概念的サビタイジングの指導がたし算の自動化に与える効果 ··················································· 佐囲東 彰  ········· 82 
ボランタリー経済の可能性について－新型コロナウイルスに対して－ ········································· 根本 博  ········· 99 
育児ソーシャルサポートと夫婦関係が子どもに対する養育に与える影響－妻から夫への愛情を媒介として－ 
 ····················································································································· 前川 浩子・此川 美穂  ······· 113 

 

［人文学］ 
 
星新一と高校生読者－高度経済成長期後の高校生を魅了したショート・ショート－ ················ 中川 恵理子  ······· 134 
生への全くの無関心を生きる－生に対する非・不・無・反、それらの中立の生き方あるいは超然たる生き方－ 
 ········································································································································ 中村 直行  ······· 147 
 
［情報学］ 
 
Moodleにおける行列の基本変形に関する eラーニング支援システムとその検証 ························· 小形 優人  ······· 164 
 

［複合領域］ 
 
国立工芸館 高精細バーチャル 工芸作品鑑賞システムの開発について ······································ 飯田 栄治  ······· 171 
金沢職人の技アーカイブ化プロジェクト ··············································································· 飯田 栄治  ······· 175 
ミュージアムの収蔵展示に関する基礎的研究 ········································································· 加藤 謙一  ······· 191 
金沢外環状道路の歴史的系譜と整備インパクトの検証と考察 ··················································· 竹村 裕樹  ······· 205 
日本泳法にみる遠泳法に関する研究 ·················································································· 山脇 あゆみ  ······· 221 
 

［研究ノート］ 
 
銀行経営におけるサイバーセキュリティ・リスク管理 ······························································· 高正 智  ······· 231 
 

［人文学］ 

宇野浩二「子の来歴」の後 景
バックヤード

―『経済往来』夏期増刊『新作三十三人集』から―（1） ····· 蔀 際子  ········· 244(31) 

応仁・文明の乱中の山科言国坂本滞在の諸要因とその背景 

―戦乱時における比叡山延暦寺・近江坂本の社会的機能― ······································· 石崎 建治  ········· 254(21) 
泉鏡花・発表俳句一覧 ·································································································· 秋山 稔  ········· 274( 1) 



社 会 科 学 

Social Sciences

1



明治期における「言語文化」的志向の萌芽

浅田 孝紀 

The Intention of “Language Culture” in the Meiji Period 

Takaki ASADA 

要  約 

 「言語文化」という用語が国語教育史の中でどのように発生してきたかについて考究するため、その基礎的研究

として明治期における一般的な辞典類や雑誌記事等における「文化」の語の用いられ方を検討するとともに、国語

教育関係法令等における、後の「言語文化」に繋がると思われる記述の有無を検討した。その結果、明治末期の一

般的思潮・教育思潮においては、①「文化」の語はこの時期にかなり認知されており、また、「趣味」すなわち豊

かさが求められるようになり、両者は意味上での共通性を持っていたと見られる。②「文学」を「文化」の一つと

見る考えは、ほぼ定着しつつあり、言語的・文学的な豊かさを求める国語観・国語教育観も法令により拡がり、こ

れらは「言語」を「文化」と見る考えの下地になった。③従って「言語文化」的志向は、わずかながらすでに明治

期に萌芽を見せていたと言える。以上の３点を明らかにした。 

キーワード：文化，言語文化，明治期，豊かさ，趣味 

１. 研究の目的

 国語科教育における「言語文化」という用語については未検討の課題が多い。その一つとして、「言語文化」的

発想を歴史的に跡づける必要がある。昭和 13年(1938)に垣内松三が『形象論序説』で発表した「国民言語文化体系」

の語、およびその原語とされる Ernst Lindeの使用語“Sprachkultur”（言語文化）は、垣内以後急速に国語教育界に

受け入れられていくが、なぜこの語がスムーズに受け入れられていくことになったのか。それを探るための基礎的

研究として、いわば「言語文化」前史を検討し、この発想の淵源を考究したい。今回は対象を明治期に絞り、当時

の「文化」という語の使われ方と内容、及び「言語」との関係を考えていく。 

２. 研究の方法

 明治期における一般的な辞典類、国語国文学・教育・哲学関係の書籍・雑誌の、主として論文や記事の題目に、

「文化」の語がどのように使用されているかを調査し、かつ「言語」や「文学」がその範疇に入っているか否かを

検討する。また、明治期の教育関係の法令や国語読本に、今日の「言語文化」に通じる発想が見られるか否かを検

討する。 

３. 研究の成果

3.1  先行研究 

生松敬三(1968)は、大正期の一大思潮となった「文化主義」に関し、その代表的な二人の研究者左右田喜一郎・
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᱓ᮌཝ⩼のⴭసにおける「文化」の語が、左右田は大正㸲年、᱓ᮌは大正３年であることに言及している。また、

ኟ目ₙ▼のㅮ₇「⌧代日本の㛤化」（明治 44年）に「文化」の語が見えることにも言及している。しかし、これ以

上さかのぼって「文化」の語の使われ方を検討してはいない。 

 また、『日本国語大辞典』の「文化」の㡯には、す࿘によるㅮ義㘓である『ⓒ学㐃⎔』（明治３年、Ọ見㤨㤶➹

㘓）の用があり、これが「文化」のึฟと見られる。たࡔし、この『ⓒ学㐃⎔』のᐇ㝿の本文においては、ḟ

のように使用されている。なお、以下のᘬ用文におけるᣓᘼきの「化」のᏐは、本文では⦪書きでഐ⥺がᘬかれ、

その右にὀ記されているものである。

文事（化）の学⾡に㈨けあることᴟめて大なるものなり。͐ （͐中␎）͐ ͐すὒにては➨一にάᏐ∧を発明し、

和₎はஅにせり。

すὒ右の発明に౫りて一༓ⓒ年᮶文⳹（化）大に㛤け、一༓ⓒ年᮶に⮳りて liberty of press ༳ๅ⮬ᅾとப

⨶り。͐͐（中␎）͐͐Ḣࢣにして学⾡大に㛤ࡴ┒ࠎ┈こと㉳れり。͐͐（中␎）͐͐ᨾに文⳹（化）ࡩ

ᕮ中ⓙなの⮬ᅾをᚓて、文化┈ࠎ┒なり。㸯） 

ここは文学の発㐩を༳ๅ⾡の㐍Ṍとあわせて述た⟠ᡤで、᭱ึに「文事」とあるように、文❶に関するᶵᲔ的

なᢏ⾡をᣦしているものと考えられる。しかも、ྠじỌ見㤨㤶が➹㘓した、す࿘のྠじㅮ義のู本ではこの⟠ᡤが

「文Ꮠ」と書かれており、「文化」とは␗なっている。従って、『ⓒ学㐃⎔』における用を今日で言う「文化」

の用と見なすのは㞴しい。 

しかし、これら生松(1968)や『日本国語大辞典』に従えば、「文化」という語⮬体は、明治年㛫にある⛬ᗘᗈまっ

ていたことはわかる。本✏では、まずその≧ἣについて検討していく。

なお、これ以㝆にᣲࡆていく文⊩は┤᥋の調査対象文⊩であるため、本✏末ᑿにおいて「ཧ考文⊩」として♧す

ことはせず、書誌ሗは本文中に記述するものとする。 

3.2  ㎡㢮ᩥࠕࡿࡅ࠾ࠖの᥇㘓≧ἣ 

 ここではまず明治期の辞典類をྍ⬟な㝈り見ることで、いつࢁࡈから「文化」の語が一般に認知されてきたのか

を᥎ してࡳる。ᐇ㝿に調査できた辞書を、「文化」の語の᥇㘓≧ἣとあわせて一ぴする。

3.2.1 ᅜㄒ㎡㢮 

 調査の結果、☜認できたのは以下の辞典類である。これらについては見ฟし語をᥖࣥࣟࢥ、ࡆ（：）をした後

にその語㔘のࡳ♧す。なお、「文化」の見ฟし語がないものについては「「文化」なし。」と記述する。必要にᛂ

じὀをタけるが、これを本✏末のὀに⨨くと↹雑になるので、ᘬ用本文の後に⥆けて「ᘬ用者ὀ」とし、ᣓᘼ書き

で♧す。また、当ヱ辞典類に見ฟし語があるሙྜでも、そのヱ当㡫␒ྕはいちいち♧さない。これについては、後

ᥖの書籍・雑誌類についてもྠᵝとする。 

①『必ᦠ⇍Ꮠ㞟ᕳ上』ᮧ上ᛌㄔ⦅、Ọ田調ර⾨発、明治 12年(1879)

文化（࣡ࢡࣥࣈ）：ࣝࢣࣛࣄࢽࣚࣝࢳ࣑ 

②『₎ⱥ対↷いࢁは辞典』㧗ᶫ郎ⴭ、㛗ᑿᬒᙌ発⾜、明治 21年(1888)

Civilization （ࡩ文明㛤化をㅝ）くわ：文化ࢇࡪ

③『和₎㞞いࢁは辞典』㧗ᶫ郎ⴭ、㛗ᑿᬒᙌ発⾜、明治 22年(1889)

   「文化」なし。（ᘬ用者ὀ。「文㞞」という見ฟし語はあり、そこには「㢼ὶ、ࡳやび、ࡳやびやか」と記

述されている。 

մ『言ᾏ ➨ᅄ』大ᵳ文ᙪⴭ・発⾜、明治 24年(1891)

文化：文学教化ࢽ┒ࣀ㛤ࢺࢥࣝࢡ。（ᘬ用者ὀ。『言ᾏ』は、この後も∧を㔜ࡡるが、明治期に発⾜さ

れたものは、すてこの語㔘である。） 

յ『日本大辞書』ᒣ田⨾ጁ⦅・発⾜、日本大辞書発⾜ᡤ、明治 26年(1893)
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文化：₎語。文学（➨一ゎ義）ࢽࣥ┒ࣀ㛤ࢸࢣ及࣎スឤ化。（ᘬ用者ὀ。ྠ辞書の「文学」の「➨一ゎ

義」は「書≀ࢹ研究スࣝ学ⱁ。Ṋ⾡ࢽ対ࢸࢩ一般ࣀ学ၥࣤᣦス。」とある。ḟのնもほぼྠじ文言である。） 

ն『ᖇ国大辞典』⸨எ⏨・ⲡ㔝Ύ民⦅、三┬ᇽ書ᗑ、明治 29年(1896)

文化：文学（➨一義）の┒に㛤けて及ぼすឤ化をいࡩ。 

շ『日本大辞典ことはのἨ ゞ正༑二∧』ⴠྜ┤文ⴭ、大書ᗑ、明治 33年(1900)

文化：学ၥࡦらけて、ୡの㐍ࡴ⛬あࡦ。 

ո『᪂⦅₎語辞ᯘ』ᒣ田Ṋኴ郎（⨾ጁ）⦅、㟷ᮌ ᒣᇽ、明治 37年(1904)

文化：࣐ࣝࢱࣛ。ࢣࣛࣄ。 

չ『国語₎文要語ヲゎ』బ⸨ோஅຓ、ᮾளᇽ書ᗑ、明治 38年(1905)

「文化」なし。 

պ『辞ᯘ』㔠ἑᗉ三郎ⴭ、三┬ᇽ書ᗑ、明治 40年(1907)

文化：ୡの中のࡦらけすすࡴこと。 

ջ『日本類語大辞典』志田義⚽・బᖖ㯢ⴭ、ᬕග㤋、明治 42年(1909)

文化：学ၥ㐍ࡳୡの㐍Ṍする⛬ᗘ。 

ռ『中等読本国語辞典』▼喜༑郎ⴭ、᪩✄田大学ฟ∧㒊、明治 44年(1911)

「文化」なし。 

 これらを一ぴして見てྲྀれるように、明治期の国語辞典類では「文化」を文明㛤化とྠ義、または༢に㛤化

（㛤け㐍ࡴこと）の意味で説明しているものがほとࢇどで、今日的な「文化」の意味は見いࡔせない。また、

չ・ռのような中学生向けの辞書には「文化」の語⮬体が入っていないことから、国語教育に必要な語として

も、まࡔ考えられていなかったと思われる。

3.2.2 እᅜㄒ㎡࣭ဴᏛ 

調査の結果、☜認できたのは以下の辞典類である。「「文化」なし」、「「culture」なし」などという表♧は、前

㡯とྠᵝである。なお、教育学事典類には「culture」・「文化」、ともに見えない。

㸿 ⱥ和辞典・和ⱥ辞典 

①『ⱥ和Ꮠᙡ 㝃㡢ᤄᅗ᪂∧』ᰘ田ᫀྜྷ・ᏊᏳᓧⴭ、日ᑵ♫、明治㸴年(1873)

Culture：⪔✀、ಟ⾜、教育、教化

②『ⱥ和Ꮠᙡቑ⿵ゞ正➨二∧』ᰘ田ᫀྜྷ・ᏊᏳᓧⴭ、ᏊᏳᓧ発⾜、明治 15年(1882)

culture：⪔✀、㎰ᴗ、ಟ⾜、ಟ⦎、教育、教化

Philisophical culture：哲学ಟ⦎ Scientific culture：科学ಟ⦎

③『ⱥ和Ꮠᙡ 㝃㡢ᤄᅗ』ᰘ田ᫀྜྷ・ᏊᏳᓧⴭ、᪂ྂᇽ書ᗑ、明治 18年(1885)

「culture」なし。（ᘬ用者ὀ。ᪧ∧である①にあったものが๐㝖されている。）

մ『ⱥ和ゎᏐ典』ࣝࢺࢵࢼ原ⴭ、Ჴᶫ一郎ヂ、ၿ書ᗑ、明治 18年(1885)

culture：⪔ス、᳜ࣝ、ಟムࣝ、㣴ࣇ、教化スࣝ

յ『ⱥ和和ⱥᏐᙡ大』ᕷᕝ義ኵ⧩ヂ、ᔱ田三郎ᰯゞ、〇⣬ศ♫、明治 18年(1885)

culture：⪔✀、ಟ⾜、教育、教化

ն『学ᰯ用ⱥ和Ꮠ典』ᑠᒣ⠜ླྀ⦅ヂ、ᑠᒣ⠜ླྀ発⾜、明治 18年(1885)

culture：⪔✀、㎰ᴗ、⦎⬶

շ『明治大ᡂⱥ和対ヂᏐᙡ』బࠎᮌᗤ⦅㍴、ఀ⸨ᒾḟ郎発⾜、明治 18年(1885)

culture：࢘ࢥస、育Ṫ、教ᑟ、ಟၿ

ոAn English & Japanese dictionary : explanatory, pronouncing, and etymological, containing all English words in 
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present use , New ed.  by M. Maeda. Osaka Publishing Company, 1886（明治 19年、ྠ志ฟ∧♫） 

   culture：⪔✀、ಟ⾜、教育、教化 

     A man of culture：学者  Without culture：無学 

չA Japanese-English and English-Japanese dictionary, 3rd ed.,  by J.C.Hepburn, Maruya/Kelly & Walsh, 1886（明治
19年、ၿၟ♫書ᗑ） 

   culture：Gakumon, kyo-iku,fuga 
պ『㝃㡢ᅗゎⱥ和Ꮠᙡ』ᰘ田ᫀྜྷ・ᏊᏳᓧⴭ、文学♫、明治 19年(1886) 
   culture：⪔✀、ಟ⾜、教育、教化、ಟ⦎ 

ջ A new pocket dictionary of the Japanese and English languages：with an appendix,New ed.  by Y. Ichikawa,  
Seishi-bunsya, 1887（明治 20年） 

   「文化」なし。（ᘬ用者ὀ。「⪔స」という見ฟし語はあり、そこでは「cultivation」のヂが当てられて
いる。） 

ռ『ⱥ和Ꮠᾏ』Ჴᶫ一郎、㕥ᮌ㔜㝧⦅、文学♫、明治 20年(1887) 
   culture：⪔స、育（ࢳࢲࢯ）、教ᑟ、ಟ⧋（ࣥࢮࣗࢩ） 

ս『和ⱥ和語ᯘ㞟ᡂ ᨵ正ቑ⿵ᅄ∧』J.C.ࣥ࣎࣊ⴭ、ၿ、明治 21年(1888) 
   culture：Gakumon, kyo-iku,fuga 
վ『明治ⱥ和Ꮠ典』ᑻඵヂ⦅、භྜ㤋、明治 22年(1889) 
   culture：⪔✀、⪔᳜、✌✦、ᇵ㣴、ᇵ᱂、ಟ⦎、㘐☻、教化 㸭 発㐩、㛤化、文㞞 

տ『᪂ヂ無ⱥ和辞書』Ჴᶫ一郎⦅、ᡞ田┤⚽発⾜、明治 23年(1890) 
   culture：⪔✀、ಟ⾜、教育、教化 

ր A Dictionaru of English phrases：with illustrative sentences,  by Kwong Ki Chiu, Eigaku shinsha, 1899（明治 32
年） 

   「culture」なし 

ց『ⱥ和እၟᴗᏐᙡ』⠛㔝எḟ郎ⴭ、三┬ᇽ、明治 33年(1900) 
   「culture」なし 

ւ『᪂ヂⱥ和辞典』⚄田Ṋ等⦅、三┬ᇽ、明治 35年(1902) 
   culture：①⪔స、⪔㌿、②᱂ᇵ、ᇵ㣴、③教化、教㣴、մᨷಟ、ಟ⦎、㘐☻、յ文化、♩文 

փ『ᐇ用和ⱥ᪂辞典』ⱥ語教ᤵ研究⦅、ྜྷᕝᘯ文㤋、明治 39年(1906) 
   文化：Civilization; enlightenmrnt 
 
 cultureのヂ語に「文化」というヂ語を当てた辞典が㸯つࡔけ、ւに見える。これは、明治のẚ㍑的ึ期のこ
から「教化」「教育」「文㞞」などといったヂ語を当てている系⤫と、「⪔✀」「⪔స」などといった㎰ᴗࢁ

系のヂ語を当てている系⤫が㏆づいてきて、明治 35 年に⮳ってึめてヂ語として「文化」を当てたと見るこ
とがྍ⬟であࢁう。たࡔし、փのように「文化」を「civilization」とヂしているものもあり、このഴ向は明治 30
年代から 40 年にかけてのࢶࢻ語・ࣥࣛࣇス語の辞典に通じるものであり、この時期の一般的な辞書のࣞ࣋
ࣝでは、まࡔ「文化」と「文明」、あるいは「culture」と「civilization」が必ずしも明☜にศけられていたわけ
ではなかったというᐇែが見てྲྀれる。たࡔし、これらはあくまでも一般的な辞書の中での語㔘に㐣ࡂず、哲

学や教育のୡ界では必ずしもྠじ≧ἣではなかったということは、ᨵめて後述する。 
 

 㹀 ⊂和辞典・和⊂辞典 

①Deutsch=japanisches Wörterbuch nebst den gebrauchlichsten Wörtern der Naturwissenshaft und einem Verzeichnisse 
der unregelmassigen Zeitwörter,1.Aufl. von M. Kaneko, Seishido, 1885（明治 18年） 

   「Kultur」 なし 

②『᪂和⊂Ꮠᙡ』ᖹሯ定三郎ⴭ、三Ἑᒇ書ᗑ、明治 28年(1895) 
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   明治 28年∧・31年∧  「文化」なし（ᘬ用者ὀ。「文明」のヂ語にKulturがある。） 

   明治 35年∧ Bunkwa：Civilization 

③『⊂和Ꮠ典大』ᑠᰩᰨ㤶ᖹⴭ、༡Ụᇽ書ᗑ、明治 34年(1901) 

   Kultur：㛤ᰄ、ᰄ᳜、㛤ቧ、⪔స、᱂ᇵ ۑ㘐☻ ۑ教化、文明 ۑ⯆㎰、Ṫ⏘ 

մ『᪂⊂和辞典』上哲ḟ郎ⴭ、大書ᗑ、明治 35年(1902) 

   Kultur：人文、㛤化、文明 

յ『᪂和⊂辞典』Ⓩᙇಙ一郎ⴭ、大書ᗑ、明治 36年(1903) 

   Bunkwa：die Civilization, Gesittung 

ն『二༑ୡ紀⊂和辞書』⸨ಙྜྷ⦅、㔠 ᇽ、明治 40年(1907) 

   Kultur：①⪔స、②᱂ᇵ、③教化、教㣴、մᨷಟ、ಟ⦎、յ文化（ᘬ用者ὀ。この辞書は発から 10か

᭶で㸵∧を㔜ࡡている。） 

 

 㹁 和辞典・和辞典 

①『和大辞典』Lemarechal, J. M.⦅ヂ、三ᡯ♫、明治 37年(1904) 

   文化：Civilisation 

②『᪂和辞典』上田㥴一郎・松知時ⴭ、大書ᗑ、明治 40年(1907) 

   文化：Civilisation、amélioration 

 

 明治 20年から 36年にかけてฟ∧されているࢶࢻ語の辞典では、「kultur」も「Civilization」も「文明」と

いうᴫᛕでᤊえられていた。たࡔし、③にはⱥ語ྠᵝの「教化」というヂ語が「文明」とే記されており、ま

たմでは「人文」というヂ語が当てられている。ⱥ語のվには「㛤化」というヂ語が当てられていたが、こう

した「教化」「人文」「㛤化」などには、いわばᨻ⟇や意ᅗ的・無意ᅗ的な教育によって「豊かなものになっ

ていく」というࣥࣗࢽスが㎸められており、⌧ᅾで言う「文化」に㏆づいている。ࣥࣛࣇス語の辞典は 2点

しか☜認できていないが、ともに「文化」を「Civilisation」とヂしている。これらは明治 37年と 40年のもの

である。一方これに対し、ࢶࢻ語のնは、ྠじ明治 40 年ห⾜の辞典であるが、当時大ᡭࡔった㔠 ᇽから

ฟされたということもあり、上述の通り発から 10 か᭶で㸵∧を㔜ࡡるという、辞書としては࣋スࣛࢭࢺー

にᒓするものであり、そこで「Kultur」のヂ語の㸯つに「文化」が当てられている。もちࢇࢁここで「文化」の

語が当てられていても、それは上述した国語辞典類での「文化」の意味で受けྲྀられていたྍ⬟性は㧗い。た

語はかなり多くの学生たちに学ばれていた言語であることを考៖すると、ここに「文化」ࢶࢻし、当時のࡔ

の語が当てられていたことは、ὀ目に್する。 

 

 㹂 哲学辞典 

①『哲学Ꮠᙡ』上哲ḟ郎・有㈡㛗㞝、ᮾὒ㤋書ᗑ、明治 16年(1883) 

   Culture：ಟ⦎ 

     Culture of conscience：Ⰻᚰಟ⦎ 

     Philosophical culture：哲学ಟ⦎ 

     Scientific culture：科学ಟ⦎ 

②『ቑゞ哲学辞典』ᮅỌ三༑郎ⴭ、ᐆ文㤋、明治 38年(1905) 

   「文化」なし。 

③『ⱥ⊂和哲学Ꮠᙡ』上哲ḟ郎ほか㸰ྡ、ၿ、明治 45年(1912) 

   Culture：ಟ⦎、文化、人文、♩文、♩⬶、ಟ㣴 

     Culture of conscience：Ⰻᚰಟ⦎ 

     Philosophical culture：哲学ಟ⦎ 

     Scientific culture：科学ಟ⦎ 
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   Kultur：文明、㛤化 

     Kulturkampf：文化㜚த 

     Kultursystem：文化⤌⧊ 

մ『哲学大辞書（大日本ⓒ科辞書）』ྠ文㤋、明治 45年(1912) 
   「文化」なし。（ᘬ用者ὀ。「文明」の⊂語にKulturをあてる。） 
 哲学辞典においては、明治 16年の①では「ಟ⦎」の意味であったが、明治 45年の③に⮳って「Culture」に
は「文化」のヂが当てられ、「Kultur」は見ฟし語のヂでは「文明、㛤化」であるが、用の中では「文化」の
語が当てられている。明治の末年には、かなり「文化」という言ⴥと、「culture」あるいは「Kultur」という語
の結びつきがᙉくなってきていることが見てྲྀれ、それはⱥ語・ࢶࢻ語の一般的な辞書のヂ語とある⛬ᗘ➢

ྜする⌧象ࡔと見ることがྍ⬟であࢁう。 
 
 これらを要するに、明治期のእ国語辞典類の語㔘・ヂ語で見る㝈り、やはり明治年㛫には「文化」は一般的

な使用語ᙡとしてᬑ及してはいなかった。明治 30年代以㝆に辞書に⌧れる、「Culture」や「Kultur」のヂ語と
しての「文化」も、➨一義的なものではなく、哲学などのศ㔝で用いられるᑓ㛛用語的なⰍᙬがᙉかったと想

ീされる。たࡔし、ᑓ㛛用語としては、明治末年までにはかなりᗈまっていたと考えられる。ኟ目ₙ▼が明治

44年のㅮ₇「⌧代日本の㛤化」のሙで「文化」の語を用いているのは、それを⌮ゎできる⫈⾗がいたことのഐ
ドとなりうると言えよう。 

 

3.2.3 ᫂ᮇの᭩⡠࣭㞧ㄅᩥ⊩ᩥࠕࡿࡅ࠾ࠖ 

 

 辞書の調査より、「文化」の語が今日用いられている意味ྜいで使われるようになったྍ⬟性があるのは、ほぼ

明治 30年(1897)以㝆であると考えられる。そこで、「文化」を論じている書籍、及び題ྡに「文化」の語を用いて
いる雑誌文⊩を明治 30年以㝆に絞って探⣴すると、㠀ᖖにᑡないながら、ḟのようなものがᣲࡆられてくる。 
 

 㸿 書籍 

①『㏆ୡḢᕞ文化史論』大日本文明༠⦅㍴・発⾜、明治 43年(1910) 
 「言」によれば、本書はࣜࢠスの Archibald Weirⴭ、“The Historical Basis of Modern Europe”（㏆代Ḣ
⨶ᕮの歴史的基礎）の⩻ヂで、ヂ者はி㒔ྠ志♫教ᤵ和田⍅⇃である。内容は 18ୡ紀以㝆の㏆代すὒ史で、
ᨻ治史、⤒῭史、学ၥ史、文学史などがྵまれ、今日の「文化史」の࣓ーࢪとは␗なるが、「文明史」の

内容でもなく、その中㛫的な内容である。そこに「文学史」をྵࢇでいることにはὀ目される。なお、この

書では本文中で「文化」の語を用いているとこࢁは、ḟの一⠇のࡳである。 

ซそᵝࠎなるᨻ体はその᫇ᵝࠎなる事の下に౽ᐅ上からฟ᮶たもので、それを㏆ୡの♫がそれࡒれの

必要にᛂじ、ཪ文化の⛬ᗘにᛂじて発㐩させたものである。（➨❶「Ḣᕞのྜే」➨一三⠇「⊂❧ᡓ

தの主ື者たるᬑ㩃す」 下⥺ᘬ用者） 

 この㒊ศ、原文では以下の通りで、明らかに cultureを「文化」とヂしている。 

Tradition hands down from the rough shifts of expediency the different political types which modern societies 

developed according to their necessities and measures of culture;（“The Historical Basis of Modern Europe
”,Archibald Weir, Swan Sonnenschein and co.,1889,  p.207 下⥺ᘬ用者） 

②『言語の研究とྂ代の文化』㔠ἑᗉ三郎、ᘯ㐨㤋、大正㸰年(1913) 
 この書は大正に入ってからのものࡔが、その序論は『ᅧᏥ㝔雑誌』➨ 16ᕳ➨㸰ྕ（明治 43年 2᭶）にᥖ㍕
されたものである。ᮅ㩭༙ᓥの「言語」と「文化」の関係を論じたこの時期の㈗㔜な書籍である。この書はⴭ

者が本文をࢶࢻ語に⩻ヂして末ᑿにしてあり、┤ヂではないものの、たとえばḟのようにある。 

 言語研究の目的は一ᵝでない。ඛづこれによつて⮬⏤に思想をしようとするᐇ用的方㠃と、言語そ

のものを対象とする科学的方㠃と、またこれによつて人類ྂ代の文化の㋱を探らうとするᛂ用的方㠃とが
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ある。（「➨一❶ 序論」p.1 下⥺ᘬ用者） 

  Der Zweck des Sprachstudiums ist verschiedenartig. Rein praktisch genommen will man mittels der Sprache seine 
Gedanken miteinander ausauschen. Vom wissenscaftlichen Standpunkte aus betrachtet dient die Sprache selbst als 
Gegenstand des Studiums, und endlich will man mit Hulfe der Etymologie die Kultur der Menschheit in den alten 

Zeiten erforschen.（EINLEITUNG 下⥺ᘬ用者） 

この㸰ࣨᡤを対↷すると、ⴭ者は明らかに「文化」を「Kultur」とヂしている。 

 これらより、culture及び Kulturのヂ語としての「文化」は、明治᭱末期には定着しつつあったᵝᏊが見てྲྀ
れる。 
 

 㹀 雑誌記事 

 明治期の雑誌記事で、⥙⨶的に調ても、「文化」の語を用いた文⊩は、ྛ雑誌につき一文⊩⛬ᗘで、見つ

からない雑誌の方が多い。⥲ྜ・哲学・思想・国語国文学・教育の雑誌類で、調査できたものには以下の記事

がᥖ㍕されている。すて明治 30 年代後༙以㝆の文❶である。なお、当ヱ⟠ᡤの文ᘬ用は㠀ᖖに↹⍢にな
るため、ここでは➹者（浅田）がその説明を記述し、必要にᛂじて説明文中でᘬ用するものとする。 
①「文化発ᒎの上より見たる日㟢ᡓத」三㝮㞼℀、『日本人』ᨻ教♫、➨ 210ྕ、明治 37年(1904)㸳᭶ 

 三㝮は「文化」「文⳹」「文明」の三語をྲྀりΰぜて用いており、その使いศけは必ずしも明☜ではな

いが、中で「ᡃ日本は、国人民をⱞしめて㡿ᅵの拡ᙇをィるዴきᶓᭀなる者にあらず、たዶりに≀㉁

的の文化をのࡳ㏣究せࡴとする浅ⷧなる国民にならず、地⌮的⭾ᙇは時ᐅに⏤りて༶ちྍ、≀㉁的の文

化、⣲よりྍなし、されどⓒᑻ➎㢌᭦に一Ṍを㐍める⢭⚄的の文化をసるは、ᡃが国民にとりてより

多く㔜要にしてୟつ⥭ษなるものに㠀ずや。」と述て、「≀㉁的の文化」と「⢭⚄的の文化」を༊ูす

る考えをฟしている点、ὀ目される。 

②「᐀教と文化」⼥ᕼᒣ、『භྜ雑誌』➨ 309 ྕ、明治 39 年(1906)㸷᭶（『᪂教』➨㸵ᕳ➨㸶ྕからの㌿
㍕） 

 これは、᐀教と文化はᐦ᥋な┦関関係を持つという趣᪨を述たᑠ文であり、その「文化」の一つに「文

学」をᣲࡆている。 

③「⮬↛をᩛとしたる文化と⮬↛をとしたる文化」ᡞᕝ⛅㦵、『中ኸබ論』➨ 22年➨ᅄྕ、明治 40年(1907)
㸲᭶ 

 すὒの文化を「⮬↛をᩛとしたる文化」、日本の文化を「⮬↛をとしたる文化」とし、そのㅖ┦を述

ている点、ὀ目に್する。そる。≉に前者は「≀㉁的文化」、後者は「⢭⚄上の事」と対ᛂさせて述

して後者には、ⱁ⾡や思想の、リḷ・ᑠ説・ᡙ᭤がྵまれている。 

մ「文化と文❶とのṌ調」和田垣ㅬ三、『文❶ୡ界』➨㸰ᕳ➨ 10ྕ、明治 40年(1907)㸷᭶ 

 明治⥔᪂以᮶の文化の発㐩に対し、文❶界（書≀等）がどのような㈉⊩をしてきたかを述る。ここで

いう「文化」は、「文明」の意に㏆い。 

յ「ྂ᮶ᡃが国にΏ᮶せるእ国文化の性㉁」ⓑ㫽ᗜྜྷ、『教育界』➨㸴ᕳ➨ 12ྕ、明治 40年(1907)10᭶ 

 上述『㏆ୡḢᕞ文化史論』とྠᵝ、ここでいう「文化」は今日の「文化」と「文明」の中㛫的な意味で、

本文中でも「文明」の語の方がよく⌧れる。たࡔしその中には「言語」や「文Ꮠ」がྵまれている点がὀ

目される。たとえば、「さうபࡩᕤྜでᨭ㑣の文明なるものは、さまで㧗ᑦなものでないと思ࡩのであり

ます。一ࢶのዲいは文Ꮠでศかる、言語でもศるが、文Ꮠを調て見ると、ᨭ㑣の文Ꮠ⛬一体࣑ࣜࣉー

 。ているのᣛえ方はない、ᴟく原ጞ的のもので、（後␎）」などと述ࣈࢳ

ն「明治⪷代文化の基礎」ἑᰗᨻኴ郎、『教育時論』➨ 893ྕ、明治 43年(1910)年㸰᭶ 

これはỤᡞ期のᑎᏊᒇ教育と学ၥの発㐩が、今日の日本がㅖእ国の文明を྾する基礎になっていると

いう趣᪨のㄯヰである。記者の前文によれば「ㄯヰの主意に౫つて⚾にかく題目をじたり。」とある。

本文中に「文化」の語はฟてこないが、「文化」の語によって表⌧しようという考え方は見える。 

շ「ࣝス༑ᅄୡ時代にける文化と思潮」⟪సඖඵ、『ᖇ国文学』➨ 16ᕳ➨㸰ྕ、明治 43年(1910)㸰᭶ 
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ࣝ  14ୡ時代のࣥࣛࣇス文化のゎ説。この文❶でいうとこࢁの「文化」は、ほぼ今日の「文化史」で
いう「文化」の意味に㏆い。そしてここには「文学」もྵまれている。また、人ࠎのရを文化とᤊえて

おり、「┦の㛫の言語も♩の正しい一言一ྃもៅ῝いཱྀ調で、༑ඵୡ紀のᛌάとは大に␗つてᒃた。」

と述ている。ここでいう「言語」とは、今で言う「言ⴥ㐵い」の意味である。文化の文⬦の中で、言ⴥ

㐵いについてゐれている点、ὀ目させられる。 

ո「国民の文化とἐ΅なる国民教育」⨫ྡなし、『教育ᐇ㦂界』➨ 26ᕳ➨㸶ྕ、明治 43年(1910)10᭶ 

 「国民文化」という語は、⌧代から見れば明治文化を≉Ⰽづける࢟ー࣡ーࢻともいえる語であるが、こ

の文⊩の➹者は「国民文化」の語を当時にあって㢖用している。「文化」をᅄᏐ⇍語化しているかなり᪩

いであるとともに、「国民」の語と結びつけている点、垣内松三の「国民言語文化体系」と通じるもの

があり、ὀ目させられる。本文中では「࿃等は国民文化に関係ある学科にして、日本歴史及び国語、அに

ຍてᅗ⏬とၐḷとを持つてࢄた。」と述て「国語」を「文化」に「関係ある」ものとし、「文ⱁ」を

「国民文化」の㔜要なものとして論じる❧ሙをとっている。 

չ「ⱁ⾡と文化」࢚ࣝࢳࣝࣂࣜࢢ㸭ᾏ潮㡢ヂ、『ᒙ㞼』明治 45・大正ඖ年(1912)㸶᭶ 

 これはヂリࡔが、内容は文ⱁ論になっており、「ⱁ⾡」は「文化」とは␗なる≉㉁を持つとして、༊ู

している。 

 
 明治 30年代以㝆、ḟ➨にᗈがりを見せてきた「文化」の語を用いた文⊩が、時ᢡ発表されるようになってきた。
≉に明治 20年代以㝆のࣜࢼࣙࢩࢼズムのྎ㢌と、明治 37㹼38年の日㟢ᡓதをめࡄるᵝࠎな論を⫼ᬒとして、日本
の文化・文明が論じられるようになってきたことが᥎ される。「文化」の意味内容は、明治末年に⮳るまで、必

ずしも一定してはいないが、そこに「文学」をྵࡴ点は᪩くから大体一⮴しており、ຍえて、「言語」を「文化」

の一㒊と見る考えや、「文化」と関係の῝いものと見る考えが生まれていたことは☜かである。しかもそうした考

えが、読者の多かった『中ኸබ論』や『ᖇ国文学』にᥖ㍕されたり、教育関係については『教育界』『教育ᐇ㦂界』

などにᥖ㍕されたりして、一般にも教育関係者にも、「文化」の語がᚎࠎにᾐ㏱し、ᴫᛕ化もされるようになって

きたものと思われる。「文化」がᗈく一般の使用語ᙡになるには、まࡔ時㛫が必要であったが、その下地は༑ศに

できており、かつ、のちの「言語文化」に通じる言語観・文化観も、その萌芽を見せていたと言える。 

 

3.2.4 ᅜㄒᩍ⫱ࡉ㇏ࡿࡅ࠾のᕼồ 

 

 ࿘知のとおり明治 33年(1900)は「国語科」ᡂ❧の年であり、この年に「ᑠ学ᰯ令⾜つ๎」、⩣年に「中学ᰯ令
⾜つ๎」などがฟされ、そこで「趣味」（文学上ࣀ趣味・㧗ᑦࣝࢼ趣味）が㔜どされてくる。また、「ᬛᚨࣀၨ

発」や「ಟ㣴」に㈨することが求められる。これは国語教育において、豊かさを求めるഴ向が明☜にฟされてきた

ことであると言える。以下、明治 33年から明治 44年に⮳る、⾜つ๎・教ᤵ要目の中から、この「趣味」に関係
する㒊ศをิᣲする。下⥺はすてᘬ用者による。たࡔし、մのࡳはᘬ用すると↹⍢になるため、➹者が⡆₩にま

とめる。 

 

①「ᑠ学ᰯ令⾜つ๎」  明治 33年(1900) ➨一❶➨一⠇➨三᮲より 
読本ࣀ文❶ࣁᖹ᫆ࢸࢩࢽ国語ࣀᶍ範ࢺⅭࣜୟඣ❺ࣀᚰࣤᛌά⣧正ࢩࣛࢼムࣝࣔࣤࣝࢼࣀ要ࢩࣀᮦᩱࣁಟ

㌟、歴史、地⌮、⌮科ࣀ生άࢽ必㡲ࣝࢼ事㡯ࣜྲྀࢽ趣味ࢽᐩムࣔࢩ࣊ࣝࢱࣀ 

②「中学ᰯ令⾜つ๎」  明治 34年(1901) ➨一❶➨三᮲より 

国語及₎文ࣁᬑ通ࣀ言語文❶ࣤゎࢩ正☜ୟ⮬⏤ࢽ思想ࣤ表ᙲスࣝࣀ⬟ࣤᚓ࣓ࢩ文学上ࣀ趣味ࣤ㣴ࣄවࢸᬛ

ᚨࣀၨ発ࢽ㈨スࣝࣤ以ࢸ要᪨ࢺス国語及₎文ࣁ⌧時ࣀ国文ࣤ主ࢸࢩࢺㅮ読࣓ࢩࢭ㐍ࣁࢸ࣑㏆ྂࣀ国文ࢽ及࣍

ࢡୟ⩦Ꮠࣤᤵ࣓ࢩࢭ文ࣤ㉎読₍ࣝࢼཪᖹ᫆ࢣ一⌜ࣤᤵࣀ大要、国文学史ࣀ文法࣓ࢩ文ࣤసࣛࣝࢼཪᐇ用⡆᫆ࢩ

 ࢩ࣋

③「㧗等ዪ学ᰯ令⾜つ๎」 明治 34年(1901) ➨一❶➨三᮲より 
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国語ࣁᬑ通ࣀ言語、文❶ࣤゎࢩ正☜ୟ⮬⏤ࢽ思想ࣤ表ᙲスࣝࣀ⬟ࣤᚓ࣓ࢩ文学上ࣀ趣味ࣤ㣴ࣄවࢸᬛᚨࣀၨ

発ࢽ㈨スࣝࣤ以ࢸ要᪨ࢺス 

国語ࣁ⌧時ࣀ文❶ࣤ主ࢸࢩࢺㅮ読࣓ࢩࢭ㐍ࣁࢸ࣑㏆ྂࣀ国文ࢽ及ࢩ࣍ཪᐇ用⡆᫆ࣝࢼ文ࣤస࣓ࣛࢩ文法ࣀ大

要及⩦Ꮠࣤᤵࢩ࣋ࢡ 

մ「中学ᰯ教ᤵ要目」 明治 35年(1902) 
ᢅうきసရྡやࣝࣥࣕࢪなどがල体的に書かれており、「文学上ࣀ趣味」のᐇ㉁的な内容を♧した形になっ

ている。 
յ「中学ᰯ教ᤵ要目ᨵ正」  明治 44年(1911) 「国語及₎文」の「国語ㅮ読」より 

右ㅖ✀ࣀ文❶ࣁᡃ国体及民᪘ࣀ⨾㢼ࣤ記ࢩ国民性ࣤ発スࣝࢽ㊊ࣝࣔࣀ、ࣝࢼ思想ࣤ述࣊㐨義的観ᛕࣤᾰ

㣴スࣝࢽ㊊ࣝࣔࣀ、ᛅⰋ㈼哲ࣀ事㋱ࣤླྀࢩಟ㣴ࢽ㈨スࣀࣔ࢟࣊、文学的趣味ࢽᐩ࣑ᚰࣤ㧗㞞ࢩࣛࢼムࣝࢽ㊊

 ࢩ࣊ࣝࢱ等ࣀ㊊ࣝࣔࢽᖖ㆑ࣤ㣴ᡂスࣝࢩ┈⿻ࢽ生άࣀ日ᖖࣁཪ、ࣀࣔࣝ

ն「㧗等ዪ学ᰯ及ᐇ科㧗等ዪ学ᰯ教ᤵ要目」 明治 44年(1911) 「国語」の「㧗等ዪ学ᰯ」の「ㅮ読」より 
右ㅖ✀ࣀ文❶ࣁᡃ国体及民᪘ࣀ⨾㢼ࣤ記ࢩ国民性ࣤ発スࣝࢽ㊊ࣝࣔࣀ、ࣝࢼ思想ࣤ述࣊ Ⰻ㈆ῄࣀዪᚨ

ࣤᾰ㣴スࣝࢽ㊊ࣝࣔࣀ、ྂ今ᮾすࣀ⨾ᚨၿ⾜ࣝዪᏊࣀ事㋱ཪࣁᛅⰋ㈼哲ࣀ言⾜ࣤླྀࢩಟ㣴ࢽ㈨スࣀࣔ࢟࣊、

㧗ᑦࣝࢼ趣味ࢽᐩ࣑ᚰࣤඃ㞞ࢩࣛࢼムࣀࣔ࢟࣊及日ᖖࣀ生άࢩ┈⿻ࢽᖖ㆑ࣤ㣴ᡂスࣝࢽ㊊ࣝࣔࣀ等࣊ࣝࢱ

 ࢩ

 

 明治期後༙以㝆、文学的な「趣味」がᴟめて㔜どされてきたことが見てྲྀれよう。このようにึ等教育でも中等

教育でも、⾜つ๎や教ᤵ要目といった法令によって「趣味」を㔜どするഴ向が拡がってくれば、言語的・文学的

な「豊かさ」を求める国語観・国語教育観も拡がっていくのは当↛である。したがって教科書も、これにᛂじた⦅

⧩が⾜われてくる。たとえば、明治 34年(1901)の三ᅵᛅ㐀⦅『中学国語読本』「⦅⧩వ言」にはḟのように述ら
れている。 

 中学ᰯの教科書として⦅⧩せられたる国文読本、その類ᑡからず。↛れども（中␎）ᡈは⇱無味なるᮦᩱ

に㔜きを⨨きて、文学的趣味にஈしく、͐ ͐（中␎）͐ ͐要するに、⌧今の国語教科書は、多くの点にいて、

ࡊからなるをචれず。͐͐（中␎）͐͐ணもᬻくヱ科を教ᤵして、これがᨵⰋの、一日もᛛにすࡔ⏒

るを認め、⚾かにᮦᩱを㞟せしことここに年あり。く⦅して一㒊の書となすをᚓたり。本書༶ちれなり。 

 これは後に言う「文学教育」につながってくるものࡔが、一方で、言語教育に文化的な豊かさを求めていく点で、

「言語文化」的な志向性を持つ。上田年の「日本語は日本人の⢭⚄的⾑ᾮなりと言ࡦつし。」に代表される、

言語を༢なる㐨ලとは見ない言語観が⌧れてきつつあるとも言えよう。 
なお、中等読本において、本文中に「文化」の語をྵࡴ文❶が教ᮦになっているは、⟶見の㝈り大㝰㔜ಙⴭ『ᨵ

ゞ国民読本』（ᐆ文㤋）に見えるのࡳである。ྠ書は大正㸰年（1913)㸳᭶の発⾜で、大正ᨵඖから㸯年⤒っておら
ず、教ᮦ文はほとࢇど明治以前のものである。このうちの「➨༑❶ ⏘ᴗの発㐩」には、 
⮬↛を使ᙺするは、人類の≉ᶒにして、ᐩ源はஅによりて㛤け、文化はஅによりて⯆る。 

という一文がある。「ᐩ源」すなわち≀㉁文明と、「文化」をศけていることから、この教ᮦ文では「文化」を今

日でいう「⢭⚄的文化」の意味で述ているものとゎ㔘できる。 
 とこࢁで、上記の「趣味」を「文化」との関㐃で考えていく上でཧ考になるのは、当時の雑誌『趣味』のᏑᅾで

ある。この雑誌は明治 39年(1906)㸴᭶หで、หྕᕳ㢌の発⾜趣᪨には、ḟのようにある。 

༶ち『趣味』はඛづ主として㡢ᴦ、₇、ヰ⾡、⤮⏬、ᘓ⠏、ᗞᅬ、㣭、㐟ᡙ、ὶ⾜等に関して一ୡのᣦᑟ

者となりවࡡて⌮想的読≀とፗᴦとをᐙᗞに౪し以て二༑ୡ紀のᡃが国ᐙに㈉⊩するᡤあらࢇことを期す。 

 こう述たあとで「『趣味』の≉Ⰽ」として、ᆤ内㏯㐶、㤫ᗞ⠈ᮧ、ᖾ田㟢క、ᕘ㇂ᑠἼ、㔠Ꮚ㤿治、ᓥᮧᢪ᭶

ほか、文学・₇・⨾⾡・ホ論などのྛศ㔝の➨一人者を、⦅㞟༠ຊ者としてᣲࡆている。すなわち、雑誌『趣味』

の範ᅖは、今日でいう⊃義の「文化」に㏆かった。「趣味」という語には、それࡔけ「文化」的なࣥࣗࢽスがあ

ったことが想ീされる。なお、上田年は「趣味の教育について」というᑠ文を、この『趣味』หྕにᐤせてい

る。 
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㸲. ⤖ㄽᚋのㄢ㢟 

 
 以上より、明治末期の一般的思潮・教育的思潮においては、以下の３点を認めᚓる。 
 

① 「文化」の語は、この時期にかなり認知されていた。また、「趣味」の語で豊かさが求められるようになった。

この両者は、意味の上での共通性を持っていたと見られる。 

② 「文学」を「文化」の一つと見る考えは、ほぼ定着しつつあり、一方、言語的・文学的な豊かさを求める国語

観・国語教育観が、法令により拡がった。これらは、後に「言語」を「文化」と見る考えにつながりやすい下地

であった。 

③ 従って、「言語文化」的な志向は、わずかではあるがすでに明治期に萌芽を見せていたと言える。 
 

 今後は、大正期の一大思潮となった「文化主義」を中ᚰに、垣内松三以前に今日でいう「言語文化」的な発想が

どのような拡がりを見せたかを明らかにしていく必要がある。 

 

 

ὀ 

1) 大ஂಖㅬ⦅『す࿘㞟➨㸲ᕳ』（᐀㧗書ᡣ、1971、pp.16-17）による。 

 

ཧ⪃ᩥ⊩ 

(1) 生松敬三(1968)「「文化」のᴫᛕの哲学史」（『ᒾἼㅮᗙ哲学ϱϪ』ᒾἼ書ᗑ、pp.73-101） 
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前期高齢者における自他の老いへの意識は 
むなしさ感情を予測するか 

 

大上 真礼 

 

The Effect of Attitude towards Aging Regarding the Feeling of Munashisa (emptiness)  
Among Comparatively Young, Elderly People 

 
Maaya OOUE  

 

要  約 

本稿では，日本人が身近に感じうる「むなしさ」について，高齢者を対象に調査を行った。研究 1では，むな

しさの感じられやすさに，年齢や性別，自分の老いについてのとらえ方，そして一般的な高齢者についての偏見

（エイジズム）が影響するかを検討した。インターネット調査で収集した60-75歳男女596名のデータのロジス

ティック回帰分析から，女性であること，年齢が低いこと，自身の老いを否定的であることがむなしさを感じや

すくすることが示唆された。研究 2では全般的な精神的な健康度に結びつく要因を探った。むなしさを感じてい

ると答えた 323 名のデータの重回帰分析から，自身の老いについて否定的にとらえること，エイジズムの中での

「嫌悪・差別」，そしてむなしさとの向き合い方についての変数が精神的な健康度に影響を及ぼすことが考えられ

た。これらから，自身の老いをどうとらえるかがむなしさと精神的な健康度の双方に影響を与えていることが示

された。今後，性差やむなしさを感じる体験の詳細等をふまえた検討が求められる。 

 

キーワード：むなしさ，高齢者，エイジズム，インターネット調査 

 

1. 問題と目的 

1.1 むなしさとは 

むなしさは比較的身近に感じられ，日本人の心の健康にも関わると考えられている感情である（水島, 2014）(1)。

物質的には豊かに思われる現代社会において，満たされなさや意味の見出せなさにかられる深刻さについてはこ

れまでにいくつもの指摘がなされてきている（竹内, 2007(2)；浦田, 2013(3)など）。むなしさや emptiness といった語

であらわされる感情状態や感情体験は抑うつ症状の特徴の一つといわれ（福本・江草・関谷, 2000）(4)，境界性人格

障害の診断基準（American Pychiatric Association, 2013）(5)の「慢性的な空虚感」と結びついていると考えられてい

る。その他の精神的な不調との関連としては家族との死別に関する悲嘆（宮林・山川, 2005）(6)，自殺未遂患者の感

情（Schnyder, et al., 1999）(7)と重なることが報告されている。これらをふまえると，むなしさについて検討するこ

とで精神的健康についての理解が深まり，人々が主体的・創造的な活動を行えるようなサポートの手がかりを見出

せる可能性があると考えられる。 

国内外において，むなしさやそれに類する感情（emptiness，空虚感，実存的空虚，無力感など）は多数の研究者

がその定義，測定を行ってきた（表 1）。むなしさは，安定感や充実感，人生の目的や将来への希望，自尊心などが

失われた状態，またはそれらが低下した状態を表しているといえる。 

1.2 前期高齢期におけるむなしさ 

前述のように多義的でありながら精神的な健康度とも関わるとされるむなしさは，高齢期において感じられや

すいと考えられる。特に 65 歳から 75 歳までの前期高齢期においては，自身や配偶者の退職，家族の巣立ち，周囲

の人や同年代の有名人などの死，友人や家族との死別などが経験され，うまくいかなさやむなしさが体験されうる

だろう。加齢に伴う心身の変化も中年期よりもさらに感じられたりするなど，精神状態に影響を与えうる要因が少

なくない。高齢者は年齢を重ねると統合や老年的超越の状態に達するといわれるが（Erikson, 1980 西平・中島訳 

2011(8)；Tornstam, 1997(9)），前期高齢期は高齢期に差し掛かったばかりであり，統合や超越を獲得する途上にあると
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考えることもできる。 

高齢者のむなしさについては，その主ほ的なᤊえられ方，感じられ方について自⏤グ述の分析やインタࣗࣅーに

より探られてきた。その中で，年齢や性別によりむなしさのᤊえられ方が㐪う可能性があること（大上, 2017）(10)，

老いやࣛイࣇイ࣋ントをどのように経験し対ᛂするかがむなしさの体験に影響する可能性（大上, 2015）(11)が報告

されている。老いについてのᤊえ方とむなしさの関連については，ᯬሙ・ᮧ（2002）(12)が「人生」，「老い」およ

び「死」というᴫᛕへのイ࣓ージをᙧᐜモ対からホ定させる SD ᑻ度をసᡂし高齢者にホ定を求め，いࡎれのᴫᛕ

においても͆充実感因Ꮚ͇および͆空虚感因Ꮚ͇が見いだされたとする報告がある。加えてこの調査では，人生の

統合性の達ᡂ度が高いど空虚感の得Ⅼは低いഴ向にあったとの示唆が得られているため，老いへのイ࣓ージや，

加齢しⓎ達ẁ㝵が㐍むこと自体もむなしさとఱらかの関連があると᥎測される。 

 

表 1 むなしさに関連する感情についてᑻ度సᡂや検討を行っているᩥ⊩（大上（2019a）(13)からᢤ⢋，ᩚ理） 

 

1.3 ඛ⾜◊✲ࡢ㝈⏺とᮏ✏ࡢ目的 

ᚑ来の高齢者におけるむなしさの研究の㝈界として，௨下の 2 つがᣲࡆられる。 

まࡎ一Ⅼ目は，空虚感や無力感などもྵむようなむなしさ感情についての検討の多くが，高齢者を対象としてい

ないⅬである。表 1 においても，ᑓ㛛家による検討で㡯目を考した Quinless & Nelson（1988）(19)と 18 歳㹼91 歳

を対象とした Tanaka et al.（1998）(20)を㝖いては全てが大Ꮫ生௨下に༠力者に対して調査を行ったものである。高

齢者を対象としたむなしさに関する質ၥ⣬調査は大上（2017）(10)や大上（2019b）(27)⛬度にとどまっている。また

感情 ᑻ度名と出 ᑻ度の因Ꮚ分析結ᯝ，ᴫᛕのᵓᡂ要⣲など 

空虚感， 

実存的空虚 

空虚感ᑻ度（ᚨ本, 2001）(14) 「自ᕫ不☜実感や自ᕫ不安定感」，「充実感႙失」 

「むなしさ」感ᑻ度（実存的空虚感） 

（ሐ, 1994）(15) 

「無目的・無Ẽ力感」，「否定的自ᕫほ」，「Ꮩ⊂感」，「将来的ᒎ

望のḞዴ感」 

実存的空虚ᑻ度（浦田, 2006(16)；浦田, 

2013(3)など） 

「実存的空虚感」（日ᖖ的に感じられるẼ分や感情のࣞࣝ࣋に

おける空虚さ） 

「実存的空虚ほ」（ಶ人のࣜࣄࢽズム的ୡ界ほに関わる㡯目） 

helplessness 

無力感ᑻ度（Helplessness Scale） （㟷

ᰗ・細田・ᑠᔱ, 1985）(17) 

「自尊心のḞዴ」，「自ᕫ不ಙ感」，「自ᕫ㈐௵性のḞዴ」，「ཷ動

性，ᾘᴟ性」，「意ᚿ力のḞዴ」 

無力感ᑻ度（Helplessness Scale） （㟷

ᰗ・ᙉ▮, 1986）(18) 

「失ᩋに対する㐣ᩄ性」，「自尊心のḞዴ・ຎ等感」，「ᣢ⥆性の

Ḟዴ」，「ᾘᴟ性」 

Learned Helplessness Scale （ LHS ）

（Quinless & Nelson, 1988）(19)*1 

「内ᅾ化-外ᅾ化の因Ꮚ」，「全体性-特␗性の因Ꮚ」，「安定性-不

安定性の因Ꮚ」，「人が本来もっている，状ἣの結ᯝを予期・調

⠇する能力についてのಙᛕ」，「ሙ㠃の㑅ᢥ」 

hopelessness 

）ック⤯望感ᑻ度࣋ BHS; Beck 
Hopelessness Scale） （Tanaka et al., 

1998）(20)*2*3 

「希望に満ちた将来へのい」，「悲ほ的将来に関するಙᛕ」 

ᣑᙇᆺ࣍ーࣞࣉスネスᑻ度（高比Ⰻ, 

1998）(21) 

「対人㡿ᇦの࣍ーࣞࣉスネス」と「達ᡂ㡿ᇦの࣍ーࣞࣉスネス」

の㡯目に分かれた 

emptiness 
A scale for mesuring emptiness and 

existential concern（Hazell, 1984）(22)*1 

「emptiness について」，「existential concern について」の因Ꮚᵓ

造が☜ㄆされた 

*1 ᩥ⊩内にᑻ度㡯目のグ㍕なし 

*2 日本語∧はᇼ（┘ಟ） ᯇ（⦅）（2001）(23)にグ㍕ 

*3 Beck et al.（1974）(24)の⩻訳はᱜ・ᱜ（1992）(25)や谷（1998）(26)なども行っているが，日本語∧ᑻ度として

ᗈくとりあࡆられわれていると考えられる本ᩥ⊩をとりあࡆた 
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Ⅼ目として，高齢期において自身が年齢を重ねることや老いとどのようにき合うかがむなしさや精神的健康

に関連している可能性はあるものの，それを実ド的に検討した▱見が大上（2019a）(13)⛬度とᐻ少であることがᣲ

 。られるࡆ

 ௨上の㆟ㄽをཷけ，本稿の研究 1 では年齢，性別および老いについてのᤊえ方（一般的な老人についての考え方

と，自分自身が老いることについての態度）が，主ほ的なむなしさの有無にどの⛬度影響するかについて検討をヨ

る。そして研究ࡳ 2 では，研究 1 での結ᯝもふまえつつ，高齢者において老いについてのᤊえ方や感じるむなしさ

との向き合い方が࣓ンタࣝࣝ࣊スにどのように影響を及ぼすのかについて検討をヨࡳる。なお，本稿における高齢

者のむなしさの定義は大上（2015）(11)での 60 代㹼70 代男女へのインタࣗࣅー調査によりまとめられた，「老いに

よる心理社会的変化により感じる，自分の行動についての主ᑟᶒのなさや周囲との関ಀの中でのᙺ立てなさ」と

し，௨㝆の調査・分析を行う。 

 

2. ◊✲ 1 ほ的なむなしさࡢ᭷↓にᖺ齢㸪ᛶู㸪⪁࠸にࡢ࡚࠸ࡘែᗘはᙳ㡪ࡍる 

2.1 目的 

本研究では，前期高齢期にある者がむなしさを感じるかどうかに，年齢，性別，そして老いについてのᤊえ方（態

度や考え方）が影響を与えているかどうかを検討する。どのようなᒓ性や考え方であればむなしさを感じやすいの

かを探ることで，むなしさ，ࡦいてはそこからⓎᒎして精神的不調をきたすࣜスクの高い者についての基♏的な▱

見を得ることができると期ᚅされる。 

2.2 ᪉ἲ 

（㸯）調査期および༠力者： 

2019 年 2 ᭶に，インターネット調査会社（࣐イ࣎イスࢥム）にⓏ㘓している 60㹼74 歳の男女 660 名を対象に調

査を行った。このうち，一つのタၥ内の全ての㡯目について同一の್で回答するというᣲ動を⧞り㏉した者のデー

タを不ṇ回答として㝖外した。᭱ ⤊的な分析の対象となった有ຠ回答者数は 596 名（男性 301 名，女性 295 名，平

ᆒ年齢 66.8 歳，SD4.2）であった。なお，高齢期は 65 歳௨上のことを指すが，日本において会社ဨの退職や㞠⏝

変᭦は 60 歳前後でなされることが多いⅬや，Ꮚどもの㣴⫱期㛫が 60 歳前後で⤊するሙ合も多いこと（エイジ

ンࢢ⥲合研究ࢭンター基♏㈨ᩱ⦅⧩ጤဨ会, 2013）(28)から，60 歳から 65 歳の男女も対象者にྵめた。 

（㸰）質ၥ内ᐜ 

インターネット調査にྵまれていた質ၥの中で，本研究の分析に⏝いた変数は௨下である。 

イス㡯目：年齢および性別（男性は࢙ࣇ 1，女性は 2 とした），፧ጻ状ἣ，職ᴗ分類，ㄆ▱症の有無についてᑜね

た。分析には年齢と性別の変数を⏝した。 

PGC ࣔࣛーࣝ・スࢣーࣝ（前田か, 1979）(29)の「老いについての態度」：高齢者の「生きがい」を内㠃的なᖾ福

感，主ほ的なᖾ福感と考え，それを測定するためにసᡂされたᑻ度である。これまでにᨵ定సᴗがなされてきたこ

とがྂ谷㔝か（1989）(30)でᩚ理されているが，ᨵゞ前（17 㡯目）と 1 回目のᨵ定後（全 15 㡯目）の双方にྵま

れている「老いについての態度」の質ၥ㡯目を⏝した。ල体的な㡯目のᩥは͆ 人生は年をとるにしたがって悪く

なる ，͇͆ ཤ年と同じようにඖẼだ ，͇͆ 年をとってᙺにたたなくなった ，͇͆ 年をとることはⱝいに考えていたより

よい，͇͆ ⱝいと同じようにᖾ福だ で͇あり，自分が老いることに関してのᤊえ方を調ることができるとࡳなし，

⏝した。いࡎれの㡯目も「はい（1 Ⅼ）」「いいえ（0 Ⅼ）」の 2 ௳ἲでᑜねた。分析前には自身が老いることやⱝ

いと比た自分の状態について否定的であるど高得Ⅼとなるよう㏫㌿㡯目のฎ理を行った。 

Fraboni エイジズムᑻ度▷⦰∧（ཎ田か, 2004）(31)：5 ௳ἲで，14 㡯目でᵓᡂされている。このᑻ度は，高齢で

あることを理⏤に人をỴめつけて考えたりするㄆ▱㠃でのエイジズムに加え，ᩛ 対的・差別的な態度や高齢者との

関わりを㑊けるような行動・感情㠃でのエイジズムの測定も目指してసᡂされたᑻ度（Fraboni, et al., 1990）(32)の日

本語∧である。高齢者を㝖や㝸㞳することを⫯定する内ᐜをྵむ「嫌悪・差別」因Ꮚ，高齢者とのὶを㑊けた

いという「回㑊」因Ꮚ，高齢者への否定的なステࣞ࢜タイࣉをもつことを表すと考えられる「ㄦㅫ」因Ꮚの 3 因Ꮚ

ᵓ造からなると考えられている。このᑻ度は一般的な高齢者に対して差別的，否定的な考えをもつど್が高くな

る。 

14



᭱近 2，3 年の㛫にむなしさを感じた経験の有無：有（1 Ⅼ）と無（0 Ⅼ）どちらかの㑅ᢥを求めた。主ほ的なむな

しさを調たいとのねらいから，大上（2017）(10)にೌい，むなしさの意味やそれを感じているかのุ断は対象者自

身にጤねた。 

（㸱）理的配៖ 

ームのෑ㢌に研究ᴫ要およびಶ人情報ಖㆤのㄝ᫂を表示し，研究༠力に同意するという㡯࢛ࣇ上の回答ࣈ࢙࢘

目に࢙ࢳックをつけたሙ合のࡳその後の質ၥに回答できるようにするという対ᛂをとった。なお，本調査はᮾᾏ大

Ꮫ「人を対象とする研究」に関する理ጤဨ会のᢎㄆ（ᢎㄆ␒ྕ：18185，19033）をཷけ，実した。 

（㸲）分析 

統ィࣇࢯト HAD 16（Ύ水, 2016）(33)を⏝した。 

2.3 ⤖ᯝ 

分析の対象となった 596 名の中で，᭱近 2，3 年の㛫にむなしさを感じたむなしさを感じたことがあると答えた

のは 323 名（全体の 54.2%，男性 148 名，女性 175 名）であった。 

むなしさの有無をᚑᒓ変数とし，ロジスティック回帰分析を行った。むなしさの有無を予測するための⊂立変数

には年齢，性別，老いについての態度をあらわす PGC ࣔࣛーࣝ・スࢣーࣝの 5 㡯目の得Ⅼ，エイジズムᑻ度の 3

つのᑻ度得Ⅼの合ィ 6 つをタ定（ᙉไᢞධἲ）し，᥎定ἲは᭱ᑬἲを⏝いたところ，表 2 のような結ᯝとなった。

なお，多重ඹ⥺性の指ᶆである VIF の್が 2 を超える変数は☜ㄆされなかった。 

 性別，年齢，そして自身の老いについての態度の 3 変数は，むなしさの有無に対して有意な大きさの影響をもた

らすことが示された。エイジズムについては，3 因Ꮚのいࡎれもむなしさを感じるか否かに対して影響を与えてい

るとはいえなかった。 

 

2.4 ⪃ᐹ 

調査対象者の中で᭱近にむなしさを感じたことがあると答えたのは 54.2%であった。大上（2017）(10)の報告では

500 名に対する調査の中で᭱近 2，3 年の㛫にむなしさを感じたことがあると答えたのは 281 名（56.0%）であった

ことと合わせて考えると，高齢者においては༙数వりがఱらかの主ほ的なむなしさを感じる体験をしていると考

えられる。 

 

表 2 むなしさ有無をᚑᒓ変数としたロジスティック回帰分析の結ᯝ（N = 596） 

変数名 回帰ಀ数 ࢜ッズ比 
95%ಙ㢗༊㛫 

p  ್
下㝈 上㝈 

性別  .434 1.544 1.092 2.184  .014* 

年齢 㸫.064  .938  .899  .978   .003** 

老いについての態度  .473 1.606 1.355 1.903   .000** 

エイジズム「嫌悪・差別」  .013 1.013  .952 1.078 .677 

エイジズム「回㑊」  .009 1.009  .947 1.075 .775 

エイジズム「ㄦㅫ」  .055 1.056  .969 1.151 .213 

表 2 ὀ）** p < .01, * p < .05 

表 2 ὀ 2）ࣔデࣝ㐺合度͐Ȯ2（df = 6）= 64.933（p < .001），R2 = .134 

 

ロジスティック回帰分析の結ᯝからは，性別（男性よりも女性），年齢（年齢が低いこと），老いについての態度

（自身の老いを自ぬしたり，それを否定的にとらえたりすること）がむなしさを感じさせやすくすることが示唆さ

れた。年齢が低いうがむなしさを感じやすいのは，年齢を重ねるど老いの実感や႙失の経験が多くなるために

むなしさをᘬき㉳こすような体験に័れる，あるいは感情調⠇の方␎をってむなしさをらࡆることに㛗けて

くるということを表している可能性がある。また，老年的超越はಶ人差があるものの自↛な加齢にᚑって獲得され

やすくなる（ቑか, 2012）(34)ため，年齢が高い方が生きがい感や充実感をᣢちやすくむなしさを感じにくいと
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の結果になったとも考えられる。また性差についてであるが，むなしさと前後して体験される可能性がある「諦め」

については女性の方がその有意味性を認知しているとの結果が報告されている（菅沼, 2014）(35)。諦めとの関連や，

女性の方がむなしさを感じる体験が多いのか否かなど，今後さらに検討する必要がある。 

そして老いについての捉え方に関しては，エイジズム尺度はむなしさの有無に有意な影響力をもたなかったこ

とから，一般的な加齢や高齢者についての考え方よりも，自身の老いの捉え方が主観的なむなしさを規定するとい

える。これは，むなしさが自分をとりまく関係や場面の中での主体感やコントロール感のなさによって感じられる

ことが多いことと矛盾しない。また，前期高齢期においては自身が“高齢者”であるという自覚やアイデンティテ

ィがあまりなく，自身が偏見を向けるような高齢者と自分自身を切り離して考えているためにエイジズムの影響

がみられなかった可能性もある。 

 

3. 研究 2 精神的な健康度に影響を与える要因の検討 

3.1 目的 

 研究 1 では，年齢，性別，自身の老いについての態度が主観的なむなしさに影響を与える要因となることが示さ

れた。しかしむなしさを感じても向き合い方によっては精神的健康の悪化を防げる可能性があり（大上, 2019a）(13)，

老いに関する捉え方も精神的な健康度に影響していることも想定しうる。そこで研究 2 では，むなしさを感じる高

齢者において，自他の老いに関する捉え方，感情調整，むなしさとの向き合い方が精神的な健康度に影響を与えて

いるかについて検討すべく，調査・分析を行うこととする。 

3.2 方法 

 本研究では，研究 1 と同じインターネット調査のデータを用いた。今回の分析には，感じたむなしさとどのよう

に向き合うかが精神的健康にどのような影響を及ぼすかの検討が含まれているため，対象者は調査の中で最近む

なしさを感じたことが「ある」と答えた 323 名とした。研究 1 と同一の調査手続きであったため，倫理的配慮につ

いての説明は割愛する。分析・検討に用いた変数に関する質問内容は，年齢，PGC モラール・スケール（前田ほか, 

1979）(29)の「老いについての態度」の 5 項目，Fraboni エイジズム尺度短縮版（原田ほか, 2004）(31)に加え，以下の

通りであった。 

感情調節尺度（ERQ）日本語版（吉津・関口・雨宮, 2013）(36)：日常生活において生起した感情をどのような方略

で調節するかを測定する Emotion Regulation Questionnaire（Gross & John, 2003）(37)の日本語版である。十分な信頼

性・妥当性があることが吉津ほか（2013）(36)によって報告されている。また，感情をひきおこす原因となる出来事

を解釈しなおす「再評価」の方略と，感情が生起したあとそれを表現・表出するのを抑える「抑制」の方略の 2 因

子であることが確認されている。再評価も抑制も，得点が高いほどその感情調節方略をとる傾向にあることを表

す。 

高齢者におけるむなしさとの向き合い方に関する尺度（大上, 2019b(29)，以下「向き合い方尺度」と表記）：高齢者

がむなしさを感じるとき，そのむなしさとどのように向き合いのかについての質問紙尺度である。むなしさにどの

ように対処したいかについての考えや態度に関する「むなしさ対処への態度・心持ち」（以下，「態度」と表記），

能動的な認知的あるいは行動的な対処をするという「むなしさへの積極的な認知・行動的対処」（以下，「認知・行

動」と表記），むなしさを感じるような活動や場に出るのをやめたり人への期待をやめたりする「むなしいことか

らの離脱」（以下，「離脱」と表記）の 3 因子からなり，一定の信頼性・妥当性が確認されている。いずれの向き合

い方についても，その得点が高いほど当該の向き合い方をとりやすいことを表す。 

K10（厚生労働省, 2003）(38)：全般的な精神的健康度を測定するための 10 項目の尺度である。5 件法で回答を求め

るものであり，値が高いほど精神的な不調の度合いが高いことを示す。 

分析には研究 1 と同様に統計ソフト HAD 16（清水, 2016）(33)を使用した。 

3.3 結果 

（１）各変数の相関の分析 

 まず，精神的な健康度に関連している変数を探るために，各変数の相関係数を算出し，統計的に意味のある関連

があるか分析した（表 3）。 
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表 3 各変数の相関（N = 323） 

 

老いにつ

いての 

態度 

エイジズム  ERQ  向き合い方 

᎘悪・ 

差別 
回㑊 ㄦㅫ 

 
再評価 抑制 

 
態度 

認知・ 

行動 
離脱 

᎘悪・差別 .214** -          

回㑊 .106  ͊ .476** -         

ㄦㅫ .145** .441** .374** -        

再評価 㸫.135* 㸫.115* 㸫.117* 㸫.045  -      

抑制 㸫.008 .117* 㸫.047 .065 .412** -     

態度 㸫.104  ͊ 㸫.194** 㸫.066 㸫.057 .291** .111*  -   

認知・行動 㸫.153** 㸫.029 㸫.254** 㸫.019 .262** .207** .365** -  

離脱 .032 .173** .036 .066 .140* .193** .257** .410** - 

K10 .339** .289** .051 .116*  㸫.109  ͊ .009  㸫.114* .118* .227** 

 

 K10 と有意な相関を示したのは，老いについての態度，エイジズム尺度のうちの「᎘悪・差別」およࡧ「ㄦㅫ」，

むなしさとの向き合い方尺度の各尺度得点であった。向き合い方尺度の「態度」は K10 とは㈇の相関を示した。

また，エイジズム尺度のうち「᎘悪・差別」は他のほとࢇどの尺度得点との相関係数が有意であった。 

（㸰）精神的な健康度に影響する要因の検討 

 上記の相関分析の結果をཷけ，K10 をᚑᒓ変数とし，K10 と関連していると考えられる老いについての態度・エ

イジズム尺度の「᎘悪・差別」と「ㄦㅫ」，むなしさとの向き合い方の 3 尺度の 6 変数を⊂❧変数として㔜回ᖐ分

析（ᙉ制ᢞධ法）を行った。結果は表 4 に示す通りである。 

⊂❧変数として用いた変数のうち，ᶆ‽化偏回ᖐ係数が 0 に近くなったものや有意でなくなったものは見られ

なかったため，各変数と K10 がఝ相関の関係にあるとは考えにくいといえる。なお，多㔜ඹ⥺性のᣦᶆである

VIF の値が 2 を㉸える変数は分析を通して確認されなかった。 

 6 つの⊂❧変数のうち，エイジズムの「ㄦㅫ」を㝖く 5 つの変数からの K10 に対するᶆ‽偏回ᖐ係数（ș）は有

意であった。また向き合い方の「態度」からのᶆ‽偏回ᖐ係数は㈇の値であった。 

 

表 4 K10 をᚑᒓ変数とした㔜回ᖐ分析の結果（N = 323） 

⊂❧変数 B SE B ș 

老いについての態度 1.948 .326 .308** 

エイジズム「᎘悪・差別」   .385 .122 .183** 

エイジズム「ㄦㅫ」 㸫.081 .178 㸫.025 

向き合い方「態度」 㸫.291 .110 㸫.146** 

向き合い方「認知・行動」   .317 .116 .157** 

向き合い方「離脱」   .489 .172 .160** 

 R2  .226** 

表 4 ὀ）B は偏回ᖐ係数，SE B は偏回ᖐ係数のᶆ‽ㄗ差，șはᶆ‽偏回ᖐ係数 

表 4 ὀ 2）** p < .01 

 

ḟに，⊂❧変数とᚑᒓ変数は同じものを使用し，⏨女別の㔜回ᖐ分析（ᙉ制ᢞධ法）を行った。結果は表 5 のよ

うになった。 

 ⏨性では，老いについての態度，エイジズムの「᎘悪・差別」，向き合い方の「離脱」から K10 に対するᶆ‽偏
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回帰ಀ数が有意となったものの，向き合い方の「態度」と「ㄆ▱・行動」からのᶆ準偏回帰ಀ数は有意ഴ向にとど

まった。女性では，老いについての態度，エイジズムの「嫌悪・差別」，向き合い方の「態度」および「ㄆ▱・行

動」から K10 へのᶆ準偏回帰ಀ数が有意であり，向き合い方の「㞳⬺」からのᶆ準偏回帰ಀ数は有意にはならな

かった。また男女ともにエイジズムの「ㄦㅫ」からのᶆ準偏回帰ಀ数は有意にはならなかった。 

 

表 5 男女別の重回帰分析の結ᯝ（ᚑᒓ変数：K10） 

⊂立変数 
男性（n = 148）  女性（n = 175） 

B SE B ș  B SE B ș 

老いについての態度 1.425 .485 .235**  2.394 .462 .361** 

エイジズムの「嫌悪・差別」 .438 .194 .206*  .393 .167 .181* 

エイジズムの「ㄦㅫ」 㸫.074 .290 㸫.022  㸫.081 .226 㸫.026 

向き合い方の「態度」 㸫.281 .166 㸫.142  ͊  㸫.320 .155 㸫.156* 

向き合い方の「ㄆ▱・行動」 .343 .193 .159  ͊  .310 .147 .162* 

向き合い方の「㞳⬺」 .724 .296 .217*  .316 .213 .110 

R2 .232**  .244** 

表 5 ὀ）B は偏回帰ಀ数，SE B は偏回帰ಀ数のᶆ準ㄗ差，șはᶆ準偏回帰ಀ数 

表 5 ὀ 2）** p < .01, * p < .05, ͊p < .10 

 

3.4 ⪃ᐹ 

┦関ಀ数の結ᯝから，エイジズムᑻ度のうち「嫌悪・差別」は他の多くの変数と関連があることが示唆された。

これは，人が老いること自体や一般的な高齢者に⫯定的になれないということが，高齢者の感情体験や行動，ࡦい

ては精神的な健康度とも結びついているということであろう。 

また，一般的な日ᖖ生活での感情をどのように調⠇するかを示す ERQ とむなしさとの向き合い方のྛᑻ度が有

意な┦関を示したことから，向き合い方ᑻ度は感情体験への対ฎ方␎を測るものであることが☜ㄆできたとい

える。しかしながら，K10 との┦関は，ERQ では有意にならࡎ向き合い方ᑻ度は有意であった。このため，感情

全般への対ฎと「むなしさ」への対ฎはఱらかのⅬで␗なっている可能性がある。なお，ྜྷὠか（2013）(36)によ

る大Ꮫ生を対象とした調査では ERQ の「ホ౯」はᛣり（特性）や不安（特性）と㈇の┦関を示し，主ほ的ᖾ福

感とṇの┦関を示しているが，高齢者を対象とした本研究では精神的な健康度との有意な┦関がࡳられなかった。

20 歳前後のⱝ者と比較して高齢者は一般的な感情の調⠇が㐺ᛂ感や健康度に及ぼす影響が高くない可能性が考え

られる。 

また重回帰分析の結ᯝにより，むなしさを感じている，あるいは᭱近に感じたことがある前期高齢者にとって，

自分自身の老いについて否定的であることと一般的な高齢者に関して嫌悪・ᚷ㑊したり差別的な考え方をᣢって

いたりすることは精神的健康度の低さにつながりうることが示唆された。そしてむなしさとの向き合い方につい

ては，「ㄆ▱・行動」および「㞳⬺」からの K10 へはṇの影響があると考えられた。これは，感じるむなしさに対

して✚ᴟ的な対ฎを行ったりむなしさを感じるሙから㞳れたりしなければならないどにむなしさをᘬき㉳こす

ような状ἣやむなしさの体験自体が深刻であるために，精神的な健康度も低くなるということだと᥎測される。一

方，「態度・心ᣢち」からは K10 に㈇の影響がもたらされるとの結ᯝを得た。むなしさ対ฎへの「態度・心ᣢち」

を思いᕠらせるということは，むなしさを感じる状態についてಠ▔的・ᐈほ的にとらえられているともいえる。こ

のため，この向き合い方をྲྀれるのであれば，むなしさの感情やそれが生㉳・⥔ᣢされるような体験に㐣度にᕳき

㎸まれておらࡎ，精神的な健康度の深刻さも高くないのだと考えることができる。 

男女別の重回帰分析においては，男性ではむなしくなるようなሙから㞳⬺することで精神的な健康度は悪化す

るが，女性はむなしさに関して✚ᴟ的な対ฎを行うことが精神的な健康度を低くすることが示唆された。女性にお

いては，ఱらかの考えや行動を変ᐜさせようとして能動的にむなしさに対ฎしなければならないということは精

神的なၥ㢟がより深刻であるのだということを示しているのだろう。 
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4. ⥲ྜ⪃ᐹ 

௨下では研究 1，2 から考えられること，⮫ᗋ心理Ꮫ的ᨭというほⅬからの示唆および研究のㄢ㢟をグす。 

本稿では，前期高齢者において自身が老いることや一般的な高齢者ほがむなしさや精神的健康に与える影響を

探った。研究 1，研究 2 から，自分の老いをどのようにとらえるかは，むなしさの有無にも精神的な健康度にも影

響を及ぼしていることが分かった。また，研究 1 ではエイジズムᑻ度はいࡎれの因Ꮚもむなしさ感情をᕥྑすると

はいえなかったが，研究 2 から，「嫌悪・差別」は精神的な健康度の低さに有意な影響を与えることが示唆された。

周囲の高齢者や一般的なᴫᛕとしての高齢者に対して否定的な見方をもつことは，むなしさと関わるような自身

の生きがい・自分の行動が報われるかといったこととはあまり結びつきがないといえる。高齢者や加齢に関する考

えはむしろ，むなしさを感じながらも健やかに㐣ࡈしていけるかどうかに関わっているということが᥎測される。 

なお，むなしさを感じて向き合い方がうまくいかないと感じたり，精神的な不調をきたしてしまっていたりする

高齢者への心理的ᨭとしては，自身の加齢と関連する状ἣの変化について㐣度に悲ほ的にとらえないような心

理ᩍ⫱や，人とのὶがᣲࡆられる。また，感情全般への対ฎ・調ᩚ方␎よりも，႙失や変化により感じられるむ

なしさについてどのような態度をとるのか準ഛしておき「態度・心ᣢち」を高めておくことが，精神的な健康度の

低下を予㜵できると考えられる。 

 本研究のㄢ㢟は 2 Ⅼᣲࡆられる。まࡎ，性差についての検討が༑分に行いきれなかったⅬである。女性であるこ

とは男性であることよりもむなしさを感じさせやすく，また性別により精神的な健康度に影響する変数が␗なっ

ていた。大上（2020）(39)では，女性は家族関ಀに関することでむなしさを感じると，同じく家族関ಀについてむな

しさを感じる男性よりも生きがい感が低いというഴ向にあることが報告されている。このようにむなしさを感じ

るሙ㠃や対象となる出来が男女で␗なっている可能性についてもふまえた調査・検討ができれば，高齢者のᒓ性

にᛂじた心理的ᨭが可能になるだろう。2 Ⅼ目は，調査の対象者が，インターネット調査に༠力するవ⿱やࣜテ

ーがしてくれる高齢者という偏りをもつ集ᅋとなっていることである。インターネットをしての調査の༠ࢩࣛ

力者ᒙは，ᏛṔや経῭状ἣに偏りがあることが指摘されている上（本多, 2006）(40)，高齢者に質ၥ⣬調査を行った

こと自体の回答の特徴が表れている可能性も考えられる。Ἠ川（1995）(41)は老いやⱝさについてᙧᐜモ対を⏝いた

イ࣓ージホ定を大Ꮫ生と高齢者のそれࡒれに求めた㝿，高齢者のうがᙧᐜモ対の「どちらでもない」に近いホ定

を行うഴ向にあったと述ている。実㝿の感情体験がⱝ年者よりもあまりᙉいものではないということを示すの

か，質ၥ⣬やインターネット調査という手ἲ自体への័れල合などが関連してホ定が中ኸにᐤる結ᯝになるのか

は㆟ㄽのవᆅがあり，今後はそのⅬも考៖した調査・分析が求められる。ල体的には質ၥ⣬やインターネットの

ンࢣート࢛ࣇームでの調査と୪行して，同一の༠力者にインタࣗࣅーでの調査も行うなどの配៖ができるとⰋい

だろう。 
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セブン-イレブンにおけるPB開発の発想

大野 尚弘

Ideas for Private Label Products at Seven-Eleven Japan

TakahiroOHNO

要 約

本稿は、セブン-イレブンによる高品質需要を標的としたPB商品の発想を明らかにしたものである。従来のスーパ

ーマーケットによって開発されたPB商品との相違、コンビニエンスストアにとってのPB商品の必要性、そしてセブ

ンプレミアムの開発視点について整理している。CVSのFC加盟店オーナーの声、ブランディング、チームMDがそ

の高品質PB開発を成功に導いている。

キーワード：高品質需要、高品質PB、加盟店オーナーの声、チームMD

1. はじめに

2007年以降、我が国においても欧米同様、高品質需要を狙ったプライベートブランド（以下、PB）商品が登場し、

支持を集めている。NB商品と比較して低価格であることを訴求したPB商品とは異なり、品質を重視し、価格もナシ

ョナルブランド（以下、NB）商品と同程度、あるいはそれ以上のPB商品である。

高品質需要を狙って開発されるPB商品は、欧州の流通企業でも多く見られる。ただし、価格重視のPB商品を祖業

としつつ、消費者の選択肢を増やすために品質の高いPB商品を製品カテゴリーに投入する場合が多く、最初から価格

よりも品質を重視した商品を投入することはほとんどない。このことはPB商品がジェネリックやノーブランドを起源

として発展した欧州のPB開発の特徴でもある。

一方、我が国では、スーパーマーケットだけではなくコンビニエンスストア(以下、CVS）において、今日のPB市場

は牽引されている。特に、CVSでは、スーパーマーケットのように低価格需要を狙うのではなく、開発当初から高品質

需要をPB商品の開発対象としている。

我が国を代表するCVSであるセブン-イレブンジャパン（以下、SEJ）は、高品質需要を狙ったPB商品の開発が行っ

てきた。その開発は、順調に拡大、ブランドの定着に至っている。従来、スーパーマーケット各社が実行してきた低価

格PBとSEJのPBの開発視点は何が異なるのか。なぜ、SEJに高品質PB開発が可能であったのか。本稿は、このこと

について明らかにする。

2. 文献展望

まず、PB研究がどのようなリサーチクエスチョンに基づき探求されてきたのかを振り返る。もともとPB商品は、

NB商品に対して誕生した小売業の所有するブランドであり、NB商品と比較した際の価格に訴求点が置かれてきた。

今日のCVSで見られるPB商品のように、品質を重視したPB商品が当初から開発されて来たわけではない。

PB研究における初期の研究であるCook and Schutte（1967）のリサーチクエスチョンは、PB商品の市場シェアの大

きさが何に基づいているのかを明らかにしようとするものであった。彼らの研究では、PB商品の市場シェアは、①景

気動向、②余剰生産設備の程度、③NBとの価格差、④製品ライフサイクルの段階、⑤生産段階の集中度という5つの

要因について実証している。Cook andSchutte（1967）の実証研究以降、PB開発に関する研究論点は、PB商品の製品カ

テゴリーにおける成功要因を探る研究へと向かっていった。PB商品の登場が、NB商品の市場シェアを奪う事例が見ら
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れたこと、それに対するNBの対ᢠ⟇が着┠されたことがその⤒⦋である。PB商品のシェア(㔠㢠ベース�の高いカテゴ

リーとNB商品のシェアが高いカテゴリーがある。ある製品カテゴリーではPB商品が成功をおさめているが、౫↛と

してNB商品の市場シェアが高い製品カテゴリーもある。この差異が何に基づくのかを᳨ウすることでPB開発の成功

要因を明らかにすることがリサーチクエスチョンとされ、研究成ᯝが✚されてきた（Hoch andBanerMi� 199�㸹Hoch�
1996㸹4uelch andHardinJ� 1996など）。

��� PB㛤Ⓨືࡢᶵ

流通企業がPB開発を実行するのは、そのຠᯝとして、①⢒┈の☜ಖ、②入れ΅ຊの向上、③ストアࣟイࣖル

ティの�つを期ᚅするからである（$ilaZaidi�PauZeles andSteenkaPp200�㸹H\Panet al� 2010�
Hoch andBanerMi（199�）の研究によると、流通企業がPB商品の開発対象とする製品カテゴリーは、製品カテゴリー

における小売売上と⢒┈⋡である。PB開発の対象となる製品カテゴリーは、ᩘ㔞のまとまる商品、高い⢒┈⋡の

見㎸める商品であった。

4uelch andHardinJ(1996�の研究でも、PB商品の市場シェアが、需要のኚ動が小さく市場つᶍの大きい生ά必需品や

消費者の㉎㈙㢖度が高い消⪖品のカテゴリーで高く、その製品カテゴリーでは、小売段階での⢒┈が相対的に大きい

ことや売上高に比かなりの比⋡の㔠㢠をNBが್引きにっており消費者のブランド㺃スイッチが㢖⦾なこと、್引

きが㢖⦾なためNB製品の価格に対するಙ㢗がⷧれているといった⌧≧があることをᣦしている。$ilaZadi and
Bari(2005�では、流通業者にとっての┈⋡と┈㢠ᙳ㡪としてストアブランドとNBのシェアにὀ┠した。彼らの研

究では、┈性の高い(thePost profitable�㢳ᐈを⥔持するためにはストアブランドとNBのࣂランスをಖつことが重要で

あると⤖論づけている。流通企業の➇தがᆅᇦ市場という商ᅪෆでの➇தであり、➇合社でもᐜ᫆くᢅうことのでき

るNB商品の小売⢒┈⋡が低下したことがPB開発の必要性を動ᶵづける要因となっている。

ඛ行研究がᣦしてきたように、流通企業がPB開発の対象とした製品カテゴリーは、①㈍売ᩘ㔞がまとまること、

②（小売りの）⢒┈⋡が高いことがุ᩿のための基♏的᮲௳となってきた。

㈍売ᩘ㔞がまとまることや⢒┈⋡の高さが、PB開発の対象カテゴリーの特徴であるわけであるが、PB商品の⢒

┈⋡の高さは、流通企業ഃのᅾᗜリスク㈇ᢸにも関㐃している。㈍売ᩘ㔞がまとまることでⰋᅾᗜするリスクの小

さい商品であれࡤ、それを㈙ྲྀዎ⣙し、ィ⏬生産、ィ⏬発ὀすることで高い⢒┈⋡を見㎸ࡴことができる。すなわࡕ、

流通企業のᅾᗜ㈇ᢸຊがPB商品の市場シェアに関わっている。

PB開発は、流通企業ഃからの౪⤥コントࣟールであり、流通企業はPB開発のためのస業㈇ᢸ、ᅾᗜリスクの引き

ཷけを行っている1。PB開発では、㈍売ᩘ㔞や⢒┈⋡だけではなく、流通企業がᅾᗜリスクを྾できるかどうかが

開発の⥅⥆のカࢠになっている。

��� PBၟရࡢ㐍

PB商品をその発展段階で༊ศするศ㢮方ἲもある。流通企業のPB開発のṔྐとその開発の✚ᴟを↷らし合わࡏ

たとき、代にᛂࡌたPB商品の訴求点がᏑᅾしている。それをPB商品の発展段階としてㄝ明する研究である（例࠼

Laaksonen、ࡤ and5e\nolds�199�）
Laaksonen and5e\nolds（199�）は、PB（論ᩥでは、oZnbrands�の訴求点を �つのୡ代にศ㢮している。➨一ୡ代は、

ジェネリック(Jenerics�、ノーブランド、➨ୡ代は、低価格訴求の㢮ఝブランド(Tuasi-brand�、➨୕ୡ代は、⢒┈の☜

ಖや店⯒イ࣓ージの向上を狙ったオ࢘ンブランド（oZn brand）、そして➨ �ୡ代が加価್ฟのオ࢘ンブランド

（e[tended oZnbrand�である。PBはそのᡓ␎や┠的にᛂࡌて㐍していることがᣦされている。Burt andDavies (2010�
は、PBやストアブランド（SB�という製品カテゴリーレベルのブランドၥ㢟から、ブランドとしての小売業(小売企業

のブランド）、企業、⤌⧊レベルの小売のブランドへ㐍していることをᣦしている。

我が国においても、スーパーマーケットを展開する大ᡭ流通企業のPB商品は、価格から品質重視へ商品ᵓ成をᗈࡆ

ている。PB商品が誕生した当初は、NB商品の価格設定をព㆑した価格訴求ᆺの商品として登場した。しかしながら、

今のPBは価格を訴求する商品ࡤかりではなく、品質を重視し高価格ᖏを狙ったプレミアムPB商品やᗣᚿ向にᛂ

。た加価್ᆺPB商品が登場するなど、」ᒙが見られる࠼
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これまで大ᡭ流通企業のPB開発は、✚ᴟと⾶㏥とを⧞り返すഴ向にあり、PB開発の訴求点も代によってኚ᭦

がࡳられることは☜かな事実である。PB商品は流通企業が⮬社ブランドをした⮬企⏬商品として、価格訴求だ

けではなく品質重視やオー࢞ニックなどの᪂コンセプトを訴求するプレミアムPB商品の開発が見られ、それらが店⯒

イ࣓ージ向上や流通企業のブランドᵓ⠏を狙った差ู商品へと㐍している。.uPer andSteenkaPp（2007�によれࡤ、

プレミアムPBは品質を重視したPB商品であるが、そのプレミアムは（リーディング࣓ーカーの）NB商品に対しての

品質の高さというよりもࡴしࢁ、᪤ᏑのPB商品に対して高品質であることをᣦしている（p��2�。品質を重視したPB
商品は、消費者の店⯒イ࣓ージの向上（店⯒差ู）やストアࣟイࣖルティを生ࡌさࡏ、その⤖ᯝ、高い┈⋡をᚓて

いることをᣦしている(pp�55-57�。
品質を重視した᪂しいコンセプトのPB商品の誕生は、欧州でඛ行する⌧象である。従来の3%と比て品質を向上

さࡏたPBを、日本の流通企業が欧州のPB開発をᏛんだことが、PB開発の㐍として理ゎされている。

��� PBᡓ␎ࡢᴫᛕᅗ

高品質市場を標的としたPB商品の開発は、CVSを中ᚰに実行されてきた。我が国の流通業⏺の中で、いࡕ᪩くPB
商品が誕生した際の開発コンセプトは、NB商品と同程度の品質であり、2、�程度低い価格設定を流通業者オリジナ

ルのブランドをしたて開発するというものであった。それに対して、NB商品を定価で㈍売するCVSは、低価格を

訴求したPB商品ではなく、高品質需要を狙ったPB商品の開発によって成功している。特に、SEJにおいて、高品質

PB商品の開発が商品ᡓ␎として᥇⏝され、その品┠ᩘ、売上は順調に拡大している（ᅗ2）。なぜSEJに高品質需要を

標的としたPB開発が可能だったのだࢁうか。

ရ㉁㔜どᆺPBࡢㄌ⏕

大ᡭ流通企業のPB開発は、NB商品とのࠕ価格差ࠖが訴求されてきた。価格支㓄ຊをᙉめるᐻ༨的製㐀企業に対し

て、大ᡭ流通企業は価格設定ᶒを奪ྲྀすることで、低価格ᚿ向をᙉめる消費者に┈を㑏ඖしてきた。

実際、多くの流通企業におけるPB商品の開発コンセプトは、᪤ᏑNB商品の2㹼�程度低価格、かつ品質は同Ỉ‽

というものである。低価格のPB商品を実⌧する方ἲは、ᗈ࿌費の๐ῶ、ໟの⡆␎、品質（ᶵ能）の⤠㎸ࡳによる

生産ᕤ程の๐ῶ、㈙いྲྀり(返品なし）、国ෆእの中小࣓ーカーへの生産ጤクである。

PB商品は、流通企業が生産から㈍売までの㈐௵を㈇うことで商品のᏳᚰ、Ᏻをᢸಖした商品である。流通企業が

生産ཷク࣓ーカーから発ὀ商品を㈙いྲྀりすることでᅾᗜリスクを㈇ᢸすることで、低価格でありながら高い⢒

┈⋡を実⌧することができた。

Ṕྐ的に、PB商品はNB商品との価格差をᙉ調することで、NBの್上ࡆに対するけんไのຠᯝも発している（大

野㸪2010）。NB商品とPB商品の➇த（ブランド࣭ࣂトル）を通ࡌて、品質を重視するPB商品がᡓ␎オプションとし

て登場する（Hoch�1996�。PB開発において品質を重視する商品の開発は欧米でඛ行して見られる。一⯡に、プレミアム

PBとࡤれる商品は、品質を重視することで高価格設定を実⌧しているPB商品である2。欧米では、価格から品質（

加価್）重視へとPBの訴求点がኚᐜしてきたことから、従来のPB商品の品質と比て、高品質（プレミアム）であ

るとされ、PB商品の」ᒙが㐍んだ。価格重視、定␒、プレミアムといった୕ᒙᵓ㐀が流通企業のPBᡓ␎となった。

品質重視ᆺPB商品は、消費者の商品選択において価格よりも品質を重視するᒙに対して開発される商品である。SEJ
をはࡌめとするCVS各社は、高品質需要を当初から標的としてPB商品の開発を実行している。すなわࡕ、スーパー

マーケットのPB開発のように、低価格から品質重視へPBの訴求点がᗈがりを見ࡏる場合とは異なっている。SEJの
高品質PB開発は、⊂特の開発視点によって実⌧している。

᭷ຊ࣓ー࢝ーにࡿࡼPB౪⤥

SEJは、NB商品を所有するᢏ⾡ຊの☜かな有ຊ࣓ーカー中ᚰにPB商品の生産ጤクを行っている。そのPB商品であ

るセブンプレミアムのパッケージには、製㐀業者ྡがグ㍕され、商品のᢏ⾡的品質の☜かさ（㸻高品質）を消費者にア

。ールしているࣆ
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有ຊ࣓ーカーが特定流通企業向けにPB商品を౪⤥しጞめたのはなぜだࢁうか。その⫼景には、流通段階における特

定流通企業への㈍売౫Ꮡ度の高まりやNB商品のྲྀ引をྵめた店㢌における⮬社ブランドのシェア拡大、⥅⥆的なྲྀ引

関ಀのᵓ⠏がᣲࡆられる（大野� 201�年）。

従来、PB商品を生産ཷクした中小࣓ーカーの多くが、ᕤ場の✌ാ⋡向上や大ᡭ流通企業のᲴり☜ಖといった⤒῭

的なㄏ因をཷク動ᶵとしていた。㏆年、有ຊ࣓ーカーが特定流通企業向けにPB商品を౪⤥する動ᶵは、ᐻ༨をᙉめ

る大ᡭ流通企業との関ಀᵓ⠏、➇合社から店㢌のシェアを奪い⮬社ブランドのシェアを拡大しようという製品カテゴ

リーෆでの➇தを動ᶵとしている（*oPe] andBell-$cebron� 200�㸹大野� 201�）。
一方、有ຊ࣓ーカーが特定流通企業向けにPB商品を౪⤥することによる流通企業ഃの࣓リットは、ᢏ⾡的な品質の

☜かさをᢸಖできることや小売ブランドであるPB商品に対する消費者のイ࣓ージをᨵၿできることにある。大ᡭ流通

企業が品質を重視したPB商品を開発することで、品質㠃でຎるとุ᩿されてきたPB商品に対する消費者のイ࣓ージ

のᨵၿを見㎸ࡴことがฟ来る（大野� 201�）。PB商品のᢏ⾡的な品質向上は、品質を重視する消費者（ᐈᒙ）の開ᣅに

もつながり、店⯒イ࣓ージの向上、店⯒差ูに㈉⊩することが期ᚅできる。

NB商品を製品ラインに所有する有ຊ࣓ーカーが、特定流通企業向けにPB商品を౪⤥しはࡌめたという事実は、従

来までのPB商品に対する対ᛂ、⪃࠼方のኚ᭦があったことをពする(大野 201�）。それは従来、有ຊ࣓ーカーが特定

流通企業向けにPB商品を౪⤥することから生ࡌる࣓リットの⋓ᚓをඃඛし、デ࣓リットをある程度ゎ消したことであ

る。まず、࣓リットは成㛗ⴭしい流通企業の㈍㊰（Ჴり）を☜実にᚓることである。NB商品であれࡤ、Ჴりから

እされる場合であっても、PB商品はᏳ定的にᲴりを☜ಖできる。この点で特定流通企業とのᏳ定的なྲྀ引関ಀをᚓ

ることができる。一方、デ࣓リットは、NB商品のシェアを奪うカニࣂリࢮーションの発生、➇合社の発である。

本来、NB商品よりも低価格の商品をPBで౪⤥する（特に、製㐀者ྡを開♧する）ことは、消費者のPBへのブランド

スイッチや➇合する流通企業の発をᣍくᜍれがある。消費者のブランドスイッチについては、PB商品の౪⤥による

ྲྀ引関ಀᵓ⠏をNB商品のᲴり☜ಖに⤖ࡧつけ、⮬社ブランドのシェアを拡大することをඃඛしている（Dunne and
NarasiPhan、1999�。➇合する流通企業の発についても、チャネルูのブランド౪⤥により対ᛂしている（大野� 201�）。
PBᡓ␎の展開は、ᅗ㸯のようにᴫᛕᅗとしてまとめることができる。本稿は、ᅗ中のࠕSEJのPB開発ࠖをၥ㢟の所

ᅾとする。

ᅗ㸯 PBᡓ␎ࡢᴫᛕᅗ

有力メーカー商品供給

NB

品質

高品質PB

需要

PB（の進化）

品質向上
VS.

PB下位製造企業

・海外メーカー

価格

㛤Ⓨ%3ࡢ-)6
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�. 㧗ရ㉁PBࡢఙ㛗ᕷሙᵓ㐀

今日おけるPB商品の開発は、スーパーマーケットに㝈らず、CVSにおいて、品ᥞ࠼の拡がࡳられる。㏆年、CVS
をຊ事業とする流通グループ（ලయ的には、セブン㸤アイHLDS）が、品質を重視したPB商品の開発を2007年から

行いጞめ、ᛴ㏿に売上を拡大している。その代表的なブランドは、SEJの開発するセブンプレミアムである。

セブンプレミアムの発売は2007年であるが、201�年には 1�༓൨にまでఙ㛗している（ᅗ2）。品┠ᩘは、�050
品┠（201�年点）である。特➹すき点は、༢品で10൨以上を売り上ࡆている商品が、デイリー࣭日⏝品で171
品┠、㣧ᩱ࣭㓇で 5�品┠、ⳫᏊ 2�品┠、加ᕤ㣗品࣭㞧㈌ 22品┠あることである。品┠ᩘを拡大すること以上に༢品

㈍売㢠 10൨を㉸࠼る商品を開発している点は、CVSという㝈られた売場㠃✚の中での小売➇தであることに起因して

いる。さらに、㏆年では、ຊのセブンプレミアムだけではなく、セブンゴールドという最上⣭ブランドをPB商品の

品ᥞ࠼に加࠼ている。すなわࡕ、SEJのPB開発は高品質需要の中で」ᒙを実⌧している�。

（ฟ所�SEVEN	 IHoldinJsCo��Ltd�CorporateOutline 2019 �

��� PB࢙ࢩCVSᴗ⏺ࡢ≉ᚩ

我が国におけるPB商品のṔྐについて㏙よう。PB開発は、1960年代に㣗品を中ᚰにᢅうスーパーマーケットで

ጞまった。景気の低㏞、≀価の上᪼という代⫼景と相まって、NBと比て低価格であることを消費者に訴求してき

た。NB商品と比較して低価格であることに消費者の支持が集まり、低価格のPB商品を品ᥞ࠼することによって店⯒

への集ᐈ、差ูがᅗられた。しかしながら、日本においてPB商品は、▷期的な需要ႏ起にはᙺ❧ってきたものの、

定着には至らなかった。NB商品の್下ࡆ、あるいは価格訴求の下ブランド（フイティングブランド）を導入する

ことで、消費者の選択はࡧNB商品にᡠることになった。多くのPB商品が、NB商品と比て品質がຎると消費者

にุ᩿され、市場からጼを消すことになった。今日、我が国のPB商品の市場シェア（㔠㢠ベース）は上᪼しているも

のの、欧州各国と比較すると低いままである（ᅗ��

（Εό）
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（ฟ所� Nielsen*lobal PrivateLabel5eportNovePber 201�、日本は2006年�のデーࢱ）

欧州でPB商品の市場シェアが大きく、アジア（日本をྵࡴ）ᆅᇦで低い理⏤として、小売市場のᐻ༨度がᣲࡆら

れてきた。我が国では、PB商品を開発するだけのスケールのある流通企業が㝈られており、その⤖ᯝ、PB商品のシェ

アが小さいままであるとされている。

実際、我が国でもPB商品の開発に✚ᴟ的な流通企業は、イオン（PBのブランドྡはトップࣂリࣗ）とセブン㸤ア

イの 2大グループである（ᅗ�）。中でも、セブン㸤アイHLDSは、SEJの展開するCVSをຊ事業として、高品質を

訴求したPBを開発し、市場シェアを拡大している。

（ฟ所� SEVEN	 I HoldinJs Co��Ltd� Corporate Outline 2019 �$eon Co��Ltd�$ppendi[ of Consolidated Financial StatePents
EndedFeb�2��2019�

（Εό）

27



（ฟ所� イࣖࣔンドチェーンストア࠘ࢲࠗ 2019年5᭶ྕ �

（ฟ所� イࣖࣔンドチェーンストア࠘ࢲࠗ 2019年5᭶ྕ �

我が国におけるCVS市場は 11の市場つᶍがある（2019年）。しかしながら、上�社（セブン-イレブン、フ

ミリーマート、ࣟーࢯン）で92��㸣を༨めている。いわࡺるᐻ༨の㐍んだ市場である（ᅗ5�。一方、スーパーマーケ

ットの市場は、1��1の市場つᶍでありながら、上�社で29��㸣を༨める市場に㐣ࡂない（ᅗ6�。
CVS業⏺は、ᐻ༨の㐍行と店⯒㛫➇தの⃭、それにకう店⯒差ูの必要性が生ࡌている。このことは、欧州と

異なる日本の小売市場の特徴的な点である。特に、CVS最大ᡭのSEJは、その売場に༨めるPB商品の合を大きくす

ることで、➇合と比較して高い┈性を実⌧している。

そして、もう一つのCVS市場の特徴は、大༙がFCで店⯒ᩘを増やしていることである。従来、PB商品の開発はレ

。ラーチェーンを๓ᥦとして㆟論されてきた。FCの場合、その店⯒㐠Ⴀは加盟店（フランチャイジー）がᢸ当するࣗࢠ

つまり、PB商品の開発をᢸう本㒊（フランチャイࢨー）にとって、加盟店の┈を拡大することが必要な小売業ែで

ある。我が国のPB商品の市場において、FCを中ᚰに店⯒を拡大している流通企業がPB商品を拡大している。このこ

とはୡ⏺的にࡳてもᕼᑡな事例である。

我が国におけるCVS業⏺の特徴は、小売段階におけるᐻ༨度が高いこととFCによる店⯒展開であることとい࠼る。

SEJはFCዎ⣙によって店⯒ᩘを増加さࡏてきた。そのFCዎ⣙は、⢒ศ㓄方ᘧを᥇⏝している。その方ᘧにおいて、

商品の⢒┈㢠を大きくすることは、いの࣓リットとなる。それ࠼ࡺ、本㒊であるSEJにとって⢒┈⋡の大きい品

質重視のPB商品の開発が必要となるのである。

⣙11

約13兆円
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�. SEJにぢࡿPB㛤ⓎࡢⓎ

従来、PB商品はNB商品における㐣剰なໟや品質を┬き、本当に必要な品質（ᶵ能）に⤠り㎸ࡴことを開発の基

本パࢱーンとしてきた。欧州流通企業（例ࡤ࠼、カルフール）においてノーブランド商品が誕生した際にも、㐣剰なໟ

、品質、ブランドまでもྲྀり㝖き、そのศ、低価格を実⌧した。これは、低価格を重視するPB開発におけるᆺ的

な発想である。うഃの❧場でNB商品に見られる㐣剰品質を㝖し、それを価格にᫎさࡏる。その様᭩に基づく

生産をᢸうᕤ場を発᥀することで、低価格PBは実⌧した。

一方、㏆年、拡大しているSEJのPB（セブンプレミアム）商品は、その多くがᐻ༨的製㐀企業、いわࡺるNB商品

を生産する有ຊ࣓ーカーが生産ཷㅙを行っている。このことは、PB生産をᑓ業とする࣓ーカーに PB開発をጤクする

ことでPB商品の市場を拡大した欧米のPB開発とは異なっている5。

商品開発㠃でも有ຊ࣓ーカーと༠㆟することで、᪂しいPB商品の開発を実⌧している。セブンプレミアムのཎᆺと

なったとされる日Ύ㣗品とのカップラー࣓ンの༠業では、SEJが有ྡ店のラー࣓ンのをカップ㯝で実⌧できないかと

持ࡕけたことがきっかけであるとされている。価格を引き下ࡆるためのコスト๐ῶではなく、有ྡ店のにカップ㯝

で㏕ࢁうというᣮᡓが、୧者の༠業を生んだとされている（セブン㸤アイHLD*Sࠗ ᅄᏘሗ :࠘INTE52019vol�1�5�p10�。
SEJでは、商品展♧の開ദも商品開発の方向性をỴ定するう࠼で㈉⊩している。商品展♧は日本国 16カ所で

ᘏ 2�日㛫開ദし、࣓ーカー、加盟店オーナーもཧ加する。ここで加盟店オーナーからの声6、消費トレンド、࣓ーカ

ー同ኈの対ヰが᪂商品開発の源Ἠとなっている（セブン㸤アイHLD*SࠗᅄᏘሗ࠘:INTE52019vol�1�5�p10�。
SEJഃからは、CVSの売り場でᚓられたPOSሗのᥦ♧、加盟店オーナーからの⌧場発の声、商品トレンドを、࣓

ーカーにᥦ♧することで、品質を重視したPB商品の開発を౫㢗している。ここでいう品質とは、消費者の❧場に❧っ

たときのࠕおいしさ 、ࠖすなわࡕ高い▱ぬ品質である。価格に見合う品質、価್を重視したPB商品の開発がセブンプ

レミアムの特徴となっている。一方、開発する有ຊ࣓ーカーにとっても、CVSという㈍㊰を☜ಖできることや᪂製品開

発のアイディアの྾、᪂商品のテストマーケティングという点で࣓リットがある7。さらに、従来のPB商品のように

価格を訴求するわけではなく、品質を重視するPB商品の生産ཷクは、価格➇தに㝗るリスクが小さい。それ࠼ࡺ、生

産する࣓ーカーഃにとっても、品質を≛≅にした㐣度なཎᮦᩱ費๐ῶにྲྀり⤌まず、⢒┈⋡を☜ಖすることもできる。

��� 㧗࠸⢒ࡢᚲ要ᛶ

⢒┈⋡の高いPB商品がCVSで必要とされるのはなぜか。その理⏤には、まずCVSの小さい商ᅪがかかわってい

る。CVSは低価格を訴求することで、ᐈᩘを増加さࡏるというスーパーマーケットが᥇⏝する㢳ᐈ྾引ᡓ␎をྲྀりにく

い。一方、CVSは、（スーパーマーケットと比て）ᑡない㉎入品┠ᩘ、消費の༶性を特徴としており、その商品ᡓ

␎も品質を訴求した価್にある。CVS業ែにおける㈙い≀行動の特徴が、PB開発を高品質需要へ向かわࡏている。

ḟに、CVSは、FCによって店⯒ᩘの拡大を実⌧してきたことにある。レࣗࢠラーチェーンを展開する流通企業が、

NB商品の入れ್を引き下ࡆることを動ᶵとしてPB商品の開発に⮫んだ場合と異なり、CVSの場合、加盟店とศ㓄

する⢒┈の☜ಖが本㒊にとって必要となる。いわࡺる⢒ศ㓄方ᘧがFCで᥇⏝されていることが、⢒┈⋡の高い

PB開発を必要とした�。もࢁࡕん、PBは㝈定された㈍㊰で㈍売されるわけであるから、それが消費者に選ࡤれる商品

となれࡤ、ᙉⅯな店⯒差ู商品となる。

SEJにとって、本㒊の㢳ᐈには加盟店オーナーもྵまれている。店⯒ᩘの拡大には、加盟店オーナーの┈、┈拡

大がḞかࡏない。なぜなら、多くの加盟店オーナーᕼᮃ者は、᪤Ꮡの加盟店オーナーの┈をཧ⪃に加盟をពᛮỴ定す

るからである。CVSの場合、⢒┈ศ㓄方ᘧが᥇⏝されており、⢒┈⋡の拡大は、本㒊の┈にも㈉⊩する。⢒┈

⋡拡大を見㎸めるPB商品の拡は、FCビジネスであるからこそ必要であり、低価格を訴求し、店⯒に㢳ᐈを྾引す

るスーパーマーケットとは異なり、CVSの場合、Ⴀ業㛫、❧ᆅ、そしてストアࣟイࣖルティをᵓ⠏できるPB商品の

開発が必要とされる。SEJにおいて、⢒┈⋡の高いPB商品を拡しようという動ᶵが生ࡌる源流は、本㒊と加盟店

のFCዎ⣙関ಀにある。
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��� ౯᱁࡛はࡃ࡞౯್ࢆ㏣ồ

従来、スーパーマーケットで開発されてきたPB商品は価格を訴求してきた。低価格を訴求することで店⯒への集ᐈ

を実⌧しようとしたのである。通ᖖ、スーパーマーケットにおける消費者の㈙い≀行動は、༢品㉎入ではなく、」ᩘの

商品をまとめて㉎入することから、店⯒への集ᐈができれࡤ、༢品ではなく、㉎㈙ࣂスケットベースでの┈ィ⟬を見

㎸ࡴことができる。したがって、低価格PBは、かつてのࣟスリーࢲー同様、㢳ᐈ྾引品┠としてのᙺをᯝたしてき

た（大野、2010）。
一方、SEJの開発するセブンプレミアムの場合、低価格を訴求するのではなく、その多くの開発が価್を重視してい

る。価格ではなく品質を重視する消費者、༶性を求める消費者に対して、価格以እの価್を消費者にᥦすることで

ある。SEJにおけるPB商品価್の㢳ᐈへのᥦ方ἲが、製㐀企業ྡの明♧と商品のブランディングである9。⌧ᅾでは、

2015年に行された㣗品表♧ἲにより、PB商品であっても製㐀業者ྡが商品パッケージに明グされることになった10。

しかし、2007年当は、多くの流通企業のPB商品には、製㐀業者ྡは明グされていなかった。その理⏤は、PB商品

の㈍売㈐௵は流通業者にあることやPB商品のጤクඛ࣓ーカーへの、の流通企業からの生産をᡴデによることによる

ሗ₃ὤリスクがある。

製㐀業者ྡを開♧していないのが一⯡的だった当、SEJは製㐀業者がศかるほうが、消費者がᏳᚰして商品を選択

できるとしてパッケージに明♧した。その多くが業⏺の有ຊ࣓ーカーであったことから、セブンプレミアムのブランド

に対するᏳᚰឤが生まれた。品質の☜かさが、商品の価್として消費者にㄆめられたわけである。

価格設定についてもセブンプレミアムでは、価格を訴求する商品を開発していない。すなわࡕ、欧米にࡳられるよう

に、低価格訴求から加価್ฟへのPBが㐍していくというPBの㐍論的な㐣程を⤒て高品質なPBに至ったわ

けではない。当初から、高品質需要を標的としてPB商品の開発が実行されたのである。NB商品の価格設定をཧ⪃に、

低価格を訴求するPBとは異なり、高品質PB市場において、ࠕセブンプレミアム 、ࠖその上のࠕセブンゴールドࠖとい

うブランドの」ᒙを実行していることも、低価格商品を㢳ᐈの྾引に⏝いないCVS市場における⊂特のPB開発が

行われることとなった。価格訴求ではなく、࣓ーカーの所有するᢏ⾡をもࡕよって、高品質の商品を開発する点にSEJ
のPB開発の特徴がある（大野、2015�1112。

��� ࢢࣥࢹࣥࣛࣈ

SEJの価್ᥦは、製㐀業者ྡの開♧だけではない。従来、PB商品がNB商品をベンチマークしていた際、要と

して๐ったブランドを、セブンプレミアムでは店⯒や商品のⰋさをアࣆールするࢶールとして重視した。PB商品にと

ってブランディングが重要であると、㕥ᮌCEOが気づいたきっかけは、బ⸨可ኈẶとの対ㄯだったとされている(セ
ブン	アイࠗᅄᏘሗ࠘:INTE5 2009年Vol�105 �pp�2-7�。その対ㄯの中で、బ⸨Ặが㏙たࠕ⮬ศでは見࠼ていないこ

とでも、እഃからᐈほ的にࡳると⡆༢にわかることがあります。そうした本ேの気づかない↓ព㆑の㒊ศをព㆑する

ことが、⚾の事の大きな㒊ศを༨めています。⚾のやっているデࢨインは、እから何かをけ㊊すのではなく、相ᡭ

の中からⰋい㒊ศ、ᙇすき㒊ศを引きฟしてきて、ࠕこういうことですࠖࡡと明ᛌなᙧでᥦ♧することだと⪃࠼て

ます とࠖの発ゝに、㕥ᮌẶはブランディングの必要性をㄆ㆑したようである。༢品の商品のⰋさ（ブランド イ࣭࣓ージ）

が店⯒యのⰋさとなって、㢳ᐈにఏわることがブランディングによって実⌧する。これまでPB商品では㍍視されて

きた（場合によってはྲྀり㝖かれてきた）ブランディングを、セブンプレミアムでは重要な価್ᥦのࢶールとしてά

⏝していった。

さらに、SEJの商品開発におけるブランディングは、ᆅᇦの㢳ᐈニーࢬへの῝い対ᛂをᡓ␎としている。2015年には

国を 9ブࣟックにศけ、ᆅᇦ商品開発యไをとっていることである。ᆅᇦの、生ά⩦័、ᩥなどをよく▱ってい

る加盟店オーナーの声を商品開発にάかしている1�(セブン	アイࠗᅄᏘሗ࠘:INTE5 2016年Vol�1�0 p�10）。ᆅᇦの㢳

ᐈがዲࡴをⰋく▱っている加盟店オーナーによる商品開発へのཧ加は、ᆅᇦによっては㈍売低㏞するセブンプレミア

ム商品のᨵၿにもつながっている1�。加盟店オーナーの商品開発へのཧ加は、㈍売ពḧにも⤖ࡧき、売上の向上にも

つながっている。NB商品が国一ᚊであるのに対し、セブンプレミアムは加盟店オーナーの声をᫎした、ᆅᇦ対ᛂ

商品としてブランドの価್を㐀している。
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��� MD࣒ーࢳ
従来ᆺのPB開発が、流通企業の様᭩に基づく商品を生産ཷㅙする中小製㐀企業を開ᣅすることで、PB商品の生

産、開発は実⌧してきた。SEJの場合、19�0年代から、ඃれたᑓ㛛ᐙとチームを⤌んで商品開発を㐍めるチームMD15を

商品開発のᡭἲとしている（セブン	アイࠗᅄᏘሗ࠘S8MME5201�年Vol�1�9 p�10�。この源流は、197�年に開発した

。りを、SEJはຊ商品として⫱てたࡂるものではないとされたおにりࠖである。当、㉎入して㣗ࡂᡭᕳきおにࠕ

そこでは様ࠎなᕤኵが༠ຊ࣓ーカーとの༠ാにより実⌧している。例ࡈ、ࡤ࠼㣤とᾏⱏをフィルムによりูໟし、

⇱したᾏⱏをᕳいて㣗るという方ἲを商品開発で᥇⏝している点である（わらや日ὒHP）。ࡈ㣤の⅕き方（製ἲ）

についても⧞り返しᨵⰋが加࠼られている。流通企業であるSEJが、おにࡂりの製㐀ᕤ場を開ᣅするのではなく、CVS
で୪ࡪおにࡂりとして、関㐃࣓ーカー（⣲ᮦ、製㐀、ໟᮦ➼）の▱ᜨを⤖集して商品開発が行われた。これがチーム

MDのཎ点である。開発された商品のや品質にࡪれがないように、㩭度がಖたれたまま▷㛫で店⯒にᒆけることが

できるように設置されたのがSEJのᑓ⏝ᕤ場16である。従来のPB生産において、製㐀ラインをPBᑓ⏝として☜ಖす

る事例はあったものの、SEJのように品質のᢸಖと店⯒までの㩭度⥔持を┠的としたᑓ⏝ᕤ場の設置にまで㋃ࡳ㎸ࡴ事

例はᑡない。ᑓ⏝ᕤ場は、ᘚ当、おにࡂり、⥲⳯をわらや日ὒがᑓ⏝ᕤ場を設けて、SEJとともに成㛗したことが▱

られる17。㏆年では、日本ࣁムが㢠ฟ㈨のᏊ社プレミアム࢟ッチンがᕤ場を設け、SEJ向けのᘚ当࣭⥲⳯の製㐀を

ጞめるなど、有ຊ࣓ーカーがPB商品の開発を支する事例がࡳられる（ࠗ 日⤒MJ࠘ 201�年�᭶6日）。有ຊ࣓ーカー

にとって、SEJの㈍売チャネルは↓視できないᏑᅾとなってきていることが理⏤である。ᑓ⏝ᕤ場、 度ᖏูඹ同㓄㏦

センࢱーは、SEJの商品品質と㩭度を支࠼るインフラとして、そのPB商品の差ูに㈉⊩している。

ᑓ⏝ᕤ場についても、SEJの基‽に従った⾨生⟶理、国際的にㄆ定されているH$CC$P1�の導入を行い、ᚭᗏした⾨

生⟶理を行っている（セブン	アイࠗ ᅄᏘሗ :࠘INTE52016年Vol�1�� pp�10-11）。ᑓ⏝ᕤ場における品質ᢸಖのయไは、

国で同ࡌᶵᲔを導入することや⾨生⟶理にとどまらない。ཎᮦᩱのඹ同入れ、ཎᮦᩱ産ᆅ、加ᕤ方ἲ、⟶理≧ἣな

どをデーࢱベースすることで、商品の品質⟶理にᙺ❧てている（セブン	アイࠗ ᅄᏘሗ S࠘8MME5201�年Vol�1�9 p�10�。
SEJのPB開発について、▮స（201�）はࠕ㐣ཤ、PB商品開発にྲྀり⤌ࡳ、ኻᩋを重ࡡた⥲合スーパーになく、CVS

にあるྲྀ引関ಀが、ྲྀࠕ引の多ḟඖ 1ࠖ9であり、小売、࣓ ーカーの方の関を引きฟすࣟックイン（ᑒࡌ㎸め）関ಀ

が発生していることである（p�100�ࠖ とᣦしている。

SEJはPOSシステムによる㈍売ሗの✚、ᕧ大な店⯒ （ᩘ20�76店⯒、2019年 2᭶点）、PB商品にᲴをඃඛ的

なᥦ౪することで、有ຊ࣓ーカーからᑓ⏝商品のᥦ౪をཷけている20。有ຊ࣓ーカーによるセブンᑓ⏝の商品の開発は、

࣓ーカーにとってᅾᗜリスクのない商品を生産することとᕧ大な店⯒⥙を持つSEJのᲴをᏳ定的に☜ಖできること21、

PB商品でありながら、価格(ཎ価）の上㝈を設けない（低価格を訴求しない）ことが࣓リットとなっている。一方、PB
商品の開発㐣程では、SEJを中ᚰとしたチームMDによって、各社がᢏ⾡を持ࡕᐤることで、࣓ ーカーの品質基‽やᢏ

⾡を྾することになる。しかも、ᑓ⏝ᕤ場におけるPB商品の生産に㋃ࡳ㎸ࡴことで、商品のཎ価ᵓ㐀をබ開するこ

とになる。SEJのPB商品開発が、高⢒┈⋡を実⌧できる理⏤がここにある。

ブランディングされた品質の☜かなPB商品を品ᥞ࠼することで、PB商品は製品カテゴリーにおける一ブランドに

とどまらず、小売店⯒యをイ࣓ージする小売ブランドとなる。それはᙉຊな店⯒の差ูの実⌧に⤖ࡧく。

�. ࡧ⤖

CVSを代表するSEJのPB開発は、当初（2007年）から高品質需要を標的としてPB開発が実行されてきた。なぜ

SEJに高品質PBの開発が可能だったのだࢁうか。それをPB開発の発想という視点で明らかにしたのが本稿である。

これまで、大ᡭ流通企業のPB開発は、NB商品に対し、価格差を訴求し誕生した。㏆年では、価格だけではなく、

品質を重視するPB商品の開発も㐍んでいる。すなわࡕ、価格訴求から品質をྵめた加価್㐀へとPB商品の開発

㡿ᇦはᗈがっていったのである。

しかしながら、我が国のCVS業⏺において、特に最大ᡭのSEJは、価格を訴求するのではなく、品質を重視したPB
商品を開発することで、その売上、品┠ᩘを拡大してきた。SEJにとって高品質需要を標的としたPB開発が必要性だ
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った理⏤は、FCዎ⣙とCVSに対する商品者の㈙い≀行動にある。我が国のほとんどのCVSはFCዎ⣙を᥇⏝してい

る。小さい商ᅪを市場とするCVS店⯒は、価格を訴求することでᐈᩘを増やすのではなく、ᐈ༢価を引き上ࡆること

が必要とされる22。高価格 高࣭品質PB商品の開発は、加盟店オーナーにとのFCዎ⣙である⢒ศ㓄方ᘧにも㈉⊩する。

高品質PBの開発は、発想も低価格PBとは異なる視点がྵまれている。まず、有ຊ࣓ーカーへの生産ጤクである。

価格を訴求するPB商品の生産をᣄྰしてきた࣓ーカーが、SEJの開発方㔪に༠ຊしている。その理⏤が、品質や価್

を訴求点としていることである。商品ໟには、製㐀業者ྡが明グされ、SEJとのඹ同開発商品であることを訴求して

いる。このブランディングが消費者にとって、品質のᏳᚰにつながった。

ḟに、PB開発の方㔪には商品展♧がά⏝され、その場では加盟店オーナーの声が生かされていることである。小

売店⯒の⌧場で、ᆅᇦの実を▱る加盟店オーナーからᆅᇦの、生ά⩦័をᥦしてもらい、それをPB商品のᨵၿ

にά⏝している。ᆅᇦで➇தຊのある高品質PB開発のために、ᆅᇦู商品開発యไが᥇⏝されている。SEJ本㒊にと

って、加盟店オーナーの声がPB開発では、重要なアイディアとなっている。

最ᚋに、PB開発を可能にする᮲௳として、チームMDのᏑᅾがある。チームMDとは、関㐃࣓ーカー（⣲ᮦ、製㐀、

ໟᮦ➼）各社が▱ᜨをฟし合い、༠㆟する商品開発である。SEJᑓ⏝ᕤ場のᘓ設してもらい、国で同ࡌᶵᲔを導入す

ることや⾨生⟶理基‽を定めるなど、品質のᏳ定がᅗられている。このᑓ⏝ᕤ場のᘓ設は、有ຊ࣓ーカーにおいてᏊ

社設❧によって対ᛂが行われている。チームMDにおいて集した࣓ーカー各社のᢏ⾡ᥦ、ཎ価は、SEJのPB開発

において、店⯒の差ูや高い⢒┈⋡の☜ಖにも⤖ࡧいている。消費者にᙉく支持される高品質PB は、小売店⯒

を象徴する小売ブランドへと㐍している。
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� SEJのPB開発がスࢱートする2007年以๓の日本市場におけるPBシェアは5㸣に㐣ࡂなかった。そのᚋ、2代流通グループによる

✚ᴟ的なPB開発が行われはࡌめた。
5 SEJと有ຊ࣓ーカーの༠業は、日Ύ㣗品が最初であるとされている。1999年にࠕ日Ύྡ店㎸ࠖࡳシリーࢬをセブン-イレブン向け
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� SEJをはࡌめとするCVSチェーンの多くは、FC方ᘧを᥇ることによって、加盟店をເ集している。FC方ᘧの᥇⏝は、加盟店とFC
本㒊が㐠ඹ同యとなる点に特徴がある。フランチャイジー（加盟店）が⦾┒することでFC本㒊┈も増加する⤌ࡳとなっている。
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の⤖成にある。⏣ᮧ(201�年� pp��16-�22。
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20 コカ㺃コーラࠕコカ㺃コーラグループがセブンᑓ⏝のࠕ レࣔン をࠖᩘ㔞㝈定商品として、�ࣨ᭶程度ᢅう とࠖのሗ㐨がある。㣗品࣓

ーカーがᑓ⏝商品やPBを౪⤥することで、セブンの売り場の┠❧つ置にඃඛして商品を置くことができる。このことがセブン向け

商品の開発動ᶵとなっている（ࠗ 日本⤒῭᪂⪺ 2࠘01�年6᭶27日）。
21 日本ࣁムが㢠ฟ㈨のᏊ社プレミアム࢟ッチンがᕤ場を設け、セブン-イレブン向けのᘚ当 ⥲࣭⳯の製㐀をጞめている（ࠗ 日⤒MJ࠘
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�� 代表的な事例は、SEJが201�年�᭶に発売したPBセブンゴールドࠕ㔠の㣗パン（6ᯛ入り250）ࠖ である（ࠕ㔠の㣗パンで起き

たパラࢲイムシフトࠖࠗ ᮾὒ⤒῭ 2࠘01�年10᭶1日）。
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内生性を考慮した配置転換が昇進スピードに与える影響の分析 
－Multiprocess Survival Modelを利用して－ 

 
奥井 めぐみ・大内 章子 

 
Study of Relocation Effects on Promotion Speed Concerning Endogeneity 

－Analyzing with Multiprocess Survival Model－ 
 

Megumi OKUI Akiko Ouchi 
 

要  約 

本稿は、「女性の管理職が少ない原因は、職場内での経験が男性と異なることにあるのではないか」という仮説のも

と、独自のアンケート調査を用いて、昇進スピードに配置転換経験や職能経験が与える影響について分析することを目

的としている。その際、配置転換経験が昇進スピードに影響を与える一方で、企業が昇進を考えている労働者に積極的

に配置転換を行うという内生性を踏まえて、Multiprocess Survival Modelにより分析を行った。主な分析結果より、以下
の点が示された。1)配置転換経験が課長の昇進スピードを速める影響は、内生性を考慮しないと男性では過小評価、女
性では過大評価されている。2)配置転換経験が部長の昇進スピードを速める影響は、男女とも過小評価されていた。3)間
接差別を禁止する2007年度の法改正後に入社したサンプルで分析した結果、女性では男性以上に配置転換の経験が課長
の昇進スピードを速めるという結果が得られた。一方で、2007年度以降入社サンプルでは、女性ダミー変数は配置転換
経験に対して有意ではなくなった。（460字） 
 

キーワード：女性管理職、配置転換、昇進スピード、Multiprocess Survival Model 
 
 
1. はじめに 

 
前安倍政権、そして現菅政権において、女性活用が重要な政策課題として掲げられてきたが、日本女性の管理職比率は

先進諸国と比較すると相変わらず低い。独立行政法人労働政策研究・研修機構の「データブック国際労働比較 2019」よ
り、2018年の管理職に占める女性の割合は、日本14.9％に対し、アメリカ40.7％、イギリス36.3％である。人口減少局面
にある日本において、いかに女性労働力を活用するかが国の経済成長にも関わってくることから、女性管理職比率を高め

るにはどうしたらよいかは大事な研究課題といえる。本研究は、大内・奥井・脇坂(2017)の結果を踏まえ、「女性の管理職
が少ない原因は、職場内での経験が男性と異なることにあるのではないか」という仮説のもと、独自のアンケート調査を

用いて、昇進スピードに配置転換経験や職能経験が与える影響について分析することを目的としている。その際、配置転

換経験が昇進スピードに影響を与える一方で、企業が昇進を考えている労働者に積極的に配置転換を行うという逆の因果

関係も考えられる。本研究では、この内生性を踏まえて、Multiprocess Survival Modelにより分析を行う。 
分析結果より、1)配置転換経験が課長の昇進スピードを速める影響は、内生性を考慮しないと男性では過小評価、女性
では過大評価されている。2)配置転換経験が部長の昇進スピードを速める影響は、男女とも過小評価されていた。3)間接
差別を禁止する2007年度の法改正後に入社したサンプルで分析した結果、女性では男性以上に配置転換の経験が課長の
昇進スピードを速めるという結果が得られた。一方で、2007年度以降入社サンプルでは、女性ダミー変数は配置転換経
験に対して有意ではなくなった。 
以下、2節では、関連する先行研究を紹介し、3節では利用データについて、4節で分析モデルについて説明する。5節
で、内生性を考慮した分析結果を示す。6節はむすびである。 

 
 

2. 先行研究 
 
男女間の配置転換格差が昇進に影響を与える可能性については、、大内・奥井・脇坂(2017)は労働政策研究機構が行った
アンケート調査を利用し、男女間で平均値を比較することによって、「女性の管理職が少ない原因は、職場内での経験が

男性と異なることにあるのではないか」という仮説を導き出している。また、奥井・大内(2017)では、本研究で利用した
データと同じデータを利用し、Cox比例ハザードモデルを用いて、昇進年齢に影響を与える要因を分析した。その結果、
昇進前の職場内経験をコントロールしても、女性は男性に比べて、昇進年齢が遅くなること、男女で、配置転換や職能経

験が昇進スピードに与える影響は異なる、といったことが得られた。一方で、Cox比例ハザードモデルでは、配置転換の
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内生性を考慮に入れていない。すなわࡕ、女性の場合は、コース᥇用でない女性は、᭱ึから昇進の対㇟እであり、その

ような女性には᭱ึから企業は配置転換を行わないはずである。そのため、配置転換が女性の昇進に与える影響を分析し

た場合に、配置転換そのものが昇進に影響を与える影響にຍえて、企業が᭱ึから昇進を考えている女性に配置ᡭ間を行

っているという影響がຍわり、配置転換が昇進スピードに与える影響が過大評価される可能性である。 
この内生性に対ᛂした研究として、Sato�+ashimoto and Owan(2017)は、異ືや転と女性のࣕ࢟リアに╔目し、転が
㈤㔠に与える影響を分析している。ᙼらの研究より、男女とも、転が昇進や㈤㔠にプࣛスに影響を与えていることが示

されたが、ᅛᐃຠ果モデルで分析すると、転が昇進に与える影響はほᐹされず、転が㈤㔠に与える影響は、女性では

ほᐹされなくなるという結果を得ている。このため、ほᐹされないಶ人のᒓ性をྲྀり㝖くと転そのものが㈤㔠に影響を

与えていないということになる。この研究は1社の人事データによる分析であり、本研究では」数の企業にᚑ事する労働
者のデータという点が異なる。また㈤㔠ではなく昇進スピードに与える影響について分析を行っており、入社してからの

年数が長く昇進を経験しているデータをከくྵࢇでいる点が異なる。日本の昇進は遅いとゝわれているので、Satoらの研
究では、転の影響がまࡔ昇進につながらずに㈤㔠にᫎされなかった可能性もある。 

 
 
3. ⏝ࢹーࢱ 

 
本研究は、独自にస成し、ᰴᘧ社インࢸーࢪに調査を౫㢗した「昇進経験と意㆑に関する調査」を利用した。この調

査は、2015年11᭶20日から2015年11᭶24日にかࡅて行われたインターࢿット調査である。対㇟は、1㒔3┴（ᮾி
㒔・ᇸ⋢┴・⚄ዉᕝ┴・༓ⴥ┴）の30ṓから59ṓまでの社ဨの男女である。対㇟者の現ᅾのᙺ職は、一⯡社ဨ(ዎ⣙
社ဨやὴ㐵社ဨを㝖く)、係長クࣛス、課長クࣛス、部長クࣛスのいずれかである。アンケートの有ຠᅇ⟅者数は4�901人
であり、その内ヂは、現ᅾの社で課長以上の昇進のない男性1�333人、同じく女性1�441人、現ᅾの社で課長以上
の昇進有りの男性1�734人、同じく女性393人となっている。サンプル୰、女性のサンプル数は1�834である。 
本研究では、昇進スピードのỴᐃ要因を分析するにあたり、ḟのように変数をస成した。⿕説明変数の昇進スピードを

⾲す変数としては、課長に関しては、᭱⤊ᏛṔ༞業後から課長に昇進するまでの年数、部長に関しては、᭱⤊ᏛṔ༞業後

から部長に昇進するまでの年数を用いた。昇進していない者については᭱⤊ᏛṔ༞業後現ᅾまでの年齢を用いた。 
対㇟となるのは、昇進した者については、現ᅾのົ先で課長や部長に昇進した者に㝈るため、現ᅾ課長であっても、

現ᅾのົ先に入社から課長として᥇用されている者（652サンプル）、現ᅾ部長であっても、現ᅾのົ先に入社
から部長として᥇用されている者（332サンプル）は、対㇟からはእれる。 
説明変数には、職場での経験に関する変数として配置転換経験ダミー変数、昇進前の経験職能数をຍえる。配置転換に

ついては、「現ᅾのົ先でྛᙺ職において経験した配置転換のすべて」を㑅ࡏࡤる㡯目より、課長の昇進スピードの

分析では、課長クࣛス昇進前において、また部長の昇進スピードの分析では、課長クࣛスにおいて、「同じ事業ᡤ内で

の配置転換」「転ᒃをకわない事業ᡤ間の配置転換」「転ᒃをకう国内転」「国内の関連社の出ྥ」「ᾏእົ」のい

ずれかの配置転換を経験した場合に㸯、それ以እは0をとる変数を用いた。アンケート調査ではそれࡒれの配置転換経験
について有↓がわかるが、4節で紹介する分析方法は説明変数の数がከいと分析ができないというၥ題があり、配置転換
経験ダミー変数のみを用いた。 
職能経験数については、「現ᅾのົ先でྛᙺ職において経験した職能のすべて」を㑅ࡏࡤる㡯目より、課長の昇進

スピードの分析では、一⯡社ဨ・係長クࣛス㹼課長クࣛス昇進前に経験した職能数、また部長の昇進スピードの分析で

は、課長クࣛス昇進後㹼部長クࣛス昇進前に経験した職能数を用いた。アンケート調査では課長昇進前、課長௦のそれ

㈍」「⏬Ⴀ業企」「࣒ࢸスࢩሗ」れにおいて、「経Ⴀ企⏬」「法ົ」「経理・㈈ົ」「人事」「⥲ົ・⛎᭩」「ᗈሗ・ᐉఏ」ࡒ

・Ⴀ業」「㈠᫆・ᾏእ事業」「㈨ᮦ・㉎㈙・ᕤ⛬管理」「生⏘ᢏ⾡・生⏘管理」「〇ရ㛤Ⓨ・タィ」「研究・㛤Ⓨ」「その

」の15の職能の経験の有↓がわかる。 
そのかの変数として、女性ダミー変数、᭱⤊ᏛṔが大Ꮫ༞・大Ꮫ㝔修ኈ課⛬以上の場合に1をとる大Ꮫ以上ダミー変
数、昇進年齢が相対的に低い企業の場合に1をとるダミー変数、⥆年数（昇進している者については昇進の⥆年
数）、昇進者については昇進に、昇進していない者については現ᅾに、それࡒれ長子が生まれている場合に㸯をとる子

ども有りダミー変数、入社の昇進ᕼᮃダミー変数、また、部長の昇進スピードỴᐃ要因の場合は、現ᅾのົ先に入社

したにᙺ職が課長である場合に㸯をとるダミー変数もຍえた。 
昇進年齢が相対的に低い企業については、「現ᅾのົ先でྛᙺ職の平均的な昇進年齢」の㝵⣭値をᅇ⟅さࡏた㡯目

を利用した。課長については、平均的な昇進年齢が「㹼29ṓ」「30ṓ㹼34ṓ」「35ṓ㹼39ṓ」までの割合が31.61％であ
ることから、ここまでを昇進年齢が低い企業として1、それ以እを0とするダミー変数を用いた。部長については、平均
的な昇進年齢が「40ṓ㹼44ṓ」までの割合が16.87％、ḟの「45ṓ㹼49ṓ」までの割合が42.54％であることから、「40
ṓ㹼44ṓ」までの企業を昇進年齢が低い企業として1、それ以እを0とするダミー変数を用いた。ᑦ、昇進年齢が低いこ
とを本研究では、「昇進スピードが速い」と⾲現する。 
入社の昇進ᕼᮃについては、「現ᅾの社に入社したとき、現ᅾのົ先でどこまで昇進したいとᛮっていたか」と

いう㉁ၥに対して「一⯡職のままか係長クࣛス」「課長クࣛス」「部長クࣛス」「ྲྀ⥾ᙺ」とそれࡒれᅇ⟅した場合に1を
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とるダミー変数を用いた。ࣞࣞࣇンスࢢループは「考えていなかった」「管理職になりたいẼᣢࡕとなりたくないẼᣢ

がΰᅾ」とᅇ⟅した者である。女性の管理職が少ない原因として女性の昇進意ḧが低いことがᣲげられるが、ᐇ際に昇ࡕ

進意ḧが昇進スピードに影響を与えるか調べるため、この変数をຍえる。 
⥆年数は、⥆年数が長い方が、企業≉Ṧ⇍⦎が積されて、昇進年齢が᪩まるとணされるためにຍえた。ここ

で、⥆年数は、現ᅾのົ先に入社してからの年数を用い、⫱ඣఇ業や介ㆤఇ業をྲྀ得した者についてはその年数を考

慮に入れていない。子どもダミー変数は、女性では≉に࣡ークࣛイࣛࣂࣇンスのᐇ現可能性が昇進に影響すると考えられ

るためにຍえた。昇進に影響を与えうる変数として⫱ඣఇ業、介ㆤఇ業のྲྀ得もあるが 、利用データではこれらのྲྀ得
年数について、現点での値しかわからず、昇進の値は得られない。そのためຍえていない。ᒣ口（2017）、Kato� 
Kawaguchi and Owan（2013）の研究では、女性の場合は労働間の長いことが昇進にプࣛスに影響するとされるが、本研
究では労働間を説明変数にຍえていない。これは、現ᅾの労働間に関するሗは得られるが、昇進している者につい

ては昇進前の労働間のሗが得られないためである。また、アンケート調査では、⏘業16分㢮、企業つᶍ10分㢮の
ሗが得られるが、分析に用いる変数の数を減らすために、ᅇは⏘業ダミー変数は利用ࡏず、企業つᶍもᚑ業ဨ数100人
以上のダミー変数のⲴを利用した。 
分析にᚲ要なሗが得られるサンプルは、課長昇進スピードの分析では、男性 2015（う749ࡕが課長に昇進済み）、女
性1484（う218ࡕが課長に昇進済み）、合ィ3499、部長昇進スピードの分析では、男性1312（う251ࡕが部長に昇進済
み）、女性316（う36ࡕが部長に昇進済み）、合ィ1628である。 
ここで、主な変数のᇶ本⤫ィ㔞を示す。⾲1�1には課長昇進スピード分析、⾲1�2には部長昇進スピード分析の対㇟と
なるサンプルのᇶ本⤫ィ㔞を示す。また、⾲1�3には、課長昇進スピード分析では課長に、部長昇進スピード分析では部
長に昇進しているサンプルについて、Ꮫ༞後昇進の年数を示す。 
 

⾲1�1 変数のᇶ本⤫ィ㔞（課長昇進スピード分析） 

 
 

⾲1�2 変数のᇶ本⤫ィ㔞（部長昇進スピード分析） 

 
 
 

変数 ｻﾝﾌﾟﾙｻｲｽﾞ平均 標準偏差 最小値 最大値
女性ダミー変数 3,499 0.424 0.494 0 1
課長昇進前配置転換経験ダミー変数 3,499 0.515 0.500 0 1
課長昇進前経験職能数 3,499 1.511 1.001 1 9
大卒以上ダミー変数 3,499 0.531 0.499 0 1
従業員数100人以上企業ダミー変数 3,499 0.721 0.449 0 1
課長昇進年齢低い企業ダミー変数 3,499 0.296 0.456 0 1
勤続年数 3,499 13.122 8.384 0 42
子ども有ダミー変数 3,499 0.430 0.495 0 1
入社時昇進希望：一般職か係長クラス 3,499 0.323 0.468 0 1
入社時昇進希望：課長クラス 3,499 0.070 0.255 0 1
入社時昇進希望：部長クラス 3,499 0.102 0.303 0 1
入社時昇進希望：取締役 3,499 0.039 0.195 0 1

変数 ｻﾝﾌﾟﾙｻｲｽﾞ平均 標準偏差 最小値 最大値
女性ダミー変数 1,628 0.194 0.396 0 1
課長時代　配置転換経験ダミー変数 1,628 0.674 0.469 0 1
課長時代　経験職能数 1,628 1.574 1.033 1 11
大卒以上ダミー変数 1,628 0.708 0.455 0 1
従業員数100人以上ダミー変数 1,628 0.806 0.396 0 1
部長昇進年齢低い企業ダミー変数 1,628 0.201 0.401 0 1
勤続年数 1,628 19.240 9.368 0 41
子ども有ダミー変数 1,628 0.594 0.491 0 1
入社時の役職が課長ダミー変数 1,628 0.400 0.490 0 1
入社時昇進希望：一般職か係長クラス 1,628 0.063 0.242 0 1
入社時昇進希望：課長クラス 1,628 0.138 0.345 0 1
入社時昇進希望：部長クラス 1,628 0.204 0.403 0 1
入社時昇進希望：取締役 1,628 0.094 0.292 0 1
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⾲1�3 昇進したサンプルについての入社後昇進年数 

 
 
 ⾲1�3より、課長昇進スピードỴᐃ要因分析の対㇟となる3499サンプルのうࡕ、課長に昇進しているのは967で、昇
進者の平均昇進年数はᏛ༞後18.3年であることがわかる。᭱小値は2年、᭱大値は36年と昇進のタイミンࢢのᖜが大き
い。一方、部長昇進スピードỴᐃ要因分性の対㇟となる1628サンプル୰、部長に昇進しているのは287サンプルで、昇
進者の平均昇進年数はᏛ༞後23.8年である。部長についても、᭱小値が6年、᭱大値が38年と昇進のタイミンࢢのᖜが
大きいことがわかる。 
 
4. ศᯒ᪉ἲ 
 
企業はもともと昇進の可能性が高い労働者に対して積極的に配置転換を行っているとすれࡤ、配置転換そのものが昇進

スピードに与える影響を過大に評価してしまう。そこで、配置転換経験の内生性を考慮し、配置転換経験そのものが昇進

スピードに与える影響を分析する。 
Roodman (2011)は、ィ㔞ࣇࢯトStataの自らがస成したコ࣐ンド cmpを用い、内生変数をྵむProEitモデル、Interval 

Regressionモデル、7oEitモデルをRecursive Mixed�Process Modelで分析する方法を示しており、さらに%artus and Roodman 
(2014)は、cmpによって内生変数であるダミー変数をྵむMultiprocess Survival Modelをᥦ示している。本研究でも、
%artus and Roodman (2014)のᥦ示する分析方法を利用し、配置転換経験ダミー変数を内生変数としてサࣂイࣂルモデルを
分析する。⿕説明変数はᏛ༞後昇進までの年数（昇進していない場合は現ᅾの年数）を用いる。 
ලయ的にはḟの2ᘧを同に᥎ィすることになる。 

 
lnℎ𝑖𝑗 = 𝛼𝑦𝑖𝑗 + 𝛽1𝑋1𝑖𝑗 + 𝑢1𝑖𝑗  (1) 
𝑦𝑖𝑗 = 𝛽2𝑋2𝑖𝑗 + 𝑢𝑖𝑗2 (2) 

 
ここで、iはಶ人、Mは iの┤面するᮇである。lnhは、昇進までの年数の自↛対数、yは内生変数の配置転換ダミー変数
である。(1)ᘧのhは、昇進している人については、下㝈・上㝈ともにその値とし、昇進していない人については、下㝈を
その値、上㝈を↓㝈とする値である。そのような変換によって、(1)ᘧは interval regressionモデルで分析されるᘧとなる。
(2)ᘧは、⿕説明変数をダミー変数としたプロࣅットモデルで分析されるᘧである。cmpでは2ᘧを᭱ᑬ法で同に᥎ィす
る。 

 
 

5. ศᯒ⤖ᯝ 
 

 ⾲2�1は cmpコ࣐ンドを用いてMultiprocess Survival Modelで課長の昇進スピードについて分析した結果、⾲2�2は部長
の昇進スピードについて分析した結果を示す。cmpコ࣐ンドで分析する際のၥ題点は、説明変数の数がไ㝈される点であ
る。≉に女性の部長昇進スピードの分析ではサンプルサイࢬが少ないため、説明変数の数がከいと分析できない。そこ

で、説明変数の数を大きく減らした。まず、職能経験経験ダミー変数、⏘業ダミー変数をⴠとした。職能経験に関して

は、௦わりに昇進前の経験職能の✀㢮数を経験職能数としてຍえた。企業つᶍダミー変数については、ᚑ業ဨ数 100人以
上の企業である場合に1をとりそれ以እは0をとるダミー変数のみを企業つᶍダミー変数としてຍえた。 
 上ẁは昇進スピードỴᐃ要因分析結果、下ẁは内生変数である配置転換経験ダミー変数を⿕説明変数とするプロࣅット

モデルの分析結果である。結果のCMPは内生性を考慮した cmpコ࣐ンドによる分析結果、Separateは㏻ᖖの interval 
regression とプロࣅットモデルで2ᘧを別ࠎに分析した結果である。sigB1は、(1)ᘧのㄗ差㡯のᶆ‽೫差、rhoは、(1)(2)ᘧ
のㄗ差㡯の相関を⾲す。 
 
 
 
 
 
 

ｻﾝﾌﾟﾙｻｲｽﾞ平均 標準偏差 最小値 最大値
課長昇進時のָ卒ޛ年数 967 18.328 5.577 2 36
部長昇進時のָ卒ޛ年数 287 23.801 5.595 6 38
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⾲2�1 Multiprocess Survival Modelによる課長昇進スピードỴᐃ要因分析結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

lognormal survival model jointly with probit model

સର 性 女性
CMP Separate CMP Separate CMP Separate

係数 係数 係数 係数 係数 係数
අઈ変数：昇進年数ଲ数
女性ダミー変数 0.130 *** 0.138 ***

配置転換経験ダミー変数 -0.507 *** -0.386 *** -0.571 *** -0.359 *** -0.369 *** -0.436 ***

経験職能数 -0.041 *** -0.041 *** -0.044 *** -0.043 *** -0.035 * -0.035 *

大卒以上ダミー変数 -0.299 *** -0.313 *** -0.276 *** -0.298 *** -0.338 *** -0.331 ***

従業員数100人以上企業ダミー変数 -0.062 * -0.091 *** -0.062 -0.115 *** -0.063 -0.047

課長昇進年齢低い企業ダミー変数 -0.211 *** -0.224 *** -0.182 *** -0.205 *** -0.278 *** -0.272 ***

勤続年数 0.026 *** 0.025 *** 0.027 *** 0.025 *** 0.024 *** 0.025 ***

子ども有ダミー変数 0.100 *** 0.098 *** 0.084 *** 0.072 *** 0.178 *** 0.175 ***

入社時昇進希望：一般職か係長クラス 0.298 *** 0.306 *** 0.326 *** 0.341 *** 0.252 *** 0.249 ***

入社時昇進希望：課長クラス 0.045 0.025 0.075 0.043 -0.032 -0.019

入社時昇進希望：部長クラス -0.069 ** -0.089 *** -0.038 -0.071 ** -0.173 * -0.156 *

入社時昇進希望：取締役 -0.120 *** -0.143 *** -0.092 * -0.134 *** -0.143 -0.139

ఈ数ߴ 3.551 *** 3.539 *** 3.541 *** 3.520 *** 3.716 *** 3.718 ***

අઈ変数：配置転換ダミー変数
女性ダミー変数 -0.196 *** -0.196 ***

大卒以上ダミー変数 0.321 *** 0.319 *** 0.315 *** 0.310 *** 0.319 *** 0.319 ***

従業員数100人以上企業ダミー変数 0.672 *** 0.673 *** 0.674 *** 0.673 *** 0.673 *** 0.672 ***

課長昇進年齢低い企業ダミー変数 0.326 *** 0.326 *** 0.342 *** 0.344 *** 0.287 *** 0.287 ***

勤続年数 0.035 *** 0.035 *** 0.034 *** 0.033 *** 0.038 *** 0.038 ***

子ども有ダミー変数 0.055 0.057 0.159 ** 0.167 *** -0.114 -0.114

入社時昇進希望：一般職か係長クラス -0.182 *** -0.182 *** -0.199 *** -0.195 *** -0.164 ** -0.164 **

入社時昇進希望：課長クラス 0.518 *** 0.519 *** 0.468 *** 0.470 *** 0.586 *** 0.584 ***

入社時昇進希望：部長クラス 0.556 *** 0.554 *** 0.499 *** 0.499 *** 0.809 *** 0.811 ***

入社時昇進希望：取締役 0.631 *** 0.627 *** 0.661 *** 0.658 *** 0.185 0.185

ఈ数ߴ -1.167 *** -1.164 *** -1.187 *** -1.175 *** -1.350 *** -1.349 ***

/lnsig_1 -0.853 *** -0.863 *** -0.791 ***

/atanhrho_12 0.172 *** 0.314 -0.089

sig_1 0.426 0.422 0.453

rho_12 0.170 0.304 -0.089

γϱϕϩγθ 3,499 2,015 1,484

/5FKL̐ 1698.64 1113.83 448.3

Prob>chi2 0 0 0

�1�ਭ準Ͳ有қɼ���ਭ準Ͳ有қɼ�10�ਭ準Ͳ有қɽ
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⾲2�2  Multiprocess Survival Modelによる部長昇進スピードỴᐃ要因分析結果 

 
 
 ⾲2�1より課長昇進スピードỴᐃ要因の分析結果では、配置転換経験ダミー変数はいずれの場合も有意で࣐イࢼスの値
をとり、配置転換経験が昇進スピードを速くしているといえる。また、CMPとSeparateの係数を比較すると、男女を合
わࡏたయと男性で、内生性を考慮したCMPの方がSeparateに比べて࣐イࢼスの⤯対値が大きいのに対し、女性は、
Separateの方が⤯対値がⱝᖸ大きい。すなわࡕ、女性では、企業がఱらかの理⏤で昇進する可能性の高い女性に積極的に
配置転換を経験さࡏている可能性がある。この「ఱらかの理⏤」には、例えࡤ、ᅇຍえられていない労働間や本人の

事に対する意ḧといったことが考えられる。男性では配置転換経験者は昇進の可能性が低い者に೫りがあるということ

になる。考えられることはつある。一つは、男性では、配置転換経験をࡏずに同じ部⨫で経験を積ࢇでいる者が᭱▷で

の昇進を⣙᮰されている可能性がある。つ目は、男性で配置転換する場合、その部⨫でトࣛブルがあったり㐺合であ

ったりするケースもྵまれると考えると、そのような社ဨは昇進も遅いࢁࡔう。ᑦ、男性では配置転換経験のないサンプ

lognormal survival model jointly with probit model

સର 性 女性
CMP Separate CMP Separate CMP Separate

係数 係数 係数 係数 係数 係数
අઈ変数：昇進年数ଲ数
女性ダミー変数 0.077 * 0.078 **

課長時代　配置転換経験ダミー変数 -0.243 *** -0.171 *** -0.211 *** -0.154 *** -1.070 *** -0.199 **

課長時代　経験職能数 -0.019 -0.019 * -0.009 -0.009 -0.060 * -0.066 **

大卒以上ダミー変数 -0.177 *** -0.181 *** -0.152 *** -0.156 *** -0.293 *** -0.279 ***

従業員数100人以上ダミー変数 0.064 0.053 0.040 0.030 0.188 * 0.134

部長昇進年齢低い企業ダミー変数 -0.125 *** -0.129 *** -0.098 *** -0.100 *** -0.156 -0.273 ***

勤続年数 0.025 *** 0.024 *** 0.024 *** 0.023 *** 0.038 *** 0.028 ***

子ども有ダミー変数 0.002 0.001 -0.017 -0.018 0.020 0.101

入社時の役職が課長ダミー変数 0.583 *** 0.576 *** 0.597 *** 0.591 *** 0.483 *** 0.372 ***

入社時昇進希望：一般職か係長クラス 0.072 0.080 0.130 * 0.137 ** -0.166 -0.124

入社時昇進希望：課長クラス 0.010 0.016 0.024 0.029 -0.108 -0.071

入社時昇進希望：部長クラス 0.002 -0.002 0.030 0.027 -0.039 -0.124

入社時昇進希望：取締役 -0.131 *** -0.143 *** -0.118 *** -0.128 *** 0.039 -0.036

ఈ数ߴ 3.295 *** 3.279 *** 3.244 *** 3.234 *** 3.832 *** 3.565 ***

අઈ変数：配置転換ダミー変数
女性ダミー変数 -0.026 -0.026

大卒以上ダミー変数 0.191 ** 0.190 ** 0.248 *** 0.246 *** 0.014 -0.004

従業員数100人以上ダミー変数 0.396 *** 0.397 *** 0.474 *** 0.475 *** 0.191 0.169

部長昇進年齢低い企業ダミー変数 0.161 * 0.159 * 0.113 0.112 0.383 ** 0.355 *

勤続年数 0.035 *** 0.035 *** 0.036 *** 0.036 *** 0.030 *** 0.030 ***

子ども有ダミー変数 0.034 0.034 0.059 0.059 -0.077 -0.140

入社時の役職が課長ダミー変数 0.320 *** 0.318 *** 0.306 *** 0.305 *** 0.369 ** 0.364 **

入社時昇進希望：一般職か係長クラス -0.295 ** -0.294 ** -0.371 ** -0.367 ** -0.090 -0.126

入社時昇進希望：課長クラス -0.204 ** -0.206 ** -0.211 * -0.213 * -0.054 -0.084

入社時昇進希望：部長クラス 0.160 * 0.159 * 0.139 0.140 0.169 0.194

入社時昇進希望：取締役 0.546 *** 0.548 *** 0.565 *** 0.565 *** 0.206 0.191

ఈ数ߴ -0.836 *** -0.832 *** -0.948 *** -0.944 *** -0.587 *** -0.538 **

/lnsig_1 -1.132 *** -1.199 *** -0.586 ***

/atanhrho_12 0.136 * 0.114 ** 1.623

sig_1 0.322 0.301 0.556

rho_12 0.136 0.113 0.925

γϱϕϩγθ 1,628 1,312 316

/5FKL̐ 464.59 470.85 114.87

Prob>chi2 0 0 0

�1�ਭ準Ͳ有қɼ���ਭ準Ͳ有қɼ�10�ਭ準Ͳ有қɽ
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ルは2015୰818(40.5�)、女性は1484୰878(59.2�)であり、男性はもともと配置転換の機がከく与えられるഴྥがあ
る。 
経験職能数もいずれも有意で➢ྕは࣐イࢼスである。経験した職能の✀㢮がከいど昇進スピードが速くなることがわ

かる。 
そのの説明変数では、యの分析結果で女性ダミー変数は有意にプࣛスであり、女性は昇進スピードが遅くなるとい

う結果が得られている。大༞以上である場合、ົ先のᚑ業ဨ数が100人以上である場合、また平均的な課長昇進年齢が
᪩い企業ど昇進スピードが速くなること、⥆年数が長くなるど、また≉に女性では子どもがいるど、昇進スピー

ドは遅くなる。入社に上のᙺ職に昇進したいとᛮっているど昇進スピードは速い。⥆年数については、昇進したサ

ンプルについては昇進の⥆年数であるが、昇進していない場合は現ᅾの⥆年数であり、なかなか昇進できない人は

⥆年数が長くなるഴྥにあることが影響していると考えられる。 
 配置転換経験ダミー変数を⿕説明変数としたプロࣅットモデルの分析結果（下ẁ）でもとࢇどの説明変数が有意であ

る。女性は配置転換の機が低く、大༞者やᚑ業ဨ数が100人以上の企業、平均昇進年齢が低い企業にᑵ業していると配
置転換の機が上昇することがわかる。また、入社に上のᙺ職の昇進をᕼᮃしている人の方が、配置転換の機が上

昇する。これは、女性では昇進意ḧが低いことが昇進をጉげているという先行研究と一⮴する結果である。一方、昇進意

ḧの影響をྲྀり㝖いてもなお、女性は男性より配置転換の機が少ないという結果より、ᒣ口(2017)がᣦするように、
女性は本人の意ḧと関係なく、職能経験に差をタࡅられていることが❚える。子ども有ダミー変数は男性でのみ有意であ

り、女性は子どもがいることで配置転換の機をኻっているヂではないといえる。あるいは、上㏙したように、女性は男

性に比べて配置転換経験のないサンプルの比率が6割⛬度と高く、子どもがいてもいなくても配置転換の機は与えられ
ないということかもしれない。 
 ⾲2�2より、部長昇進スピードỴᐃ要因の分析結果でも、配置転換経験ダミー変数は、いずれの場合も࣐イࢼスで有意
であり、配置転換経験が部長の昇進スピードを速めていることが示された。CMPとSeparateで係数を比較すると、課
長の場合と異なり、男性、女性ともにCMPの方が⤯対値が大きくなる。≉に、女性での変が大きい。部長の昇進に関
しては、配置転換経験が昇進スピードに与える影響はSeparateでは過小評価されていることになる。 
女性では昇進スピードが遅くなること、大༞以上であれࡤ昇進スピードが速くなることは課長の場合と同ᵝであるが、

有意な変数は減少している。経験職能数は女性のみで有意で࣐イࢼスである。入社の昇進ᕼᮃは、課長の昇進スピード

Ỵᐃ要因分析では有意ࡔったのに、部長の昇進スピードỴᐃ要因分析では女性では有意でなくなる。入社の昇進意ḧ

は、課長昇進までは重要な要⣲であるといえる。課長に昇進した後は、≉に女性では、本人の意ḧとは別の要因で昇進ス

ピードがỴᐃするといえる。あるいは課長に昇進することで本人の昇進意ḧが入社と比べて変する可能性もある。 
昇進意ḧに関してはḟのような調査結果がある。୕⳻U)-リサーࢳ㸤コンサルࢸンࢢによる「女性管理職の⫱成・Ⓩ
用に関する調査(2015年)」では、男女が管理職を目ᣦさない理⏤として、「㈐௵がቑえるため（男性33.3％、女性
37.4％）」「自分には管理職がྥいていないため（男性29.7％、女性34.1％）」「能力が㊊しているため（男性19.8％、女
性23.0％）」は男性よりも女性で比率が高い。ᰴᘧ社ࢼࢯࣃの「女性管理職の意㆑・ᐇែ調査2015」では、女性で管理
職になる前、安をឤじていた人の理⏤として高い㡰に、「管理職のᙺ職を果たࡏる自ಙがなかったから(51.7％)」「自分
にはス࢟ルが㊊しているとᛮっていたから(34.1％)」と⥆く。これらの結果より、女性のഃも能力㊊を意㆑して、自
ᕫຠ力ឤが低いことがわかる。しかし、ࢪࢿ࣐メントス࢟ルは管理職にᑵいてから㔊成される部分もある。女性の管理職

⫱成には、企業ഃの積極Ⓩ用により、女性の意㆑を変えていくことも大事なのではないか。 
 ⥆いて、⾲3�1、3�2には、男女㞠用機均➼法が行された1986年度以降に入社したサンプルに㝈って分析した結果
を示す。⾲3�1は課長、⾲3�2は部長昇進スピードỴᐃ要因分析である。さらに、⾲4は、課長昇進スピードỴᐃ要因分
析において、間接差別の禁止が┒り㎸まれた2007年度改正後に入社したサンプルに㝈って分析した結果を示す。課長昇
進スピードのみにした理⏤は、サンプルサイࢬが小さくなってしまうことと、部長に昇進している者の数も減るので分析

が㞴しいとุ᩿したためである。 
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⾲3�1  Multiprocess Survival Modelによる課長昇進スピードỴᐃ要因分析（男女㞠用機均➼法後入社サンプル） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

lognormal survival model jointly with probit model

સର 性 女性
CMP Separate CMP Separate CMP Separate

係数 係数 係数 係数 係数 係数
අઈ変数：昇進年数ଲ数
女性ダミー変数 0.118 *** 0.123 ***

配置転換経験ダミー変数 -0.470 *** -0.376 *** -0.503 *** -0.348 *** -0.357 *** -0.424 ***

経験職能数 -0.045 *** -0.045 *** -0.048 *** -0.048 *** -0.040 ** -0.040 *

大卒以上ダミー変数 -0.320 *** -0.330 *** -0.309 *** -0.324 *** -0.336 *** -0.328 ***

従業員数100人以上企業ダミー変数 -0.058 -0.080 *** -0.050 -0.087 ** -0.083 -0.067

課長昇進年齢い企業ダミー変数 -0.251 *** -0.262 *** -0.232 *** -0.251 *** -0.294 *** -0.287 ***

勤続年数 0.025 *** 0.024 *** 0.025 *** 0.023 *** 0.026 *** 0.026 ***

子ども有ダミー変数 0.117 *** 0.115 *** 0.096 *** 0.087 *** 0.196 *** 0.194 ***

入社時昇進希望：一般職か係長クラス 0.326 *** 0.331 *** 0.345 *** 0.354 *** 0.301 *** 0.298 ***

入社時昇進希望：課長クラス 0.049 0.033 0.081 0.058 -0.031 -0.016

入社時昇進希望：部長クラス -0.091 *** -0.107 *** -0.068 * -0.092 ** -0.169 * -0.152

入社時昇進希望：取締役 -0.145 *** -0.164 *** -0.126 *** -0.159 *** -0.146 -0.141

ఈ数ߴ 3.615 *** 3.607 *** 3.612 *** 3.600 *** 3.736 *** 3.737 ***

අઈ変数：配置転換経験ダミー変数
女性ダミー変数 -0.179 *** -0.179 ***

大卒以上ダミー変数 0.305 *** 0.305 *** 0.272 *** 0.272 *** 0.330 *** 0.330 ***

従業員数100人以上企業ダミー変数 0.650 *** 0.650 *** 0.644 *** 0.643 *** 0.661 *** 0.660 ***

課長昇進年齢い企業ダミー変数 0.339 *** 0.340 *** 0.378 *** 0.379 *** 0.280 *** 0.279 ***

勤続年数 0.039 *** 0.039 *** 0.038 *** 0.037 *** 0.041 *** 0.041 ***

子ども有ダミー変数 0.060 0.062 0.170 *** 0.176 *** -0.100 -0.100

入社時昇進希望：一般職か係長クラス -0.157 *** -0.157 *** -0.166 ** -0.164 ** -0.149 ** -0.148 **

入社時昇進希望：課長クラス 0.531 *** 0.531 *** 0.458 *** 0.459 *** 0.632 *** 0.630 ***

入社時昇進希望：部長クラス 0.552 *** 0.550 *** 0.497 *** 0.495 *** 0.815 *** 0.817 ***

入社時昇進希望：取締役 0.651 *** 0.650 *** 0.694 *** 0.694 *** 0.207 0.207

ఈ数ߴ -1.223 *** -1.222 *** -1.238 *** -1.234 *** -1.398 *** -1.397 ***

/lnsig_1 -0.809 *** -0.822 *** -0.764 ***

/atanhrho_12 0.127 ** 0.216 -0.086

sig_1 0.445 0.439 0.466

rho_12 0.126 0.213 -0.086

γϱϕϩγθ 3184 1758 1426

/5FKL̐ 1419.62 863.07 427.99

Prob>chi2 0 0 0

�1�ਭ準Ͳ有қɼ���ਭ準Ͳ有қɼ�10�ਭ準Ͳ有қɽ
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⾲3�2  Multiprocess survival Modelによる部長昇進スピードỴᐃ要因分析（男女㞠用機均➼法後入社サンプル） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

lognormal survival model jointly with probit model

સର 性 女性
CMP Separate CMP Separate CMP Separate

係数 係数 係数 係数 係数 係数
අઈ変数：昇進年数ଲ数
女性ダミー変数 0.075 0.075

課長時代　配置転換経験ダミー変数 -0.254 *** -0.197 *** -0.227 *** -0.191 *** -1.058 *** -0.190 *

課長時代　経験職能数 -0.019 -0.019 -0.008 -0.008 -0.053 * -0.062 *

大卒以上ダミー変数 -0.206 *** -0.208 *** -0.181 *** -0.183 *** -0.294 *** -0.268 ***

従業員数100人以上ダミー変数 0.079 * 0.070 0.050 0.044 0.219 * 0.168

部長昇進年齢い企業ダミー変数 -0.146 *** -0.150 *** -0.120 *** -0.121 *** -0.148 -0.276 ***

勤続年数 0.027 *** 0.026 *** 0.025 *** 0.025 *** 0.044 *** 0.032 ***

子ども有ダミー変数 0.014 0.013 -0.005 -0.006 0.000 0.075

入社時の役職が課長ダミー変数 0.571 *** 0.563 *** 0.582 *** 0.577 *** 0.525 *** 0.364 ***

入社時昇進希望：一般職か係長クラス 0.125 0.131 * 0.182 ** 0.185 ** -0.097 -0.023

入社時昇進希望：課長クラス 0.063 0.068 0.091 0.094 -0.120 -0.083

入社時昇進希望：部長クラス -0.005 -0.007 0.036 0.035 -0.055 -0.167

入社時昇進希望：取締役 -0.155 *** -0.165 *** -0.138 *** -0.145 *** 0.022 -0.060

ఈ数ߴ 3.346 *** 3.336 *** 3.305 *** 3.299 *** 3.738 *** 3.541 ***

අઈ変数：配置転換経験ダミー変数
女性ダミー変数 -0.012 -0.011

大卒以上ダミー変数 0.115 0.115 0.151 0.150 0.006 -0.020

従業員数100人以上ダミー変数 0.414 *** 0.414 *** 0.483 *** 0.483 *** 0.230 0.197

部長昇進年齢い企業ダミー変数 0.182 * 0.180 ** 0.126 0.126 0.404 ** 0.374 *

勤続年数 0.041 *** 0.041 *** 0.041 *** 0.041 *** 0.044 *** 0.043 ***

子ども有ダミー変数 0.023 0.023 0.058 0.059 -0.065 -0.133

入社時の役職が課長ダミー変数 0.413 *** 0.411 *** 0.363 *** 0.362 *** 0.589 *** 0.574 ***

入社時昇進希望：一般職か係長クラス -0.238 -0.238 -0.284 -0.283 -0.095 -0.134

入社時昇進希望：課長クラス -0.241 ** -0.242 ** -0.263 ** -0.263 ** 0.000 -0.059

入社時昇進希望：部長クラス 0.119 0.118 0.074 0.074 0.258 0.287

入社時昇進希望：取締役 0.567 *** 0.570 *** 0.590 *** 0.591 *** 0.209 0.196

ఈ数ߴ -0.918 *** -0.915 *** -0.960 *** -0.959 *** -0.897 *** -0.806 ***

/lnsig_1 -1.031 *** -1.081 *** -0.602 ***

/atanhrho_12 0.098 0.065 1.623

sig_1 0.357 0.339 0.548

rho_12 0.098 0.065 0.925

γϱϕϩγθ 1345 1062 283

/5FKL̐ 354.46 360.35 113.65

Prob>chi2 0 0 0

�1�ਭ準Ͳ有қɼ���ਭ準Ͳ有қɼ�10�ਭ準Ͳ有қɽ
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⾲4  Multiprocess survival Modelによる課長昇進スピードỴᐃ要因分析 
（男女㞠用機均➼法2007年度改正後入社サンプル） 

 
 
 ⾲3�1より、男女㞠用機均➼法行後に入社したサンプルに㝈っても、配置転換経験ダミー変数やそのかの説明変
数の➢ྕや有意性に目立った変はない。法ᚊの行により、女性で配置転換を経験していないことが昇進スピードに影

響しなくなった、あるいは、女性の昇進スピードが前より速くなったといった変はみられていない。⿕説明変数に配置

転換ダミー変数を用いたプロࣅットモデルの分析結果でも、女性ダミー変数は有意で࣐イࢼスであることに変わりはな

く、法ᚊが行された後に入社した場合にも女性は配置転換の機が少ないことがわかる。 
 ⾲3�2より、部長の昇進スピードに関しては、⾲3�1で有意にプࣛスであった女性ダミー変数が有意でなくなった。配
置転換経験ダミー変数は⾲2�2と比較して大きな変はぢられない。部長に関しても、法行後に入社した場合に、配置
転換経験が女性の昇進に影響しなくなったという影響はぢられなかった。 

lognormal survival model jointly with probit model

સର 性 女性
CMP Separate CMP Separate CMP Separate

係数 係数 係数 係数 係数 係数
අઈ変数：昇進年数ଲ数
女性ダミー変数 -0.064 -0.074

配置転換経験ダミー変数 -0.191 -0.419 *** 0.076 -0.361 *** -0.522 *** -0.540 ***

経験職能数 -0.110 *** -0.111 *** -0.115 *** -0.116 ** -0.128 *** -0.128 ***

大卒以上ダミー変数 -0.414 *** -0.403 *** -0.451 *** -0.441 *** -0.356 *** -0.355 ***

従業員数100人以上企業ダミー変数 -0.173 ** -0.137 * -0.158 -0.092 -0.231 ** -0.228 *

課長昇進年齢い企業ダミー変数 -0.202 ** -0.202 ** -0.110 -0.108 -0.360 *** -0.360 ***

勤続年数 0.040 *** 0.046 *** 0.024 0.034 0.067 *** 0.067 ***

子ども有ダミー変数 0.075 0.089 0.070 0.110 0.046 0.047

入社時昇進希望：一般職か係長クラス 0.459 *** 0.462 *** 0.562 *** 0.585 *** 0.321 ** 0.320 **

入社時昇進希望：課長クラス 0.100 0.141 0.090 0.131 0.199 0.205

入社時昇進希望：部長クラス -0.319 ** -0.268 ** -0.383 ** -0.311 ** 0.027 0.036

入社時昇進希望：取締役 -0.179 -0.175 -0.241 -0.231 0.337 * 0.337

ఈ数ߴ 4.277 *** 4.280 *** 4.248 *** 4.261 *** 4.231 *** 4.230 ***

අઈ変数：配置転換経験ダミー変数
女性ダミー変数 -0.134 -0.135

大卒以上ダミー変数 0.131 0.132 0.059 0.063 0.181 0.181

従業員数100人以上企業ダミー変数 0.428 *** 0.427 *** 0.405 *** 0.401 *** 0.448 *** 0.448 ***

課長昇進年齢い企業ダミー変数 0.031 0.025 0.041 0.034 -0.036 -0.036

勤続年数 0.072 *** 0.072 *** 0.059 ** 0.058 ** 0.091 *** 0.091 ***

子ども有ダミー変数 0.170 * 0.168 * 0.262 ** 0.253 ** 0.046 0.046

入社時昇進希望：一般職か係長クラス 0.036 0.036 0.144 0.137 -0.055 -0.055

入社時昇進希望：課長クラス 0.485 *** 0.484 *** 0.222 0.219 0.796 *** 0.796 ***

入社時昇進希望：部長クラス 0.593 *** 0.598 *** 0.410 ** 0.412 ** 1.357 *** 1.358 ***

入社時昇進希望：取締役 0.064 0.063 0.072 0.068 0.039 0.039

ఈ数ߴ -1.325 *** -1.321 *** -1.260 *** -1.244 *** -1.534 *** -1.534 ***

/lnsig_1 -0.629 *** -0.576 *** -0.762 ***

/atanhrho_12 -0.262 -0.520 * -0.022

sig_1 0.533 0.562 0.467

rho_12 -0.256 -0.477 -0.022

γϱϕϩγθ 1008 478 530

/5FKL̐ 211.92 107.46 141.9

Prob>chi2 0 0 0

�1�ਭ準Ͳ有қɼ���ਭ準Ͳ有қɼ�10�ਭ準Ͳ有қɽ
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 ᭱後に⾲4より、課長のみについて間接差別禁止の法改正後に入社したサンプルで分析した場合、配置転換経験ダミー
変数の係数に変があったかを☜ㄆする。まず、女性ダミー変数は有意でない。配置転換経験ダミー変数は、女性で࣐イ

スに有意であり、係数の⤯対値が⾲3�1よりも大きくなっている。女性では、配置転換の経験が昇進スピードを速めるࢼ
影響がより大きくなった。男性では、Separateでは࣐イࢼスに有意であるが、CMPでは有意でなくなった。また、配置転
換経験ダミー変数を⿕説明変数としたプロࣅットモデルの分析結果（下ẁ）では、女性ダミー変数は有意でなくなってい

る。これらの結果は法改正の影響ではなく社ໃの変の影響の可能性もありὀ意がᚲ要である。 
 
以上の分析結果をまとめると、配置転換経験の内生性を考慮に入れた分析結果では、1)配置転換経験が課長の昇進スピ
ードを速める影響は、男性では内生性を考慮しない場合には過小評価、女性では過大評価されていることが示された。内

生性を考慮しないと配置転換経験が女性の昇進スピードに与える影響が過大評価されていることから、企業は、ᅇ変数

にຍえていない労働間や能力、事に対する意ḧといったఱらかの要因で᪩く昇進さࡏたいと考えている女性には積極

的に配置転換の機を与えていることも示၀される。2)配置転換経験が部長の昇進スピードを速める影響は、男女とも過
小評価されていた。3)間接差別を禁止する2007年度の法改正後に入社したサンプルで分析した結果、課長の昇進スピー
ドや配置転換経験に男女の差はほᐹされなくなったが、女性で配置転換の経験が男性以上に課長の昇進スピードを速め

るという結果が得られた。 
 

 
 ࡧࡍࡴ .6

 
本研究では、女性が男性に比べて昇進が遅れることが、職場内の経験にあるのではないかという仮説のもと、昇進

前の配置転換や職能経験についてのሗが得られる独自のアンケート調査を利用して分析を行った。≉に、配置転換

経験が昇進スピードに影響を与える一方で、企業が昇進を考えている労働者に積極的に配置転換を行うという内生性

という、配置転換経験の内生性を考慮に入れたMultiprocess Survival Modelの分析結果では、1)配置転換経験が課長の昇
進スピードを速める影響は、内生性を考慮しないと男性では過小評価、女性では過大評価されている。この結果より

企業は、ᅇ変数にຍえていない労働間や能力、事に対する意ḧといったఱらかの要因で᪩く昇進さࡏたいと考

えている女性には積極的に配置転換の機を与えていることが示၀される。2)配置転換経験が部長の昇進スピードを速
める影響は、男女とも過小評価されていた。3)間接差別を禁止する2007年度の法改正後に入社したサンプルで分析し
た結果、女性では男性以上に配置転換の経験が課長の昇進スピードを速めるという結果が得られた。 
 分析結果より、≉に課長昇進で内生性を考慮した場合と考慮しない場合とで、配置転換が昇進スピードに与える影

響が異なった。男性は内生性を考慮しないと配置転換が昇進スピードに与える影響が過小評価となることから、もと

もと昇進が遅れがࡕな社ဨに対して、配置転換が行われることで昇進スピードを速めているという説明が可能であ

る。一方女性の場合は、もともと昇進可能性の高い女性に配置転換が行われ、あたかも配置転換が昇進にᚲ要な要⣲

とみࡏかࡅているといえる。この結果より、日本の企業は、男性社ဨには課長クࣛスまでの昇進はಖドし、女性社ဨ

には≉ᐃの者にࡅࡔ昇進の機を与えていることが❚える。そうࡔとすると、企業によっては、配置転換以እのの

目にぢえない昇進Ỵᐃ要因があると考えられる。それにもかかわらず、例えࡤ、転ᒃをకう転の可ྰを昇進や、⥲

合職か一⯡職かの職ᤸ㑅ᢥの要௳にするなど、目にぢえる配置転換の有↓を昇進の理⏤として用いているとすれࡤ、

現ᐇにはᐙᗞ㈐௵を㈇うことのከい女性の管理職昇進はᮃめないことになる。配置転換はス࢟ルᙧ成に可Ḟとはい

え、男女に関わらず࣡ークࣛイࣛࣂࣇンスがᐇ現できる配置転換のᅾり方をぢ出すᚲ要があるࢁࡔう。 
 
ㅰ㎡ 
 本研究は -SPS⛉研㈝15K03477のຓ成をཷࡅたものです。本研究は日本労ົᏛ（2017年7᭶15日㛤ദ）でሗ࿌
したㄽᩥをຍ➹ゞ正したものです。日本労ົᏛでは、ከくの㈗重なコメントをいたࡔきました。≉に、ᡁ㔝ῄ子

Ặ、ᯇ⦾⦾Ặからはㄽᩥの改ゞのࣄントとなる有意⩏なコメントをいたࡔきました。また、2019年2᭶23日に㔠ἑ
で㛤ദされた研究ࢭミࢼーでሗ࿌した際にも、脇坂明Ặ、㤿㥴Ặ、ᯇᾆྖẶ、୧ゅⰋ子Ặ、奥⏣ᰤẶ、῝ᇼ㑈ኴ㑻

Ặから大変有意⩏なコメントをいたࡔきました。ేࡏてឤㅰいたします。 
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子どもの生活世界の声を編み直す 
－子どもの小さな声から教室の大きな物語を紡ぐことを通して－ 

 
小嶋 祐伺郎 

 
Reconsideration of Children’s Voices on Their Daily Lives 

－Through Spinning a new class ‘Grand Narratives’ from ‘Little Narrative ’of Each Children－ 
 

Yujiro OJIMA 
 

要  約 

本稿は、今日の学校教育や子どもを取りまく様々な問題の解決の一つとして、ケアの論理に基づく学級経営の方法に

ついて論じたものである。学級経営の中にケアの論理を生かすことは、学校や教室を子どもに返すことであり、それは

従来の教育観の転換を図る試みでもある。ケアとは、人が何を欲しているかではなく何を必要としているかを推し量る

ことである。そしてそのためには、感覚や情動が大切であり、その人の身体の声を聴き、その声を自分の身体に深く刻み

こむことが大切である。本稿は、そのような声を一つずつ丁寧に編み直すことによって、教室をケアの共同体に再構築

しようとするための試論である。ここでは、一つの学級の事例を検証し、学級経営の視点で論じてはいるが、道徳性育成

の試みでもあり、教科・領域を総合化したカリキュラム論の視点も含んでいる。 

子どもの語り（ナラティブ）の変容を、子どもの発言や文章から掘り起こした実践事例の検討からは、「声なき声を聴

く」ことを学習のテーマとし、他者の声を聴く取り組みが、自己の物語の「語り直し」につながり、それが自己変容をも

たらすことを検証することができた。また今後の課題として、この事例を一般化するとともに、このような事例の積み

重ねが、21 世紀の教育の在り方の一助となるための、長期的展望に立ったカリキュラムの作成やその評価法が必要であ

ることも確認できた。 

 
キーワード：学級経営、道徳性の教育、カリキュラム開発、ケア、物語論（ナラティブ・アプローチ）、 
 
１．はじめに 
1.1 近代化と学校教育 ―国民化と核家族化のはざまでー 

一般に近代化とは、封建的なものが崩壊し、資本主義的なものが成立していくこと、つまりは共同体的なつながりが薄

れ、個人化が進んだこととされる。しかし、それは単に「個人」が共同体的しがらみから解放されたということではない。  

なぜなら、「個人」は最初から存在したわけではなく、人が個人として立ち現れるためには、「個人」として行動できる

社会的基盤が必要だからである。そしてこれに基盤を与えたのが国民国家である。（1）人は共同体的な横のつながりを断ち

切るだけでは「個人」にはなれないのであり、国家が垂直に人々を結合することによって「個人」が生まれたのである。 

これに伴って、かつては村落共同体内部で賄ってきた人と人、人と共同体との間の関係性は 2元化されていく。つまり、

子育てや介護などは家族（それは時代とともに大家族・親族から次第に狭義の家族へ移行していく）が、医療や教育は国

家が担うという図式の成立である。近代化においては、個人化とは国民化であり、同時に核家族化であったといえる。 

 「国民」となった「個人」は、国家に守られて、国民・市民としての権利を享受し、核家族化した親と子という人間関

係を基本に社会生活を営むこととなった。 

 しかし、かつて多くの先進国が福祉国家をその国家観に据えていた時代においてさえ、その対象から排除される人々が

存在していた。それにも増して近年では、国家、家族の両方から排除され、自らの存在を問うことができない人々が大き

な社会問題となっている。このことは子どもの周辺にも顕著に表れている。「国民」や「家族」として認知されない子ども

の存在である。「国民」の視点からは、古くは在日の問題があり、現在では外国籍児童生徒の問題がある。「家族」の問題

では、ネグレクト、子どもの虐待、引きこもり等がある。そこには「家族」であるのに、「家族」として認知されないとい

う悲しい現実がある。それは、かつては村落共同体的なものが引き取っていた様々な問題を、近代化した社会においては

「国家」や「家族」だけでは賄えなくなっているという現実である。 

近代化によって、学校教育の制度が整えられ、貧富や出自の別なくすべての子どもが教育を受けることができるように

なったことは良いことである。しかし、21世紀型の教育が唱えられる昨今にあっては、従来の「国民国家型」の教育の見

直しが必要であろう。そのためには「国民化・核家族化」した人々の社会的営みの現実を、学校教育の視点からとらえ直

してみることが求められるのである。 
1.2 ケアの論理に基づく関係性の再構築 

 近代化によって、人々は「国家」と「核家族」という 2つの属性に両極化され、今日、そのどちらにも属すことができ
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ない人々の生きるពが問われている。近代化が人々を分断したものは何か、それは近代化によってኻわれた人と人との

間にある様々な関係性である。その関係性とは属性ではなく、身体感覚のある関係性で作られたつながり㸻共同体であり、

そのような関係性を、社会だけでなく学校教育においても再構築していく必要があると⪃える。 

  外国籍児童生徒の問題は、「国民」であるかどうかという問題ではなく。「国民」なのに、という問題でもある。在日ࢥ

リアࣥである㔠႐は、ࣇィリࣥࣆから日本にやってきた㸯組のᘵを例に次のように㏙べている。「ᙼらは日本国籍を

ᣢつ。ࡺえにᙼらは日本にいる⣙ 3.4人のࣇィリࣥࣆ国籍の子どもには含まれず、⤫ィୖはࠗ日本人࠘としてカࣥ࢘ト

される存在だ。だが、ᙼらがࠗ日本人࠘と同じቃ㐝に立つとは฿ᗏ言えない（2）。」㔠は、⥆いてࣇィリࣥࣆで日本語を習

ᚓしているはずとされるᙼらの日々のᅔ㞴を⤂介していく。そこには「日本人か」「日本人ではないか」という㸯つの属

性だけで個人を分けていく༴うさがある。2019年 4᭶ 1日に行されたᨵṇධ⟶法によって、今後、国内でᬽらす外国人

は大ᖜに増ຍする見㎸みである。また移民や㞴民の問題も㑊けて通れない≧ἣである。そのような中、学校現ሙで起こり

うるᅔ㞴は容᫆にീできよう。 

 また、家ᗞを取りまく子どもの様々な問題も、「家族」であるにもかかわらず、「家族」として認㆑されないことがཎᅉ

となっている。「家族」を⾑や出自による属性として見る家族観はもはや時代に合わなくなっている。፧ጻᙧែの多様化、

国㝿㣴子⦕組、人ᕤᤵ⢭等、家族のあり方についての多様性を問い直す事ែが出現し、人が親族の中に組み㎸まれていく

動モとして「親族する(Kinning)という表現が⪃されている。このような中では、⾑のつながりが家族の属性を決ᐃす

るという認㆑では、育児放Რや子どもの虐待等、「ẕ親なのにどうしてこんな㓞いことを・・」というẕ性の႙ኻはㄝ᫂ᅔ

㞴である(3)。 

 文化人㢮学者のࣕࢪネࢵト・カーࢫティࣥは、マレーࢩアの⁺村での親族の様ែについての◊✲から、ᙼらにとって

親族の間の関係性をಖ証しているものが⾑⦕という生物学的つながりではなく、⾰㣗ఫを共᭷することによって、身体

の「中身」に共通性が生じることだと㏙べている(4)。このことは「関係性」とは、「⚾とあなたとは○○という属性でつ

ながっている」というព㆑ୖの問題ではなく、与え受け取るという┦関係の中で生み出され、また変性していくよう

なつながりだということができよう。 

 国家における様々な権利のಖ㞀、Ᏻに生きる権利や教育を受ける権利等は「国民」という属性によって与えられる

ものである。しかしそれは、自身が自らをどのような属性であると認知すること（アࣥࢹティティ）とは別物であ

り、法的なものである。このような国民国家におけるබ的ࢧーࢫࣅを⤫の論理とするなら、もう一方に、他者が何を

必要としているかに基づくケアの論理がある(㸳)。ケアとは、その人が何にⱞしみ、何を求めているのか、また何をあき

らめなけれࡤならないのかを理解することである。つまりその人の⨨かれた≧ἣを的確にุ断することが大切にされ

る。 

 国家にありながら国家の対象から排除された人々が┦ᢇ助の࣑ࢥュࢽティをᙧ成する事例として、ࢱのHIVᝈ者に

よる自助グࣝープをㄪᰝした⏣辺の◊✲がある。そこには家族やᆅ域社会からもᕪ別され排除されたᝈ者たちが、生き

ᘏࡧるために情ሗを換し、いのⱞしみに⪥をഴけ、次第に㠀感ᰁ者もཧຍするようになり、「ケアの࣑ࢥュࢽテ

ィ」がᙧ成されていく様子がᥥかれている(6)。 

 この事例を通して、わたしたちはケアに関する多くの知見を見出すことができる。ケアの出発点は、人が何を欲して

いるかではなく何を必要としているかであり、そのためには感覚や情動が大切であること、その人の身体の声を聴き

（それは時として声なき声であるかもしれない）その声を自分の身体に深く刻みこむことが大切である、等である。 

 ケアとは、ケアする人とされる人という㸰者間の行Ⅽではなく、周ᅖの人々やሙᡤ、⎔ቃなどからなる共同（༠ാ）

的な営みであり、教育でいうならࡤ、教ᖌ̿生徒という関係だけでなく、学級や学校体をໟᦤした行Ⅽでなけれࡤな

らないのである。生きること、学ࡧ⥆けていくことをᨭえる行Ⅽをケアとするならࡤ、教育におけるケアとは、子ども

の身体にാきかけることで身体そのものにᖸ΅しようとする実践をពする。⤫の論理が「社会」を中ᚰに⨨く論理

ならࡤ、ケアは「人間」を中ᚰに⨨く論理である。このことを学校教育に⨨き換えるならࡤ、「学校・学級」を中ᚰに

⨨くことから「子ども」を中ᚰに⨨くこと、それをここでは「ケアの共同体としての教室」とࡪことにする。 

㸰．教ᐊࢆケアのඹྠయに 
2.1 Ꮚࡶの⏕άୡ⏺のኌࡍ┤ࡳ⦆ࢆ  
 これまで㏙べてきたことを、ケアから「物語論」に視点を変えて⪃えてみる。ࣇ・ࣥࣕࢪラࣥ࣡ࢯ・リࢱ࢜ーࣝは、近

代社会がそれ≉᭷の世界観や人間観によって社会や文化的ࣥࢥテクࢫトを⥔ᣢ・ṇᙜ化するためのものを「大きな物語」

とࡧ、それが⤊↉する≧ἣを「ࢫ࣏ト・ࣔࣥࢲ」とᐃ義した(7) 。それは例えࡤ、科学によって社会は進Ṍするという⪃

えであり、理的で自立的な個が合ពによってṇ義を共᭷しながら進Ṍᛮに基づいて社会を構築していく、というもの

である。そのពで「大きな物語」は近代の論理であり、リࢱ࢜ーࣝは、19㹼20世紀における人間は、このような「大き
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な物語」に従っていたが、その自᫂性やಙ㢗性がኻわれた≧ែを「ࢫ࣏ト・ࣔࣥࢲ」とㄝ᫂した。教育の視点からも、教

育㸻近代・発㐩としての教育、という「大きな物語」の自᫂性がᦂるがされている。子ども一人一人が様々な問題をᢪえ、

個にᛂじた多様な学ࡧや対ᛂが求められる今日の学校教育においては、⤫の論理的な「大きな物語」での学校教育は成

立しえない≧ἣにある。ࢫ࣏ト・ࣔࣥࢲを見据え、教育界でも、21 世紀型教育や、Society5.0 に対ᛂした教育の在り方

が論㆟されているが、これらも「大きな物語」であることに変わりはない。そのような「大きな物語」が教育において必

要であることをྰᐃするものではない。ここで⪃えたいことは、そのような「大きな物語」をどのようにᙧ成するか、と

いうことである。もちろん教育についての理解も「物語的」理解である。例えࡤ、学級担௵が、「次の㐠動会はみんなでᅋ

結してඃするࡒ」という「大きな物語」が教室内でᙧ成されるとする。しかし、そこには、それに対する子ども一人一

人のᛮいやつࡪやきがある。「㊊の㏿い⚾はリレーで㈉⊩するࡒ」から「㐠動がⱞᡭな⚾はどうすれࡤいいんだろう」ま

で様々な声が「大きな物語」のᗏ辺に ᕳいている。 

 「物語」とは、⚾たちが経㦂する（した）ことを時間的にまとめあࡆるᯟ組みや➽立てである。そのពで、⚾たち一

人一人は「⚾の人生」という「物語」を生きている。つまり、そうした個々の「小さな物語」を、ある「大きな物語」に

まとめることは、別のまとめ方を⥾め出すことで㐩成されるのであり、「物語る」とは、あるព別の世界を㛢ࡊしてし

まうことでもある。教育・学校・子どもがいかに語られているかという言ㄝは、࣓ 的であるというពで、「物語る」こࢱ

とと共通㡯があるといえる。子どもにとって「物語る」とは、「㐣ཤと現在の他者との間のグ᠈であり、ᮍ来にྥけての⤯

え間ない対ヰ」なのである。 

 先に「関係性」とは、与え受け取るという┦関係の中で生み出され、また変性していくようなつながりであると㏙

べた。さらにケアとの関㐃において、教育におけるケアとは、子どもの身体にാきかけることで身体そのものにᖸ΅し

ようとする実践であるとした。そのような関係性の深まりを、「物語論」的にいうならࡤ、子ども自身の「物語㸻物語

る様子や内容」の中に、他者が⨨く深化のプロࢫࢭである。そこにはྰᐃ的な関係性の深まりもある。しかし、子

どもの中で、他者とのつながりが育つにつれ、そこに他者との༠ാ性が出現し、それはいつしか共感やឡの感情に変わ

っていく(8)。そのような営みの⥅⥆が、教室を「ケアの共同体」へとᑟくのであり、それは子ども一人一人の「小さな

物語」が編み直され、教室という共同体の中で、᪂たな「大きな物語」として再構築されていく㐣⛬でもある。3で♧す

実践例は、このような⪃え方に基づくものである。 

2.2 ㌟యにാࡿࡅࡁᐇ㊶と࡚ࡋのࠕᏊࡶのኌࢆ⫈くࡇと  ࠖ
 「子どもの声を聴く」とは、一見極めてᙜたり๓の教育実践であるといえる。教ᖌは日ᖖ的に子どもの声を聴いている。 

しかし、ணᐃㄪ的な「大きな物語」を๓ᥦに聴くことと、一人一人の子どもの声を編むことをᚰけて聴くことはく

㐪っている。また、「子どもの声を聴く」という行Ⅽは、教ᖌと子どもとの間だけでなく、子どもと子どもがいの声を聴

くことや、教ᖌ௨外の他者が子どもの声を聴くということもある。 

 自己物語の語り直しの重要性をㄝく㔝ᖹは、自己の変容は物語の「語り直し」によってྍ⬟となるという(9)。㔝ᖹは⮫

ᗋ療法の事例から「語り直し」においてὀ┠すべきことを௨ୗの 2点に整理している。 

 1つは他者との共同作ᴗとして語り直しが行われることである。「語り直しは、⊂ຊで成し㐙ࡆられるわけではない。あ

るいは、ࢭラࢫࣆトが᪂しい物語をᢲし╔ࡏるものでもない。クラ࢚ࣥトとࢭラࢫࣆトは、出来事や経㦂がより整合的

で自他ともに受けධれྍ⬟になるよう組み᭰え作ᴗを共同で㐙行するのである(10)。」と㏙べ、、問題をᢪえた人のⱞ③は、

自己や他者の語るᨭ㓄的な物語と、自分自身のᅛ᭷の「生きられた経㦂」との㱈㱒から生じるとするのである。このクラ

 。そのまま子どもの声を聴くことのពが理解できるであろう、ࡤトを子どもと教ᖌに⨨き換えれࢫࣆラࢭトと࢚ࣥ

 もう 1 つは、᪂しい物語は「語りえないもの」をᡭかりとして編み出されるということである。「語りえないものと

は、それまでの物語のなかでは排除され㞃ⶸされᛀ༷されていた出来事である。あるいは、㑅ᢥされてはいたが別のព

づけがなされていたために、それまでの➽立てにうまく組み㎸むことができなかった出来事もࠗ語りえないもの と࠘よん

でいいだろう(11)。」と㔝ᖹはいう。つまり、自己の変容とは、他者との共同作ᴗの中で、出来事や経㦂を᪂しくពづけ

していくという語り直しを通して行われるとするのである。他者とは学校生活に㝈ᐃしても、教ᖌだけでなく、人やᆅ

域の人、あるいはࢫࢤト・ティチࣕー等も含まれるであろう。㔝ᖹも、他者を介した物語の中での自己変容という構図そ

れ自体は、⮫ᗋ療法にも教育にも共通すると⪃えてよいと㏙べている。 

このような「語り直し」をໟ含する子どもの声を聴く営みこそが、子どもの身体にാきかけ、子どもの身体にᖸ΅する

ケアの実践といえる。そしてその積み重ねが、一人一人の子どもの「小さな物語」を編み直し、学級の「大きな物語」を

子どもたち自身のᡭで再構築することをྍ⬟にするのである。そして、このようにしてᙧ成される教室✵間を「ケアの共

同体」としたい。 

 子どもの声を聴くとは、このような自己理解を深め、自己の変容をྍ⬟にしていくことであり、それは教育をព図的な

行Ⅽに重点をおいて理解するか、関係性の中で子どもの変容に重点を⨨いて理解するか、という問題でもある。近代化に

おける教育は、子どもの発㐩のᬑ㐢性を๓ᥦにし、その成にྥけたព図的行Ⅽとして展開されてきた、しかし多様な⫼

ᬒをᣢった個が、共に学ࡧ生活するという今日の学校においては、そうしたᤊえだけでなく、教ᖌは、子どもの声（声な

き声）をពけし、それを᪂しい体㦂、௰間と共に在る共通の体㦂へと⤫合していくことで、一人一人の個の変容をめ
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 。ならないと⪃えるࡤすという教育の在り方も、重視されなけれࡊ

㸱． ケアのඹྠయࢆめざࠕࡍኌࡁ࡞ኌࢆ⫈く学ࠖࡧのᐇ㊶ࡀ♧၀ࡶࡿࡍの 
㸱.1 ከᵝ࡞౯್ほのㄆ㆑ࠊᑐ❧࣭ⴱ⸨ࡩࢆまࡓ࠼⪅とのᑐヰ࣭༠ാの学ࡧ 

 ➹者は、2015年から 17年までの 3年間、「声なき声を聴く学ࡧ」の構築をめࡊし、学級担௵として、中学校 1年生から

3年生までの⥅⥆的な実践を行い、その実践◊✲はᙼらが中学校を༞ᴗした現在（2020）も⥆いている(12)。ここでいう「声

なき声」とは、⚾たちにとって⪺こえてこない、知らない、⪥をഴける対象でもない、存在すらᛀれてしまっている声で

ある。そしてそれは、聴きとられていない（こなかった）声を、聴きᒆけようとするまわりの人のែ度によってしかその

声は聴かれない。さらに、「声なき声」は㐣ཤにさかのࡰって、Ṛ者も含むỿ㯲をᙉいられてきた人の「㊧」をᣠいୖࡆ

ることも含んでいる。 

 人権は大切である、とだれもが言う。また人権をዣわれたらそれを返してくれと言う権利も、人はᣢっている。これら

は自᫂のこととされてきた。しかし、本ᙜに人権をዣわれた人々は、自分の人権を返してしいとッえることもできない

のである。すなわち、人権ᐖの最も深刻なᙧែはỿ㯲であり、それᨾにỿ㯲をᙉいられた人の人権を周りの人は知るこ

とができないのである。学校でいえࡤ、このことを➃的に♧しているのが「いじめ」である。 

 この実践では、身近な他者からṚ者の声まで（アࣥネ・ࣇラࣥク等）様々な声を聴くための出会いを⧞り返す。そして

他者の声を聴き、自問したり、共に行動したりする中で、自己理解を深めていく。様々な「声なき声を聴く」ことによっ

て、最も身近な他者である学級の௰間の声を聴き、そして自分のᚰのዟᗏにある、自分自身の「声なき声を聴く」ための

学ࡧである。つまり、社会と自己の 㑏を⧞り返すことによって、学ࡧを深めていくのである。 

 この実践は、2015年から 17年にかけてዉ良教育大学㝃属中学校で行われ、次の 3つの≉ᚩによってᙧづけられている. 

 ձ個の変容プロࢫࢭを、次のように௬ㄝを立てって検証する。 
 
 
 
  
 
 プロࢫࢭの最後の「他者を取り㎸む」とは、┦ᡭのᚰを自分にᣍきれるという、身体にാきかけるものである。そのた

めには、自分の感覚やい（ᚰ）も、┦ᡭの感覚やい（ᚰ）も同じだとീすることが必要であり、ീすることで共

感が生まれ、他者を理解ではなく受容できるようになっていくと⪃えた。 
ղ中学校 �年間の学ࡧのつながりをព㆑し、教科・領域を総合したカリキュラムを作成する。 

 身体にാきかけるためには、他者の事実や≧ἣを認㆑しⴱ⸨することが求められる。そこで認㆑を深める教科学習とし

ての社会科、ᛮ⪃を深めるための道徳、そして体㦂や活動を行いⴱ⸨から༠ാのሙへとᑟくための、総合的な学習の時間

や≉別活動、の㸱つを┦に関㐃けたカリキュラムを構成した。また、学年ࡈとに年間の中ᚰテーマをタᐃするととも

に、ᑡ人ᩘでテーマを深めるグࣝープ学習をタᐃし、体㦂を通してᛮ⪃と活動をつなࡆるようにᚰがけた。 
 ճᤵᴗづくりの視点として、次の点に␃ពしてᤵᴗを行う。 
  ・「国家」や「社会」に⩻ᘝされたりᢚᅽされた経㦂を語る（語った）人との出会いのሙをタᐃする。 
                          ࠙社会の中の他者の声なき声を聴く  ࠚ
  ・子どもの声（問い、つࡪやき等）を次のᤵᴗづくりに生かしてᤵᴗをつくる。 
                          ࠙他者の声を聴きとった子どもの声なき声を聴く  ࠚ
  ・テーマについて௰間と対ヰすることで、学級の中の他者のいを受けとめるとともに、自己のዟᗏの声に⪥をഴけ 
   る。                     ࠙௰間や自己の声なき声を聴き、他者と関係性を築こうとする  ࠚ
次に、このような⪃えに基づいて作成したカリキュラムのᴫ要を表 �に♧す。 

表㸯 㸱年間のカリキュラムのᴫ要 
学年       学習テーマ    学習内容（๓期）    学習内容（後期） 
㸯 ࣎ーࢲー（ቃ界）って何だろう 

・わたしと他者を分けているのはなぜ、だれ㸽 
・分け方にはどんなពがある㸽 

・≉別ᨭ学級の௰間との⥅⥆ὶ 
・ᆅ域の視覚㞀ᐖの方をᣍいて 

・≉別ᨭ学級の௰間との⥅⥆ὶ 
・アࣥネのࣂラと民族・国民 
・分かり合うための࣑ࢥュࢽケーࢩ

ࣙࣥとは㸽 
㸰 分かり合うとは 

・家族の成り立ちは⾑のつながりか㸽 
・分かり合うために必要なことは㸽 

・家族って何だろう（ᐷᒇ子は家族

か） 
・ᾏዪの方の「⚾はᆅ⌫市民」とい

う言ⴥから⪃えること 

・ᚰで分かりあうって㸽 
・「見えないᚰの༤物㤋づくり」 
  （文化⚍） 

㸱 人と人とがつながるとは 
・他者を理解するのに何が必要か㸽 
・人はなぜ他者の悲しみにᐤりῧえるのか㸽 

・ア࣓ラࢪアࣥのアࣥࢹティティ 
・⚾のᖹᐉ言づくり 

・移民・㞴民のアࣥࢹティティ 
・づくり 
・༞ᴗ◊✲ 

表 1で♧したカリキュラムは、ᤵᴗを進めるにしたがって、子どもの学ࡧの深まりや、子どもの立てた「問い」によっ

て、ᤵᴗを再構成していったため、実践ᙜ初にタᐃしたカリキュラムとは、年々ᑡしずつ変わっていったものである。 

ճ共通性の発見

（共感） 
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 カリキュラムには、多様な他者との出会いをタᐃしているが、教ᖌのᡭ立てとして、出会いを「多様性の理解のための

出会い」「ⴱ⸨のሙとしての出会い」「༠ാをつくりだすための出会い」と分けて⪃えながらᤵᴗを進めた。 

 カリキュラム化した「出会い」をどのように構成したのかを、表㸰に♧す。 

                  表㸰 「出会い」をどのように構成したか 

学 
年 

     出会いのタᐃ 
（だれと出会い対ヰするのか） 

     出会いのព図 
（なぜその人なのか㸻事๓学習） 

ねらいに㏕る教ᖌのはたらきかけ 
（ᤵᴗ構成・つながり等） 

 
 
 
㸯 

ձ≉別ᨭ学級の௰間 
ղᆅ域の視覚㞀ᐖの方 
ճアࣥネ・ࣇラࣥク（日グから） 
մࢽࢫ࣎アの␃学生 
յ㞄のクラࢫの␗性の௰間 
ն日本語の出来ない␃学生 

ձղは初めに身近な存在から自分の引く

 。ーについて⪃えるためࢲー࣎
 （ձをᗈࡆ深めるためのղ） 
ճմ国民・民族の間にある࣎ーࢲーについ

て⪃えるため。（ճをᗈࡆ深めるためのմ） 
յն他者をさらに深く⪃え、࣎ーࢲーを引

く自分にẼづくため。 

○校内からᆅ域へ、さらに世界へ、そして

再ࡧ校内へ（ᖖに学級の௰間をព㆑しな

がら） 
○学級にᣍく๓に、代表の子どもが事๓に

ゼ問し、子どもが⪃えて‽ഛする。 
○ᆅ理学習、Ἀ⦖をゼれた � 年生のሗ࿌、

福ᓥをゼれた先㍮のሗ࿌などをつなࡆ

て、国民・民族・市民を⪃える➃⥴にす

る。 
 
 
 
 
㸰 

ձ⟅ᚿᓥのᐷᒇ親・ᐷᒇ子、ᾏዪの

方 
ղࢫࣆࢫ࣍の医ᖌ・┳護ᖌ 
ճ動物ࢭラࢫࣆト 
մⲔ道のᖌ 
յ㞀ᐖ者自立ᨭタ 
նアࣥネのࣂラにかかわる方  々
շ࢙ࣇアトレーࢻのかかわる方  々

ձはアࣥࢹティティを⪃える➃⥴とし

ての「家族」を取りୖࡆるため。 
ղ㹼շは、子どもの発言「人と人とはᚰで

分かり合う」を受けて、教ᖌの「ᚰで分

かり合うとは」という問いを受けて、文

化⚍で「見えないᚰの༤物㤋」づくりに

取り組むため。 
ձյն، 

○子どもの実ែ（⯆関ᚰ・ᝎみ・発㐩課

題等）をᢕᥱして学習を構成する。 
○グࣝープ学習の成ᯝを体化できるよう

に、それࡒれの学ࡧのつながりを構㐀化

して活動さࡏる。 
○子どもの「こうしたい」という㢪いが学

 。として成立するように⪃えᕤኵするࡧ
 

 
 
 
 
 
㸱 

ձἈ⦖のア࣓ラࢪアࣥの子ども 
ղἈ⦖のࣥࢭࣥࣁẶタの方 
ճࢩࢻࣥナ㞴民の方 
մ中国ṧ␃Ꮩ児の方 
յ福ᓥでᬽらすࣝ࣡ࣥࢲ㞴民 
（ᫎീࣅࢱࣥュー） 
նアࢪア学㝔でാくⱝ者 
 （ューの文をㄞむࣅࢱࣥ）
շ࢙࢘ࣝࣀーでᬽらす移民の中学

生 
 （ュー文とᡭ⣬ࣅࢱࣥ）
ոアࣥネのࣂラを守り、育てる方  々

ձはճ㹼ոにつながるアࣥࢹティティ

の」ᩘ性や他者との関係性を⪃えるた

め。 
ղはճ㹼ոにつながる自己と他者の身体

性や「いのちのつながり」、「わたしたち」

という時の人権やᑛཝにẼづくため。 
ճ㹼ոはアࣥࢹティティのᙧ成と他者

とのかかわり㸻自己と他者との関係性の

再構築について深く⪃えることができる

ようにするため。 
 

○他者の生き方を通して、自分の生き方を

りかえれるようにする。 
○� 年時と同じように、グࣝープ学習の成

ᯝを体化できるように学ࡧの構㐀化を

図るが、自己と他者の関係性を深く⪃え

るように␃ពする。 
○最⤊的に、子どもたちが㐀的な活動を

自らりୖࡆれるようにᨭする。 
 （ᛮいの⃭化） 

さらに、中学校 3 年間を見通したカリキュラムであるので、子どもの発㐩ẁ㝵を⪃៖した学ࡧを構成する必要がある。

次の図㸯は、多様な価್観を認㆑し、対立やⴱ⸨を⧞り返しながら、༠ാし共感できる関係性を築くまでの道➽を、発㐩

ẁ㝵にᛂじて♧したものである。 

           図㸯 子どもの発㐩ẁ㝵を⪃៖した学ࡧの構成と「出会い」のᙺ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 

1年「感性的理解重視」 

他者が、なぜそう⪃えたり行動したりするのかを⪃えるۑ

ことで、 かいẼᣢちになれる経㦂を重ねていく。 

 

㸰年「感性から知的理解へ」 

体を動かす活動を通して、それを分ᯒ・整理し、ᚓられۑ

た知㆑と自己の感情の⤫合を図ろうとする。 

 

㸱年「知的理解から社会ཧຍへ」 

 。他者理解を通して、自己を含む人間の⬤ᙅ性にẼづくۑ

 Ẽづくからこそ他者と共に生きたいと㢪う。 

 

ーを引く自分とのⴱࢲー࣎

⸨ 

自己のアࣥࢹティティのⴱ⸨ 

ⴱ⸨にྥき合う自己にẼづ

く 

他者の声なき声に

Ẽづく 

他者の声なき声

を聴くことを通

して自己の声に

Ẽづく 

⬤ᙅな自己と他者

の間に関係性を築

こうとする 
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3.2 Ꮚࡶのࢆࣈࢸࣛࢼ㏣ࡇ࠺と࡚࠼ࡳࡽくࡶࡿの ―ㄒ࣭ࡋ┤ࡾ⮬ᕫኚᐜ࣭関係性の構築― 

 次に、実践において子どもがどのように「語り」、その「語り」から、他の子どもがどう「語り直し」をし、自己変容す

ると同時に、学級体が変容していったのかについて、いくつかの「語り」を㏣いながら⪃えてみたい。 
 そのために、まず �年間の学ࡧの体ീを、先に㏙べた個の変容プロࢫࢭにἢって図式化し図㸰として௨ୗに♧す。図

中の      は教ᖌの発問、     は子どもの言ⴥ、     は子どものⴱ⸨、     は、教ᖌのᡭ立て

をそれࡒれ♧している。 
 

図㸰 学ࡧにおける子どもの変容と教ᖌのᨭのᴫ要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図㸰の学ࡧの㐣⛬を、㸰人の≉ᚩ的な子どもの「語り、語り直し」をᙜ時のᤵᴗグ㘓や子どもの࣡ークࢩートのグ㏙内

容から取りୖࡆ、個と学級の変容について㏙べる。 
 㸯年生での、初めの学習は、≉別ᨭ学級の௰間とのὶでጞまった。様々な他者との出会いをᐃする㝿に、子ども

たちにとって最も身近な存在だからである。学級の中に、小学校の時に学級崩壊を経㦂し教ᖌがಙじられない A 子がい

た。 
A子は、はじめに「㞀ᐖって何ですか㸽⚾と何が㐪うんですか㸽」という問いをした。やや‶ࡆなその表情から、わた

しは、A子はこの学習にあまりព欲がないのだろうと受け取った。しかし後に、それは大きな間㐪いであったことにẼづ

くのである。A子のこの発言が㸯年時の「࣎ーࢲーって何だろう」の学習のጞまりである。A子の問いを受け、ὶの度

に、いにᡭ⣬を換し合うことを⧞り返した。その中で、≉別ᨭ学級の子どもが、「自分は○○組とࡤれるのがいや

だ」と᭩いている文章をㄞんだとき、A子は、「⚾は自分が○組とࡤれるのは᎘じࡷないのに、なぜだろう。」と言った。 
そこで、これを次の学習の問いにした。A子はᤵᴗの後の࣡ークࢩートに「どこにいても自分は自分なのに、○○と言わ

れるといやなのはどうしてだろう。」と᭩き、この文章を᭩いた≉別ᨭ学級の子に直᥋自分の問をᢞࡆかけたのであ

る。 
 ≉別ᨭ学級の子はA 子に対して、「自分たちができないとᛮわれるのがいや。」「自分のẼᣢちがうまく表現できない

ことがいつも悲しい。」と⟅えた。A子はこれを学級にᣢちᖐり、「自分のᛮいをうまく言えなくていつも悲しかったのは

⚾も同じ、⚾と同じẼᣢちなんだということが分かった。」と体にྥけてヰした。ᤵᴗでは、自分ができなくて人より

ຎっていると感じたことや、自ಙのないことが子どもたちから次々と発言され、「⚾も一⥴。」という共感の発言や、「で

もあなたはこんないいところがあるよ。」等、いのいいところを出し合うሙ㠃も見られた。一人の≉別ᨭの௰間の悲
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しみを受けとめることから、学級の㞺ᅖẼが変わっていくことが実感できたのである。 
 A子はᤵᴗでは言わなかったが、後に文章にして自分のẼᣢちをこう᭩き⥛っている。「わたしは小学校の時、○○クラ

でいることで、そんな㢼に見られなくなったことが一ࢫの子と言われるのがとても᎘だった。中学生になって今のクラࢫ

␒ᴦだった。だから、≉別ᨭ学級の○ྩのẼᣢちはよくわかったけど、自分のẼᣢちが他の人にࡤれるのが᎘なので㯲

っていた。そんなẼᣢちをᣢちながら、だまってᡃ៏するのはつらかった。だから○ྩと⚾は同じなんだとᛮった。」 
 ⚾は、学習の最初にA 子が見ࡏた‶ࡆな表情は、「先生も、また同じように人を一ᣓりにして見るんですか㸽」とい

うಙ感からであったことにẼづいたのである。 
 A子は次の、ᆅ域の┣の方をᣍいておヰを⪺く活動に⋡先してかかわった。その方が㉥いࣂラのⰼがዲきだというこ

とを知って、「教室中を㉥いࣂラでᇙめᑾくす。」というᥦをした。お㔠がⳘ大にかかるというព見から㉥いࣂラのⰼを

たくさん作ってᇙめᑾくすというに変わり、A 子はẖ日⋡先して௰間と共にⰼ作りをし、ᙜ日、┣のその方に、「教

室が㉥いࣂラのⰼで一ᮼです。」とఏえ、「ああ、見えてるよ。」という返⟅にᎰしそうにしていた。その方が「┠が見えな

くなってよかったこともあるんですよ。」というおヰに、子どもたちは「えっ、なんで。」と⪺き返した。その方は「┠が

見えなくなったおかࡆで、先生は⚾のところにやって来て、学校に来てくださいとお㢪いされました。┠が見えなかった

から、わたしはみなさんと会えたんですよ。」と返⟅されたのである。A 子はἽいていた。A 子はその後、この学習に積

極的にかかわるようになっていった。その後も≉別ᨭの子どもたちとのὶやᡭ⣬の換を⥅⥆した。文化⚍では合唱

をしたが、 
子どもたちが⯙ྎୖにୖがった時、A 子がヰを⪺きに行った≉別ᨭ学級の子どもが、他の生徒にྥかって「あいつら、

ನの組やで。」と大きな声で言った。その声を⯙ྎୖで⪺いた子どもたちは本ᙜにうれしそうな㢦で合唱をしたのである。 
 A子は㸯年生の最後にこう᭩いている。「かの人を、あの人という時の自分のẼᣢちがわかった・・。」A子は≉別ᨭ

の௰間の存在によって、自分のᚰの中のもう一人の自分と対ヰし、他者との間に࣎ーࢲーを引く自分にẼづいたのであ

る。 
 㸯年生の⤊ᴗ式の日、子どもたちは⚾にⰍ⣬をくれた。「༞ᴗ式みたいだな。」という⚾に子どもたちは「また来年もこ

の学習するよね。」とᑜねた。子どもたちは他者と出会い、その人の生き方にゐれ、それを基に௰間と対ヰするᴦしさを

感じるようになったのである。⚾がもらったⰍ⣬の中に、なかなか㞟ᅋになじめないでいた% 子の文章があった。%子は

こう᭩いている。「今までわたしみたいなやんちࡷな子は、みんな┦ᡭにしてくれなかったんです。でも先生やこのクラ

%、いました。」⚾はࡊࡈの子は⚾を見てくれていました。いつもそれにຬẼをもらっていました。㸯年間ありがとうࢫ 子

に「ྩのẼᣢ、みんなにఏえたらいいのに。」と言ったが、% 子は「それは↓理。」と断った。 
 㸰年生になって、% 子は⤊わりの会ではいつもどこかに㞃れ、⚾がわࡊとらしく᥈すのが日ᖖだったが、そんな%子を

他の子は≉別視することなく見守っていた。ある時、どうしても見つからず、⚾が「今日は㝆ཧ、出てきて。」というと、 
% 子は、とても人間がධれそうもない教室の㝮にある小さなキࣕࣅネࢵトから出てきたのである。すると、一人の⏨子が

「えー、あんなとこにධれるのか。もධってみよ。」とキࣕࣅネࢵトの中にධっていった。すると、「わたしも」「わたし

も」と次々にその中にධっていく子どもが⥆いた。⩣日の⤊わりの会の時、%子はどこにも㞃れず、きちんと自分のᖍに

ᗙって⚾を待っていたのである。༞ᴗ後、⚾は最初にキࣕࣅネࢵトにධろうとした⏨の子に「ྩ、あれ、わࡊとやったよ

ね㸽」と⪺いた。ᙼは「えっ、そんな、わࡊとじࡷないですよ。」と➗いながら返⟅した。ᙼのたったそれだけの、でも%
子にとっては人生の中でとても大きなពのあるこの行Ⅽが、この後、%子を変えていくのである。 
 㸱年生では、㞴民学習などを通して「⚾とは何か」という問いを㏣求してきた。わたしと他者との関係性を問う学ࡧで

ある。その㞟大成として、文化⚍でୖ₇するを子どもたちがつくることになった。子どもたちが⪃えたの題ྡは「raison 
d
rtre 存在理⏤」というものである。わたしは子どもたちに一つὀ文をけた。それは、ྎ本の最後のࢭリࣇはୖ₇ᙜ日

にそのሙで、自分のẼᣢちを言ⴥにしてしい、ということである。% 子は自ら主ᙺ級のᙺの一人に立ೃ⿵した。 
最後のࢩーࣥがない⦎習が⥆けられた。文化⚍ᙜ日、最後のࢭリࣇのࢩーࣥで% 子は感極まってἽき出してしまい、何

も言えなくなった。ỿ㯲がしࡤらく⥆いた。その時、横にいた㐩がうつむいてἽいている% 子に視⥺を合わࡏず、๓を

見てこう言った。「% 子ちࡷんらしいわね。」その子のくのアࢻリブだったのである。その言ⴥを⪺いた% 子はおもむろ

に㢦をあࡆて自分のᛮいを語ったのである。あれはアࢻリブではなく、あの子の% 子に対する本ᙜのẼᣢちだったに㐪い

ない。そうやって%子を認めてきたᙼらのᛮいに、% 子は最後にちࡷんと返したのだとᛮうのである。 
 中で、主人බが㸰度同じࢭリࣇを言う。それは「ឡ情がᑛいという人たち、生きていることがᑛいという人たち。 
じࡷあ、ዲきでない人や、生きていない人はᑛくないのかな・・」という言ⴥである。⚾は、この言ⴥがᙼらが㸱年間で

出した、自分たちの⟅えであったのだとᛮっている。 
㸲．まとめに࠼  ࡚ 㸫ᚋのㄢ㢟― 
 事例からは、自己理解を深め「語り直し」をするための他者のᙺや、共感するためには共通の体㦂や༠ാ的体㦂が᭷

ຠであることが検証できた。またそうした共感の感情を外㞟ᅋへとᗈࡆていくことの重要性も確認できた。ただ、これら

は、㸯つの学級㞟ᅋの≉ᚩ的な実践事例であることはྰめず、事例からᚓられたこれらの知見を一般化していくためのල

体的方法論を構築していくことが求められる。 

 事例で㏙べた子どもたちとは、⥅⥆的に出会い、中学生ᙜ時のẼᣢちをり返ってもらったり、現在の活動について⪺
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き取りをしたりしている。学級の中ᚰとなって活動した子どもたちは、自分たちでᆅ域の子ども会活動やᫎ⏬⚍、⏫おこ

し等の活動を大人と共に行う組⧊を立ちୖࡆて行動している。また㧗校で、࢙ࣇアトレーࢻ活動や、㧗校生国㐃大とし

ての活動をしている者もいる。中国ᆅ方の㐣ᆅの㧗校に通いᆅ域の活性化に取り組む子ども、カࣥࢪ࣎アやࢱのࢫラ

ムで活動する子どももいる。 
 今後はᙼらの㟷年期における社会ཧຍ・ཧ⏬活動をᨭすることや、ᙼらとともに学習したことを整理することを通し

て、小学校から㟷年期までの長期的展望に基づく「ケアの共同体」を構築するためのカリキュラムのあり方やその評価法

について◊✲を⥅⥆していく必要がある。 

このཎ稿を᭩いている �����年 ��᭶の時点では、ࢥロナ⚝の中、社会や学校は様々な問題をᢪえている。その中でもẼ

になるのは、ࢥロナ࢘ィࣝࢫに感ᰁした学校や子どもへの中യやᕪ別がྛᆅで起きていることである。例えࡤ、中国ᆅ方

の㧗校のࢵࢧカー部で起きたࢥロナ感ᰁでは、換Ẽのために教室の❆を開けただけで、「㛢めろ」という㟁ヰが学校にẅ

฿したり、関係のない生徒の┿がネࢵトでᣑᩓしたりなどの⿕ᐖがሗ道されている。しかしその一方で、著ྡなࢵࢧカ

ー㑅ᡭだけでなく、国のࢵࢧカー部ဨなどからບましの࣓ࢭࢵーࢪや、多くのᨭ物資がᒆくなどの行動もみられる。 
㸯つの事象に人間がどのように対ᛂしていくかが問われる時代である。ࢥロナ後の社会が、ᑡしでも他者をケアし、共

にⱞしみにᐤりῧう社会であるようにするために、教育のᯝたすᙺは極めて大きいのである。
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産業連関表に基づく産業間取引ネットワークの分析 
－新型コロナ災害と北陸の経済－ 

 

後藤 弘光、町出 沙椰、菅原 七海、森金 玲央斗 

 
Analysis of Interindustry Trading Network Based on Input-Output Table 

－COVID-19 and Economy of Hokuriku－ 
 

Hiromitsu GOTO、Saya MACHIDE、Nanami SUGAWARA、Reoto MORIKANE 
 

要  約 

地域経済の構造や経済の波及効果を定量的に議論する分析手法として、産業連関表が知られている。本研究では、全

国及び北陸 3 県を対象とした都道府県単位の産業連関表を用いて、産業間取引ネットワークを構築し、特定産業への外

的ショックに対する耐性を、ネットワーク中心性指標を用いて評価した。産業間取引ネットワークにおけるハブ産業は、

産業間の橋渡し役にもなりやすい。一方で、地域経済においては、少ない産業間の結び付きにも関わらず、コミュニテ

ィ間を結ぶ役割を果たしている産業も存在している。本稿では、これら地域経済に内在するコミュニティ分断リスクを、

ネットワーク中心生指標である次数中心性と媒介中心性を用いて可視化した結果を紹介する。 

 

キーワード：産業連関表，ネットワーク分析，中心性指標， COVID-19 
 
1. はじめに 

 
2020年1月以降、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のパンデミックが世界的に広がり、コミュニティの分断が
顕在化している。日本においては、4月の感染拡大第 1波の発生によって、2020年 4月 7日に緊急事態宣言が発生され、
石川県でも 4月 13日に県独自の緊急事態宣言がなされた。都道府県を跨ぐ往来自粛や特定業種に対する休業要請など、
各地方自治体で、新型コロナウイルス感染症対策と経済対策の両立が求められている。 
地域経済の構造や経済の波及効果を定量的に議論する分析手法として、アメリカの経済学者Leontiefによって開発され
た産業連関分析が知られている（1）。産業連関表は、ある地域の一定期間（通常1年）において、各産業間で行われた財・
サービスの取引を行列形式で統計表にまとめた加工統計である。日本では、10府省庁の共同作業による全国を対象とした
産業連関表を原則、西暦の末尾が0及び5の年を対象年とし、5年毎に作成している。また日本を9つの地域に分割した
各地域を対象に、経済産業省が5年毎に地域産業連関表を作成しているほか、都道府県・市を対象に、都道府県・市が概
ね5年ごと都道府県・市単位で産業連関表を作成している。他にも延長産業連関表、国際産業連関表など、それぞれの目
的に応じた多くの産業連関表が作成され、経済波及効果分析などに活用されている（2）。一方で、5年に一度の開示のため
適時性に欠けるという課題を持つ。 
近年、企業信用調査会社によって収集された日本企業約100万社の企業間取引データを用いて、ネットワーク科学の観
点からの分析により、現実のサプライチェーンの業種特性が明らかになってきた（3）。また、井上・戸堂らは、これらのビ

ッグデータと「京」コンピュータを用いたシミュレーションにより、将来の南海トラフ地震によるサプライチェーン途絶

がもたらす間接被害額の推計（4）や新型コロナウイルス感染症対策としての都市封鎖がもたらす影響の試算（5）も行ってお

り、マクロ経済現象の企業レベルのデータ駆動型のアプローチに期待が高まっている。しかしながら、企業信用調査会社

の調査にも限界があり、企業間取引データには企業間の取引の頻度や量は含まれていない。実際、井上・戸堂らは、企業

の当期売上高と産業連関表から企業間の取引量を推計している。 
したがって、企業間及び産業間の取引ネットワークを通じた結び付きは、経済の生産構造を規定する重要な条件となる。

本研究は地方自治体のデータ駆動型の政策立案の実現を目指し、都道府県単位で作成されている産業連関表に基づく産業

間取引ネットワークを分析する。新型コロナ災害などの外的性ショックに対する各都道府県の産業構造の特性を、産業間

取引ネットワークの観点からに明らかにすることが目的である。産業連関表に基づく産業間取引ネットワーク分析の先行

研究として、産業連関表の取引量を取引の有無を表す 2 値に粗視化して分析する質的産業連関分析（6）が挙げられるが、

本研究は、企業間取引ネットワークを用いた分析との結び付きを重視し、従来の量的産業連関表のネットワーク構造に焦

点を当てる。 
本稿では、全国及び北陸3県を対象とした産業連関表から、主要な産業間取引からなるネットワークを構築し、その中
心性指標を計算することで、北陸3県の産業の外的性ショックに対する耐性を探る。本稿は、以下のように構成されてい
る。2節では、本研究で使用した産業連関表を説明する。3節で産業連関表に基づく産業間取引ネットワークを定義し、4
節でそれらを可視化する。最後に本稿をまとめ、今後の課題、展望を示す。 
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 ⾲㸸⏘ᴗ㐃㛵ࢱーࢹ .2

 
本研究では、全国を対象とした最新の産業連関表である「ᖹ成27年度（2015年）産業連関表（7）」を用いて国内の産業

レベルの経済⥙を可視化する。また本稿では北陸3県（石川・ᐩᒣ・⚟井）に焦点を当てる。各県の最新の産業連関表で
ある「ᖹ成23年度（2011年）石川県産業連関表（�）」「ᖹ成23年度（2011年）ᐩᒣ県産業連関表（9）」「ᖹ成23年度（2011
年）⚟井県産業連関表（10）」を用いて、北陸3県内の産業間取引ネットワークを分析する。 

 
 

   
�a� 全国 2015年                 �b� 石川 2011年 

 
 
 

   
�c� ᐩᒣ 2011年                 �d� ⚟井 2011年 

 
ᅗ㸯 分析対象とする産業連関表のࣄートマップによる可視化 
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ᅗ1に分析対象の4つの産業連関表、統ྜ大分㢮37㒊㛛の取引基本表（生産者評価表）をࣄートマップによって可視
化した。統ྜ大分㢮37㒊㛛の各産業㒊㛛をᩚ数で同定している。その対応を表㸯に示す。産業連関表の各成分 𝑤𝑖𝑗 は、
産業 𝑖 から産業 𝑗 への取引高を示し、ࣄートマップでは取引高が高いほど⃰いⰍでᅗ示した。それぞれの産業連関表に
おける最大の取引高 ma[(𝑤𝑖𝑗) は、全国：㍺㏦ᶵᲔ（19）から㍺㏦ᶵᲔ（19）、石川：㟁Ꮚ㒊ရ（16）から㟁Ꮚ㒊ရ（16）、
ᐩᒣ：㠀㕲金ᒓ（11）から㠀㕲金ᒓ（11）、⚟井：対事業サービス（34）から㟁Ẽ・࢞ス・⇕౪⤥（22）である。全国と
北陸3県をẚ㍑すると、明らかに関ಀがᙉい産業間の࣌アや、その数が␗なることがわかる。本稿では、これら主要な産
業間の取引関ಀをᢳ出、産業間取引ネットワークとして可視化し、その特性を調査する。 
 
 
表1 統ྜ大分㢮37㒊㛛に対して付した I D対応表。たࡔし、全国を対象としたᖹ成27年度産業連関表における統ྜ
大分㢮は、1：㎰ᯘ⁺業、33：他に分㢮されない会ဨไᅋ体に対応している。 
 

1 ㎰ᯘỈ産業* 11 㠀㕲金ᒓ 21 ᘓタ 31 ᩍ⫱・研究 

2 㖔業 12 金ᒓ〇ရ 22 㟁ຊ・࢞ス・⇕౪⤥ 32 ་⒪・⚟♴ 

3 㣧㣗ᩱရ 13 はࢇ用ᶵᲔ 23 Ỉ道 33 その他の㠀Ⴀᅋ体サービス** 

4 ⧄⥔〇ရ 14 生産用ᶵᲔ 24 ᗫᲠ≀ฎ⌮ 34 対事業サービス 

5 パルプ・⣬・ᮌ〇ရ 15 業ົ用ᶵᲔ 25 ၟ業 35 対ಶேサービス 

6 化学〇ရ 16 㟁Ꮚ㒊ရ 26 金⼥・ಖ㝤 36 事ົ用ရ 

7 石Ἔ・石Ⅳ〇ရ 17 㟁ẼᶵᲔ 27 動産 37 分㢮⬟ 

8 プラスチック・18 ࣒ࢦ ሗ・通信ᶵჾ 28 㐠㍺・㒑౽ 

9 ❔業・ᅵ石〇ရ 19 ㍺㏦ᶵᲔ 29 ሗ通信 

10 㕲㗰 20 その他の〇造工業〇ရ 30 බ  ົ

 
 
 
3. ⏘ᴗ㛫ྲྀᘬࢺࢵࢿワーࢡ 

 
ネットワークは、点（ࣀーࢻ）と⥺（࢚ッࢪ）で定義されるいくつかの点同ኈが⧅がった構造体を指す。๓節で紹介し

た産業連関表を用いて、産業間取引ネットワークを構築する。産業連関表の各成分 𝑤𝑖𝑗 は、産業 𝑖 から産業 𝑗 への取引
高であった。産業連関表は産業をࣀーࢻ、産業間の取引高を࢚ッࢪとする重ࡳ付きの全有ྥグラフである。本研究では、

産業連関表から主要な産業間取引のࡳをᢳ出するため、産業間取引ネットワークの重ࡳ 𝑊𝑖𝑗  を次のように定義する： 
 

𝑊𝑖𝑗 = {     
𝑤𝑖𝑗
0      

if   𝑤𝑖𝑗 > max(𝑤𝑖𝑗) × 𝛼
𝑒𝑙𝑠𝑒

  (1) 

 
ここで 𝛼 は、産業連関表における最大の取引高 ma[(𝑤𝑖𝑗)を基‽に㜈値をタ定するためのパラメータである。本稿では、
産業連関表における最大の取引高の5�よりも大きい産業間の࣌アを主要な産業間取引として⪃࠼る㸹𝛼 = 0.05。 
構築された産業間取引ネットワークは、産業連関表の主要㒊分をᢳ出したものに㐣ࡂない。ネットワークの᰾となる㒊

分、ࣀーࢻの重要性を示すための指標として中心性指標がある。ネットワークの特ᚩ量としてᵝࠎな中心性指標があるが、

本稿では次数中心性及び媒介中心性を用いて、産業間取引ネットワークにおいて重要性の高い産業のഴྥを評価する。 
次数中心性は各産業に⧅がっている࢚ッࢪの本数で定義され、その数値が高い産業は、他産業との⧅がりが多く、地域

経済におけるハブの役割を果たしていると定できる。また媒介中心性はネットワークの橋渡しをしたり、ไᚚしたりす

る度ྜいであり、௵ពの2つのࣀーࢻの最▷経㊰の数のうࡕ、そのࣀーࢻを通㐣する経㊰の数として定義される。したが
って媒介中心性は、ある特定の産業がᡴᧁをཷけることで、地域の経済ᚠ⎔が分断されるというような、産業間取引ネッ

トワークの要⾪を重要視する指標と⪃࠼られる。これら㸰つの中心性指標を用いて、北陸 3県の産業特性をẚ㍑する。 
 

 
4. 要࡞⏘ᴗ㛫ྲྀᘬ୰ᚰᛶᣦᶆ 

 
ᅗ 2にᅗ 1で࠼られた産業連関表に対して、式（1）の定義を適用した産業間取引ネットワークを可視化した。ここ
で、各ࣀーࢻの大きさは同じ産業内の取引高 𝑊𝑖𝑗(𝑖 = 𝑗) の対数、࢚ッࢪのⰍの⃰さは␗なる産業間の取引高 𝑊𝑖𝑗(𝑖 ≠ 𝑗) 
にẚしている。また、産業間取引ネットワークにおける␗なる産業間を結ぶ࢚ッࢪの本数を 𝑀 とした。全国を対象と
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した産業連関表によって定義される産業間取引ネットワークの࢚ッࢪの本数が 𝑀 = ʹ と最も少なく、石川県のሙྜが
もっと最も多く𝑀 = 1͵͵ という結果となった。ᐩᒣ県や⚟井県とẚ㍑して、石川県は産業間の取引高についてẚ㍑的に
೫りがないことがぢて取れる。一方、⚟井県は 𝑀 = ͺͶ と࢚ッࢪの本数はᐩᒣ県を上ᅇっているものの、最大の取引高
である対事業サービス（34）から㟁Ẽ・࢞ス・⇕౪⤥（22）への取引高が、他の産業間とẚ㍑して大きいことがわかる。 
ᅗ2に示した産業間取引ネットワークの次数中心性と媒介中心性のそれぞれ上位 3位までの産業を表2に示した。次数
中心性は産業間取引ネットワークにおけるハブを重要視する中心性指標であった。全国と北陸 3県に共通して、対事業サ
ービス（34）が最も次数中心性が高く、次いでၟ業（25）という結果である。また、全国と石川県、ᐩᒣ県に関しては、
㐠㍺・㒑౽（2�）まで含めると上位3位までが同じ୪びとなる。対事業サービスとၟ業はᾘ㈝者にẚ㍑的近い第 3次産業
にᒓする産業であり、他の産業よりも取引量や他産業との取引がቑ࠼るため、北陸 3県でも共通して次数中心性が高くな
ったと⪃࠼られる。一方、媒介中心性は産業間取引ネットワークの要⾪を重要視する指標であった。次数中心性の結果と

␗なり、北陸3県でᕪ␗が生まれていることがわかる。次数中心性と同ᵝに対事業サービスやၟ業の媒介中心性もᚲ↛的
に高くなると⪃࠼られる一方、ᐩᒣ県や⚟井県は動産（27）や㟁Ẽ・࢞ス・⇕౪⤥（22）が上位にあらわれている。 
ᅗ3に各産業間取引ネットワークにおける産業の次数中心性と媒介中心性の関ಀを示す。産業間取引ネットワークにお
けるハブが、産業間の橋渡し役にもなりやすい。一方、次数中心性がపく媒介中心性が高い産業は、分断のリスクが高い

ことがわかる。特にᐩᒣ県内の産業間取引ネットワークにおいて、媒介中心性が2␒目に大きい動産（27）は、次数中
心性がẚ㍑的ᑠさい値になっていることがぢて取れる。これらの結果は、特定の産業への外的ショックに対する各都道府

県の耐性を、」数の中心性指標を用いることで、定量的に評価できる可⬟性を示၀している。 
 

   
�a� 全国 2015年                 �b� 石川 2011年 

 

   
�c� ᐩᒣ 2011年                 �d� ⚟井 2011年 

 
ᅗ2 産業間取引ネットワークによる可視化 
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表2 ᅗ2に示した産業間取引ネットワークの次数中心性と媒介中心性の上位 3産業 

 
次数中心性 媒介中心性 

ID 産業  ྡ 値 ID 産業  ྡ 値 

全 国 （2015年） 

34 対事業サービス 0.472 34 対事業サービス 0.1066 

25 ၟ業 0.361 19 ㍺㏦ᶵᲔ 0.0736 

28 㐠㍺・㒑౽ 0.306 25 ၟ業 0.0386 

石 川 （2011年） 

34 対事業サービス 0.639 34 対事業サービス 0.1516 

25 ၟ業 0.611 25 ၟ業 0.1365 

28 㐠㍺・㒑౽ 0.528 16 㟁Ꮚ㒊ရ 0.0560 

ᐩ ᒣ （2015年） 

34 対事業サービス 0.472 25 ၟ業 0.1241 

25 ၟ業 0.417 27 動産 0.0984 

28 㐠㍺・㒑౽ 0.278 21 ᘓタ 0.0849 

⚟ 井 （2015年） 

34 対事業サービス 0.528 25 ၟ業 0.1382 

25 ၟ業 0.444 22 㟁ຊ・࢞ス・⇕౪⤥ 0.0845 

22 㟁ຊ・࢞ス・⇕౪⤥ 0.361 21 ᘓタ 0.0780 

 
 
 ㄢ㢟ࡢᚋめࡲ .5

 
本稿では、全国及び北陸3県を対象とした産業連関表から、主要な産業間取引からなるネットワークを構築した。全国
及び北陸3県の産業間取引ネットワークに対して中心性指標を計算し、それらの値をẚ㍑することで、北陸3県の産業連
関表の特性を評価し、特定産業への外的性ショックに対する耐性を探ることを試ࡳた。第 3次産業に分㢮される産業は、
他の産業よりも取引量や他産業との取引がቑ࠼るため、全国や北陸 3県で共通して産業間取引ネットワークにおける次数
中心性が高くなるഴྥを示す。一方、産業間取引ネットワークにおける媒介中心性は、北陸 3県で␗なるഴྥを示した。
次数中心性がపいにも関わらず、媒介中心性が高い産業を特定することで、特定の産業への外的ショックに対する各都道

府県の耐性を、定量的に評価できると期待できる。一方、これらの結果は産業連関表からどのように主要成分をᢳ出する

かによって、結果がኚ化することにὀពがᚲ要である。 
本稿では、産業連関表に基づく産業間取引ネットワークの観点から、経済の生産構造を明らかにすることを試ࡳた。今

後は企業間取引ネットワークഃからどのように産業連関表を現するかという議論もᚲ要であࢁう。企業間及び産業間の

取引ネットワークを通じた結び付きを方ྥから探究し、地方自治体のデータ駆動型の政策立案の実現に㈉⊩したい。 
 

 
ㅰ㎡ 

本研究は、独立行政法ே経済産業研究ᡤ（RIETI）におけるプロࢪェクト「COVID-19 ⚝のもとのマクロ経済：その実
ド的分析と⯆への道⛬」の成果の一㒊である。 
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ᅗ3 産業間取引ネットワークにおける産業の次数中心性と媒介中心性のẚ㍑  
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総合学科高校卒業生の 10 年 
―追跡調査から― 

 
小西 尚之 

 
10 years of “Integrated Course” Senior High School Graduates 

―Follow-up Survey― 
 

Naoyuki KONISHI 
 

要  約 

本稿では、ある総合学科高校の卒業生に対して実施したパネル調査の概要とその調査結果の一部を報告する。そのこ

とによって、総合学科高校での学びが卒業後の生活にどのような影響を与えているのかを明らかにし、総合学科教育の

一検証を行うことが本稿の目的である。筆者らは、ある総合学科高校の入学生に対して、在学中からパネル調査を実施

し、卒業後も追跡調査を行っている。本稿では、高校を卒業して約 10年後の 2018年に実施した第 2回の卒業後調査

（質問紙調査）の結果の概要を報告する。主な調査結果は以下のようになる。①半数近くの卒業生が転職を経験してい

るが、ほとんどの者は 3回以内の転職回数であった。②約8割の卒業生が総合学科での学び全体に満足しており、さら

に約 7割の卒業生が自らの科目選択や卒業後の進路に満足している。③7割近くの卒業生が科目選択の時期が早いと感じ

ているが、一方で約 8割の卒業生が思い通りの科目を選択することができたとしている。以上のような結果は、創設か

ら四半世紀になる総合学科教育の成果や課題を示すだけではなく、現在計画されている高校教育改革にも示唆を与える

ものと考える。 
 

キーワード：総合学科，進路選択，職業選択，パネル調査，追跡調査 
 
 
1．はじめに 

 
本稿の目的は、卒業生へのパネル調査の結果から、総合学科高校での学びがその後の人生にどのような影響を与えて

いるのかを明らかにすることである。さらに、事例調査の結果から、1994年の創設から四半世紀が経過した総合学科と

いう制度の検証を行い、今後の高校教育改革に対して何らかの示唆を与えることも目的としている。2019年 5月 14日、

安倍晋三総裁（当時）の直属機関である自由民主党の教育再生実行本部（本部長：馳浩）が「第十二次提言」を発表し

た。その柱の一つである「高等学校の充実に関する特命チーム」（主査：吉家弘介）の提言では、「1．学科の在り方の抜

本的見直し」が筆頭項目に挙げられている。そこでは、普通科の「新たな枠組み」として、「サイエンス・テクノロジー

科」「グローバル科」「探求科」「地域科」「アスリート科」「アーティスト科」など、具体的な学科名まで例示されてい

る。つまり、普通科を「多様化」しようという方向性を打ち出しているのである。このような考え方は、3日後の 5月
17 日に発表される、教育再生実行会議（首相の私的諮問機関）の「技術の進展に応じた教育の革新、新時代に対応した

高等学校改革（第十一次提言）」にも、一部の「齟齬」や「温度差」も指摘されているが、受け継がれている（本田 

2020）。この「普通科の多様化」についての検討は最終節に譲るが、ここで注目したいのは、自民党の教育再生実行本部

の提言では「普通科の多様化」に関連して、すべての学校に対して「スクールポリシーの徹底」を求めており、特に総

合学科について以下のように評価している点である。 
 
 「特に、総合学科の中には、選択履修を可能とする特性を活かし、不登校や中途退学経験者等への学習意欲を喚起し

たり、被災地において復興を担う人材の育成に向けた探究的な学びを推進したりする学科がある一方で、統廃合の結

果として創設され、育成すべき人材像や教育目的が不明瞭になっている学科があることを踏まえ、スクールポリシー

を徹底する」（下線部は筆者） 
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上グのグ㏙で目にくのは、以下の2点である。すなࢃち、①の普通科やᑓ㛛学科に対してではなく、「特に」総合

学科だけをྲྀり上げている点、②総合学科がこれまでྲྀり組んできた科目選択制や探究的学習に対しては一ᐃの評価を

与えながらも、近年ቑຍしている「統廃合」の結果としてできた総合学科の中には、スクールポリシー（入学者選抜、

教育課⛬⦅成・実施、卒業ㄆᐃのྛ方㔪）が、「不明瞭」な学校もあると指摘している点、である。生ᚐ数で 7割以上を

༨める普通科の改革をッえながら、全高校生のࡎࢃか 5㸣しか在⡠していない総合学科に対してのみ「学校の方㔪がᐃま

っていない」と指摘するのはどのような⌮由からなのか。今⯡の一連の高校教育改革の᰿ᣐとなるࢹーࢱの問題は本稿

の㊃᪨から㐓れるのでに譲るが、ここでは教育改革には実ែᢕᥱのためのࢹーࢱ㞟とศᯒが、改革の๓後はもちࢁ

ん、そのࣉロࢭスにおいてもḞかࡏない、ということだけは指摘しておきたい。 
1994 年度に 7校でスࢱートした総合学科は、2019年度には全ᅜ 378の高校に設⨨されている（「ᩥ部科学統計要ぴ」

௧ 2年∧）。筆者らが 2019年 5月に全ᅜの総合学科（2018年度の設⨨校 3�1校）に対して行った実ែ調査によれࡤ、

卒業生に対して追跡調査を行っている学校は 24校で、回⟅校全体（225校）のࡎࢃか10�4㸣であった（小西 2020）。
「⏘業♫会と人㛫」を中ᚰとしたࣕ࢟リア教育を推進してきた総合学科高校の部ศが、卒業生の進学ඛやᑵ職ඛでの

≧ἣをᢕᥱしていない、あるいはᢕᥱしようというດຊをしていないということになる。設⨨から四半世紀が過ࡂ、そ

の成果やᏑ在意⩏を問ࢃれるようになった総合学科はどのような教育を目指してきたのか。そして、普通科の再⦅も検

討される中で、総合学科は今後、どのような教育を目指していくのか。実㝿に現ሙにົする教ဨだけではなく、行ᨻ

や◊究者など、総合学科に関ࢃる全ての関ಀ者が、これまでの実㊶を検証し、これからの教育の方向性を再検討すべき

時期に᮶ているのではないだࢁうか。ᡃࠎが行っている調査◊究は、総合学科という、ẚ㍑的新しい「実験的な」高校

教育制度の一検証をヨみるものであるが、教育改革の成果をできるだけṇ☜に検証するためには、࣐クロな全校調査と

୪行して、対㇟校での࣑クロな事例調査を地㐨に✚み㔜ࡡていくしかないと考えている。 
 
�．ㄪᰝࡢᴫ要 
 
調査対㇟となった$校は、地方㒔ᕷで総合学科のみを設⨨する高校である。総合学科としてのṔྐも長く、๓㌟のᕤ業

科時代から地域に多くの᭷Ⅽな人材を㍮出してきた。総合学科に転してからは、〇㐀業以እのศ㔝にもᑵ職者が進出し、

学等への進学者もቑຍしている。 
在学中に 3回（ྛ学年で 1回）実施したパネル調査（㞟合ᙧᘧによる質問紙調査）の対㇟者は、$校に 2004年 4月に入

学した生ᚐ全ဨの 200人である。3回の調査全てに回⟅した生ᚐは 191人で、当ึの調査対㇟者（入学者）200人に対する

᭷ຠ回⋡は 95�5㸣であった。2007 年 3月の卒業後も、2010 年と 2018年の 2回にΏって、追跡調査（㒑㏦ᙧᘧによる質

問紙調査）を実施している。計 5回の質問紙調査ࡈとの回≧ἣ等は表 1の通りである。 
 

表 1 質問紙調査の概要（在学中 3回㸩卒業後 2回） 

注）「対㇟者数�㺏�」は在学中のྛ年度の 4月時の在⡠者数とし、卒業後のሙ合は 2007年 3月の卒業者数とした。 
 

 さらに、上グの質問紙調査と୪行し、在学中から卒業後にかけて、計 3回のインࣗࣅࢱー調査も実施している。在学中

のインࣗࣅࢱー調査は、第 1 回と第 2 回の質問紙調査を終え、高校卒業後の進路ඛを本᱁的に検討する時期でもある、3
年次の 1学期に �人を対㇟に行った。さらに、卒業後も 2回のྛ質問紙調査後にインࣗࣅࢱーを実施している。卒業後の

第 1回は 2013年から 2014年にかけて 5人を対㇟に、第 2回は 2019年に 20人を対㇟に実施した。インࣗࣅࢱー調査の概

回（年次） 時期（年月） 
対㇟者数 

�㺏� 
㓄ᕸ・㒑㏦数 

�㺐� 
回数 

�㺑� 
回⋡① 

�㺑� ��㺐� 
回⋡② 

�㺑� ��㺏� 

第 1回（1年次） 
第 2回（2年次） 
第 3回（3年次） 

2004 年 10月 
2005 年 11月 
2007 年 1月 

200 
198 
194 

198 
195 
192 

198 
195 
192 

100�0㸣 
100�0㸣 
100�0㸣 

99�0㸣 
98�5㸣 
99�0㸣 

第 1回（卒業後） 
第 2回（卒業後） 

2010 年 9月 
2018年 8月 

192 
192 

184 
181 

128 
93 

�9��㸣 
51.4㸣 

���7㸣 
48.4㸣 
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要を表 2 に示す。 
 

表 2 インࣗࣅࢱー調査の概要（在学中 1回㸩卒業後 2回） 

 
 以下では、2018 年に行った第 2 回卒業後調査（質問紙）の概要を⤂介したい。まࡎ、次の第 3 ❶で高校卒業後約 10 年

経った時点での事等の≧ἣを概ほする。⥆く第4❶では卒業生からり㏉って見た高校生活について☜ㄆする。そして、

第 5❶では主な調査結果をまとめ、最後の第 �❶で今後の展ᮃ等についても言しておきたい。 
 
�．༞ᴗᚋࡢࡢ࡞≧ἣ 
 
��1�ᅇ⟅⪅యࣇࣟࣉࡢーࣝ≉ᚩ 

 回⟅者全ဨ（93人）の⏨ዪẚは⏨ 43人（4��2㸣）、ዪ 50人（53�8㸣）であった。卒業生全ဨ（転入学者 1名を㝖く191
人、以下もྠ様）の⏨ዪẚは⏨ 100 人（52�4㸣）、ዪ 91人（47��㸣）であるから、今回のアンࢣート調査の回⟅者は実㝿の

卒業生よりもዪ性の割合がやや多い。 
 回⟅者を⣔ิูに見ると、「人㛫科学」10人（10�8㸣）、「⚟♴・ᗣ科学」28人（30�1㸣）、「ᅜ㝿ࣅジネス」9人（9�7㸣）、

「⎔ቃᕤ学」2人（2�2㸣）、「生⏘技術」18人（19�4㸣）、「どの⣔ิにも当てはまらない（全くࡤらࡤらに科目を選択した）」

23 人（24�7㸣）、↓回⟅ 3 人（3�2㸣）であった。卒業生全体（191 人）の⣔ิูの≧ἣは、「人㛫科学」50 人（2��2 㸣）、

「⚟♴・ᗣ科学」51 人（2��7 㸣）、「ᅜ㝿ࣅジネス」17 人（8�9 㸣）、「⎔ቃᕤ学」13 人（��8 㸣）、「生⏘技術」39 人

（20�4 㸣）、「どの⣔ิにも当てはまらない（全くࡤらࡤらに科目を選択した）」21 人（11�0 㸣）であるから、今回の調査

における回⟅者を卒業生全体とẚべたሙ合の特ᚩは、「⚟♴・ᗣ科学」の割合がやや高く、「人㛫科学」の割合がపい（表

3ཧ↷）。これは「⚟♴・ᗣ科学」にはዪ性が多いと考えられるので、ඛほど見たように、回⟅者のዪ性割合が実㝿の卒

業生全体よりも高いことと関ಀしているものと思ࢃれる。 
また、1 つ注意しなけれࡤならないのは、「どの⣔ิにも当てはまらない（全くࡤらࡤらに科目を選択した）」が卒業生

全体（191人）では 21人しかいなかったのに、今回の調査回⟅者（93人）では 23人とቑえている点である。これは⌮ㄽ

的に考えるとおかしいが、㞟計の㛫㐪いでなどではない。卒業から 11年以上が経ち、在学時のグ᠈が᭕になっているか

らだと考えられる。今回のアンࢣート調査はグ名ᘧで行ったので、本人のẶ名とともに3年次のᡤ属࣍ームを最ึに᭩い

てもらったが、ほとんどの回⟅者はᡤ属࣍ームをṇ☜に᭩いていた（一部✵ḍや㛫㐪いはあった。なお、出ᖍ␒ྕまで᭩

けていた人はࡎࢃかであった）。一方、「⣔ิ」は「࣍ーム」と␗なり「ᡤ属」するものではないので、卒業からかなり時

㛫が経過した回⟅者のグ᠈がᐃかではないのも↓⌮はないものと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

回（年次） 時期（年月） 数 対㇟者選ᐃのᇶ‽（⌮由・経⦋） 

第 1回（3年次） 200�年 7㹼8月 � 1・2年次の質問紙調査で進路を「ᮍᐃ」とした人 
第 1回（卒業後） 
第 2回（卒業後） 

2013 年 10月㹼2014年 9月 
2019年 5㹼12月 

5 
20 

ྠ❆会関ಀ者の⤂介による 
卒業後 2回の質問紙調査で༠ຊの意思を示した人 
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表 3 ⣔ิูにみた回⟅者の特ᚩ 

⣔  ิ 回⟅者 全体 

人㛫科学 10人（10�8㸣） 50 人（2��2 㸣） 
⚟♴・ᗣ科学 28人（30�1㸣） 51 人（2��7 㸣） 

ᅜ㝿ࣅジネス 9人（9�7㸣） 17 人（8�9 㸣） 

⎔ቃᕤ学 2人（2�2㸣） 13 人（��8 㸣） 
生⏘技術 18人（19�4㸣） 39人（20�4 㸣） 

当てはまらない 23人（24�7㸣） 21 人（11�0 㸣） 

↓回⟅ 3人（3�2㸣） 0人（0�0㸣） 

計 93人（100�0㸣） 191人（100�0㸣） 

注）実㝿の卒業生は 192人であるが、転入者 1人はศᯒの対㇟から㝖እしている。また、2007 年度からは「⎔ቃᕤ学」

が「生⏘技術」に統合され、4 ⣔ิとなっている。 
 
 次に、回⟅者の特ᚩを卒業後の進路ูに見たものが表4である。回⟅者93 人の卒業後の進路≧ἣは、ᑵ職32 人（32�4 㸣）、

4 年制学 19 人（20�4 㸣）、▷期学 23 人（24�7 㸣）、ᑓ㛛学校 15 人（1��1 㸣）、ࣇリーࢱー1人（1�1 㸣）、その 2
人（2�2 㸣）、↓回⟅ 1人（1�1㸣）となっている。一方、卒業生全体 191 人の卒業後の進路≧ἣは、ᑵ職 �1 人（31�9 㸣）、

4 年制学 43 人（22�5 㸣）、▷期学 40 人（20�9 㸣）、ᑓ㛛学校 39 人（20�4 㸣）、ࣇリーࢱー�人（3�1 㸣）、その 2
人（1�0 㸣）である。୧者をẚ㍑すると、回⟅者は全体よりやや▷期学進学者のẚ⋡がやや高く、㏫にᑓ㛛学校のẚ⋡が

ややపくなっている。これも、表 3の⣔ิูの特ᚩとྠ様、回⟅者のዪ性ẚ⋡が実㝿の卒業生全体よりも高いため、ዪ性

が多いと思ࢃれる▷期学進学者のẚ⋡も高くなっているのではないだࢁうか。 
 

表 4 卒業後の進路ูにみた回⟅者の特ᚩ 

進路 回⟅者 全体 

ᑵ職 32人（32�4㸣） �1 人（31�9 㸣） 

4年制学 19人（20�4㸣） 43 人（22�5 㸣） 

▷期学 23人（24�7㸣） 40 人（20�9 㸣） 
ᑓ㛛学校 15人（1��1㸣） 39 人（20�4 㸣） 

 ー 1人（1�1㸣） �人（3�1 㸣）ࢱリーࣇ

その 2人（2�2㸣） 2 人（1�0 㸣） 
↓回⟅ 1人（1�1㸣） 0人（0�0㸣） 

計 93人（100�0㸣） 191人（100�0㸣） 

注）実㝿の卒業生は 192 人であるが、転入者 1 人はศᯒの対㇟から㝖እしている。また、実㝿の調査では「4 年制学」

は「ᅜබ❧」と「私❧」にศけて⪺いたが、「ᅜබ❧」の選択者は 1名のみであったため、合ࡏࢃてศᯒした。 
 
 最後に、回⟅者の調査時（2018 年 8月）の≧ἣを☜ㄆしておくと、「ṇ♫ဨ・ṇ職ဨ」といったṇつ㞠⏝のᙧែが 73人
（78�5㸣）であるのに対し、「⮫時㞠⏝・パート・アルバイト」と「ὴ㐵♫ဨ」を合ࡏࢃた㠀ṇつ㞠⏝のᙧែが 11人（11�9㸣）

であった。その、「自Ⴀ業・家業」が 4人（4�3㸣）、「家事」が 4人（4�3㸣）、↓回⟅ 1人（1�1㸣）という結果であった。

ṇつ㞠⏝と自Ⴀでാく回⟅者を合ࡏࢃると 8割を㉸えることになり（82�8㸣）、回⟅者の多くはẚ㍑的安ᐃした㞠⏝・ປാ

ᙧែにあるものと考えられる。 
しかし、↓どしてはいけないのが、本調査結果における割合こそపいが、㠀ṇつ㞠⏝のᏑ在である。もともと不安ᐃな

≧ែにある卒業生からは今回のようなアンࢣート調査には༠ຊがᚓられにくいものと考えられる。つまり、今回のような

㒑㏦ᘧの追跡調査に㠀༠ຊ的な卒業生のጼとしては、もちࢁん「在学時から学校に対してዲ意的な༳㇟をᣢっていない」
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という人たちも考えられるが、それ以እにも「現在の㞠⏝ᙧែや生活ではとても༠ຊできる≧ែではない」という人たち

もいるのではないかと思ࢃれる。今後の追跡調査、あるいは卒業後の「追指ᑟ」（卒業後の卒業生に対する࢛ࣇローアࣉࢵ）

の課題として、このような調査に回⟅ࡎࡏ、㠀ṇつ㞠⏝など職業㠃でⱞປしていると考えられる卒業生の「ኌなきኌ」に

も⪥をഴけることが挙げられる。このような「調査に༠ຊしない（できない）」卒業生たちこそ、学校とのパイࣉや学校か

らのᨭをᚲ要としている可能性が高いと考えられる。 
 
��� ࡢ≧ἣ 
 ここでは、回⟅時に何らかのᙧែでാいている者 89人（「自Ⴀ」4人・「その」1人はྵࡴが、「家事」4人は㝖く）に

ついてົの≧ἣをヲしく見ていく。高校や学などを卒業して最ึにᑵ職しためඛで回⟅時もまだാいている者は 49
人（55�1㸣）であった。一方、現在のົඛが学校を卒業して最ึにᑵ職したとこࢁと␗なる者は 38人（43�7㸣）である

（↓回⟅ 2人）。過半数以上の回⟅者が、学校卒業後はᇶ本的に 1つのົඛで継⥆して事をしている≧ែにある。 
 それでは、現在は最ึのめඛとは␗なる職ሙでാく 38人はどのような⌮由でึ職をやめたのか。多い⌮由の上 3つ
（「その」を㝖く）が、「自ศの時㛫を☜ಖできなかった」10 人（10�8㸣）、「会♫のᑗ᮶が不安だった」10人（10�8㸣）、

「事についていくのがたいへんだった」9人（9�7㸣）、である。これらの⌮由を見ると、自㌟の意㆑やດຊ、ാき方に関

ົඛのປാ᮲௳や経Ⴀ≧ែ、つまり「相ᡭഃ」の問題がきく関ಀしているとも、ࡤる点もあるが、どちらかと言えࢃ

考えられる。20代後半のⱝ者をྲྀりᕳくປാ᮲௳やົの≧ἣは、報㐨などで言ࢃれているように、やはりཝしいもので

あると像できる。 
 次に、ཝしい᮲௳でാく回⟅者の現在の事の中㌟はどうなっているのか。事内ᐜを見ると、「〇㐀」が 27人（30�3㸣）

と最も多く、全体（89人）の3割以上を༨めた。これは、$校の๓㌟であるᕤ業高校時代からのᑵ職ඛとの関ಀが、総合

学科になってからも継⥆している≧ἣが考えられる。次に多いのが「་⒪」と「事ົ」で、ともに 10人（11�2㸣）であっ

た。「事ົ」はྛศ㔝の事業ᡤでの事であることが像できるが、「་⒪」は実㝿は͆┳ㆤ͇が多いのではないかと考え

られる。 
 さらに、めඛのつᶍを見ると、「つᶍ業（300人以上）・ᐁබᗇ」が 34人（38�2㸣）、「中つᶍ業（30人以上 300
人ᮍ満）」と「小つᶍ業（30人ᮍ満）」が合ࡏࢃて、53人（59��㸣）であった。ົしている者全体（89人）の約 �割が

いࡺࢃる「中小業」でാいている≧ែである。 
 そのめඛがある地域を見ると、「ᕷ内」が 57 人（�4�0㸣）、「࿘㎶ᕷ⏫ᮧ」が 10人（11�2㸣）であった。それ以እの┴

内（11 人・12�4㸣）もྵめると 78 人（87��㸣）になり、実に 8 割近くの回⟅者が調査時も┴内でാいていることになる。

一方、┴እでാく者はࡎࢃか 9 人（10�1㸣）である。回⟅者の 9 割近くは、ᕷ内やその࿘㎶部を中ᚰとした「地ඖ」でാ

き、生活をしているものと考えられる。 
 最後に、現在のめඛに対する満足度を見てみよう。「満足」と「ほࡰ満足」を合ࡏࢃた⫯ᐃ的な評価の数を 5つの項目

ูに見ていくと、満足度が高い㡰に、①「人㛫関ಀ」74人（83�1㸣）、②「通時㛫」（7��4㸣）、③「事内ᐜ」�7人（75�2㸣）、

մ「ປാ時㛫・ົ日数」58人（�5�2㸣）、յ「⤥ᩱ・⚟ཌ生」5� 人（�2�9㸣）、であった。ඛほど㏙べたように、現在

の 30ṓ๓後のⱝ年ປാ者をྲྀりᕳくປാ⎔ቃはཝしい≧ἣがணされるが、それでも「人㛫関ಀ」や「通時㛫」と言っ

た、直᥋の「事内ᐜ」以እの要⣲が事を⥆けるきな要ᅉになっているのかもしれない。 
 
��� ㌿⫋㸦ồ⫋㸧にᑐࡸື⾜ࡿࡍ⤒㦂 
 ここからは再び回⟅者全ဨ（93人）を対㇟にして、転職や求職に関する行ືを見ていこう。現職とはูの新しい事を

現在「探している」人は 13人（14�0㸣）、「探していない」人は 80人（80��㸣）であった。この数Ꮠを多いと見るかᑡない

と見るかは㞴しいุ᩿であるが、๓節の現職への満足度の回⟅と合ࡏࢃて考えると、現職に満足していて、あるいは何ら

かの不満をᣢちながらもົを継⥆しようとして、回⟅者の 9割近くが✚ᴟ的に転職（求職）活ືを行っていない、とい

うことが考えられる。 
 次に、これまでの実㝿の転職経験について見てみる。転職経験が「ある」者が 42人（45�2㸣）、「ない」者が 50人（53�8㸣）

であった（↓回⟅ 1人・1�1㸣）。実に、回⟅者の半数近くが、高校卒業後の 10代後半㹼20代後半までの約 10年㛫で、1回
でも転職を経験していることになる。 

74



 それでは、その転職回数を☜ㄆしておこう。1回が 18人（41�9㸣）、2回が11人（25��㸣）、3回が8人（18��㸣）と、転

職回数が多くなると人数はῶっている。転職する者の数そのものは多いが、1 回のみの転職者が 4 割を༨め、その 9 割近

くが 3回以内の転職回数であることがࢃかる（8��0㸣）。ただ、転職回数 5㹼�回（2人）ࡄらいまではᐃしていたが、11
回も転職をした者が 1人いたことは意እな結果であった。この卒業生はほࡰẖ年転職をくり㏉していることになり、その

具体的な≧ἣが注目される。このような何人かの転職者に対してはインࣗࣅࢱー調査においてಶูの≧ἣを☜ㄆしており、

今後、稿を改めて報告するணᐃである。 
 
��� ⫋ᴗ㑅ᢥࡸにᑐࡿࡍព㆑ 
 ここでは回⟅者自㌟の職業選択やാき方に対する意㆑を見ていこう。まࡎ、自らの職業選択の㝿に㔜どしたことでは、

「自ศの興やዲみにあっていること」が 48人（51��㸣）で最も多く、「自ศの能ຊや㐺性が生かࡏること」が 43人（43��㸣）

で⥆いた。㏫に、選択者がᑡなかった項目は、「᭷名な会♫であること」（8人・8��㸣）、「᪼進や成ຌのチࣕンスが多いこ

と」（10人・10�8㸣）、「イ࣓ージがⰋいこと」（11人・11�8㸣）であった。これらの結果から、回⟅者の約半数が、▱名度・

イ࣓ージ・出世などのእ的な᮲௳よりも、自ศの興や能ຊに合った職ሙを求めていることがࢃかる。これらの事ほは、

欲が↓く、高ᮃみをしないと言ࢃれる現代のⱝ者Ẽ質（「さとり世代」とも言ࢃれる）にも通じるものがあるのではないだ

 。うかࢁ
 次に、職業やാき方で⌮・目ᶆにしている人≀を見ると、「特にない」が 31 人（33�3㸣）で最も多かった。具体的な

人㛫関ಀにおける項目の中では、「職ሙの上ྖ・ඛ㍮」が 28 人（30�1㸣）での項目より᩿↛多かった。これらから、30
ṓ๓後のⱝ者が日ᖖാいている現ሙでは、上ྖとの᥋ゐがᅽಽ的に多く、上ྖ以እに職業上のࣔࢹルを見いだࡏない≧ἣ

が像できる。職ሙにおけるⱝ者の人㛫関ಀは意እと⊃い、と言えるのかもしれない。 
 最後に、回⟅者の職業ほを�つのほ点から見てみよう。まࡎ、♫会学者のᑿ高㑥㞝（1995）が示した職業の 3要⣲、す

なࢃち経῭的ഃ㠃、♫会的ഃ㠃、ಶ人的ഃ㠃である。これらのഃ㠃を㔜どする割合（「そう思う」㸩「まあそう思う」）が

高い㡰に見ると、経῭的ഃ㠃が 92 人（98�9㸣）、ಶ人的ഃ㠃が 81 人（87�1㸣）、♫会的ഃ㠃が �� 人（71�0㸣）であった。

職業に関して経῭的なഃ㠃を㔜どすることは一⯡的にもணされる結果であるが、ᑿ高（1995）によれࡤ、最も数Ꮠがప

かった♫会的なഃ㠃こそを㔜どすべきだとしている。なࡐなら、あくまでも、自らのಶ性を発し（ಶ人的ഃ㠃）、♫会に

おける自らのᙺ割を実現すること（♫会的ഃ㠃）にకう結果として、次的に家計の⥔ᣢ（経῭的ഃ㠃）がᚓられるから

である。つまり、調査⚊の言ⴥをえࡤ、「人生充実Ѝ♫会㈉⊩Ѝ生活⥔ᣢ」の㡰␒となる。やはり、ಶ性の発によるᙺ

割の実現が㔜要で、その結果の一つが経῭的報㓘というᙧになるのである。 
1 年次の「⏘業♫会と人㛫（⏘♫）」など総合学科のࣕ࢟リア教育においても、学Ṕูの生ᾭ㈤㔠など♫会の現実を経῭

的ഃ㠃から教えることもᚲ要かもしれない。しかし、その㝿に、どうしても生ᚐたち自㌟であえて日ᖖでは意㆑したり考

えたりする機会がᑡないと思ࢃれる、の 2つのഃ㠃にも「意㆑的に」注意をಁすᚲ要があると思ࢃれる。つまり、今回

の調査結果で見たように、総合学科のࣕ࢟リア教育では、日ᖖから自↛と意㆑する経῭的報㓘よりも、「自ᕫ⌮ゎ」（ಶ人

的ഃ㠃）や「者（進路ඛ等）⌮ゎ」（♫会的ഃ㠃）を中ᚰとしたᤵ業ᵓ成にするᚲ要があるのではないか。その中でも特

に、⟅えが↓い「自ศ探し」ࡤかりではᇽࠎᕠりになる可能性もあるので、やはり生ᚐたちの目や意㆑を「自ศ」だけに

向けるのではなく、ᗈく「♫会」に向けさࡏるような実㊶が求められているのではないだࢁうか。その方ἲは何も職業体

験やインࢱーンシࣉࢵのように、生ᚐが学校から「♫会」に自ら出ていくだけではない。「⏘♫」はもちࢁんのᤵ業や特

ู活ືの中でも、つまり「学校内」においても「♫会における自らのᙺ割」について考えさࡏる機会がᣢてるのではない

だࢁうか。 
 そして、職業ほに関ࢃるもう一つのど点として、ⱝ者のാき方に対するྰᐃ的（ᾘᴟ的）なഃ㠃にも注目した。具体的

には、ࢽート、転職、ࣇリーࢱーといったⱝ者のປാをྲྀりᕳく「問題」に対する意㆑を⪺いている（もちࢁん転職には

๓節で見たように✚ᴟ的なഃ㠃も考えられる）。3 つの質問ࡈとに「そう思う」と「まあそう思う」の合計を見ていくと、

ートഴ向はࢽ 29人（31�2㸣）、転職ᚿ向は 37人（39�8㸣）、ࣇリーࢱーᐜㄆは 1�人（17�2㸣）であった。回⟅者の 20代後

半という年㱋を考えると、ࣇリーࢱーに対するᐜㄆ度が 2割以下とపいのは⌮ゎできる。それにẚべて、ࢽートഴ向（「

事もアルバイトもしたくない」）を示すものが 3割以上Ꮡ在することは意እな結果とも言える。しかし、この数Ꮠは、これ

まで見てきたように、ᙼらをྲྀりᕳく現実のཝしいປാ⎔ቃからの一✀「現実㏨㑊」的な回⟅結果なのではないだࢁうか。
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つまり、回⟅者たちは「本Ẽで」事をしたくない、などとは思っておらࡎ、「とりあえࡎ」今の過㓞なປാ⎔ቃから⬺出

したい、と思っているだけだとも考えられる。 
また、転職ഴ向を示す回⟅も約 4割と一ᐃ数Ꮡ在することが☜ㄆされたが、これは๓節で見たように、実㝿に現在転職

活ືをしている数Ꮠ（14�0㸣）とẚべると 2倍にもなっている。つまり、「意㆑」の上では転職を考えている者が 4割近く

いるが、実㝿に転職に関して「行ື」を起こしている者は2割にも満たないことになる。この数Ꮠの㣗い㐪いをどう見る

か。これもやはり、現職のປാ᮲௳には不満もあり、「チࣕンスがあれࡤ」転職について考えている者は意እと多いが、そ

のめඛに長くົしていて様ࠎな「しがらみ」があったり、すでに結፧しᏊどもまでいるሙ合などを考えると、⡆༢に

転職活ືを行うことができないのかもしれない。多ᛁなປാ⎔ቃでは転職活ືのための時㛫を出することさえ㞴しいか

もしれないし、実㝿に転職活ືをጞめると職ሙの上ྖやྠなど（ሙ合によっては家᪘にも）にࡤれてしまうリスクも考

えないといけない。本調査からᇉ㛫見れる、30 ṓ๓後のⱝ者の転職に対する代表的な意㆑は、「興はあるのだけれど、

実㝿の生活を考えると㞴しい」というとこࢁであࢁうか。 
 
�．༞ᴗᚋにࡾ㏉࡚ࡗぢࡓ㧗ᰯ⏕ά 
 
��1�⥲ྜᏛ⛉にࡿࡅ࠾Ꮫᰯ⏕άࡢ‶㊊ᗘ 
 これまでは回⟅者の調査時の生活について見てきたが、ここからは$校在学時の学校生活について調査時点でり㏉っ

たもらった結果を見ていこう。まࡎ、$校の総合学科で学んだこと全体に対して満足している者（「満足」㸩「ほࡰ満足」、

以下ྠ様）は、72人（77�4㸣）であった。また、総合学科の特ᚩである「自由な科目選択」というほ点で見ると、1年次に

自ศでస成した時㛫割について満足している者は �7人（72�0㸣）であった。そして、もう一つの総合学科の特ᚩである「多

様な進路選択」というほ点から見ると、高校卒業後の進路ඛに満足している者は �8人（73�1㸣）であった。 
 次に、$校在学時に学んだことが、現在の事などにどれだけᙺに❧っているのか、総合学科での学習のຠ⏝感につい

ては、⫯ᐃ的な評価（「いにᙺ❧つ」㸩「まあᙺ❧つ」）は �0人（�4�5㸣）であった。さらに、現時点からุ᩿して、$
校に入学してよかったと思っている者（「そう思う」㸩「まあそう思う」）は 7�人（81�7㸣）であった。 
 
����⛉┠㑅ᢥ 
 総合学科の最の特ᚩである科目選択制度について、卒業生はどのように評価しているのか。5 つの項目ูに⪺いた結

果（「そう思う」㸩「まあそう思う」、以下ྠ様）を見ると、科目選択の時期に関しては ��人（�5��㸣）が「早い」、ᚲ修科

目に関しては 23�7㸣が「多い」と感じていた。また、「⣔ิ」が科目選択の目安になったと感じた卒業生は 73人（78�3㸣）、

ዲきな科目を選択できたと感じた者は 75人（80��㸣）、職✀ูの時㛫割例を示してほしかったとした者が �3人（�7�7㸣）

であった。以上の科目選択制度に対する卒業生からの評価を見ると、入学直後の 1年生๓期という選択時期には 7割近く

の者が不満であるが、ᚲ修科目が多すࡂると感じている者は約 2割とᑡなく、㏫に約 8割が思い通りに選択科目をとるこ

とができたと満足している様Ꮚがࢃかる。また、8 割近くの回⟅者が科目選択の㝿にཧ考とするものとして「⣔ิ」がᙺ

に❧ったと⟅えており、さらに、職✀ูの時㛫割⦅成例に関しても 7割近くが示してほしかったとしていた。 
これらの卒業生の評価から、当時の $ 校総合学科における科目選択制度について考えるべき課題としては、「科目選択

の時期の見直し」と「職✀ู⦅成例の提示」という 2点が挙げられる。ただし、これらの実現はそれほど⡆༢なものでは

ない。まࡎ一つ目の科目選択に関しては、例え2、ࡤ 年次以㝆の科目選択の時期を㐜らࡏて、ࡏめて 1 年㛫の「⏘♫」の

ᤵ業で卒業後の進路やᑗ᮶の職業を考えた後に、つまり1年生の学年ᮎࡂりࡂりにしてはどうか、というが考えられる。

しかし、このような提はあまり現実的とは言えないだࢁう。なࡐなら、調査対㇟者らの時㛫割స成స業は教ົ課の教ဨ

数人がᡭస業で、2㹼3年次の 2年㛫ศをまとめて行っていた。生ᚐは 1学年 200人であったので、実に「約 200人�2年
ศ㸻約 400パࢱーン」の時㛫割をస成していたことになる。このようなస業を▷期㛫で一Ẽに行うためにはまとまった時

㛫がᚲ要であり、」数の教ဨが㞟まれるのはᤵ業が↓いኟఇみなどしかないことになる。そのため、当時はኟఇみ๓、๓

期のできるだけ早い時期（�㹼7月）に、生ᚐたちに時㛫割をస成さࡏていた。本᮶なら、「ࠗ ⏘♫࠘の職ሙ体験等を中ᚰと

したࣕ࢟リア教育」Ѝ「進学ඛ・ᑵ職ඛ等を考えた科目選択」という㡰␒が⌮なのだが、実㝿は㏫に、๓期に 2㹼3年次

の科目を選択してから
、、、、、、

、後期に職ሙ体験や学見学を行っていたのである。 
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学校のシステム上、これ以上科目選択の時期を㐜らࡏることができないのであれࡤ、発を転する、という方ἲがあ

るのかもしれない。つまり、「科目選択」と「進路ᕼᮃ」をษり㞳す
、、、、

、という考え方である。当時の学校の科目選択指ᑟの

方㔪は、まࡎ自らのᑗ᮶の進路ᕼᮃや職業をよく考えてから、その進路ᕼᮃに㐺合した（ᚲ要な）科目を選択するよう指

ᑟしていた。つまり、㡰␒としては「進路ᕼᮃ」Ѝ「科目選択」というὶれである。この㡰␒だと、高校入学時に卒業後

の進路までỴめている生ᚐはẚ㍑的スムーࢬに科目選択ができるが、㏫に、ᑗ᮶の職業はもちࢁん、高校卒業後の進路ま

で考えることができていない生ᚐたちは、科目選択のᇶ‽となる進路ᕼᮃがᅛまらないまま高校入学直後に科目選択をさ

ん、総合学科がᐃしている入学者像は後者の方である。つまり、ᑗ᮶の学進学をࢁられ、ᡞᝨうことになる。もちࡏ

ᐃした普通科、あるいはᕤ業などᑗ᮶の職業生活をᐃしたᑓ㛛学科ではなく、総合学科をࡊࢃࡊࢃ選んで入学してく

る高校生の多くは、もちࢁん学ຊやᒃఫ地などの影響もあるが、ᑗ᮶のാき方や生き方を中学卒業時点ではまだỴめられ

ない生ᚐたちなのである。よって、「まだᑗ᮶の進路をỴめていない」生ᚐを中ᚰにᐃしたࣕ࢟リア教育が求められるこ

とは言うまでもない。 
今回の調査で科目選択の時期が早いと⟅えた者が 7割近くいたということは、「進路をỴめられない」つまり「科目もỴ

められない」生ᚐたちの≧ἣをᫎしているのではないだࢁうか。例えࡤ $I の普ཬなどにより、現在ある職業自体がᑗ

᮶なくなってしまったり、あるいは㏫に͆<ou 7uEer͇のように 10 年๓までほࡰᏑ在しなかった職業が現在は小学生がᑗ

᮶なりたい人Ẽの職業になっている。つまり、高校生が♫会に出て活㌍する㡭の♫会や職業がどのようになっているかは

ㄡにもࢃからないのである。このようにᮍ᮶をண できない現代♫会においては、総合学科での科目選択の発も転し

なけれࡤならないのかもしれない。「科目選択」と「進路ᕼᮃ」をษり㞳す
、、、、

、ということである。科目選択の時期を 1年次

๓期からືかࡏないのであれࡤ、その㝿にはもちࢁん進路ᕼᮃを考៖してもよいが、ࡴしࢁその時点での本人の「興・

関ᚰ・ዲみ」などを㔜どして科目を選んでもよいのではないか。ᑗ᮶の♫会や職業生活がணできない≧ἣでは、最後に

㢗れるのは「自ศ自㌟」の方向性や感ぬのようなものではないだࢁうか。 
そして、上グとྠ様な⌮由で、2 つ目の課題である職✀ูの時㛫割⦅成例の提示というも現実的ではなくなる。上グ

のように、今ある職業がᾘえ、今はまだ「Ꮡ在しない」職業にᑵくかもしれない高校生たちにとって、᪤Ꮡの職業名をも

とに、その職業にᚲ要な㈨᱁やその職業になるための進学ඛをᐃした時㛫割⦅成例を示すことは、進路ᕼᮃが明☜にな

っている一部の生ᚐたちにとってはある⛬度᭷ຠなのかもしれない。ただし、⧞り㏉しになるが、その職業が 5年後や 10
年後にもこの世にᏑ在しているというಖ証はㄡにもできないだࢁう。 
 
����ྛᩍ⛉にࡿࡅ࠾Ꮫ⩦ 
 総合学科は多様な㛤設科目がその特ᚩとされるが、ここではྛ教科・科目ࡈとのຠ⏝感とᚲ要感について見ていこう。

まࡎ、現在の事等にᙺ❧っている教科・科目としては、⚟♴（18人・19�4㸣）、報（17人・19�3㸣）、ᕤ業（13人・14�0㸣）、

家ᗞ（13人・14�0㸣）を挙げるものが多かった。普通科目よりも職業⣔のᑓ㛛科目などが多いのは、現在のᑵ職ඛのこと

を考えて科目選択した者には当↛の結果であるように思ࢃれるが、卒業後 10 年以上が経過し、実㝿の職業生活を経験し

た上での⋡直な意見であࢁう。一方、総合学科のཎ๎履修科目である 1年次の「⏘業♫会と人㛫」（3人・3�2㸣）や 2年次

の「総合的な学習の時㛫」（3人・3�2㸣）、3年次の「テー࣐◊究」（4人・4�3㸣）は、卒業後の職業生活に直᥋にはほとん

ど影響を与えていないようである。 
 次に、調査時点でり㏉ってみて、もっと学習しておけࡤよかったと思う教科・科目としては、እᅜㄒ・ⱥㄒ（35人・

37��㸣）や数学（21人・22��㸣）といった普通科目を挙げた者が多かった。それらに⥆くのが、報（19人・20�4㸣）とၟ

業（1�人・17�2㸣）というᑓ㛛⣔の科目である。ඛほど見たように、⚟♴などの職業に直結したᑓ㛛科目は「今、ᙺに❧

っている」という評価をᚓていたが、ここでは㏫に、ⱥㄒなどの普通科目を「在学時にもっと学んでおけࡤ」と感じてい

る。この「ࡡじれ」をどうᤊえれࡤよいのか。1 年次にᑗ᮶ᕼᮃ職✀にᙺ❧つᑓ㛛科目を選択したことで、もちࢁん現在

の事にᙺには❧っているが、㏫に学進学やᕼᮃ進路以እのᖜᗈい職業選択への可能性がᗈがるように、ⱥㄒ・数学な

どの普通科目をもっと学んでおけࡤよかった、と一✀の後にも近い感からなのだࢁうか。なお、ここでも、ཎ๎履修

科目の「⏘♫」（0人・0�0㸣）や「総合」（1人・1�1㸣）、「テー࣐◊究」（2人・1�1㸣）は選択者がほとんどいなかった。特

に、「⏘♫」を選択した者は 0人であり、今回の調査の回⟅者 93人のうちㄡ一人、「⏘♫」をもっと学んでおけࡤよかった
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と思っていない、ということになる。これは、1年次という履修時期の問題、さらには科目選択やㅮ₇会、校እでの見学・

体験学習などといった学習内ᐜ・ᙧែの問題もあるかもしれない。つまり、入学直後に何やらバࢱバࢱとⰍࠎなことをし

たグ᠈はあるが、何を「学んだ」かは思い出ࡏない、ということではないだࢁうか。 
 
����⥲ྜᏛ⛉ᩍ⫱㐍㊰㑅ᢥ 
 ここでは、$校卒業時の回⟅者の進路選択と、それに対する学校ഃの進路指ᑟについて検討していく。まࡎ、自らの進

路選択に影響をཬࡰしたものとしては、「୧ぶ、やጜなど家᪘とのヰし合い」（25人・2��9㸣）が最も多く、「進路選択に

関する㈨ᩱ」（17人・18�3㸣）、「学校見学や体験入学」（15人・19�1㸣）が⥆いた。回⟅者の高校卒業時の進路選択におい

ては、家᪘の影響が最もきいが、進路に関する㈨ᩱや進学ඛへのゼ問もཧ考にしていることがࢃかった。また、上グ以

እの項目では、「࣍ームルーム担௵ඛ生とのヰし合い」「進路指ᑟ課のඛ生とのヰし合い」「ඛ㍮や人とのヰし合い」（す

べて 14人・15�1㸣）を選択した者が多かった。家᪘以እの人㛫では、学校のඛ生や人が卒業生の進路選択に一ᐃの影響

を与えていることがணされる。 
なお、๓節の「ྛ教科における学習」とྠ様に、ここでも「⏘♫」（2人・2�2㸣）、「総合」（8人・8��㸣）、「テー࣐◊究」

（0人・0�0㸣）といった科目は、ほとんど選択されていない。当時の 3年次における「テー࣐◊究」は、学における「卒

業◊究（卒業ㄽᩥ）」のような⨨࡙けであり、ྛ 教科にศかれて教科担当のඛ生による指ᑟで行ࢃれていたので、生ᚐた

ちの進路選択に直᥋結びつかないのも↓⌮はない。当時の2年次の「総合」も後期はインࢱーンシࣉࢵを中ᚰとした「進

路学習」を行っていたが、๓期はᾏእへの修学᪑行の事๓事後学習を中ᚰとした「ᅜ㝿⌮ゎ」というテー࣐で行っていた

ので、特に「進路」についてだけ 1年㛫学んだࢃけではない。 
そう考えてくるとやはり、⌮ゎしにくいのは「⏘♫」の結果である。総合学科において「ࣕ࢟リア」や「進路」を中ᚰ

テー࣐とする၏一のཎ๎履修科目である 1年次の「⏘♫」が、生ᚐたちの卒業時の進路選択にほとんど影響を与えていな

い、という結果はどう考えれࡤよいのだࢁうか。様ࠎな要ᅉが考えられるが、ここではとりあえࡎ以下の二つの点だけを

指摘しておくにとどめておきたい。 
一つはこれも๓節で指摘した点とྠ様の⌮由であるが、実施時期の問題が考えられる。「���」の科目選択の評価で見た

ように、当時の「⏘♫」のᤵ業では 1年次のኟఇみ๓に科目選択をさࡏるため、できる㝈りそのཧ考にさࡏようと、๓期

に進路に関する見学やㅮ₇などのイ࣋ントを画することが多かった。卒業生が在学時に 3年生になり、いよいよ自らの

進路をỴᐃしようとする時に、時㛫的な㛫㝸を考えると、1 年生それも๓期のኟఇみ๓を中ᚰに行った様ࠎな進路学習や

イ࣋ントなどを、どれだけの3年生が起するだࢁうか。 
もう一つは「⏘♫」という科目の⨨࡙けや性質、目的等に関ࢃることである。もちࢁん、「⏘♫」は総合学科の၏一の

ཎ๎履修科目として総合学科の「ࣕ࢟リア教育」を推進するᙺ割を期ᚅされている。ただし、一方で、総合学科では「⏘

♫」をཎ๎として入学年次である 1年次に行っているのは、この科目は卒業後のᑗ᮶の人生を考えるࣕ࢟リア教育科目で

あるとともに、総合学科の 3年㛫の学習の「入㛛科目」という⨨࡙けもあるからである。つまり、「⏘♫」という科目は

ᑗ᮶の人生を「長期的」など点で考えさࡏるとともに、とりあえࡎの科目選択や 2㹼3 年次の⣔ิにおける学習の‽ഛを

「▷期的」など点で行ࡏࢃる、という二㔜の、しかも▩┪したᙺ割を担ࢃされているのである。このような、主に「⏘♫」

という科目のᣢつᙺ割の「二㔜性」のために、総合学科におけるこの科目の実㊶がᅔ㞴をకうものになっているのではな

いかと考えられる。 

このような問題のඞ᭹には、「長期的」など点と「▷期的」など点を意㆑した、あるいは意㆑して୧者を関連さࡏた
、、、、、

実㊶

が求められているのではないだࢁうか。例えࡤ、ศ┴❧日田三㝰高校では「30ṓのࣞポート」という実㊶を行っている。

これは、総合学科教育を検証するためには「長期的」など㔝もᚲ要だというほ点から、卒業から 10年以上経過した卒業生

全ဨに㒑㏦で現在の≧ἣについての「ࣞポート」と、高校時代の学びと現在との関連についての「アンࢣート」の提出を

౫㢗するものである。これは総合学科改⦅当ึから計画されており、1期生が 30ṓになった 2009年度から㛤ጞされ 2020
年度で 11回目（11期生対㇟）を㏄える（「30ṓのࣞポート」については次のグ事をཧ↷のこと。͆ ඛ進校に学ࣕ࢟ࡪリア

教育の実㊶ ศ・┴❧ 日田三㝰高等学校 30ṓになった卒業生のࣞポートが≀ㄒる総合学科で㌟についた「ษ

りᣅくຊ」͇，ࣕ࢟リア࢞イࢲンス（リクルート），No�49，SS�2��29（2013））。 
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また、この実㊶の特ᚩは、卒業生からのࣞポートとアンࢣートの提出だけにとどまらない点である。まࡎ、㞟まったࣞ

ポートは「30ṓのࣞポート㞟」として一にまとめられる。さらに、の総合学科高校でも見られることだが、日田三㝰

高校では、年度ᮎに在校生による全学年合ྠの「総合学科බ㛤発表会」を㛤ദし、1 年㛫の総合学科における学習の㞟

成を行っている。1年次࠙)irst Stageࠚは「⏘♫」、2年次࠙Second Stageࠚと 3年次࠙7hird Stageࠚは「総合」での学習成果

を発表するࢃけだが、特筆すべきは、この在学生の発表の後に、ྠじ日にྠじ会ሙで
、、、、、、、、、

、卒業生の代表者数名（2019年度は

2 名）が在校生に向けて
、、、、、、、

発表をすることである。日田三㝰高校ではこの 30 ṓの時点を࠙)inal Stageࠚとᤊえ、ࣕ࢟リア教

育を在学中の 3年㛫という「▷期的」など点だけでなく、卒業後の 10年㛫（さらにはそれ以㝆も）をྵࡴ「長期的」など

点で考えている。これこそが本実㊶の最の特ᚩである。 
さらに、卒業後に 10 年以上も高等教育機関での学生生活や職業生活を経験した卒業生が、現在総合学科で学ࡪ後㍮の

在学生たちに対して、「在学時の総合学科での学び」と「現在までの職業生活」を関連さࡏて
、、、、、

発表を行うことは、卒業生本

人にとっては、自ศのࣕ࢟リアึ期である 20代のṌみをり㏉るⰋい機会になるし、それ以上に、在学生にとっても、現

在学んでいる学習内ᐜとᑗ᮶の職業生活を関連さࡏて
、、、、、

考える⤯ዲの機会になるのではないだࢁうか。つまり、日田三㝰高

校の実㊶は、「長期的」など点（ᑗ᮶の人生）と「▷期的」など点（高校の学習）を上ᡭく関連さ
、、、

てࡏ
、、

いるのである。ある

⛬度の長さの♫会生活を経た卒業生ならࡤ、「長期的」など㔝で自ศのࣕ࢟リアを考えることができるかもしれない。しか

し、この実㊶のඃれた点は、卒業生のࣞポート㞟を見たり、卒業生の発表を⪺くことによって、目の๓のヨ験や進⣭、あ

るいは卒業直後の進路ඛ
、、、、、、、、

といった「▷期的」など点で≀事を考えがちな在校生までもが、「長期的」など点で自らのࣕ࢟リ

アをよりリアルに考えることができる点ではないだࢁうか。 
 
��� 㐍㊰㑅ᢥࡢᏳ㐍㊰ᣦᑟࡢ要ᮃ 
 最後に、卒業生が高校卒業後の進路を選択する㝿にᝎんだり不安に感じたこと、そのようなᝎみなどを踏まえて当時の

$校の進路指ᑟにあれࡤよかったと思うことを合ࡏࢃて見ていく。表 5は 2つの質問に対する回⟅で選択者の多かった項

目の上 5つを示したものである。 
 

表 5 「進路選択の不安」と「進路指ᑟへの要ᮃ」の対ẚ（上 5 つ） 

 進路選択の不安 進路指ᑟへの要ᮃ 

① 
・自ศが何に向いているかศからなかった 
（34人・3���㸣） 

・職ሙ見学の機会をもっとసってほしかった 
・自ศが何に向いているかをもっと教えてほしかった 

（31 人・33�3 㸣） 
ͤ2項目ともྠ数・ྠ⋡で 1 

② 
・進学ඛやᑵ職ඛの実がศからなかった 
（33人・35�5㸣） 

③ 
・進学ඛや業などの報をどうやってᡭに入れた

らよいかศからなかった（20人・21�5㸣） 
・ປ体験学習の機会をもっとసってほしかった 
（24 人・25�8 㸣） 

մ 
・もっとࡺっくり考えたかった 

（12人・12�9㸣） 
・ඛ㍮の体験ㄯを⪺く機会をもっとసってほしかった

（20人・21�5 㸣） 

յ 
・ᑗ᮶の職業生活と進学ඛとの関連がศからなかっ

た（9人・9�7㸣） 
・ᑗ᮶の事にᙺ❧つ▱㆑や技術をもっと教えてほしか

った（19人・20�4 㸣） 

注）「特にない」（進路選択の不安：25 人・2��9㸣、進路指ᑟへの要ᮃ：14人・15�1㸣）も↓どできない数であるが、この

表では㝖እしている。 
 
 まࡎ、「不安」では、①「自ศの㐺性」と②・③「進路ඛの報」に関する項目が上3つを༨めた。次にྑഃの「要ᮃ」

に目を⛣すと、興῝いことに、ྑഃの「不安」とྠ様に、①「自ศの㐺性」と①・③・մ「実㝿の職ሙ」に関する項目

が୪んでいる。これらの結果は、高校卒業時の進路選択おける「自ᕫと者」「ಶ人と♫会」の関ಀの㔜要性を示唆してい

る。♫会に出る๓に「自ศとは何者か」を問い、♫会の様ࠎな職業・学問ศ㔝における「自ศの㐺性」についてᚲṚで考
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えᝎんでいた卒業生のጼが像できる。そのような不安やᝎみなどから、ඛ㍮から職ሙのヰを「㛫᥋的」に⪺くことや、

あるいは実㝿に職ሙ見学や体験を「直᥋的」に経験することをᮃんでいたのではないだࢁうか。そのような「直᥋的」ま

たは「㛫᥋的」な事に関する学習を通じて、ᙼらは「♫会」をより῝く⌮ゎし、「自ศの㐺性」についてもよりṇ☜にᢕ

ᥱしたかったのではないかと考えられる。 
 上グ以እの項目では、୧質問ともに 5␒目に「学習内ᐜと職業生活」との関連に関する項目がきている。これは、๓節

の「⏘♫」のศᯒでも見た「長期的」など点と「▷期的」など点に関ࢃる問題である。高校入学後の科目選択や学習、さ

らには卒業後の進学ඛのศ㔝選びなどは、ẚ㍑的「▷期的」な活ືであるが、自ศの生ᾭをかけてどのような職業にᑵき、

どのようなാき方をするかを考えるには「長期的」など点がᚲ要である。これらの「不安」と「要ᮃ」の組み合ࡏࢃは、

これも๓節で指摘したように、総合学科のࣕ࢟リア教育や進路指ᑟにおいて、「長期的」など点と「▷期的」など点をどう

関連けるかが課題であることを示唆しているのではないか。また、「不安」の 4にある「もっとࡺっくり考えたい」と

いう意見は、「���」の科目選択で見たように、主に「⏘♫」における科目選択の時期についての不満を指すものと考えら

れる。 
 
�．ㄪᰝ⤖ᯝࡲࡢめ 
 
 ⧞り㏉しになるが、今回の第 2回卒業生調査（質問紙）で明らかになった主な点を以下に示しておこう。 
 
（1）現在のົの≧ἣ（ṇ♫ဨ㸩自Ⴀ 82�8㸣） 
 ほとんどの回⟅者は概ࡡ安ᐃした㞠⏝≧ែにあるものと考えられる。 
（2）めඛのつᶍ（中つᶍ㸩小つᶍ 59��㸣） 
 ാいている人の半数以上がいࡺࢃる「中小業」でാいている。 
（3）めඛの満足度（事内ᐜ 75�2㸣 㸺 人㛫関ಀ 83�1㸣、通時㛫 7��4㸣） 
 「事内ᐜ」そのものよりも、人㛫関ಀや通時㛫などの「職ሙ⎔ቃ・᮲௳」に対する満足度が高い。 
（4）転職の≧ἣ（転職経験あり 45�2㸣、そのうち 1㹼3回の転職 8��0�㸣） 
 半数近くがこれまでに転職を経験しているが、ほとんどの者は 3回以内の転職回数であった。 
（5）職業選択のᇶ‽（▱名度 8��㸣、イ࣓ージ 11�8㸣 㸺 興・ዲみ 51��㸣、能ຊ・㐺性 43��㸣） 
 約半数が会♫の▱名度などのእ的な᮲௳よりも、自ศの興や能ຊを㔜どした職業選択を行っていた。 
（�）職業ほ（経῭ 98�9㸣、ಶ人 87�1㸣 㸼 ♫会 71�0㸣） 
 経῭的ഃ㠃（生計⥔ᣢ）やಶ人的ഃ㠃（人生充実）にẚべ、♫会的ഃ㠃（♫会㈉⊩）への意㆑がややపい。 
（7）総合学科への満足度（満足㸩ほࡰ満足：総合学科 77�4㸣、時㛫割 72�0㸣、進路ඛ73�1㸣） 
約 8割が総合学科での学び全体に満足しており、約 7割が自らの科目選択や卒業後の進路にも満足している。 

（8）$校に入学してよかったか（そう思う㸩まあそう思う 81�7㸣） 
 約 8割が現時点からุ᩿して$校に入学してよかったと感じている。 
（9）科目選択の時期と満足度（そう思う㸩まあそう思う：時期が早い �5��㸣、ዲきな科目を選択 80��㸣） 
 7割近くが科目選択の時期が早いと感じているが、一方で約 8割が思い通りの科目を選択することができたとしてい

る。 
（10）科目選択のᇶ‽（そう思う㸩まあそう思う：⣔ิ 78�5㸣、職✀ู例 �7�7㸣） 
 8割近くが科目選択の㝿に「⣔ิ」をཧ考にし、さらに7割近くが職✀ูの時㛫割例があれࡤよかったとしている。 
（11）ྛ教科への評価（ຠ⏝感：⚟♴ 19�4㸣、報 18�3㸣）（ᚲ要感：እᅜㄒ・ⱥㄒ 37��㸣、数学 22��㸣） 
現在の事等にᙺ❧っている教科としては⚟♴、報などの職業科目、在学中にもっと学習しておけࡤよかったと後

している科目としてはⱥㄒ、数学などの普通科目を挙げるものが多い。 
（12）進路選択への影響（家᪘ 2��9㸣、進路㈨ᩱ 18�3㸣、学校見学や体験入学 1��1㸣 㸼 ⏘♫ 2�2㸣） 
 高校卒業時の進路選択においては、家᪘の影響が最もきく、進路㈨ᩱや進学ඛへのゼ問も影響を与えていたが、一方

で「⏘♫」はほとんど影響を与えていない。 
（13）進路選択の不安（㐺性3���㸣、進路ඛの実 35�5㸣、進路ඛの報 21�5㸣） 
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 自ศの㐺性や進路ඛの報に関して不安やᝎみを感じる者が多い。 
（14）進路指ᑟへの要ᮃ（㐺性 33�3㸣、職ሙ見学 33�3㸣、ປ体験 25�8㸣、ඛ㍮の体験ㄯ 21�5㸣） 
 自ศの㐺性や職ሙの実を▱るための学習に対する要ᮃが多い。 
 
 にࡾࢃ࠾．�
 
本稿ではある総合学科高校における事例調査の結果を見てきたが、総合学科というシステムを検証することは、高校教

育が今後どのような方向に進ࡴのかについても㔜要なㄽ点を示しているように見える。高校教育が普ཬし、ㄡもが高校に

進ࡴようになった現代において、学校は࢝リࣛࣗ࢟ムのどこまでをඹ通に学ࡏࡤ、どこまでを生ᚐの選択に௵ࡏるのか。

生ᚐは何をᇶ‽に科目や進路を選択し、教ᖌは何を指㔪に生ᚐのそのような「選択」をᨭすべきなのだࢁうか。アࢹ࢝

普通科が7割（生ᚐ数）を༨める現在の学科ᵓ成が、高校生の実ែに合っていないことは☜かࡪクな内ᐜを中ᚰに学ࢵ࣑

である。ただし、現在の高校教育改革が目指しているように、普通科を再⦅して新しい学科を新設しても、普通科内に新

たな「ࢥース」がቑえるだけである。求められているのは、「普通科の多様化」ではなく、後期中等教育全体の再検討であ

り、高校教育の意⩏そのものの検証である。 
ෑ頭で⤂介した自民党の教育再生実行本部の「第十二次提言」では、「普通科の多様化」がᚲ要とされる現≧と⌮由に

ついて次のようにㄝ明している。 
 
 「普通科は、多くが೫差್で㍯ษりされ、全ဨに学入ヨ等にᅔらない指ᑟをしようとするあまり、生ᚐの能ຊやಶ

性に十ศに対応できておらࡎ、このことが学習意欲にも影響。͐生ᚐのᡯ能をఙࡤす教育や実ែに応じたᨭ等に㔜

点的にྲྀり組めるよう、೫差್や学入ヨの࿚⦡からゎᨺすることがᚲ要であり、普通科の在り方を見直し、新たな

枠組みを創設する」（下線部はཎᩥ） 
 
 上グの指摘にもあるように、一部のエリート校を㝖く多くの普通科高校において、学習内ᐜが生ᚐの興・関ᚰや学

ຊと㞳し、それにకい、教ᖌの生ᚐ指ᑟや進路指ᑟという事もᅔ㞴な≧ែに㝗っていることは像に㞴くない。し

かし、そのゎỴを普通科内、つまり普通科「のみ」の見直しでりษࢁうとするのは、あまりにも「中途半➃」な改革

ではないだࢁうか。⩏ົ教育と♫会（職業世⏺あるいは学等の高等教育）をつなࡄ高校教育（後期中等教育の部

ศを༨める）は、㟷年期の進路選択に与える影響を考えても、今後も一ᒙ㔜要なᙺ割を果たすと考えられる。生ᚐ指ᑟ

や進路指ᑟだけではなく、その中ᚰ的な機能である学習指ᑟ（教科指ᑟ・࢝リࣛࣗ࢟ム）までもが、ࡈく一部の進学校

を㝖く高校教育全体で「機能不全」の≧ែに㝗っているとするならࡤ、もはや普通科の再⦅（ࢥースの多様化）という

「応ᛴฎ⨨」だけでは対応できないであࢁう。ほࡰ全ᅜ民が学ࡪ「‽⩏ົ教育機関」となり、学習内ᐜと進路選択の୧

㠃において「多様化」した高等学校の現≧に対応するためには、高校教育関ಀ者は総合学科という「実験的な」ヨみの

成果と課題にもっと目を向けるべきなのではないだࢁうか。 
 
グ 
本◊究は -3SS科◊㈝ 1�K04�34 のຓ成を受けた◊究成果の一部である。 
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概念的サビタイジングの指導がたし算の自動化に与える効果 
 

佐囲東 彰 

 
Effect of Instruction in Conceptual Subitizing on Addition Automaticity 

 
Akira SAITOU 

 

要  約 

小学校２年生の男児を対象に，概念的サビタイジングの指導がたし算の自動化に及ぼす効果を検証した。対象児は，た

し算の下位スキルである計数行動では，半具体物が３個でも常にカウンティングを行っていた。さらに５までのたし算も

カウントオール方式を用いていた。そのため最初に，同時処理型ドットパターン刺激※１による５個までの概念的サビタイ

ジングを指導した。その後，➀式とドットパターン刺激の同時提示によるたし算の指導，②式のみでのたし算を指導した。

結果は５個までの概念的サビタイジングは達成され，この時点の評価テストではたし算の解答時間は有意な短縮が認めら

れた。その後，式とドットパターン刺激を同時提示し指導を重ねるとたし算の自動化が達成できた。対象児にとり概念的

サビタイジングの指導及びドットパターン刺激の同時提示によるたし算の指導は，５までのたし算の自動化に有効であっ

たと推察された。 
 

キーワード：概念的サビタイジング，同時処理型ドットパターン刺激，たし算の自動化 
 
１.  問題と目的 

 
比較的少ない具体物，半具体物の個数を把握する場合，一つずつ数える方法（以下，カウンティング：counting）と一見
し瞬間的に個数を把握する方法（以下，サビタイジング：subitizing ）がある（Chi＆ Klahr,1975（1）；Gelman ＆ Gallistel ,1978 
/1989(2)）。サビタイジングが可能な個数は比較的小さく，成人で４個（酒井・藤井,2007(3)），５個（Chi＆Klahr，1975(1)），５

個あるいは６個（Gelman ＆ Gallistel ,1978/1989(2)） まで ，５歳児では３個（Chi＆ Klahr，1975(1)），４個（Starkey ＆Cooper，
1995(4)；Benoit，Lehalle，＆ Jouen，2004(5)）まで，という結果が示されている。 
サビタイジングとカウンティングでは，反応時間の差異が報告されている。サビタイジングでは個数が一つ増えるごと

に反応時間は40〜100ms しか増加しない。しかし，４ないし５より大きい個数ではカウンティングが行われ，個数が一つ
増えるごとに約 250〜350ms 反応時間が増加する。こうしたサビタイジングとカウンティングの反応時間の違いから両者
は異なる情報処理過程によると考えられている（Starkey ＆Cooper，1995(4)；Benoit，Lehalle，＆ Jouen，2004(5)）。また，保

存概念を獲得していない新生児でもサビタイジングができ，小さな数の識別が可能であることが示されていて，サビタイ

ジングは数学的プロセスを伴わない単なる知覚過程であることが指摘されている(Strauss & Curtis,1981(6)）。サビタイジング

は 自動的で視空間的な知覚処理過程として，カウンティングは意識的で言語的な処理過程として研究されている（郷式・
渡邉,2011(7))。 
もう一つのサビタイジングとして，概念的サビタイジング（conceptual subitizing）がある（Clements & Sarama,2014(8); 中橋・
岡部,2019(9)）。概念的サビタイジングは「数の集合を全体や集合を構成する部分として瞬時に認識する過程からなる」と定

義している。さらに，概念的サビタイジングは，単なる知覚過程ではなく，学習により習得されると考えられている

（Clements & Sarama,2014(8);中橋・岡部,2019(9))。例えば「●●●○○」のような丸があれば，概念的サビタイジングでは，
部分を構成する●が３個，○が２個あり，全体として５個と認識する。 

Clements & Sarama (2014)(8)，中橋・岡部（2019）(9)は，概念的サビタイジングについて，遊びを通し，学習することが，

豊かな数感覚や就学後の算数学習の観点から重要であると指摘している。 
そして，中橋・岡部（2019）(9)は，概念的サビタイジングは見え方による影響，つまりドットの配置や色による影響が

大きいことを指摘している。ドットが一直線に並べられた課題やドットが単色の課題では，概念的サビタイジングを促す
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課題としては㐺ษではなく，㛗方ᙧや「●●●○○」な色のኚ化をい，数の集合を全体と部分として提示するᕤኵが

概念的サビタイジングを促すと報告している。概念的サビタイジングは，数学的プロセスを伴う可能ᛶがあること，意識

的な情報処理過程である可能ᛶが指摘されている（Clements & Sarama,2014(8); 中橋・岡部,2019(9)）。しかし，概念的サビタ

イジングの情報処理過程，反応時間の差異な᫂☜になっていない部分もከい。 
⇃㇂(2012)(10)は，概念的サビタイジングの型に㛵し， 10までの数を５という，より小さな見えやすい単位に༊ษり，５
個ずつ２ẁに⾲す同時処理型ドットパターン刺激※１を提している（ᅗ3）。 
ḟにサビタイジングのᅔ㞴さとたし算の㛵ಀについてである。⇃㇂・ᒣᮏ（2016）(11)は，たし算のṇ答⋡が㧗い⩌（以

下，㧗⩌）とపい⩌ （以下，ప⩌）のサビタイジング課題のṇ答⋡を比較した。その結果，ప⩌では，ドットが５までの
把握すらṇ答⋡が100�にᒆかず，また，２まではサビタイジングを用することができるが，３以ୖになると反応時間が
ᛴ激にのびていた。このことから，サビタイジングとたし算のⱞᡭさとの㛵㐃ᛶが指摘された。 
さて，計算は小さな数の計算（以下，ᬯ算）と大きな数の計算（以下，➹算）に大別され，ᬯ算は加ῶ法ではが20ま
で，㝖法ではの⠊囲の数をᢅい，➹算はᬯ算でᢅった数より大きな⠊囲の数をᢅうと定義されている（⇃㇂,2009)(12)。 
ᬯ算では，ṇ☜にできるࡅࡔではなく，⣲᪩く，ὶᬸにできることの重要ᛶが指摘されている（Binder,1996(13);Gersten & 

Chard,1999(14);㔝⏣・ᯇ見,2010(15); ┿ྡ℩・ᮅ岡・㔝࿅,2014(16)）。「ṇ☜にできるࡅࡔではなく，⣲᪩く，ὶᬸにできること」

と同義の用語として，自動化がある（㧗⏿,2014(17)）。自動化とは，「式を見るࡅࡔで瞬時に答えを㉳できるࣞ࣋ル」と定

義されている（Binder,1996(13);Gersten & Chard,1999(14);㧗⏿,2014(17)）。 
ᬯ算の自動化は，以下の５つの過程を⤒ることが示၀されている（⇃㇂,2012）(10)。ձ数処理の成❧(数モをၐえる，数モ
をၐえながら個数を数える，数モと数Ꮠの対応ができる。この୕㡯㛵ಀが成❧する)，②具体物から半具体物，半具体物か
ら数モ・数Ꮠのス࣒ーࢬなኚ，ճ࠾はࡌきなの具体物を᧯సし，計算の⤌みの理解，մ計算に伴う数的᧯సを㢌

の中で行う。な࠾，このճմの過程で指をった数的᧯సを行うことが報告されている（⇃㇂,2012）(10)。このճմの過程

をఱᗘも⧞り㏉し，最後に，յ数的ᐇが㛗ᮇグ᠈され，ᬯ算の自動化が成❧する。そして，ୖグの過程を⤒ることによ

り，20までの加法に࠾いて数える方␎（count�based strategy）からᬯ算というグ᠈にᇶ࡙く方␎（memory�based strategy）
とⓎ達する（ఀ藤,2001(18)；⇃㇂,2012(10)）。ᬯ算の自動化の成❧過程の中でサビタイジングは，数処理の成❧，具体物から半

具体物，半具体物から数モ・数Ꮠのス࣒ーࢬなኚ過程及び半具体物の⾲象にᇶ࡙き㢌の中でたし算の数的᧯సを行う

過程に㛵与していることが考えられる。 

さて，ᬯ算の自動化を促す有効な方␎は大きく２つに分㢮される。 
一つの方␎は数モをၐえる，数Ꮠをㄞࡴ，個数を数えるなの下位スキルを指導することにより，計算の自動化を促㐍

する方␎である。例えば，㔝⏣・ᯇ見（2010）(15)は，かࡅ算の➹算に࠾いて自動化ができるためには，下位スキルである

なの自動化が㛵㐃していると指摘している。 
もう一つの方␎は，ᬯ算をグ᠈さࡏる方␎である。例えば，┿ྡ℩・ᮅ岡・㔝࿅（2014）(16)の研究では，対象児が指を

用し，数える方␎（count�based strategy）で行っていた計算式のう３，ࡕつのᇶ♏的数的ᐇを㑅定し，言語的学習により
グ᠈にᇶ࡙く方␎（memory�based strategy）⛣行できるかを検証した。具体的には 「３ ・ 㸵 ・ 10」なの数的ᐇに
ついて，のようにఱᗘもㄞみୖࡆながらグ᠈する方␎を行った。その結果，単⣧に計算を⧞り㏉す方␎より，言語的

学習を行った方がたし算の自動化に効果があったことが示၀された。 
ᬯ算をᬯグさࡏる方␎は，たし算のᬯ算が成❧するまでの過程のᅔ㞴さは考៖ࡏず，直᥋的に，たし算をグ᠈さࡏる方

␎を᥇用している（┿ྡ℩・ᮅ岡・㔝࿅；2014）(16)。ඛグしたように，⇃㇂・ᒣᮏ（2016）(11)はサビタイジングとたし算の

ⱞᡭさとの㛵㐃ᛶを指摘している。このような指摘からも概念的サビタイジングの指導がたし算の自動化に与える効果を

検証することは重要ࡔと考える。 
しかし，ඛ行研究から，たし算の下位スキルにヱᙜする概念的サビタイジングを指導することが，たし算の自動化に影

響するかをᐇ証的に検証した研究は見ᙜたらない。 
ᮏ研究では，対象児は，５までのたし算の自動化ができていなかった。さらに，たし算の下位スキルである具体物，半

具体物の個数把握では，１から３までの個数でもカウンティングを行っていた。このようなᐇែを示す児を対象に，視覚

的な情報である同時処理型ドットパターン刺激を用し，５までのたし算の指導をヨみ，以下の２つを検ウした。➀同時

処理型ドットパターン刺激を用し，５までの概念的サビタイジングを指導し，５までのたし算の自動化に与える効果に
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ついて検ウする。②概念的サビタイジング指導で用したドットパターン刺激を用い式と同時提示することによるたし算

の自動化の効果を検ウする。 
 
㸰.  ᪉ἲ 

2.1 対象児 
対象児（以下，㸿児）は，小学校２年にᅾ⡠する男児であった。指導㛤ጞ時には，生ά年㱋㸵歳２か᭶であった。視覚，

⫈覚には異≧はなかった。ᕥᡭに㍍い㯞⑷があり，物をつまࡴ➼，⣽かなసᴗがᅔ㞴であった。しかし，➹グ場㠃では，

用⣬をᢲさえ，᭩くことにはၥ題はなかった。་⒪ᶵ㛵によりⓎ達㞀ᐖのデ᩿はなされていなかった。 
2.2  ッ 
５までの加ῶ法でᬯ算に時間がかかる。ᮏ人，保ㆤ者は，まず５までの数で加ῶ法のᬯ算が⣲᪩くできるようになりた

い，その後，10までのᬯ算ができるようになりたいとッえていた。 
2.3  指導者 
➹者が，大学のᆅᇦᨭの一⎔としてᨭを行った。➹者のᙺは，㸿児の算数の学習㠃，認知㠃について，๓セ

ス࣓ントをᐇし，指導方法，指導ᡭ㡰を保ㆤ者と┦ㄯしながら⟇定することであった。またᩍᮦのస成も行った。直᥋

的な指導ᐇ者は➹者，保ㆤ者であった。また➹者は，指導の結果を㏲ḟ，保ㆤ者から࣓ール，㟁ヰ，㠃ㄯでཷࡅ，情報の

ඹ有を行い指導方法のᚤಟṇを行った。 
2.4  指導ᮇ間 
 指導ᮇ間は;年4᭶から６か᭶間であった。指導後，10か᭶のᮇ間を空ࡅて࢛ࣇローップをᐇした。 
指導ᮇ間に࠾いては，㸿児が１㐌間に２ᅇ（Ỉ᭙᪥，㔠᭙᪥）ᨺ課後，≉別ᨭ学校に᮶校し，評価をྵめ，30分間の
個別指導をᐇした。ᐙᗞでも保ㆤ者と学習を行った。分ᯒ対象は≉別ᨭ学校での指導のみを対象にした。 

2.5  算数に㛵するセス࣓ント 
数処理では，数ၐはス࣒ーࢬに 100以ୖは数えることができた。数モと数Ꮠの࣐ッࢳングも 4᱆でできた。また具体物
の計数行動はࡺっくりࡔが，ṇ☜にできた。 
 数モ・数Ꮠと分㞳㔞の࣐ッࢳング（例：࠾はࡌき㸵個と㸵の数モ・数Ꮠの࣐ッࢳング），数モ・数Ꮠと㐃⥆㔞の࣐ッࢳン

グ（例：㛗さ４cmの⣬テープと㛗さ㸶cmの⣬テープを見ࡏて，ࡕらが２でࡕらが４ですか）はできていた。 
具体物から半具体物の࣐ッࢳング（例：みか10ࢇ個とドット10個）はできていた。 
ドットパターン刺激と数モ・数Ꮠの࣐ッࢳングは，ドットを数えて数モ・数Ꮠとの࣐ッࢳングを行っていた。Ẽになる点

として，３個までの半具体物のサビタイジングができず，カウンティングを行っていた。また，具体物（࠾はࡌき）をᮘ

ୖにࣛン࣒ࢲに置いた場合もカウンティングをしていた。 
10までのたし算では，すべての計算で時間がかかっていた。例えば２㸩１のように1ࡅࡔ増える計算をするときも，వ
ⓑにࠐを᭩いて全てのࠐを数えるカウントオール方式をっていた。そのため，ᬯ算は時間がかかっていた。具体物を用

いて，10までのたし算のᡭ⥆きを☜認した。例えば５㸩３㸻㸶では，ṇ☜に࠾はࡌきを⛣動さࡏていた。 
２᱆のたし算の➹算では，ᡭ⥆きを理解していたが解答に時間がかかっていた。ࡦき算のᬯ算，➹算では，数えࡦき方

␎を用いて行っていた。➹算もᡭ⥆きを理解していたが，たし算と同ᵝ，解答までに時間がかかっていた。 
2.6  ᚰ理検ᰝの結果 

:ISC�ს：結果はᅗ１のようであった。全検ᰝ I4は 92であった。ᖹᆒ的な認知能ຊであった。指ᶆࣞ࣋ルのࢹィスࢡ
ࣞパࢩー比較では， ࣡ーキング࣓ࣔࣜ（:ISC�ს）71ဵ2は，言語理解107，知覚推理104と比較すると15�Ỉ‽で有意な
差があり，かつᶆ‽ฟ⌧⋡が言語理解との比較では1�1�，知覚推理とは1�5�であった。࣡ ーキング࣓ࣔ （ࣜ:ISC�ს）は
有意かつ㢧ⴭにపく，ⱞᡭさがあった。下位検ᰝでは，数ၐ5，語㡢ᩚิ5であり:（ᙅ点：Zeakness）であった。ᶆ‽ฟ
⌧⋡は２㸣から５㸣であった。２つのことを同時に処理する࣡ーキング࣓ࣔࣜဵ3のᅔ㞴さが推察された。さらに算数４で

2೫差以ୖపかった。ᬯ算のⱞᡭさ，࣡ーキング࣓ࣔࣜのⱞᡭさが推 された。 
KABC�ჟ：結果はᅗ２のようであった。認知⥲合ᑻᗘ 87と習得⥲合ᑻᗘ 93で有意差はなかった。認知処理ᑻᗘの中で
は，個人ෆ差の比較では，⥅ḟ処理71はの３つの認知処理ᑻᗘと比較し５㸣Ỉ‽で有意にపかった。情報を一つ一つ㡰
␒に処理する能ຊ，短ᮇグ᠈がⱞᡭなことが推 された。同時処理，計⏬ᑻᗘは個人ෆ差で3Sであり，」数の情報を同時

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ᅗ 1 WISC-ϫの結果 
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に処理することはඃ位なຊであると考えられた。習得ᑻᗘでは，算数ᑻᗘ73であった。個人ෆ差の比較では，算数ᑻᗘは，
の習得ᑻᗘと比較し1㸣Ỉ‽で有意にపかった。また算数ᑻᗘの下位検ᰝである数的推ㄽ，計算は，認知ᑻᗘと比較し，
5㸣Ỉ‽で有意にపい結果となった。ᤵᴗ場㠃では，ᩥ ❶ၥ題の解答のᅔ㞴さ，計算では，10までの㊊し算でも数えたし方
␎を用しているᐇែがあった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ᅗ 2 KABC-ϩの結果 
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2.�  指導௬ㄝ 
㸿児は，ドットパターン刺激の３までの個数のサビタイジングができず，個数を数えていた。そのため，最初に，ドッ

トが５個ずつ２ẁに配置され，●۵で個数を⾲示する同時処理型ドットパターン刺激（以下，ドットパターン刺激）を

用し，概念的サビタイジングの指導を行うこととした。そして，たし算の下位スキルである概念的サビタイジングを促㐍

さࡏることが，数モ・数Ꮠに対応した半具体物の⾲象につながり，結果的にたし算の解答時間の短縮につながると௬定し

た。 
また，A 児は，指を用し┠に見えるᙧでたし算の数的な᧯సを⧞り㏉す⤒㦂が㊊していた。さらに࣡ーキング࣓ࣔ
ࣜのⱞᡭさから，半具体物を㢌の中で数的に᧯సし，たし算をすることのᅔ㞴さがあると推察した。そのため，たし算で

は，○を᭩き，数えたし方␎を用し，解答に時間がかかっていると考えられた。また，⫈覚的短ᮇグ᠈のⱞᡭさから，

㡢ኌ言語をᡭがかりに，短ᮇグ᠈し，覚える方␎にはⱞᡭさがあると推察された。 
以ୖのことから，A 児のたし算の指導は，式とドットパターン刺激を同時提示し，視覚情報をᡭがかりに行うこととし
た。指導過程は，➀ドットパターン刺激を見ながら，指の௦わりに࠾はࡌきを用し，たし算の数的な具体的᧯సを行う

指導をᐇする，②式と解までのドットパターン刺激の同時提示で解答する，ճ式とドットパターン刺激のみの提示で解

答する，մ最⤊的には式のみの提示で解答するという㡰␒で指導を行うことにした。 
ドットパターン刺激を見ながらたし算をすることは， ࣡ーキング࣓ࣔࣜのⱞᡭさがある㸿児の有効なᨭになると考
えた。その結果，数える方␎（count�based strategy）からグ᠈にᇶ࡙く方␎（memory�based strategy）と⛣行でき，結果，
５までのたし算の自動化が達成されると௬ㄝを❧てた。 
2.�  ᩍᮦ 
概念的サビタイジング課題及びたし算課題は学校とᐙᗞで，ඹ通して指導できるように0icrosoft♫の3oZer3ointでస成
した。課題提示は13�3インࢳのᾮᬗ⏬㠃を有するࣀート型3Cで行った。 

�1�概念的サビタイジングのᩍᮦ：概念的サビタイジング課題に用いるドットパターン刺激は５個を２ẁに配置した。ド
ットは直ᚄ３，●と○が提示され，数えるドットは㯮で提示した（ᅗ３）。ドットパターン刺激提示後，ࣜࢡッࢡすると

ṇ答の数Ꮠが提示される。ḟにࣜࢡッࢡするとḟのドットパターン刺激が提示される。１から５までのドットパターン刺

激がࣛン࣒ࢲに２ၥずつ提示され全部で10ၥであった。10ၥ⤊するごとに「２かいめ」「３かいめ」と提示されḟの10
ၥが㡰ḟ提示される。合計30ၥで構成されている。な࠾，ᮏ研究では５までの概念的サビタイジングの指導であるが，ᑗ
᮶，10まで指導をすることを考៖し，見ᮏとしてA児に提示するᩍᮦは10までのドットパターン刺激をస成し用した。 

(2)たし算ᩍᮦ：５までのたし算はᅗ４のᩍᮦを用いた。たし算課題は，➀式のみが提示される。②ࣜࢡッࢡすると式に
対応したドットパターン刺激が提示される。ճ解となるドットパターン刺激が提示される。մ解である数Ꮠが提示される。

５までのたし算は，10ၥ（１㸩１，１㸩２，１㸩３，１㸩４，２㸩１，２㸩２，２㸩３，３㸩１，３㸩２，４㸩１）ᐇ
した。 
2.�  概念的サビタイジングの達成ᇶ‽ 
概念的サビタイジングは,知覚過程であるサビタイジングと意識的な情報処理過程であるカウンティングのように，個数
が一つ増えるごとの反応時間の差は᫂☜になっていない（Clements & Sarama ,2014(8);中橋・岡部,2019(9)）。そのため，概念的

サビタイジングの達成ᇶ‽として２つのᇶ‽を᧯స的に定義した。 
➨１のᇶ‽として，ཧ考にしたのは，⇃㇂・ᒣᮏ（2016）(11)のドットの一┠把握課題である。タࣞࣈット➃ᮎを用し，

ばらばらに配置されたドットの個数を⏬㠃に提示された」数の数Ꮠの中からṇ答を㑅ᢥし，タッࢳする課題であった。た

し算，ࡦき算に࠾いて，１年生から４年生までの計算が自動化されている⩌（㧗⩌ṇ答⋡）では，解答ᖹᆒ時間は，ドッ

ト数１から４は約 1�5⛊，５は約 2�5⛊であった。合計 8�5⛊であった。10ၥ行うと約 17⛊であった。ᮏ研究にࡅ࠾る➨
１の概念的サビタイジングの᧯స的な達成ᇶ‽は，この⇃㇂・ᒣᮏ（2016）(11)の研究をཧ考に，A児のᐇែ，概念的サビタ
イジング課題のドット配置のつ๎ᛶ，解答をグධする時間を考៖し，評価テスト（ᅗ５：５✀㢮î２ၥ）で，全ၥṇ答，解
答時間20⛊以下が３ᅇ㐃⥆であれば➨１の達成ᇶ‽をࣜࢡできたと᧯స的に定義した。 
➨２の達成ᇶ‽としてཧ考にしたのは，一⯡的なサビタイジングの評価である。Akin & Chase（1978）(19)，Trick &  

3ylyshyn（1993）(20)の研究では，サビタイジングでは個数が一つ増えるごとに反応時間（reaction time：以下 5T）は 40〜
100ms しか増加しない。しかし，カウンティングが行われる場合は,個数が一つ増えるごとに約250〜350ms 反応時間が増
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加すると指摘している。ᮏ研究に࠾いては，評価テストでୖグの᧯స的に定義した➨１の達成ᇶ‽をࣜࢡした時点で，

ドット数の増大に伴うᖹᆒ5Tの増加をồめ，ドット数の増大に対してᖹᆒ5Tが 大きく増加するഴྥに╔┠してサビタ
イジングかྰかをุ別した。中橋・岡部（2019）(9)の研究ではᖹᆒ5Tの差が 0�2⛊以ෆであれば，サビタイジングしてい
ると評価していた。ᮏ研究でもこの評価をཧ考にし，ᖹᆒ5Tの差が0�2⛊以ෆ，ㄗ答なしが➨2の達成ᇶ‽をࣜࢡした
とุ᩿した。 
な࠾個数ごとのᖹᆒ5Tの差は，プࣞテスト，➨１の評価ᇶ‽の達成後，)Uᮇの3ᅇ評価した。また，この㝿，つ๎
配置，同時処理型ドットパターン刺激の２つを評価した。 
ᖹᆒ5Tの算ฟは，3oZer3ointのスࣛイドࣙࢩーのグ㘓ᶵ能を用い100分の１⛊まで計 した。A児に同時処理型ドット
パターン刺激（ᅗ６），つ๎配置（ᅗ㸵），をࣛン࣒ࢲに５ၥ�３ᅇᐇする。ドットパターン刺激の⏬㠃がฟて，ཱྀ㢌

でᅇ答し，自分でࣜࢡッࢡスイッࢳ（直ᚄ 7cm）をᢲし，ḟのドットパターン刺激のၥ題に⛣る。⏬㠃࿊示から，ḟの⏬
㠃࿊示までの時間がグ㘓される。これを３ᅇ計 し，ᖹᆒ5Tを評価した。これに加えᅇ答しているᵝᏊをビࢹオ影し，
答えている㡢ኌ，しࡄさなをグ㘓した。 
➨１の同時処理型ドットパターン刺激の評価テスト，➨２のྛ個数のᖹᆒ 5T のᇶ‽の２つをࣜࢡできると概念的サ
ビタイジングが達成できたと᧯స的に定義した。 
2.1�  たし算の自動化の達成ᇶ‽ 
５までのたし算の評価テストは，プࣜントでᐇした。指導ᮇ➀ではドット提示᮲௳で，指導ᮇ②ではドット㠀提示᮲

௳でඛグの10ၥをᐇし，解答時間，ㄗ答数を評価した。 
たし算の自動化は，⇃㇂・ᒣᮏ（2016）(11)によれば，２年生のたし算の反応時間は１ၥあたり1�95⛊，ṇ答⋡は86㸣で
あった。この結果から，自動化達成のᇶ‽を10ၥの評価テストでṇ答⋡85㸣以ୖ，解答時間20⛊以下を3㐃⥆とするこ
ととした。 
2.11  ᡭ⥆き 
ᮏ研究のᡭ⥆きは，ᅗ㸶のようにᐇした。 
プࣞテストでは，５までのドット㠀提示᮲௳のたし算の自動化について評価テストをᐇした。 

�1�概念的サビタイジングの指導：BL ᮇでは，同時処理型ドットパターン刺激の概念的サビタイジング課題の評価テスト
をᐇした。それに加え，つ๎配置のドットパターン刺激，同時処理型ドットパターン刺激のドット個数把握のᖹᆒ5T
を評価した。 
指導ᮇでは，指導対象は1から５までの個数であるが，1から10までのドットパターン刺激をᡭがかりとして，A児の
ᡭඖに࠾いて指導した。最初に，⏬㠃に提示されたドットパターン刺激（例えば３個のドット）を見ࡏる。ḟにᡭඖにあ

る⏬㠃のドットパターン刺激と見ᮏのドットパターン刺激の型を↷合し，指さしをさࡏ，数モを答えさࡏる。最後に⏬㠃

の答えと合っていたか☜認さࡏた。できるࡅࡔ，見ᮏを見ないで，できるࡅࡔ㏿くドット数を解答するようにᩍ示した。 
ẖᅇの指導後，評価テストをᐇし，解答時間，ㄗ答数を評価した。そして，評価テストの達成ᇶ‽をࣜࢡするまで

ᐇした。 
評価テストによる達成ᇶ‽をࣜࢡした場合，つ๎配置のドットパターン刺激，同時処理型ドットパターン刺激によ

るドットの個数把握のᖹᆒ5Tを評価した。 
�2�５までたし算の指導：BLᮇձでは，ドット㠀提示᮲௳のたし算の評価テストをᐇした。 
指導ᮇձではドット提示᮲௳のたし算の自動化を┠指し指導をᐇした。たし算の指導では，➀式とドットパターン刺

激を同時提示し，それをཧ↷にし，ᡭඖの࠾はࡌきを᧯సし解答する。例えば２�３であれば，２個の࠾はࡌきと３個の࠾
はࡌきを合わࡏて５個のかたまりを成さࡏ，解である５を答え，ṇ答であることを☜かめる。このステップはたし算の

⤌みを理解しているかを☜認するためにᐇする。②式のみ（ドット㠀提示᮲௳）でたし算を行い解答する。ճ式とド

ット提示᮲௳でたし算を行い解答する。մ式とドット提示，解答をみて，式と解をㄞみୖࡆて☜認する。➀のステップの

指導後は，できるࡅࡔ②またはճの≧ែで⣲᪩く解答することをᩍ示した。指導ᶵごとにドット提示᮲௳のたし算の評

価テストをᐇした。そして，ドット提示᮲௳でのたし算の自動化の達成ᇶ‽をࣜࢡするまでᐇした。 
BLᮇ②では，びドット㠀提示᮲௳のたし算の評価テストをᐇした。 
指導ᮇ②では，ドット㠀提示᮲௳のたし算の自動化を┠指し指導をᐇした。たし算の指導は，➀式のみ（ドット㠀提
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示᮲௳）でたし算を行い解答する。②式とドット提示᮲௳でたし算を行い解答する。ճ式とドット提示，解答をみて，式

と解をㄞみୖࡆて☜認する。 
できるࡅࡔ➀の≧ែで⣲᪩く答えることをᩍ示した。指導ᶵごとにドット㠀提示᮲௳のたし算の評価テストをᐇし

た。そして，ドット㠀提示᮲௳でのたし算の自動化の達成ᇶ‽をࣜࢡするまでᐇした。 
)Uᮇでは，５までの概念的サビタイジングの評価テスト（10ၥ），つ๎配置のドットパターン刺激のᖹᆒ5T，同時処
理型ドットパターン刺激のᖹᆒ5Tを評価した。 
それに加え，５までのたし算の自動化（ドット㠀提示᮲௳）が㛗ᮇ⥔ᣢされているか評価テストをᐇした。 

2.12  一⮴⋡ 
 ドットパターン刺激の評価テストはBLᮇ１ᅇ┠の評価テストを対象とした。 
５までのたし算の評価テストは，BLᮇձ１ᅇ┠の評価テストを対象とした。 
➹者と保ㆤ者で解答時間（⛊）とṇ答数を 定した。な࠾解答時間はストップウ࢛ッࢳを用し，100分の1単位まで 
定し，10分の1単位以下はษりᤞてた。その結果，一⮴⋡は100㸣であった。 
つ๎配置ドットパターン刺激，同時処理型ドットパターン刺激のᖹᆒ5Tは，概念的サビタイジングの指導のBLᮇ１
ᅇ┠を対象にした。➹者と保ㆤ者で解答時間（⛊）とṇ答数を評価した。解答時間は，パ࣡ー࣏イントにグ㘓された時間

を２人で☜認した。またṇㄗはグ㘓された㡢ኌを☜認し，ṇㄗを評価した。その結果，一⮴⋡は100㸣であった。 
2.13  理的配៖ 
ᮏ報告は，A児の保ㆤ者の౫㢗にᇶ࡙き➹者が┦ㄯᨭにධった例である。౫㢗にᇶ࡙く┦ㄯᨭであったが，ᑗ᮶，
ㄽᩥとしてⓎ⾲する可能ᛶをA児，A児の保ㆤ者，学校にఏえ，個人，学校が≉定されないことを᮲௳にᢎㅙを得た。 
 

 
 
 

 

ᅗ３ 同時処理型ドットパターン刺激によるサビタイジングᩍᮦ 

➀最初の⏬㠃は同時処理型ドットパターン 

刺激のみが提示される。 

 。すると数Ꮠが࿊示されるࢡッࣜࢡ②

ճḟにࣜࢡッࢡするとḟのၥ題が࿊示される。 
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⑧

⑨

⑩

図５ 同時処理型ドットパターン刺激の個数把握の評価テスト 
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ᅗ６ 同時処理型ドットパターン刺激のᖹᆒ RTの評価課題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ᅗ㸵 つ๎配置型ドットパターン刺激のᖹᆒ RTの評価課題 
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㸱. ⤖ᯝ 

 

3.1  ５までのドットパターン刺激の個数把握 
結果はᅗ㸷に示した。 
BLᮇ�解答時間は60⛊以ୖかかっていた。提示したドットを数えていた。２，３，４，５個では，数える㝿，２ᗘ，３
ᗘ数え直していた。その後，プࣜントに解答の数Ꮠを᭩き㎸ࢇでいた。また᭩き㎸ࡔࢇ後，ᾘしてもう一ᗘ᭩き直す場㠃

も見られた。 
つ๎配置のドットパターン刺激のᖹᆒ5Tの結果は⾲２，ᅗ11のようであった。 
１から２に個数が増加する㝿にᖹᆒ5Tが0�71⛊，２から３は0�86⛊，３から４は2�09⛊，４から５は1�04⛊増加して
いた。ドットを指でᢲさえながら数えていた。 
同時処理型ドットパターン刺激のᖹᆒ5Tの結果は⾲２，ᅗ 11のようであった。 
１から２に個数が増加する差にᖹᆒ5Tが0�68⛊，２から３は0�97⛊，３から４は2�15⛊，４から５は1�18⛊増加して
いた。ドットを指でᢲさえながら数えていた。 
指導ᮇ：指導ᶵ 16ᅇ┠から３㐃⥆して解答時間が 20⛊以下になった。この㡭には，ドット刺激を見ると瞬時に数モ
を答え，プࣜントに数Ꮠをグධしていた。指導を⧞り㏉す中でࠊA 児は，ᡭඖの見ᮏを見ず，かつカウンティングをࡏず
に，ドットの個数を解答できるようになってきた。 
この時点での，つ๎配置のドットパターン刺激の個数把握の結果は１から２に個数が増加する差にᖹᆒ5Tが0�67⛊，
２から３は0�63⛊，３から４は2�00⛊，４から５は1�45⛊増加していた。指でᢲさえながらドットを数えていた。 
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同時処理型ドットパターン刺激による個数把握の結果は１から２に個数が増加する㝿にᖹᆒ 5Tが 0�03⛊，２から３は
0�03⛊，４から５は 0�05⛊増加している。３から４は㸫0�01⛊であった。３から４の個数の増加ではᖹᆒ5Tはῶ少し
ていた。⏬㠃を見て，すࡄに解答していた。 
 

 
3.2  ５までのたし算 
 結果はᅗ10に示した。 
プࣞテスト：プࣞテストの評価テスト（ドット㠀提示᮲௳）は，３ᅇのプࣞテストの結果，解答時間はᖹᆒ57�67⛊，ᶆ
‽೫差1�70であった。ㄗ答はなかった。వⓑにࠐを᭩き，オールカウント方式でたし算を行っていた。 
 %/ᮇձ：評価テスト（ドット㠀提示᮲௳）は，解答時間はᖹᆒ41�33⛊，ᶆ‽೫差1�25であった。 
వⓑにࠐを᭩き，カウントオン方式でたし算を行っていた。 
指導ᮇձ：指導後の評価テスト（ドット提示᮲௳）は，指導ᶵ 9ᅇ┠から３㐃⥆し解答時間 20⛊以下が達成された。
⥲指導ᅇ数は11ᅇであった。指導ᮇձの㉁的な情報としては，式とドットが同時提示された⏬㠃を見て，たされる数のド
ットパターン刺激と同ࡌ型を࠾はࡌきでᡭඖにసり，その型にたす数の࠾はࡌきを加え，ドットパターンの型をసってい

た。㸿児は，最初はカウントオン方式でドットを数えていたが，ᚎࠎにドットを数えることはなく，成した型を見て，

解答できていた。指導ᶵ３ᅇ┠からは，࠾はࡌきを用いることはぼなくなった。㸿児の⪺きྲྀりでは，ドット提示

᮲௳は，式とドットを見ながら，㢌の中で，たされる数にたす数のドットを⛣動し，その結果，成するドットの型にᇶ

࡙いて解答する方␎に⛣行できたという᪨をᅇ答していた。 
指導ᶵ㸵ᅇ┠からは，ドットが提示されなくても，式を見たࡅࡔで解答する場㠃も見られた。 
%/ᮇ②：評価テスト（ドット㠀提示᮲௳）は，ㄗ答㸮，解答時間が20⛊以下であった。 
指導ᮇ②：指導後の評価テスト（ドット㠀提示᮲௳）は，指導ᶵ１ᅇ┠から，ㄗ答㸮，解答時間20⛊以下が３㐃⥆し
た。指導ᮇ②の㉁的な情報としては，㸿児は࠾はࡌきを用した具体的な᧯సをしなかった。指導時間中に提示されるド

ットパターン刺激をᡭがかりに解答することもあったが，指導ᶵ１ᅇ┠からドット㠀提示᮲௳で解答できることがከか

った。 
)8ᮇ：概念的サビタイジングの評価テストの解答時間は20⛊以下，ㄗ答㸮であった。 
つ๎配置のドットパターン刺激の個数把握の結果は⾲２，ᅗ11のようであった。１から２に個数が増加する㝿にᖹᆒ

5Tが0�76⛊，２から３は0�83⛊，３から４は2�10⛊，４から５は1�12⛊増加していた。 
同時処理型ドットパターン刺激による個数把握の結果は⾲２，ᅗ11のようであった。１から２に個数が増加する差にᖹ
ᆒ5Tが0�03⛊，２から３，３から４，４から５は0�03⛊増加していた。 
５までのたし算の)8ᮇ：たし算の評価テストの結果は，ㄗ答㸮，解答時間20⛊以下が⥔ᣢされていた。 

 
3.4  .プࣞテストと%/ᮇձ②の解答時間のኚ化 
結果は⾲１に示した。同時処理型ドットパターン刺激を用した５までの個数把握の指導が，たし算の解答時間に与え

る効果を検証するために，プࣞテストとBLᮇձの解答時間に対して t検定（分ᩓが➼しくないと௬定した２ᶆᮏによる検
定）を行ったとこࢁ有意差が見られた（t 10�95，df 4,p㸺�01)。 
さらに同時処理型ドットパターン刺激を用した５までの個数把握の指導及びドット提示᮲௳によるたし算の指導効果

を検証するために，プࣞテストにࡅ࠾るたし算の解答時間と BL ᮇ②にࡅ࠾るたし算の解答時間に対し，㹲検定（分ᩓが
➼しくないと௬定した２ᶆᮏによる検定）を行ったとこࢁ有意差があった（t 29�75，df 3, p㸺�01)。 
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ᅗ 10 5までのたし算の自動化 
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プࣞテスト
（解答時間：⛊）

BLᮇձ
（解答時間：⛊）

BLᮇ②
（解答時間：⛊）

１回目 56 41 19
2回目 60 43 17
3回目 57 40 18
解答時間ᖹᆒ 57.67 41.33 18.00
ᶆ‽೫差 1.70 1.25 0.82

⾲ 1  ドット㠀提示によるたし算の解答時間の比較：プࣞテストと BLᮇձ,BLᮇ②              
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㸳. ⪃ᐹ 

 
5.1  概念的サビタイジングの成❧ 
➨１の評価ᇶ‽である評価テストでは，達成ᇶ‽をࣜࢡした。また同時処理型ドットパターン刺激を見て，༶時に数

モを言い，プࣜントに数Ꮠを᭩き㎸ࢇでいた。➨２の評価ᇶ‽では，同時処理型ドットパターン刺激の個数ごとのᖹᆒ5T
は大きく増加した個ᡤはなかった。これらの結果から，同時処理型ドットパターン刺激では，ドットの個数を把握する方

␎はカウンティングから，概念的サビタイジングに⛣行したと推察される。しかし，つ๎配置のドットパターン刺激の

ᖹᆒ5Tの結果からは，サビタイジングは成❧していないと推察される。 
中橋・岡部（2019）(9)の研究では，サビタイジングができることにより，それをᇶに概念的サビタイジングを行っている

ことが指摘されている。例えば３までのサビタイジングができる場合，ドットが３つ⦪に２つあるさいこࢁの６のような

配置では概念的サビタイジングができる可能ᛶを指摘していた。 
しかし，A 児は概念的サビタイジング指導後，つ๎配置のドットパターン刺激ではカウンティングを行っていたが，
同時処理型ドットパターン刺激では，瞬時に個数を把握できていた。A 児は，サビタイジングできる数をᇶに，概念的サ
ビタイジングを行っている可能ᛶは少なく，ドットパターン刺激の型をᡭがかりに対応する数モ・数Ꮠをグ᠈する方␎を

とっていた可能ᛶが推察される。 
しかし，概念的サビタイジングは見え方による影響，つまりドットの配置や色による影響が大きいことを示၀した中橋・

岡部（2019）(9)の見解をᨭᣢする。 
5.2  概念的サビタイジングがたし算の自動化に与える効果 
５までの個数の概念的サビタイジング指導の๓後のたし算の解答時間の短縮についてである。プࣞテストとBLᮇձ（ド
ット㠀提示᮲௳）を比較すると，たし算に࠾いて，解答時間の有意な短縮があった。たし算について指導していない時ᮇ

に࠾いて，たし算の解答時間が有意に短縮するのは，概念的サビタイジングの指導が，５までのたし算の解答時間の短

縮になࢇらかの影響を与えたと推察された。㔝⏣・ᯇ見（2010）(15)は，計算は，下位スキルがス࣒ーࢬにできることが，解

答時間の短縮につながることを示၀していた。ᮏ研究の結果も㔝⏣・ᯇ見（2010）(15)の見解をᨭᣢする。具体的には，A児
はドット㠀提示᮲௳で３�１のたし算をする㝿，３個の１，ࠐ個のࠐを᭩く時間が᪩くなった。またࠐを数えなくても，
成したドットの型をᡭがかりにすべての○数えるのではなく，成したドットパターン刺激の型を見て解答していた。す

なわࡕ，たし算の解を導きฟす過程が概念的サビタイジングを一部用した方␎とኚわっていったことが，たし算の解

答時間の短縮につながったと推察された。 
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5.3  視覚情報であるドットパターン刺激と式を同時提示することによるたし算の自動化の効果 
指導ᮇձ（ドット提示᮲௳）の評価テストでは，全ၥṇ解，解答時間20⛊以下が３㐃⥆した。評価テストは，༶時にཱྀ
㢌で解答し，答えをプࣜントに᭩き㎸ࡴことができていた。ドット提示᮲௳にࡅ࠾るたし算の自動化が達成されたと推 

される。 
指導過程は３つのステップを⤒ていた。 
最初は，解までのドットパターン刺激を見てから，概念的サビタイジングを用いて解答していた。  
ḟに式とドットパターン刺激のみの≧ែ（解であるドットパターン刺激が提示されない≧ែ）でも解答できるようにな

った。これは，たされるドットパターン刺激にたす数のドットを加え，成されるドットパターン刺激を㢌の中で㉳し，

成した型にᇶ࡙き解答していたと推察された。式と同時提示されたドットパターン刺激は，A 児の࣡ーキング࣓ࣔࣜの
ⱞᡭさを⿵するᙺをᢸっていたと推察された。 
最後は，式のみでも解答できるようになった。☜認の意で，ドットパターン刺激を見ていた。このように，同時提示

されたドットパターン刺激によるたし算指導を⧞り㏉すことで，５までのたし算の解を覚え，グ᠈にᇶ࡙く方␎と⛣行

したと推 された。また，通常Ⓨ達の児は，たし算を習⇍する㝿，指をって，視覚的に数的᧯సを行う。指の自⏤さ

があるA児にとりドットパターン刺激の同時提示は指の௦わりになっている可能ᛶも推察された。 
5.4  ドット㠀提示᮲௳にࡅ࠾るたし算の自動化 

BLᮇ②（ドット㠀提示᮲௳）では５までのたし算の評価テストで全ၥṇ解，解答時間は 20⛊以下であった。指導ᮇ②
（ドット㠀提示᮲௳）の評価テストは，５までのたし算で，全ၥṇ答，解答時間20⛊以下が３㐃⥆した。指導を㛤ጞする
๓から，ドット提示᮲௳による指導効果が認められた。すなわࡕ，指導ᮇ➀に࠾いて，ドット提示᮲௳でたし算の指導を

⧞り㏉すことによって，ドット㠀提示᮲௳でも，たし算の自動化が達成されていたと考えられる。 
その後の)Uᮇでも，たし算の自動化が⥔ᣢされていた。 
さらにプࣞテストと BL ᮇ②でドット㠀提示᮲௳にࡅ࠾るたし算の解答時間には有意な短縮が認められた。これらのこ
とから，㸿児にとり，同時処理型ドットパターン刺激による概念的サビタイジング及び式とドットを同時提示する指導方

法は，５までのたし算（ドット㠀提示᮲௳）の自動化では有効な指導であったと考えられた。 
5.5  まとめ 
ᮏ研究では，たし算の自動化には，以下のことが，重要なプロセスになると考えられた。 
一つは，５までの個数の把握に㛵し，カウンティングから，概念的サビタイジング方␎に⛣行することである。そして，

概念的サビタイジング方␎が用できると，たし算の解答時間の短縮が認められた。Clements & Sarama (2014) (8)，中橋・岡

部（2019）(9)は，概念的サビタイジングを学習することにより，豊かな数感覚が⫱つと指摘している。概念的サビタイジン

グとたし算の解答時間の短縮の㛵㐃ᛶは，この指摘をࡅる一つになると推察する。ᮏ研究の一つの知見は，学校⌧場

では，個数を把握する課題では，カウンティングによる指導がከい。これに加え，ドットパターン刺激の型，配色をᕤኵ

し，概念的サビタイジングを指導することは，豊かな数感覚をᙧ成するୖで重要なステップになると推察された。 
もう一つは，たし算式とドットパターン刺激の同時提示である。たし算の自動化には， ➀解までのドットパターン刺激
の提示，②式とドットパターン刺激のみの提示，ճ最⤊的には式のみの提示という㡰␒で指導することの重要ᛶが推察さ

れた。ᮏ研究では，視覚情報であるドットパターン刺激を提示することにより，たし算に࠾いて，数える方␎（count�based 
strategy）からグ᠈にᇶ࡙く方␎（memory�based strategy）の⛣行ができ，たし算の自動化に有効なᨭ方␎になることが
推察された。 
5.6  後の課題 
ᮏ研究は一例の研究である。概念的サビタイジングは，サビタイジングが๓提となるのか，また，サビタイジングが

達成できていなくても，概念的サビタイジングが達成できるか，ከくのࢹータを集✚することがᚲ要になる。 
そもそも，ドットパターン刺激の型で数モ・数Ꮠを覚えることが概念的サビタイジングにヱᙜするのか，概念的サビタ

イジングの定義，概念を᫂☜にすることがồめられる。 
概念的サビタイジングは同時処理型ドットパターン刺激を用し，いくつまで可能なのか，検ウするᚲ要があࢁう。 
加ῶ算のᬯ算は 20までである。ᮏ研究のᡭ⥆きで 20までの加ῶ算のᬯ算の自動化は成❧するのか。後の検ウ課題で
ある。 
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㸺ὀ㔘㸼 
ὀ㔘ဵ１：⇃㇂(2012) (10)は，半具体物の⾲象は２つあることを示している。一つは10までの単位をᙉㄪし，ドットを
ᶓに10個並べる⥅ḟ処理型ドットパターン刺激である。⫈覚ඃ位，⥅ḟ処理ඃ位のᏊもに数のイ࣓ージがసりやすい
と考えられている。もう一つは，10までの数を5という，より小さな見えやすい単位に༊ษり，5個ずつ2ẁに⾲す同時
処理型ドットパターン刺激である。視覚ඃ位，同時処理ඃ位なᏊもに有効であると考えられている。  
 
ὀ㔘ဵ２，ဵ ３：ᮏ報告では，:ISC�სの指ᶆである࣡ーキング࣓ࣔࣜを࣡ーキング࣓ࣔ （ࣜ:ISC�ს）とグしている。
また，２つのことを同時に㢌の中で行う認知処理能ຊである࣡ーキング࣓ࣔࣜは，࣡ーキング࣓ࣔࣜのᩥ言をそのまま

用している。 
 
㸺ㅰ意㸼 
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ボランタリー経済の可能性について 
－新型コロナウイルスに対して－ 

 
根本 博 

 
The Potential of Voluntary Economy 

－Toward COVID-19－ 
 

Hiroshi NEMOTO 
 

要  約 

本稿では、1990年代半ばに着手され、その後 3つのプロジェクトを通じて実施された「ボランタリー経済に関する研
究」における分析内容を再点検することによって、どのような成果を得、どのような宿題を残したのかを整理し、研究結

果から想定されたような構造変化が最近の経済において実際に生じているかどうかを分析した。そのうえで、新型コロナ

ウイルスの感染拡大を防止し、新たな日常を築いていくために、ボランタリー経済の検討から得られた知見、すなわち

我々の持つ市場経済を支える精神的な強みをどう役立てるべきか、に関して考察をまとめたものである。 

 

キーワード：ボランタリー経済、新型コロナウイルス（COVID-19）、人間疎外、新たな日常 
 
1. はじめに 

 
「ボランティア」（volunteer）という言葉は日本語として一般化しているし、「自発的な」などを意味する「ボランタリ
ー」（voluntary）という言葉も日常それなりに使われている。（注 1）しかし「ボランタリー経済」という用語は、まだ耳慣
れない言葉であり、国語辞典や経済用語辞典にもなく、ウィキペディアにも採用されていない。 
この言葉がはじめて議論され、研究の対象とされたのは 1990 年代半ば以降である。この分野に新しい時代変化の予兆
を感じたことから、東京海上研究所と編集工学研究所が共同研究の場として 1994年 3月に「ボランタリー・エコノミー研
究会」を設け、最初のプロジェクトとなる 3期 4年にわたる活動の成果を『ボランタリー経済の誕生』（以下では『誕生』
とする）（注 2）として出版したのが 1998年 1月のことである。 
その後、『誕生』で提起された「ボランタリー経済」の経済的意味を考えるために、第 2のプロジェクトとして、東京海
上研究所で進められた「ボランタリー経済研究会」における検討の成果が『ボランタリー経済学への招待』（以下では『招

待』とする）（注 3）として 2000年 9月に出版された。 
そして第 3 のプロジェクトとして、市場経済の主役である企業に着目し、従来の収益一辺倒のままではグローバル化、
情報化が進んだ現代の競争社会を生き残れないとの意識のもと、あるべき企業の姿を様々な角度から分析するための新し

い研究会を設け、検討の成果を『ボランタリー経済と企業』（以下では『企業』とする）（注 4）としてまとめ、2002年 9
月に出版した。 
これら『誕生』、『招待』、『企業』という「ボランタリー経済・三部作」をもって、委員会形式の議論の場における一応

の問題提起を終えた。それぞれいくつかの書評にも取り上げられ、『誕生』は版を重ねた。『誕生』と『招待』において、

事務局としてとりまとめに当たった三田義之氏は、その後、流通科学大学で教鞭をとりつつボランタリー経済に関する論

文（注 5）を執筆された。『企業』において事務局であり編著者となった本稿の筆者である根本は、その後、金沢学院大学
に奉職しつつボランタリー経済に対する問題意識を持ち続け、論文（注 6）を執筆している。 
「ボランタリー経済」の提唱者の一人であり、一貫して我々の指導に当たってこられた下河辺淳氏は 2016年 8月、92
歳の天寿を全うされた。国土庁事務次官を退職後も数々の公職に就かれ、東京海上研究所では理事長として「ボランタリ

ー経済」など多くのテーマに情熱を注がれた。1995年 1月 17日の阪神淡路大震災直後の 2月に設置された阪神・淡路復
興委員会の委員長として、多くのボランティア活動の方々を支えるシンボルとしての役割を担われたのも下河辺氏であっ

た。（注 7） 
「ボランタリー経済」の提唱は一定の成果を挙げた。内外の動きを観察すると、大勢としては確かに予言された通りの

方向に進んでいる。しかし残された課題も多く、三部作で提起されながら未着手だったり、宙に浮いたままの状態になっ

たりしている問題もある。ここで過去四半世紀に及ぶ取り組みを振り返り、各段階で提起された課題がその後どのように

進行し、新たにどのような課題が生じているのか、視野を広げる意識をもって展望することにしたい。 
特に、新型コロナウイルス（COVID-19）の感染拡大によって生じた世界的な混乱からの回復と新たな日常の構築に向け
て、ボランタリー経済に関する研究から得られた知見を活かす道を探ることが本稿の目的となる。 
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2. ࠗㄌ⏕࠘にࡿࡅ࠾ၥ㢟ព㆑ 
 
当初、『誕生』に関したのは、下河辺氏をはじめとする東京海上研究所の᭷ᚿ、およࡧᯇᒸṇ๛氏をはじめとする編集

工学研究所の᭷ᚿの方々のか、ಶ人で研究会にཧຍした金Ꮚ㑳容・応義ሿ大学教ᤵ、田୰ඃᏊ・ἲᨻ大学教ᤵ、బ野

㝧Ꮚ・東京国際大学教ᤵなどの大学関ಀ者➼多ᙬな࣓ンバーだった。研究会では時に当日のࢤストをえた議論の展㛤が

あり、時にはఏ⤫的な行事が⥅ᢎされている長野┴野沢 Ἠᮧ、⩌㤿┴᱒生市、㈡┴長市などのᆅᇦでのࣇィールࢻ

࣡ークを通じたㄪᰝ研究が行われた。 
 議論のཧຍ者たちは「情報を主人公にした経済ᅪのための≀語を目指す」とᐉ言し、「近いᑗ来、ボランタリーな経済文

化が出現する可能性」について議論を展㛤した。その๓提になったのは「ᨻᗓ主導でも市場౫Ꮡでもない、新たなイノ࣋

ーティࣈなアプローࢳ」である。ア࣒ࢲ・スミス以来の「自ᕫ益の最大化という発想」は、その後長く経済学的発想の

ᇶ本となってきたが、インターࢵࢿト社会の出現でᆒ一化が進ࡴとともに、一方では多様性がⰼ㛤くഃ㠃もあるのが情報

化社会の特ᚩとなっている。この社会では「市場の㝈界」が㟢࿊するが、また「ᨻᗓの㝈界」も᫂らかになっており、๓

者を強ㄪすると「大きなᨻᗓ」が㑅ᢥされ、後者を意識すると「ᑠさなᨻᗓ」にഴくことになる。୧者のඃຎはṔྐ的な

実㦂を重ねているが、当時、結着がつきそうもなかった。 
その際における「ボランタリー経済」の立場は、「市場をㄆめ、ᨻᗓのᏑᅾもㄆめる、しかし、このままでいいとも考え

ない」というもので、ᨻᗓか市場か、ではなく、3 つ目の㑅ᢥ⫥としての「ボランタリー経済」の可能性に㉃けるという
のがᇶ本的姿勢であった。つまり、㝈界はあるが市場主義の᭷ຠ性をㄆめ、役割の大きさについて議論はあるが、ᨻᗓの

Ꮡᅾをㄆめたうえで、この社会を⥔持するために㊊りない部分を⿵するᏑᅾとしてボランタリー部㛛の活㌍に期待する

のがᇶ本的立場であった。それを予感さࡏる動きとしてNPOの活動やᆅ方分ᶒの広がりが指されている。 
 これをᢳ象的な議論で終わらࡏないために、ボランタリーな活動のつᶍをいくつかの数್で♧しているのも⏬期的な

とこࢁである。たとえばア࣓リ࢝のNPOのつᶍは*DPの6�3㸣であり、㞠用については6�8㸣を༨めるという数Ꮠが⤂
されている。確かに学ᰯ、教会、㆙ഛ組⧊などが自↛発生的に生まれ、社会的ᇶ┙を形成していったᘓ国時の事情があり、

日でも㠀Ⴀ組⧊が大きな役割を₇じていることからすれば、この数Ꮠは⣡得的である。 
 日本については、「院や学ᰯなどのẸ間㠀Ⴀᅋయによるࣗࣄーマン・ࢧーࣅスの事業収ධは 1994年分で⣙ 16兆」
とか、ᒣ内直人氏のヨ⟬による「1995年のẸ間㠀Ⴀᅋయの⥲⏘出㢠 17�1兆」といった数್が⤂された。࢜リジナル
なヨ⟬್として、「ࣗࣄーマン・ࢧーࣅスの事業収ධ（生⏘㢠）」が 1984年に 75�2兆、94年に 95�8兆となり、それぞ
れ *DPの 20㸣⛬度に┦当するという数್も♧された。ただし、これらにはᐙ事㸪⫱ඣ、┳ㆤ、ㆤといった↓ൾປാの
評౯㢠➼がྵまれている。 
 各✀の活動を金㢠⟬する場ྜには、ఱをもって評౯の対象としているのかに␃意するᚲせがある。*DPは各⏘業の
ຍ౯್のྜィであるが、その๓に⏘業をどの⠊ᅖに定めるかという問題がある。いわば重の意味で対象の㝈定が行われ

ている。⠊ᅖについては、たとえばᐙ事ປാは*DPの対象としていない。また⏘業の最終生⏘≀の౯㢠がそのまま*DP
にィ上されるわけではなく、そこからཎᮦᩱ㈝や人௳㈝などの経㈝をᕪしᘬいたຍ౯್がィ⟬の対象となる。したがっ

て上グの*DPの 20㸣というのは構成ẚの 20㸣ではなく、༢に 2つのᴫᛕの大きさをẚべた場ྜに 20㸣くらいになるとい
う意味である。 
後、ボランタリー部㛛の大きさを数Ꮠで⾲す場ྜは、以上のことに㚷み、ᴫᛕ・⠊ᅖの問題をはっきりさࡏたうえで、

それがቑຍするかどうか、すなわち *DP の構成せ⣲としてのウェイトがቑ大するかどうかを見ていかねばならない。従
来の㈈にຍえて、後「感ぬ㈈」「経㦂㈈」「ไ度㈈」といった新たな㈈がⓏ場し、࢞ルࣞࣈイスが指した「㒔ྜのよい

社会的⨾ᚨ」としての↓ൾປാの再評౯と経済化が進めば、ボランタリー部㛛の┦対的評౯がቑ大することになり、その

年次変化を㏣えば社会的に評౯が㧗まっていくことを確かめることができる。これはこの時点での予想であるが、それか

ら 20年以上が経過しているので、実際の評౯㢠の変化を確ㄆすることができるであࢁう。 
以上のように『誕生』の着想は、グローバル化、情報化、ᨻᗓや市場に対する意識の変化が進ࡴ୰で、新たな可能性を

⛎めたボランタリー部㛛のᑗ来性に㉃けるᛮいをཧຍ者の⥲意として⾲したものである。 
 
3. 『招待』における問題意識 
 
第 2のプロジェクトは、下河辺淳理事長の指導の下、東京海上研究所で行われた研究会を⯙ྎにして進められた。従っ
て、『誕生』の࣓ンバーのすべてではなく、一部がᘬき続き研究を続けたことになる。新たなコア࣓ンバーが研究会の委員

となり、各回のㅮᖌをえた議論の✚み重ねがあり、最終的にはコア࣓ンバーによる論文執筆によって⣙ 300ページの本
として結ᬗした。『誕生』の࣓ンバーが多くのᑓ㛛分野にわたっていたのとẚべると、『招待』では経済学を主たるᑓ㛛㡿

ᇦとする方々が多くなっている。当↛ながら「ボランタリー経済」を論じるのと「ボランタリー経済学」を論じるのでは、

かなり論点が㐪っていたのである。 
 ボランタリー「経済学」として論じるきっかけは、ࢻラ࢝ࢵーの第 クターとしての㠀Ⴀ組⧊論にあった。ア࣓リࢭ3
それを⪺いたことから日本におけ、ࡏにおける㠀Ⴀ組⧊の役割の重せ性の㧗まりが、ᙼにボランタリー経済を意識さ࢝

るボランタリー経済論への関がỴめられたというのがそもそもの経⦋であった。その場ྜ、༢に第 れࡎクターを論ࢭ3
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ばいいわけではなく、第 1、第 2、第 クターを通じたಶ人のボランタリー性を問題にすべきだとの発想に⮳り、市場経ࢭ3
済論に立ち返って議論しなおすᚲせを感じたとこࢁが出発点になった。当↛、市場経済には様々な㝈界があり、それを議

論する୰からボランタリー経済の可能性がᘬき出ࡏると考えられた。 
 研究会のཧຍ者は、こうした構想にゐ発され、発者（下河辺氏）の期待に応えようとしたが、研究会の実㉁的な主導

者（㤶すὈ氏）によれば、議論の結果直ちにయ⣔的な「ボランタリー・エコノミーཎ論」を書き上げるど୰㌟が↻ワま

ったとまでは言えない、という。『招待』に♧されたのは、その時点での知的発㓝状態の⾲出であるとの見立てであった。 
 まࡎ、近年、ボランティア、NPO、N*Oのᙳ㡪ຊቑ大が᫂らかであり、その時代的⫼ᬒとしてᨻᗓの㠀ຠ⋡と企業活動
の変ㇺがあること、そうした状ἣの分析が経済学にとって重せな課題になっていること、その場ྜ、ボランティア活動➼

に期待が大きいという㟂せഃのせᅉとそれが㐺ษに‶たされるかどうかという౪⤥ഃのせᅉが共にゎ᫂されるᚲせがあ

ること、という意識が共᭷された。 
 理論的には、経済学が競争と⤫ไというඖ論にᅛ執し、୰間組⧊の役割が㍍視されてきたことを問題視し、Srivateで
も SuElicでもない commonという㡿ᇦとして置࡙けることによって公共の益に結ࡧける可能性にゐれている。また、
㠀Ⴀ・㠀ᨻᗓ組⧊には、ᨻᗓのような㠀ຠ⋡性を生み出すことなく市場のኻᩋをゎỴできる可能性があることも理ゎさ

れた。日⡿の企業ᐙによるボランティア行動に㐪いがある点、すなわちア࣓リ࢝の企業ᐙが市場外でឿၿ的行Ⅽを行うの

に対して日本では市場内で、すなわち従来は企業活動自యとして行ってきたが、次第に市場外にᢲし出そうとしている、

との指がなされ、その点に関する評౯については意見が分かれた。 
 1990年๓後に起こった社会主義のᔂቯ現象は、一見市場経済のによって世界が༢一化したかに見えたが、実際は新
たな混乱と対立のጞまりに過ࡂなかった。そうした୰で確実性の㧗まりを⦆する役割を期待されるボランタリーな行

動が形成されて来ている。者との共感、自発性・自ᚊ性の発、┦理ゎの場、こうした┦関の主యとその場であ

るボランタリーコࣔンࢬは、知⦕を通じて結ࡧく୰間組⧊として広がっていく。ここをᇶ┙として、「多くの人がおい

の経㦂、知識、感ぬ、せồなどをしあい」、「おいに本当にḧしいとᛮっているものを作り出していこうとດຊする

ことによってはじめて生まれてくる㈈」すなわち「┦関㈈」が生⏘される。ボランタリーコࣔンࢬと┦関㈈をᇶ

㍈とするボランタリー経済は、知⦕によって確実性をῶらすことができ、┦関によって人々の多様なḧồを実現で

きるᏳ定した経済社会である、とのࣞࣇー࣒論が⾲᫂された。 
 こうして「Ṕྐの終わり」がささやかれる୰で、Ᏻ定した社会を築いていくための経済学的根ᣐがボランタリー経済学

の確立によってもたらされることを目指して多角的に論じられた成果が論文集としてจ⦰された。ᥥかれた世界は、まだ

確実な未来ᅗとはなっていないし、実現性にᕪのあるいくつかの㑅ᢥ⫥が♧されたものであったり、ᕼ望的観 がྵまれ

ていたりするが、ᑡなくとも未来へのᠱけᶫの一つとしての可能性を期待さࡏるものとなっている。 
 
4. 『企業』における問題意識 
 
第 1のプロジェクトである『誕生』において、ボランタリー経済の発想のきっかけとなるㅖ事実がᖜ広く論じられ、第

2のプロジェクトである『招待』において、様々な角度から経済学的な置࡙けが検討されたことをཷけて、次の第 3段
階ではఱがテーマになるか、ということだが、下河辺氏の構想により、すんなり「企業というテーマに立てこもって」論

じることとなった。これはẸ間企業の研究所において研究が進められたこともあるが、現ᅾの市場経済を動かしている୰

ᚰ的なᏑᅾが企業であり、「企業が動かなければ経済が動かない」からである。これからの企業は、もうけるだけでは成り

立たࡎ、人々や自↛に対して役に立つものでなければならないことが๓提になり、企業としてのボランタリー的なせ⣲が

重せになること、そして企業こそボランタリーなᏑᅾであることを立ドすることが研究目的として意識された。⫼ᬒには、

市場そのものがそのような⎔ቃ変化のඛ㢌に立つ時代になったことがある。↓論、㠀Ⴀ組⧊のボランタリー活動がཧ考

になることは言うまでもない。 
 グローバル・スタンࢲーࢻが論じられ、そのඛ㢌に立つア࣓リ࢝では、いい企業をỴめる一定の評౯方式があるが、ࡴ

しࢁそれにᣮᡓするような意識でボランタリー経済を論じたいという発想があった。ࢻラ࢝ࢵーが言うように、㇏かにな

り、経済発展するど㈋Ẹが出たり、㞴Ẹが出たりということが㑊けられない経済システ࣒はどこかおかしいと考えると

こࢁがཎ点になる。 
企業も、会社あっての社員ではなく、社員あっての会社である。社員の出発点はやるẼであって、一ᥱりのボランタリ

ーなリーࢲーシࢵプの動きが組⧊の動㟼をỴめるのが、ࡴしࢁ企業の本㉁だと考えられた。ただ、企業のボランタリー的

なせ⣲を分析するには、やはり㠀Ⴀ組⧊と言われるものの分析がᚲせで、それを進めていくと、当↛人間のやさしさと

か奉とかいうとこࢁが出発点になるが、㠀Ⴀの活動を⥅続するためには組⧊や予⟬の確ಖという問題に✺き当たる。

↓報㓘で奉的にという段階を✺◚していかなければ、ミࢵシࣙンの実現にまでたどり着けないのが現実である。そこか

ら㠀Ⴀ組⧊の経Ⴀとの関㐃性を重視する意識が生まれる。そういう第三ࢭクターとしての㠀Ⴀの経済的なᇶ♏をゎ᫂

し、それをႠ企業がこれからの市場でどう生きていくのかを考える手かりにする、という意識で研究が進められた。 
㠀Ⴀ組⧊はつᶍ的には多様で、ᑠつᶍな組⧊がᅽ倒的に多いが、୰には数༓の会員を持つᕧ大な組⧊がある。たと

えばア࣓リ࢝の全⡿退職者㐃┕（$$5P）は 3༓人以上の会員がいて、ᑡ㢠の会㈝のᚩ収が㈈ᨻ的ᇶ┙になっているが、
広報ㄅへの広࿌収ධなどもあって、組⧊㐠ႠはᏳ定している。こうした組⧊㐠Ⴀの実態もཧ考にするため、ア࣓リ࢝への
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ㄪᰝ᪑行が実行された。 
Ḣ⡿の企業では、㠀Ⴀ組⧊などに対するᐤ金がᰴ主やປാ者に対する⫼௵行ⅭではないかとุἋửになったりす

るṔྐがあって、ఱのᦶ᧿もなかったわけではないが、現ᅾではボランタリーな行動へのཧຍが会社に益をもたらす行

Ⅽとして評౯されるような時代になっている。特に重せなのは社員一人一人の意識で、そのような社員がボランタリーに

㠃ⓑいඃ⚽な活動をすることで会社が成り立っている。 
企業に↔点を当てたボランタリー経済の研究・分析は数ྡの識者による研究会方式で進められた。その成果をまとめる

と次のようになる。 
第 1に、企業の視点からボランタリー経済をとらえる場ྜの␃意点として、現代経済に内ᅾする▩┪をゎきࡄす手段
としてボランタリーな活動の意義がゎき᫂かされ、それを形成するボランタリー経済のᯟ組みがゎ᫂され、‑としてἛ

き起こる意義ある取り組みが⤂され、混ἁとした日本経済の㏱᫂性のᡴ◚のきっかけをどこに見出すかが論じられた。

（注 8） 
第 2に、企業が理性を問われる様々な問題に直㠃し、世上のᢈุをᾎࡧる状ἣの୰から新しい企業のあり方をᶍ⣴す
る動きが生じてきていること、コー࣏ࣞート・࢞バナンスが論じられるなかで企業理に↔点を当てる動きがຍ㏿してい

ること、企業の社会的㈐௵を問うኌの㧗まりが見られ、ボランタリーな企業に対する意識が㧗まっていること、そのලయ

的な⾲れとして社会的㈐௵ᢞ㈨（65I）への期待が㧗まっていることが論じられた。（注 9） 
第 3に、ボランタリー経済をᴫᛕ的につ定するヨみとして、㐩成されたᶵ能と㐩成可能であったᶵ能の集ྜとしての「ࢣ
イࣅࣃリティ̿」に立⬮した評౯ᇶ‽を提唱し、ある✀の自発性の場だったఏ⤫的な日本の職場が過度の能ຊ主義が持ち

㎸まれることでኻわれたものが大きかったなどの考察を通じて、企業における社員の自発性を論じ、新しい時代において

も企業組⧊の୰に全な公共ᅪが出されることが期待された。（注 10） 
第 4 に、企業の置かれた置は変化しており、これにకって企業の評౯㍈は変容している。そこでミࢵシࣙン（使）
を重視する NPO の評౯アプローࢳを検ドし、この評౯手ἲをいくつかの企業に実際に当てはめて、企業評౯をヨみるこ
とでႠ企業に対して NPO の評౯㍈が᭷ຠであることが確ㄆされた。そのことによってႠ性に立⬮する企業と使を
重視するNPOとが市場経済内で㐃続するような企業ീが生まれてくることが期待された。（注 11） 
第 5に、IT㠉の進行がNPOのྎ㢌と役割ቑ大にᐤしていること、ITがႠと㠀Ⴀのቃ界をあいまいにしている
こと、また官からẸへの࣡ࣃーシࣇトをຍ㏿すること、このような変化を通じてᨻᗓ、企業、NPOのᆅと┦関ಀを変
えていること、特に企業のNPO化とNPOの企業化が同時進行していることが᫂らかにされた。（注 12） 
第 6に、社会的課題を事業として取り組ࡴ社会的企業ᐙが経Ⴀするࢯーシࣕル・エンタープライࢬがྎ㢌している。分
㢮すれば、社会的ミࢵシࣙンを持った社会ᚿ向型企業、ᆅᇦにおけるㅖ課題のゎỴをồめてᆅᇦの人々が㐠Ⴀするコミࣗ

スを提౪する事業型NPOなどがあり、社会的な問題のゎࣅーࢧティにおいて社会的なၟရやࢽス、コミࣗࢿジࣅ・ティࢽ
Ỵをどのような事業యとして行うかによって形態が␗なることが♧された。（注 13） 
以上のようなᖜ広い論点を通じて、ᑗ来におけるボランタリー性をഛえた企業の発展の可能性が᫂らかにされたのであ

る。 
 
5. その後の展㛤 
 
第 1のプロジェクトである『誕生』からࡰ四半世紀、第3のプロジェクトである『企業』の出版からでも 18年が経過
した。その後、「ボランタリー経済」に関する組⧊的な検討は行われていない。この研究グループで⫱った三田義之・ඖ流

通科学大学教ᤵと筆者が、それぞれ大学の紀せ➼にいくつかの論文をᐤ稿してきたのが、主な活動である。 
 しかし、実య経済が大きく変ㇺを㐙げている୰で、われわれが提唱した「ボランタリー経済」は大きく⫱ち、ྡ⛠をど

うけるかはともかく、実యとして経済におけるウェイトを拡大さࡏていること、すなわち┦対的なテリトリーを拡大し

ていることは間㐪いない事実であࢁう。ボランタリー経済の世界をすべて数Ꮠで᫂確に♧すことはᅔ㞴であり、ࡴしࢁそ

れ以外の部分にこそ、それらしさが⾲されるものと考えるが、数Ꮠで⾲すことによってはっきりと㡿ᇦの拡大を♧すこと

もᚲせであると考えられるので、代⾲的な指ᶆでㄝ᫂しておこう。 
 第 1 に、国Ẹ経済ィ⟬（6N$）຺定から、国内⥲生⏘（*DP）を構成する㡯目の୰でのウェイトの変化を見ておこう。
部㛛間のẚ㍑のため「公務」を取り出し、直᥋的に㠀Ⴀ部㛛に関ಀする「教⫱」「ಖ⾨生・社会事業」という 2部㛛を
取り出し、それらについて対国内⥲生⏘ẚのウェイトを見ると、ẚ㍑対象になっている 24年間に、公務は 4�8㸣から 5�0㸣、
教⫱は 3�6㸣から 3�6㸣、ಖ⾨生・社会事業は 4�2㸣から 7�2㸣となっており、特にಖ⾨生・社会事業のఙࡧが著しい。
分㢮が㐪うので再ᥖ㡯目になっているが、対ᐙィẸ間㠀Ⴀᅋయは 1�8㸣から 2�3㸣へとウェイトを㧗めている。実㢠では、
国内⥲生⏘が 9�4㸣のቑຍに対して対ᐙィẸ間㠀Ⴀᅋయは 34�3㸣のቑຍとなっている。㞠用者報㓘で見ても、全యで8�6㸣
のቑຍになっているとこࢁ対ᐙィẸ間㠀Ⴀᅋయは 33�4㸣のቑຍである。（注 14） 
 このようにボランタリー経済の検討に着手した当時から四半世紀の間に、広義の㠀Ⴀ部㛛の一部をなす対ᐙィẸ間㠀

Ⴀᅋయのᙳ㡪ຊがかなり㧗まったことは᫂らかである。また、་⒪やㆤなどをྵࡴಖ⾨生・社会事業もఙࡧ⋡が㠀

常に大きい。これらのことからのẸ間㠀Ⴀ部㛛をྵめた⥲యとしての㠀Ⴀ部㛛が国内経済全యの୰で༨めるウェイ

トは確実に㧗まっていると᥎定される。 
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経済活動ูの国内⥲生⏘（ྡ目、ᬺ年、༢：10൨） 

 1994（ᖹ成 6）年 2018（ᖹ成 30）年 
国内⥲生⏘ 㞠用者報㓘 国内⥲生⏘ 㞠用者報㓘 

公 務  23�979  15�473  27�218  16�173 
教 ⫱  17�898  14�459  19�641  14�823 
ಖ⾨生・社会事業  20�904 12�938  39�382  30�021 

（上グ 3㡯目以外をྵࡴ）ྜィ 500�814 261�058 547�890 283�580 
（再ᥖ）対ᐙィẸ間㠀Ⴀᅋయ   9�234   7�309  12�397   9�753 
（出典）内㛶ᗓ『国Ẹ経済ィ⟬年報』（௧ඖ年版）より一部ᢳ出。 
 
 第 2 に、ᐙ事ປാを主とし、ボランティア活動などもྵࡴᴫᛕである「↓ൾປാ」についての年次変化を見ておこう。
㈌ᖯ評౯㢠は時間当たり㈤金の評౯方ἲによって㐪ってくるが、ここではᶵ会㈝用ἲ、すなわちᐙィが↓ൾປാを行うこ

とによる㐓ኻ益で評౯する方ἲによって数Ꮠを♧す。それによると 1981年の 53�3兆から 2016年の 143�1兆まで経
年的にቑຍしており、ྡ 目*DPに対するẚ⋡も 19�8㸣から 26�6㸣にቑຍしている。このうちボランティア活動は 1�2兆
から 4�6兆であり、*DPẚ⋡も 0�5㸣から 0�9㸣に㧗まっている。ᐙ事ປാについて⏨ዪูの㈌ᖯ評౯㢠は 1981年には
ዪ性 91�7対⏨性 8�3だったが、2016年にはዪ性 80�3対⏨性 19�7となっており、ᠱだった⏨ዪᕪが⦰ᑠഴ向にあること
がわかる。ただし、⦰ᑠのスࣆーࢻが次第にᙅまっている点がᠱᛕᮦᩱである。ボランティア活動については、同じく㈌

ᖯ評౯㢠で見て1981年には⏨性62�9対ዪ性37�1だったが、2016年には⏨性55�2対ዪ性44�8と㏫に᱁ᕪが⦰ᑠしている。
（注 15） 
 このように（まだ༑分とはいえ）┦対的に⏨性のᐙ事ປാがቑえ、ዪ性のボランティア活動がቑえているのは、ある

意味目ᶆに近࡙いていることになり、ዲましい現象である。 
 第 3に、阪神淡路大震災などの後のボランティア活動の㧗まりなどを⫼ᬒにして成立した NPOἲにᇶ࡙きㄆド・ㄆ定
されたNPOἲ人は年々ቑຍしている。1998年度 23ἲ人からጞまり、2010年度に 4を㉸え、2014年度には 5を✺◚
した。ここ数年はしているが、NPOἲ人の活㌍はボランタリーな活動への関ᚰの㧗まりを♧しており、確実にボラン
タリー経済へのഴᩳが進んでいることを⾲す動きとなっている。（注 16） 
 第 4に、人間のボランタリーな行Ⅽのうちປാによって♧される「ボランティア活動」とともにもう一方の行Ⅽとして
の金㖹による「ᐤ」についての動きについて㏙べておく。ᐤは自発的に金㖹を者に↓ൾで⛣㌿する行Ⅽを指す。従

来からḢ⡿などにẚして日本におけるᐤがᑡないことが問題視されている。会社➼のᅋయによるᐤがとんどであり、

ಶ人のᐤが㠀常にᑡないのは事実であった。そこには様々な問題があるが、一つ指されたのは、「ᐤをするഃ」の問

題というよりも「ᐤを集めるഃ」の問題としてとらえるᚲせがあるのではないか、という点である。確かにḢ⡿では教

会による✚ᴟ的なᐤ活動や成ຌしたᐩによるಶ人的な㑏ඖといったఏ⤫があるか、ࣗࢽーࣚークの自⏤のዪ神のಟ

復に際してとられたクࣞジࢵト・࢝ーࢻ会社の࢝ーࢻ用㢠の 1㸣ᐤというアイディアなどࣘࢽークな工ኵがなされて
いるという指である。（注 17） 
 この点に関㐃するが、最近は日本でも工ኵがなされていて、「ࡩるさと⣡⛯」などは返♩ရの問題などの指があるが、

アイディアとしては⚽㐓なものかもしれない。また、最近よくヰ題になる「クラウࣇ・ࢻンディング」という手ἲはࢿ

かけるࡧト社会のᇶ本構造をうまく取り㎸んだもので、特定多数の人間に特定の㈨金㟂せへの༠ຊ者となることをࢵ

ものである。᫇からᑎ社関ಀなどで「່進」という方ἲがあったが、ࡧかけの対象となる人の数が㣕㌍的に拡大したの

が情報化が進んだ現代の特ᚩである。過去においては可能だったような㈨金ㄪ㐩も、人々の同感・同意が得られれば可

能になるもあり、ボランタリー経済の根※に関わるような行動つ⠊の現代的実にධるものであࢁう。 
 
 ボランタリー経済の可能性－ࡧすࡴ .6
 
 ྂ代から⬦々と人間の世界に流れてきたᇶ本的なᚰ情としての「ボランタリー性」。グローバル化、情報化がᛴテン࣏で

進ࡴ୰でも置き去りにはできࡴ、ࡎしࢁこうした時代であればこそ౯್が㧗まる大事なもの。20世紀のᮎに「予兆」とし
てとらえられ、未来社会への発展的⥅ᢎが期待された人間の本性へのಙ㢗感。そう言った౯್観が様々なアイディアとし

てලయ化し、マクロの数Ꮠに♧されるような大きな流れとして実現し続けることがド᫂されつつある。 
、ルが言ったように「Ẹ主主義は最ᝏのไ度である、これまでのすべてのᨻไ度を㝖いて」であるとすればࢳーࣕࢳ 

それは経済についても言える。「市場主義は最ᝏのไ度である、これまでのすべての経済ไ度を㝖いて」。だからそこには

常にᨵၿしていかなければᔂቯするかもしれない、という༴うさがある。それは者による◚ቯではなく、自⁛すること

によってのᔂቯである。㏫に言えば、自⁛さえしなければ、市場主義は⥅続する。それを支えるのはボランタリーな行Ⅽ

である。ᖾい人㢮は生きᘏࡧてきた。しかしこれからも生きᘏࡧるಖドはない。 
現に、大きなヨ⦎に直㠃している。┦手は新型コロナウイルスという目に見えないགྷなᩛである。このᩛは世界に

広がり、2020年 10月初めには感染者 3�300人以上、Ṛ者は 100人を㉸えた。東アジアでの感染⋡がపく、そこにはࣇ
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ラジル、ロシアでは100人ࣈ、ࢻクター;のᏑᅾがささやかれるが、まだ実態は᫂らかになっていない。⡿国、イン
を㉸える感染者を出している。⇿発的な感染が収まっても、Ἔ᩿するとたちまちウイルスは勢いを┒り返す。そうした

はすでにࣚーロࣃࢵなど各ᆅにみられている。人々をἜ᩿さࡏるのは、ᚰのスキである。感染拡大をᢚえるためにᨻᗓに

よって行動のไ㝈が行われると、一時的に収まるが、ไ㝈が続き我៏が長期化すると⪏えษれなくなって人々が集まり㦁

そのἜ᩿にけධってコロナウイルスが⊛ጾを振るう。結局、ウイルスとの我៏ẚべである。しかし、いつまで我៏。ࡄ

すれば収まるのか。それでてる┦手なのか。それはㄡにもわからない。発生※とされる୰国では、当初のᛴ拡大を社会

主義的ᨻไ度特᭷の強Ⅿなཝᡄయไでᢚえ㎸んだとみられる。ではそこまでᨻᗓにᶒ㝈のない自⏤主義の国でできるか

といえば、それは可能である。経済をඃඛし行動のไ㝈を⦆めたいくつかの国は↓残な結果を残してしまった。結局、

わが国でもそうだが、コロナとの共Ꮡを唱え、様Ꮚを見つつไ㝈を⦆していくしかない。その㐲いඛには新しい日常が

待っているというが、そこに⮳るまで、まだ⛅がありがある。ẖ年のように多数の感染者を出しているインࣇルエンࢨ

のᏘ⠇がやってくる。コロナとインࣇルエンࢨの同時拡大に⪏えられるのか。་⒪施設はࣃンクしないのか。一方で࣡ク

とࡄで進められているが、まだ経なければならない段階がある。ᨻ的ᛮᝨから↔って実用化をᛴࢳࢵࣆンの㛤発がᛴࢳ

作用という強ᩛが待っている。㛤発されたとしても、世界に行きΏるまでには多くの問題がある。࣡クࢳン⋓得競争に

り㐜れるᠱᛕがある㏵上国こそ་⒪ᙅ者であるとの▩┪した状ἣがある。まさに人㢮の分᩿である。 
いや分᩿は᪤にูの㠃でጞまっている。それは疎外とばれる意識の㠃での分᩿であり、人間のᏙ立化である。かつて

近代文᫂の発展が人間疎外をもたらしたと議論されたことがある。それはᶵᲔの発㐩によってປാຊが疎外され、Ẹ主主

義の発㐩によってᑡ数者が疎外されたことに対する༴ᶵ感であった。その状態からはまだ⬺出できていない。⬺出のため

の知ᜨは✚したが、まだ༑分である。そこへ新たな分᩿の✀がまかれている。それがコロナである。コロナを㑊ける

ため、我々は᥋ゐをไ㝈されている。全に᥋ゐを㐽᩿すればᏳ全は確ಖされる。しかしそれでは生活も生⏘も成り立た

ない。そこにジࣞンマがある。このジࣞンマをඞ᭹するには最ప㝈の経済活動を⥔持しつつ最大㝈の᥋ゐ㐽᩿を実現し、

最大㝈のຠ果を得られるようにしなければならない。そのためにಶ人がどこまで我៏できるかである。 
その究ᴟのᚰ理状態で発すべきなのがボランタリーな精神である。自分よりも者のことを考え、自発的、自主的に

ᦆ得を度外視して全యの益のために༠ຊするᚰ、それがồめられるのである。その際ఱよりᛀれてはならないことは、

そうすることが結局自分自㌟の益になることを理ゎしたうえでそのような行動をとるということである。人間の㈼さは、

自分の行動が最終的に自分自㌟の益になることが見通ࡏるとこࢁにあり、ボランタリーな行動が市場主義の経済システ

を大事な点で⿵うことを理ゎしている点にある。結局、これまで✚み上げてきたボランタリー経済に向けた我々の行動࣒

は、新型コロナウイルスとの⦆やかな共Ꮡを可能にし、われわれが新たな日常を⋓得する日を㏄えるためのᇶ本的な能ຊ

を⋓得するための㘫㘐の場であったことがわかる。 
 

注 
1 「ボランタリー」は新᫂ゎ国語辞典第 5版に「㌟㞀者のㆤやເ金・Ꮚ౪会の世ヰなどの⚟♴活動に、自発的に↓ൾ
でཧຍ༠ຊすること」とㄝ᫂され、関㐃語として「ボランタリーࢳェーン」について「⊂立した」数のᑠᗑが、ධ

れ・ᐉఏ・㓄㏦などを共同で行うもの。௵意㐃㙐ᗑ。」とのㄝ᫂がある。 
2 ཧ考文⊩�1�  
3 ཧ考文⊩�2� 
4  ཧ考文⊩�3� 
5  ཧ考文⊩�4��5��6��7� 
6  ཧ考文⊩�8��9��10��11��12� 
7  『下河辺淳ᑠఏ』（ၟ事ἲ務研究会）の出版が予定されている。 
8  ཧ考文⊩�3� 第 1❶ 根本博「もう一本の『見えࡊる手』」 
9 ཧ考文⊩�3� 第 2❶ ᒣ本᫂「企業とボランタリー・エコノミー」 

10 ཧ考文⊩�3� 第 3❶ 作間㐓㞝「ボランタリー経済はࢣイࣅࣃリティ̿ᚿ向経済である」 
11 ཧ考文⊩�3� 第 4❶ 田୰ᘺ生「ボランタリー経済と企業評౯」 
12 ཧ考文⊩�3� 第 5❶ ᒣ内直人「IT㠉とボランタリー・エコノミー」 
13 ཧ考文⊩�3� 第 6❶ ㇂本ᐶ「社会的企業ᐙ精神と新しい社会経済システ࣒」 
14  内㛶ᗓ『国Ẹ経済ィ⟬年報（௧ඖ年版）』による。 
15  内㛶ᗓ『↓ൾປാの㈌ᖯ評౯』（௧ඖ年 6月 17日ಟṇ）による。 
16  内㛶ᗓ「NPO࣍ー࣒ページ」による。 
17  ᩪ⸨ᵞ（2004）『社会起業ᐙ』（ᒾἼ書ᗑ）S�85による。 
 
 

ཧ⪃ᩥ⊩ 
(1) 金Ꮚ㑳容、ᯇᒸṇ๛、下河辺淳編（1998）『ボランタリー経済の誕生』（実業之日本社） 
(2) 下河辺淳┘ಟ、㤶すὈ編（2000）『ボランタリー経済学への招待』（実業之日本社） 
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育児ソーシャルサポートと夫婦関係が 
子どもに対する養育に与える影響 
－妻から夫への愛情を媒介として－1 

 
前川 浩子2・此川 美穂3 

 
Effects of Childcare Social Support and Marital Relations Regarding Mothers’ 

Parenting Toward Children 
－through Wives' Love for their Husbands－ 

 
Hiroko MAEKAWA & Miho KONOKAWA 

 

要  約 

 本研究は，夫および実母，そして地域の子育て支援のソーシャルサポートが夫婦関係を媒介として乳幼児

期の子どもに対する母親の養育に関連するかを検討することを目的として行われた。乳幼児を育児中の母親

（分析対象 174 名）に質問紙調査を行い，三者からのソーシャルサポートの認知，夫への愛情，そして子ど
もに対する養育の肯定的応答性および非一貫性を測定した。子どもが 1 人の場合では，夫と地域からの育児
ソーシャルサポートを母親が認知する傾向が高いことは夫への愛情を媒介し，子どもに対する養育の肯定的

応答性に関連することが示された。夫とともに，地域の子育て支援者からのサポートの有効性が明らかにな

った。それに対して，子どもが 2 人以上の場合では，夫からの育児ソーシャルサポートを母親が認知する傾
向が高いと夫への愛情につながるが，夫への愛情から子どもに対する養育への関連は有意ではなく，母親の

年齢が子どもに対する養育の非一貫性に関連することが示された。養育する子どもの人数によってソーシャ

ルサポートや夫婦関係が子どもに対する養育に与える影響が異なることが明らかとなった。 
 

キーワード：夫婦関係，ソーシャルサポート，養育行動，乳幼児期の発達 
 
1. 問題と目的 

 乳幼児期の子どもは，家庭内における主たる養育者

との愛着を基盤としながら，家族，そして，保育園や

幼稚園といった施設で出会う仲間，保育士，幼稚園教

諭などの大人へと，関係性を拡大し，自己や社会性を

発達させていくことが特徴となっている。この時期の

子どもの発達を支援するため，近年では行政による地

域の子育て支援体制も強化されつつある。 
本研究では，乳幼児期の子どもの発達に影響する家

庭の要因として家族関係の基盤となる夫婦関係に着

目するとともに，主に子どもの養育を担う母親にとっ

て，重要な他者である夫，実母に加え，地域の子育て

支援者を子どもの発達を支えるサポート資源として

とらえることとする。本研究は母親が認知している，

これら三者からのソーシャルサポートが夫への愛情

を媒介し，子どもに対する養育（肯定的応答性および

非一貫性）に影響するという仮説を検証することを目

的としている。 

 
1 本研究は 2019年度に提出された金沢学院大学 
卒業論文（此川美穂）のデータを使用した 

子どもの発達と夫婦関係 

 子どもの発達研究においては，母子関係，父子関係

が注目されることが伝統的であったが，1990 年代以
降は家族を一つのシステムと見なし，夫婦・親子・き

ょうだいといったサブシステムによって構成される

という「家族システム」が注目されるようになった

（Sameroff, 1994; 数井・無藤・園田, 1996）。このよう
な流れの中で，親子関係だけではなく，夫婦関係と子

どもの発達との重要性についても子どもの各発達段

階に応じて，実証研究が行われるようになった。 
 乳幼児期の子どもの発達では愛着が重要な概念に

なるが，幼児期の子どもの愛着の安定性には，子ども

の親である両親の夫婦関係の調和性（日常生活や夫婦

生活での意見や考え方についての夫婦間での一致度

の高さ）と親であることによるストレス（親役割スト

レス）が関連していることが示されている（数井ら, 
1996）。特に，親役割のストレスが高く，かつ夫婦関
係が調和的でない場合に，その子の愛着の不安定さを

2 金沢学院大学文学部 3株式会社ドン・キホーテ 
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ண測することが示されている。 
 児❺期では，父親から母親への愛情および母親から

父親への愛情が，親子が認知する家庭の㞺ᅖẼのⰋさ

や家族のจ㞟性へとつながࡾ，⤖ᯝとして子どものᢚ

うつのపさに影響することが明らかにされている（Ⳣ

ཎ・ඵᮌୗ・ルᦶ・ᑠἨ・℩地ᒣ・Ⳣཎ・ᮧ, 2002）。
このことから，児❺期の子どもにとっての安らࡂの場

となる家庭のᒃᚰ地のⰋさをసࡾ出すものは，子ども

にとっての両親がおいにᢪく愛情（夫婦の関係性の

Ⰻさ）であࡾ，夫婦の愛情は子どもの⢭⚄的ᗣに影

響することが示され，子どもの発達に夫婦関係のⰋዲ

さが重要な要因であることが示၀された。 
 さらに，夫婦の関係性は㟷年期の子どもにも影響を

与えることも明らかにされている。高ᰯ生を対象とし

た研究では，両親の夫婦間ⴱ藤の῝้さは，子どもが

ឤじるᕳき㎸ࡲれឤに影響し，さらに自己非㞴（けࢇ

かのཎ因が自分にある）を⤒て，ᢚうつにつながるこ

とが示されている（川ᓥ・┾ᴿᇛ・Ⳣཎ・㓇井・ఀ藤, 
200�）。 
このように，子どもにとっての両親の夫婦関係はい

れの発達段階においても，子どもに影響することがࡎ

示၀されておࡾ，夫婦関係の要因を発達研究に⤌ࡳ㎸

 。ことはᚲ要であると考えられるࡴ
⫱ඣࢯࡿࡅ࠾ー࣏ࢧࣝࣕࢩーࢺ 

 子どもに対する養育や子どもの発達に関しては養

育者のᢚうつなど⢭⚄的ᗣが影響することは発達

⢭⚄⌮学の研究によࡾᣦされている。養育者の⢭

⚄的ᗣに関連するものとして育児ストレスがᣲࡆ

られる。ዪ性にとって出⏘や育児はそれࡲでの生活を

ኚ化させ，ࡲた，ኚ化ᚋの᪂しい役割や生活への㐺応

をồめられるなど，ストレス࣋ントの一つであると

ゝえよう。そして，このようなストレス࣋ントに対

し，ソーシャルサポートがᚓられていることは，スト

レスへの⦆和につながることが知られている。 
 育児に関するソーシャルサポートの提౪者として

は，重要な他者である㓄അ者や実母などがᣲࡆられる

ことがከく，出⏘ᚋ 1 ࣨ᭶時と 3 ࣧ᭶時には㓄അ者
や実母によるサポートがストレスの影響を⦆和する

ことが示されている（㞴Ἴ・田中, 1999）。ࡲた，育児
ストレスに対して自分のຊではࢥントࣟールが㞴し

い≧ἣであっても，夫からከくのサポートをᚓられて

いるとឤじている母親は，ストレスに対ฎすることが

でき，ᢚうつ傾向がᢚ制されることが明らかにされて

いる（ᑠᯘ, 2009）。さらに，㓄അ者とྠᒃしているに

も関わらࡎ，夫からのサポートをᚓられていないとឤ

じている母親は，育児ストレスが高く，保育園からの

サポートがᚓられていたとしても，育児ストレスのప

ῶにつながらないことが示された（大内・㔝⃝・ⴗཎ, 
2013）。このことから，母親にとって㓄അ者である夫
からのサポートの重要性が示၀されている。 
 さて，育児におけるソーシャルサポートの提౪者と

しては重要な他者以እに，地域が提౪する資源にも注

目するᚲ要があると考えられる。ཌ生ປാ┬による，

子ども・子育て支援においては「地域子育て支援ᣐⅬ

業」をはじめとして，ከᵝな子育て支援のための資

源がᩚഛされつつある。᰾家族化や地域のつながࡾの

ᕼⷧ化，自分が生ࡲれ育った地域以እでの子育てのቑ

加を⫼ᬒとし，子育てのᏙ❧化や子育ての不安ឤ・㈇

担ឤが生じるといったㄢ㢟に対して，子育て中の親子

がẼ㍍に㞟い，┦流や子育ての不安・ᝎࡳを┦ㄯ

できる場を提౪することを目的に，地域に子育て支援

ᣐⅬが設⨨されている。ここでは，児❺ࢭンターや保

育ᡤなどのබඹ施設や，NPO ἲ人などの資源を活用
しながら，子育て親子の流，子育てに関する情ሗ提

౪，子育てや子育て支援に関するㅮ⩦の実施が行われ

ている。このような地域が提౪する育児ソーシャルサ

ポートが子どもに対する養育に影響するのかについ

ても検討するᚲ要があるだࢁう。 
ᮏ◊✲の目的 

 以上のことから，本研究ではᑵ学前の乳幼児を養育

している母親を対象に，（1）夫婦関係と養育との関係，
（2）夫や実母といった重要な他者によるソーシャル
サポートと養育の関連，（3）地域の子育て支援者から
のソーシャルサポートと養育の関連について検討す

ることを目的とする。これࡲでの家族システムや発達

⢭⚄⌮学の実証研究の知見をもとに，（4）各✀のソ
ーシャルサポートが，妻の夫への愛情（夫婦関係）を

媒介し，子どもへの養育につながる，というࢭࣟࣉス

の仮説ࣔデルを検証することとする。 
 
2.᪉ἲ 

2.1.ᑐ㇟ࡧࡼ࠾ㄪᰝᡭ⥆ࡁ 

 ᮾᾏ・㝣地方の児❺ࢭンター，子育て支援ࢭンタ

ー，ᑠ児⛉ࢡࢵࢽࣜࢡをゼ問・ཷデしたᮍᑵ学児をᣢ

つ母親およびᮾᾏ・㝣地方にఫࡴᮍᑵ学児をᣢつ母

親 244 名が対象となった。調査用紙の㓄ᕸについて
༠ຊがᚓられた児❺ࢭンター，子育て支援ࢭンター，

ᑠ児⛉ࢡࢵࢽࣜࢡに関しては，⫋ဨに㓄ᕸとᅇの౫
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㢗を行った。一部は㓄ᕸのࡳ౫㢗し，調査用紙の㏉㏦

は㒑㏦にて行った。その他の母親に関しては，知人を

㏻じて༠ຊ者を⤂介してもらい，㒑㏦にて㓄ᕸ・ᅇ

を行った。調査は 2019 年 10 ᭶㹼11 ᭶にかけて実施
され，1�7名からᅇ答がᚓられ，ᅇ⋡は 76�6�であ
った。このうࡕ，ᅇ答に不ഛがあったものや，㓄അ者

がいない者，ᮍᑵ学児がいないࢣースなどを㝖き，174
名が分析対象となった。 
 母親のᖹᆒ年齢は 32�1�ṓ（SD ��79），㓄അ者（父
親）のᖹᆒ年齢は 34�33 ṓ（SD 6�46）であった。養
育している子どものᖹᆒ人数は 1�72 人であった。ࡲ
た，本研究での養育行動の対象となる子ども（対象児）

は」数子どもがいる場合にはᮎ子とし，対象児の᭶齢

のᖹᆒは 19�92か᭶であった。対象児の性ูは⏨児が
94名，ዪ児が �0名であった。 
2.2. ㄪᰝෆᐜ 

ጔࡽ夫のឡ関係 Ⳣཎ・ルᦶ（1997）の夫婦
間の愛情ᑻ度（Marital Loveᑻ度）の妻∧を使用した。
Ⳣཎ・ルᦶ（1997）では 1�㡯目でస成されたが，そ
のᚋ，Ⳣཎら（2002）では 10㡯目での 1ḟඖ性が☜
認されておࡾ，本研究でも 10㡯目を使用した。㡯目
は「夫とはでもᜊ人ྠ士のようなẼがする」，「夫の

ためならఱでもしてあࡆるつもࡾだ」，「夫と一⥴にい

ると夫を本ᙜに愛していることを実ឤする」➼から構

成され，「1� くあてはࡲらない」㹼「7� 非常によく
あてはࡲる」の 7௳ἲでᅇ答をồめ，合ィしᑻ度ᚓⅬ
とした。本研究でも主成分分析の⤖ᯝから 1 ḟඖ構
㐀であることが☜認され，ಙ㢗性係数（ࣟࢡンࢡࢵࣂ

の α 係数）は�93 となࡾ，高い内的ᩚ合性を示した。 
⫱ඣࢯー࣏ࢧࣝࣕࢩーࢺ 母親がࡩだࢇ，夫・実母・

地域（児❺ࢭンター，子育て支援ࢭンター，子育て支

援のᅋ体）から，育児をする上でどのようなソーシャ

ルサポートをᚓていると認知しているのかを測定す

るために育児ソーシャルサポートᑻ度をస成した。ᑻ

度のస成にあたっては，∦ཷ・大貫（2014），ཎཱྀ・
ᡭᓥ（2006），ᰗ⃝・㤿場・ఀ藤・ᑠᯘ・ⲡ川・Ἑ合・
ᒣᖭ・大ᖹ（2002）のソーシャルサポート関連の㡯目
をཧ考にした。 
本研究ではソーシャルサポートを，子育てによって

生じるẼᣢࡕにᐤࡾῧってもらえたࡾ，ඹឤ・ᢎ認し

てもらえたࡾする「情⥴的サポート」，子育てをල体

的にᡭ伝ってもらう，≀質的，⤒῭的な援ຓをᚓられ

たࡾする「㐨ල的サポート」，そして，子育てに関す

る情ሗを提౪してもらえる「情ሗ的サポート」の㠃か 

Table 1 育児ソーシャルサポートᑻ度の因子分析 

（主因子ἲ・ࢡࢵ࣐ࣟࣉスᅇ㌿） 

 
らとらえ，夫，実母，そして子育て支援の資源の 3者
からそれࡒれどのくらいᚓられているかを測定した。

夫と実母からのサポートはそれࡒれྠじ㡯目で 11㡯
目，地域の子育て支援の資源（教示文では児❺㤋・子

育て支援ࢭンター・子育て支援のᅋ体などの地域の子

育てに関わる人）からのサポートは 7 㡯目から構成

F1 F2 F3

実母はあなたのẼᣢࡕや考えにඹឤしてくれる .83 .03 .08

実母と一⥴にいてᴦしいࠊⴠࡕ着く .79 .00 -.08

実母はあなたにឤㅰしたࡾやさしいゝⴥをかけてくれる .78 .10 .01

あなたの体調がⰋくないときࠊ実母はᚰ㓄してくれていると
ឤじる

.77 .00 .04

実母にಶ人的なᝎࡳをᡴࡕ明けることができる .75 -.04 -.14

実母はあなたの意見をᑛ重してくれる .71 .01 .07

実母は子育てや生活にᚲ要なものを㈙ってくれる .69 -.04 .01

実母はあなたが⑂れて見えるときࠊ⸆をくれたࣉࡾレࢮントな
どをして႐ࡤせてくれる

.67 .08 -.05

実母はあなたにᜥᢤきができる࣋ントや場ᡤを教えてくれる .66 .03 .05

実母は子どもと㐟ࢇでくれる .63 -.12 .13

実母はあなたが子どもの㠃ಽを見られない時ࠊ代わࡾに見てく
れる

.62 -.02 -.05

夫はあなたのẼᣢࡕや考えにඹឤしてくれる .08 .88 -.03

あなたの体調がⰋくないときࠊ夫はᚰ㓄してくれているとឤじ
る

-.02 .78 -.08

夫にಶ人的なᝎࡳをᡴࡕ明けることができる -.09 .74 -.03

夫はあなたにឤㅰしたࡾやさしいゝⴥをかけてくれる .01 .73 -.04

夫と一⥴にいてᴦしいࠊⴠࡕ着く -.04 .68 .12

夫はあなたの意見をᑛ重してくれる -.05 .68 .18

夫はあなたが⑂れて見えるときࠊ⸆をくれたࣉࡾレࢮントなど
をして႐ࡤせてくれる

-.01 .63 -.03

夫はあなたにᜥᢤきができる࣋ントや場ᡤを教えてくれる .06 .62 -.09

夫はあなたが子どもの㠃ಽを見られない時ࠊ代わࡾに見てくれ
る

-.04 .60 .08

夫は子どもと㐟ࢇでくれる .04 .50 .02

夫は子育てや生活にᚲ要なものを㈙ってくれる .08 .44 -.09

地域の子育て支援に関わる人は子育てや生活にᚲ要な情ሗを教
えてくれる

.00 -.02 .88

地域の子育て支援に関わる人は子育てや生活のことでᅔったこ
とやᝎࡳがあるときはຓゝしてくれる

-.08 .08 .87

地域の子育て支援に関わる人はあなたが⑂れて見えるときኌを
かけてくれる

.02 -.07 .84

地域の子育て支援に関わる人との他愛ない会ヰでᚰがⴠࡕ着く -.06 .08 .82

地域の子育て支援に関わる人はあなたにᜥᢤきができる࣋ン
トや場ᡤを教えてくれる

.06 .01 .76

地域の子育て支援に関わる人にಶ人的なᝎࡳをᡴࡕ明けること
ができる

.01 -.08 .75

地域の子育て支援に関わる人はあなたにやさしいゝⴥをかけて
くれる

.13 -.04 .69

寄与率（％） 25.21% 15.99% 12.27%

因子間相関 F1 F2

F2 .21

F3 .13 .26

➨1因子： 実母からのサポート（α=.91）

➨2因子： 夫からのサポート（α =.89）

➨3因子： 地域の子育て支援に関わる人からのサポート（α =.92）
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された。「1� くそうᛮわない」㹼「�� とてもそうᛮ
う」の �௳ἲでᅇ答をồめた。 
 育児ソーシャルサポートの因子構㐀を☜認するた

めに， 29㡯目に関して因子分析（主因子ἲ・ࣟࣉ
3因子構㐀であるこ，ࢁスᅇ㌿）を行ったとこࢡࢵ࣐
とが☜認された（Table 1）。➨ 1因子はすて実母が
ソーシャルサポート提౪者となっている㡯目でࡲと

➨。と名した「実母からのサポート」，ࡾࡲ 2因子
はすて夫がソーシャルサポート提౪者となってい

る㡯目でࡲとࡾࡲ，「夫からのサポート」と名した。

➨ 3 因子はすて地域の子育て資源がサポート提౪
者となっている㡯目でࡲとࡾࡲ，「地域の子育て支援

に関わる人からのサポート」と名した。ᑻ度構成に

あたっては，サポートの✀㢮として情⥴的サポート，

㐨ල的サポート，情ሗ的サポートのഃ㠃も㡯目にᫎ

させていたが，因子分析の⤖ᯝからは，サポートの✀

㢮ではなく，サポート提౪者がୗᑻ度になるᙧで育

児ソーシャルサポートが構成されていることが☜認

された。なお，ࣟࢡンࢡࢵࣂの α係数は「実母からの
サポート」（11㡯目）で�91，「夫からのサポート」（11
㡯目）で��9，「地域の子育て支援に関わる人からのサ
ポート」で�92といࡎれも高い内的ᩚ合性を示した。
以降の分析では，各因子にྵࡲれる㡯目を合ィし，ୗ

ᑻ度ᚓⅬとした。 
 子どもᑐࡿࡍ㣴⫱ ఀ藤・㎷井・中ᓥ・ᮃ᭶・

㧘ᰗ・田中・ᯇ本・大ᕌ・ཎ田・㔝田（2014）の肯
定的・ྰ定的養育行動ᑻ度のうࡕ，「肯定的応答性」

（�㡯目）と「非一貫性」（4㡯目）の 2つのୗᑻ
度を使用した。肯定的応答性は「子どもがఱかをし

てくれたときにあࡾがとうとゝう」「㢌をなでる，ᢪ

き合う➼のスキンシࣉࢵをする」「子どもがఱかうࡲ

くできたときには〔めࡆてあࡆる」➼の㡯目から成

っていた。非一貫性は「子どもをྏったࡾ〔めたࡾ

する基‽が，その時のẼ分でᕥྑされる」「ಶ人的な

➼「うときがあるࡲつけてしࡪを子どもにࣛࣛ

から成っていた。「1� ない・とࢇどない」㹼「4� 
非常によくある」の 4௳ἲでᅇ答をồめた。それࡒ
れのୗᑻ度に関して主成分分析を行ったとこࢁ，

それࡒれ 1ḟඖ性が☜認され，ࣟࢡンࢡࢵࣂの α係
数は「肯定的応答性」で�76，「非一貫性」で���であ
 。内的ᩚ合性が☜認されたࡾ
 子ども㸪㓄അ⪅㸪ᐇẕ㸪ᆅᇦの子⫱࡚ᨭ㈨※ά

ኚᩘ 基本的な情ሗとして，子どもの人ࡿࡍ関⏝

数と，それࡒれの子どもの᭶齢，性ูのᅇ答をồめ

た。ࡲた，⌧ᅾの⤖፧の有無，㓄അ者の年齢につい

てᅇ答者である母親にᅇ答をồめた。本研究にཧ加

した対象者の中には，⌧ᅾ㓄അ者がいないとᅇ答し

た者がいた。本研究では夫からのサポートや夫への

愛情を養育行動の要因ととらえているため，㓄അ者

がいないཧ加者は分析から㝖እした。実母とྠᒃし

ているか，ูᒃしているかをたࡡࡎたとこࢁ，実母

とྠᒃしているとᅇ答したのは 7名（4�0�），ูᒃ
しているとᅇ答したのは 162名（92�6�）であࡾ，
その他はᮍグධであった。地域の子育て支援資源の

活用の㢖度に関しては，1㐌間に 1ᅇが �7名
（32�6�），1ࣨ᭶に 1㹼2ᅇが 37名（21�1�），༙年
に 3㹼4ᅇが 20名（11�4�），1年に 1㹼2ᅇが 10名
どཷけていない・用していないࢇと，（���7）
が 47名（26�9�），その他はᮍグධであった。 
 ⌮的㓄៖とゎᯒࢣࢵࣃࡓ࠸⏝ーࢪ 本研究は

金沢学院大学⌮ጤဨ会のᢎ認をᚓて行われた。ࡲ

た，ゎ析には ,%M SPSS Statistics 24および ,%M 
SPSS AMOS24を使用した。 
 
3.⤖ᯝ 

3.1. 夫のឡとྛㄝ᫂ኚᩘとの関㐃 

 本研究では子どもに対する養育に媒介ኚ数として

影響する要因として妻から夫への愛情を定してい

る。この媒介ኚ数と各説明ኚ数（母親の年齢，対象

児（ᮎ子）の᭶齢，子どもの数，夫からのソーシャ

ルサポート，実母からのソーシャルサポート，地域

の子育て支援に関わる人からのサポート）との関連

を検討するために┦関係数を⟬出した。夫への愛情

と有意な関連を示したのは母親の年齢（U －�26, 
S��01），夫からのサポート（U －�26, S��01），地域か
らのサポート（U �30 S��001）であった。このことか
ら，母親の年齢のపさは夫への愛情の高さと，ࡲ

た，夫と地域の子育て支援者からᚓられる育児ソー

シャルサポートの高さは夫への愛情の高さと関連が

示された。 
3.2㸬子どもᑐࡿࡍ㣴⫱とྛㄝ᫂ኚᩘとの関㐃 

 本研究における᭱⤊ᚑᒓኚ数である，子どもに対

する母親の養育（「肯定的応答性」および「非一貫

性」）と各説明ኚ数（母親の年齢，対象児（ᮎ子）の

᭶齢，子どもの数，夫への愛情，各ソーシャルサポ

ート）との関連について検討するために┦関係数を

⟬出した。養育の肯定的応答性と有意な関連を示し

たのは母親の年齢（U －�22, S��01），夫への愛情
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（U �29, S��001），夫からのサポート（U �21, S��01）
であった。このことから，母親の年齢のపさ，夫へ

の愛情の高さ，そして夫からのサポートの高さが養

育の肯定的応答性の高さと関連することが示され

た。ࡲた，養育の非一貫性と有意な関連を示したの

は母親の年齢（U �29, S��001），子どもの数（U �33, 
S��001），対象児の᭶齢（U �39, S��001），夫への愛情
（U －�17, S��0�），夫からのサポート（U －�2�, 
S��001）であった。このことから，母親の年齢の高
さ，子どもの数のከさ，対象児の᭶齢の高さ，夫へ

の愛情のపさ，そして夫からのサポートのపさが養

育の非一貫性の高さと関連することが示された。 
 以上のことから，媒介ኚ数ならびに，᭱⤊ᚑᒓኚ

数には母親の年齢，対象児の年齢そして子どもの数

と関連が見られたことから，仮説ࣔデルを検証する

㝿には，これらの 3つのኚ数を考៖するᚲ要がある
と考えらえた。 
 なお，各養育のኚ数に関して，対象児の性ูによ

って㐪いがあるかを検討するために対応のない W検
定を行った。その⤖ᯝ，性ᕪは認められࡎ（養育の

肯定的応答性：W�163� 0�60, Q�V�㸹養育の非一貫性：
W�162� 0�14, Q�V�），以降の分析では性ูを考៖しない
こととした。 
3.3. 子どものᩘྛࡀኚᩘࡿ࠼ᙳ㡪 

 ⌧ᅾの子どもの数に関するᅇ答の度数分ᕸによる

と，1人（Q �6，49�4�），2人（Q 60，34���），3 
人（Q 22，12�6�），4人（Q �，2�9�），�人以上
（Q 1，0�6�），という分ᕸになっていた。子どもの
人数によって，子どもに対する養育，夫への愛情，

各育児ソーシャルサポートのᚓⅬにᕪが見られるか

どうかを検討した。ࢢルーࣉにྵࡲれるサンࣉル数

をᆒ➼にするために，子どもの数が 2名以上のもの
を一つのࢢルーࣉにࡲとめ，子どもが 1人の⩌と 2
名以上の⩌とし，対応のない W検定を行った（Table 
2）。 
 養育ែ度のうࡕ，非一貫性のᚓⅬで両⩌に有意ᕪ

が見られ，子どもの数が 2人以上の⩌の母親のう
が非一貫性の養育が高い傾向にあることが示された

（W�162� 4�46, S��001）。育児ソーシャルサポートኚ
数では，夫からのサポート（W�164� 2�10, S��0�）），
実母からのサポート（W�1��� 2�70, S��01））のᚓⅬで
両⩌に有意ᕪが見られ，子どもが 1人の⩌の母親の
うが認知するソーシャルサポートの⛬度が高い傾

向にあることが示された。養育ែ度のうࡕ，肯定的

応答性，妻から夫への愛情，地域の子育て支援者か

らのサポートにおいては有意ᕪが見られࡎ，子ども

の人数に関わらྠࡎじ⛬度であることが示された。 
Table � 子どもの人数による各ኚ数への影響 

 
� S��001; � S��01; � S��0� 

3.4. 夫のឡࢆ፹ࡋ㸪⫱ඣࢯー࣏ࢧࣝࣕࢩ

ーࡀࢺ㣴⫱ࡿ࠼ᙳ㡪ࣔࣝࢹの᳨ド 

 乳幼児に対する母親の養育に対して，育児ソーシ

ャルサポートが夫への愛情を媒介し，影響するとい

う仮説ࣔデルを検証するためにඹ分ᩓ構㐀分析を行

った。ࣔデルの構⠏にあたっては，夫への愛情，養

育の肯定的応答性，養育の非一貫性は母親の年齢と

┦関が見られたことから，母親の年齢を統制ኚ数と

した。ࡲた，子どもが 1人のࡳの母親と子どもが 2
人以上の母親では，養育や育児ソーシャルサポート

の⛬度に㐪いが認められたことから，仮説ࣔデルに

おけるኚ数の影響の方に㐪いがあるྍ⬟性が考え

られた。そのため，子どもが 1人のࢢルーࣉと子ど
もが 2人以上のࢢルーࣉで有意となるࣃスやࣃス係
数の大きさに㐪いがあるかを検討するためにከ母㞟

ᅋྠ時分析を行った。子どもが 1人の場合のࣃスᅗ
を )igure 1，子どもが 2人以上の場合のࣃスᅗを
)igure 2に示した。この仮説ࣔデルにおけるከ母㞟
ᅋྠ時分析のࣔデル㐺合度は Ȥ2�22� 27�23
（S �202），&), �96，50S($ �037となった。なお，
各育児ソーシャルサポートから┤᥋，養育ែ度の 2
つのኚ数にࣃスをᘬいたࣔデルの検討も行ったが，

㐺合度がᝏく，育児ソーシャルサポートが夫への愛

情を媒介する，仮説ࣔデルの㐺合の方が㐺ษであっ

た。 
 子どもが 1人の場合，母親が夫や地域からの育児
ソーシャルサポートをཷけていると認知すること

は，夫への愛情の高さにつながࡾ，そして，母親の

子どもに対する養育の肯定的応答性に影響をཬࡰす

ᖹᆒ (SD ) ᖹᆒ (SD )

養育ែ度：肯定的応答性 18.45 (2.09) 18.23 (1.98) 0.70 n.s.

養育ែ度：非一貫性 7.17 (2.43) 9.02 (2.87) 4.46 ***

夫への愛情 45.81 (11.29) 42.55 (12.65) 1.76 n.s.

夫からのサポート 46.93 (6.18) 44.46 (8.83) 2.10 *

実母からのサポート 47.14 (7.27) 43.57 (9.22) 2.70 **

地域からのサポート 26.78 (5.48) 27.04 (6.09) 0.03 n.s.

子ども1人
（n=80㹼83）

子ども
2人以上

（n=77㹼84）

t್
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ことが示された。ࡲた，実母からのソーシャルサポ

ートと夫からのソーシャルサポートには┦関が見ら

れた。夫への愛情，子どもへの養育の 2ኚ数に関し
て，母親の年齢からの影響は認められなかった。 
 一方，子どもが 2人以上の場合では，夫からの育
児ソーシャルサポートは夫への愛情に影響をཬࡰし

ていた。しかしながら，夫への愛情から子どもへの

養育に関しては，養育の肯定的応答性には有意傾向

を示すという⤖ᯝにとどࡲった。統制ኚ数である母

親の年齢の影響が見られ，母親の年齢の高さは夫へ

の愛情のపさに影響し，母親の年齢の高さは子ども

の養育の非一貫性の高さに影響していることが示さ

れた。ࡲた，夫からのソーシャルサポートと地域か

らのソーシャルサポートとの間に┦関が見られた。 
 2つのࢢルーࣉのࣔデルにおいて，ࣃス係数に有
意ᕪが見られたのは，母親の年齢から子どもの養育

の非一貫性に対するࣃスであࡾ，子どもが 2人以上
の場合に係数が大きいことが示された。ࡲた，夫か

らと地域からの育児ソーシャルサポートの┦関係数

に関しても，子どもが 2人以上の場合に係数が大き
いことが示された。 

� S��001; � S��01 （ࣃスᅗには有意な係数のࡳ示した） 

)LJXUe 1 育児ソーシャルサポート，夫への愛情が子ども

に対する養育にཬࡰす影響（子どもが 1人の場合） 

� S��001; � S��01; �� S��10（ࣃスᅗには有意な係数のࡳ示した） 

)LJXUe � 育児ソーシャルサポート，夫への愛情が子ども

に対する養育にཬࡰす影響（子どもが �人以上の場合） 

4. ⪃ᐹ 

本研究では，乳幼児期の子どもの発達に影響する

夫婦関係に着目するとともに，母親にとって，重要

な他者である夫，実母，そして地域の子育て支援者

を子どもの発達を支えるサポート資源としてとら

え，これらの要因が子どもへの養育にどのように影

響するのかを検討することを目的とした。 
4.1子どもᑐࡿࡍẕぶの㣴⫱関㐃ࡿࡍ要ᅉ 

 夫婦関係のᣦᶆとして，妻から夫への愛情ᚓⅬを

ኚ数とした場合，┦関係数による検討では，妻の夫

への愛情の高さが，子どもに対する養育の肯定的応

答性の高さ，そして，養育の非一貫性のపさに関連

が見られ，夫婦の∦方のࡳのኚ数ではあるが，夫婦

関係のⰋዲさが子どもへの㐺ษな養育と関連してい

ることが示၀された。児❺期の研究では，両親がお

いに愛情ᚓⅬが高い「┦ᛮ┦愛」≧ែではない，

「∦ᛮい」≧ែ（どࡕらか一方の親が┦ᡭに対して

の愛情ᚓⅬが高い）であっても，子どもに対する養

育のᬮかさのᚓⅬが高いことが示されている（Ⳣཎ

ら, 2002）。このことから，ࣃートࢼーに対して愛情
をឤじられている≧ែは，子どもに対してᬮかく，

安定的な養育につながることを示၀すると考えら

れ，この傾向は子どもが乳幼児期という発達᪩期に

おいても見られることが明らかになった。 
4.2 夫婦関係ᙳ㡪ࢆࡿ࠼要ᅉ 

 では，乳幼児を子育て中の妻が夫にᢪく愛情はఱに

よって影響をཷけるのであࢁうか。ከ母㞟ᅋྠ時分析

の仮説ࣔデルの検証によࡾ，子どもの人数に関わらࡎ，

妻からの夫への愛情に影響を与えていたのは，夫から

の育児ソーシャルサポートの⛬度であった。本研究で

は」数子どもがいる場合であっても，一␒ୗの子ども

（ᮎ子）を対象児（乳幼児）とし，その子どもの育児

におけるーシャルサポートについてᅇ答をồめてい

る。母親にとって，ึ めての子育てであっても（子ど

もの数が 1人），これࡲで子育ての⤒㦂がある（子ど
もの数が 2 人以上）場合であっても，夫からの情⥴
的，㐨ල的なソーシャルサポートをᚓられていると認

知できることは，夫への愛情につながることが明らか

になった。子どもの E[ternali]ingな問㢟行動に関する
⦪᩿研究では，生ᚋ 11年ᚋに E[ternali]ingな問㢟行
動がከく出⌧した⩌と出⌧しなかった⩌をẚ㍑した

とこࢁ，非出⌧⩌では出⏘ᚋ 6 年目での母親の父親
に対するಙ㢗ឤが強いことが示され，母親の父親に対

するಙ㢗ឤは問㢟行動の㜵ᚚ因子であるྍ⬟性が示

夫からの

サポート

実母からの

サポート

地域からの

サポート

夫への愛情

養育の

肯定的応答性

養育の

非一貫性

母親の年齢

.63 ***

�21 �

.31 **

－.21 **

.31 **

R2=.44

R2=.07

R2=.11

夫からの

サポート

実母からの

サポート

地域からの

サポート

夫への愛情

養育の

肯定的応答性

養育の

非一貫性

母親の年齢

.58 ***

.23 **

.30 **.32 **

R2=.44

R2=.14

R2=.02
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されている（Ⳣཎ・ᮧ・ᡞ田・ᓥ・బ藤・向井, 1999）。
出⏘ᚋ 6 年目は子どもが � ṓの時Ⅼに┦ᙜし，乳児
期を⤒て幼児期の⤊わࡾ㡭にあたる。この時期に夫を

ಙ㢗できるឤぬは，乳幼児期の育児に対する夫のཧ加

が影響しているྍ⬟性がある。本研究での夫からのソ

ーシャルサポートが夫への愛情につながることは，こ

のඛ行研究からの示၀と一致するものとゝえよう。 
 一方で，これࡲで重要な他者として実母からのソー

シャルサポートに注目した研究がከくなされていた

が，本研究の⤖ᯝからは実母からのソーシャルサポー

トは仮説ࣔデルにおいて有意なࣃスを示さなかった。

本研究において，実母からの育児ソーシャルサポート

のᖹᆒ್は � ௳ἲ，11 㡯目で 4��40（SD ��4�）であ
やや高ᚓⅬに೫っていた。体として実母からの，ࡾ

ソーシャルサポートをᚓられていると認知するཧ加

者がከく，ࣔ デルの中で有意なࣃスを示さなかったこ

とに影響しているྍ⬟性がある。ࡲた，仮説ࣔデルで

は妻から夫への愛情を媒介ኚ数としておࡾ，この愛情

には実母からのソーシャサポートは影響しない，とい

うことを示している。この⤖ᯝから，育児中の母親に

とって実母からのソーシャルサポートは効ᯝがない

ということを示すものではないというⅬでゎ㔘に注

意がᚲ要である。これࡲでのඛ行研究では，実母から

のソーシャルサポートによってストレスが⦆和され

ること（㞴Ἴ・田中, 1999）が示されているだけでな
く，よࡾᗈいソーシャルサポートࢵࢿト࣡ーࢡを⋓ᚓ

し，㐺応につなࡆるためには，ࡎࡲ，㌟近な実母や㓄

അ者からのサポートがᚲ要である（᳃Ọ・ᒣ内, 2003）
とされている。本研究からᚓられたࣔデルでは，子ど

もが 1 人の場合に，実母からのソーシャルサポート
と夫からのソーシャルサポートとの間に有意な┦関

が見られ，この 2 者からのサポートは関連し合いな
がら，⤖ᯝ的に夫への愛情につながっているྍ⬟性が

ある。 
4.3 ᆅᇦの子⫱࡚ᨭ⪅ࡽのࢯー࣏ࢧࣝࣕࢩ

ーࢺの᭷ຠᛶ 

 妻が夫にᢪく愛情に影響を与える要因として，地域

の子育て支援者からのサポートも役割をᯝたしてい

た。特に，子どもが 1人の場合（ึめての育児）では，
夫からのサポートとともに，地域からのサポートをᚓ

られていると認知することが，夫への愛情への高さに

影響していた。地域からの育児ソーシャルサポートの

ኚ数は，地域の子育て支援に関わる人は「やさしいゝ

ⴥをかけてくれる」，「ᝎࡳをᡴࡕ明けられる」，「その

人との他愛のないゝⴥでᚰがⴠࡕ着く」，「ຓゝや情ሗ

を教えてもらえる」➼の㡯目で構成されている。家族

ではない➨三者にẼᣢࡕを伝えたࡾ，⪺いてもらえる

ことや，あるいは，支援者から夫婦関係のほⅬからບ

，しをもらうといった流がなされているとしたらࡲ

母親にとってはẼᣢࡕをษ᭰ࡾえたࡾ，ࣜ シࣗࢵレࣇ

するᶵ会となࡾ，夫との向き合い方にポࢪテブなኚ

化が㉳こるのかもしれない。 
 子どもが 2 人以上の場合では，地域からのサポー
トは┤᥋夫への愛情に影響は示さなくなるが，夫から

のサポートとの間に┦関があࡾ，地域からのサポート

と夫からのサポートは関連し合い，⤖ᯝとして夫への

愛情につながるྍ⬟性は示၀される。 
 ᳃Ọ・ᒣ内（2003）は，出⏘ᚋのዪ性のソーシャル
サポートࢵࢿト࣡ーࢡのኚᐜと㐺応の関連について

ᣦしている。出⏘ᚋ 1ࣨ᭶時では，㓄അ者によるサ
ポートがᢚうつと関連し，4ࣨ᭶時Ⅼでは，他の家族
や親ᡉ，人によるサポートがᢚうつと関連し，さら

に 1 年時Ⅼではその他の人≀によるサポートがᢚう
つと関連をᣢつことを明らかにしている。このことか

ら，出⏘ᚋのストレスの⦆和とᅇに関しては，サポ

ートࢵࢿト࣡ーࢡのኚᐜや拡大が㉳こっていること

をᣦしている。そして，このようなኚᐜや拡大に㝿

しては，出⏘ᚋのึ期に㓄അ者や実母からのサポート

が基盤になࡾ，እに出かけたࡾ，自分の時間をᣢてる

ようになることで，᪂たなサポート源に出会うことが

できるとも㏙られている。このことから，本研究で

も，地域の子育て支援者からのサポートがᚓられてい

ると認知している母親はソーシャルサポートの拡大

の段階にあることが定される。 
4.4 夫のឡࢆ፹とࡓࡋ子どもᑐࡿࡍ㣴

 ࢫࢭࣟࣉࣝࢹࣔ⫱

 仮説ࣔデルでは，各✀のソーシャルサポートが妻

の夫への愛情を媒介し，子どもに対する養育の肯定

的応答性ならびに非一貫性に影響するというࢭࣟࣉ

スの検討を行った。ᚓられたデータからは，母親の

年齢や子どもの数が夫への愛情，子どもに対する養

育に影響を与えているྍ⬟性が示されたため，この

2つのኚ数を統制ኚ数として考៖した分析を行っ
た。 
 子どもの人数によって，仮説ࣔデルの⤖ᯝは異な

っておࡾ，ึめての子どもを養育する場合には，母

親の年齢を考៖しても，夫からのソーシャルサポー

ト，地域からのソーシャルサポートをᚓていると認
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知していることは，夫への愛情の高さにつながࡾ，

子どもに対する養育の肯定的応答性につながること

が示された。一方で，子どもが 2人以上の場合に
は，夫からのソーシャルサポートは夫への愛情へと

つながったが，子どもに対する養育の肯定的応答性

には有意傾向にとどࡲった。ࡲた，子どもが 2人以
上の場合には，母親の年齢が子どもに対する養育の

非一貫性にはṇのࣃスが，夫への愛情に㈇のࣃス

が，有意となった。 
 子どもに対する養育の非一貫性は，「子どもをྏっ

たࡾ〔めたࡾする基‽がその時のẼ分でᕥྑされ

る」，「ಶ人的なࣛࣛを子どもにࡪつけてしࡲう

ときがある」，「子どもへのしかࡾ方が自分のẼ分に

よってኚわる」➼の㡯目で構成されておࡾ，子ども

が」数の場合には，育児にవ⿱がなくなることがண

される。ࡲた，ᅇの分析において，子どもが 1
人の⩌の母親のᖹᆒ年齢は 30�0�ṓ（SD ���0），2
人以上の母親のᖹᆒ年齢は 34�10ṓ（SD ��3�）であ
子どもが，ࡾ 2人以上の母親の年齢が有意に高かっ
た（W�172� 4���,�S��001）。母親の年齢が高い中で，
」数の子どもを養育することの⢭⚄的，㌟体的㈇担

ឤもࡲた，子どもに一貫性をᣢった養育をᅔ㞴にし

ているྍ⬟性がある。 
 ⥆いて母親の年齢が夫への愛情に㈇の┦関を示し

た⤖ᯝや，子どもが 2人以上の場合に，夫への愛情
に㈇のࣃスを示した⤖ᯝについて考ᐹする。本研究

では㓄അ者がいる母親を対象としていたが，㓄അ者

との⤖፧年数の情ሗをᚓておらࡎ，⤖፧年数のኚ数

を考៖することができなかった。夫婦の愛情におい

て，特に妻から夫への愛情ᚓⅬは⤖፧年数とともに

ୗがる傾向があることが知られている（Ⳣཎ, 
2003）。本研究において，母親の年齢が夫への愛情と
関連を示したのは，本᮶であれࡤ⤖፧年数が夫への

愛情と関連し，⤖፧年数の㛗さが夫への愛情のపさ

として⾲れる部分が，母親の年齢と夫への愛情の高

さの関連というᙧで出⌧したのではないかと考えら

れる。 
 以上の⤖ᯝから，乳幼児を養育する母親の支援の

あࡾ方について論じることとする。発達ᚰ⌮学にお

ける家族システムのほⅬから，主たる養育者である

場合がከい母親の育児支援に関して，⤖፧している

㸭ࣃートࢼーがいる場合には，重要な他者の➹㢌と

もいえる，㓄അ者との関係性に注目するᚲ要がある

だࢁう。夫やࣃートࢼーとの関係のⰋዲさが，⤖ᯝ

的には子どもに対するᬮかく，情⥴的な養育につな

がる。そして，これࡲでのඛ行研究の知見と合わせ

てゎ㔘するならࡤ，このようなᬮかく，情⥴的な養

育によって，子どものやかな発達のಁ㐍につなが

ると考えられる。 
地域の子，ࡾた，⌧ᅾ，ཌ生ປാ┬や行政によࡲ 

育て支援のᩚഛがなされている。本研究の⤖ᯝか

ら，このような地域の子育て支援の資源も，母親の

ソーシャルサポートとして有効にᶵ⬟していること

が示された。さらに，母親にとってึめての子育て

であるのか，あるいは，2人以上の子どもを養育し
ているのかによっても，支援のᕤ夫がᚲ要であるこ

とが示၀された。地域での子育て支援では，養育者

の情⥴的なサポート，㐨ල的・情ሗ的なサポートが

提౪されることが一⯡的であるが，これらに加え

て，地域の子育て支援にあたる支援者も夫婦関係の

Ⰻዲさが子どもの育ࡕに影響するというどⅬをᣢࡕ

ながら，子育て支援と夫婦支援を⤌ࡳ合わせてᒎ㛤

させることも，これからの時代にồめられる有効性

をᣢつ支援につながるྍ⬟性があるとゝえるだࢁ

う。 
4.5 ᚋのㄢ題 

 ᭱ᚋに本研究の㝈⏺とᒎᮃについて㏙る。本研

究ではソーシャルサポート，夫婦関係，子どもに対

する養育について仮説ࣔデルの検証を行ったが，

ᅇᚓられたデータは 1時Ⅼのものであࡾ，仮説ࣔデ
ルの因ᯝ関係については，⦪᩿研究を行うことで明

らかにしていくᚲ要がある。ࡲた，ᅇは夫婦関係

のᣦᶆとして，妻から夫への愛情のࡳの測定として

いるため，㓄അ者である夫からの情ሗもኚ数として

ᚓるᚲ要があると考えられる。さらに，夫婦関係と

子どもへの養育の間には，母親のストレス≧ែや⢭

⚄的ᗣ度といったኚ数が媒介するྍ⬟性もある。

夫婦間の愛情とᢚうつには関連性があࡾ，愛情関係

がᢚうつの影響をཷけているྍ⬟性（ᑠ田ษ・Ⳣ

ཎ・ᮧ・Ⳣཎ・ᑠἨ・ඵᮌୗ, 2003）も考៖するᚲ
要があࢁう。ඛ㏙の㏻ࡾ，夫婦関係を考៖する場合

には⤖፧年数のኚ数もᚲ要である。 
 本研究では，子どもにとっての両親がᏑᅾする家

庭のࡳを対象としたが，⌧ᅾ，家庭や家族のあࡾ方

はከᵝである。父親が不ᅾである場合や，ࡦとࡾ親

家庭の場合など，ᵝࠎなࢣースに対応できるᖜᗈ

い，ከᵝ性をもった支援の構⠏につなࡆるための，

実証的研究がᘬき⥆きồめられる。 
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 本研究にࡈ༠ຊくださったお母ᵝ方にᚰよࡾឤㅰ⏦し上

ከ㈡༓அẶ，Ỉᓥᰤ美ࡾた，研究の実施にあたࡲ。すࡲࡆ

子Ặ，川上⏤ᯞẶ，ᮧ上ᫀ⛱Ặにࡈᑾຊを㈷ࡲࡾした。᭱

ᚋに，地域の子育て支援にᦠわる支援者のࡳなさࡲに，ཌ

くᚚ♩⏦し上ࡲࡆす。 
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星新一と高校生読者 
－高度経済成長期後の高校生を魅了したショート・ショート－ 

 
 

中川 恵理子 

 
Shinichi Hoshi and High School Readers  

－The Short Short-Stories that Attracted High School Students  
After the Period of High Economic Growth- 

 
Eriko NAKAGAWA 

 
要  約 

本稿では、星新一が、高度経済成長期後に、多くの高校生読者を獲得した理由を明らかにした。星新一の

作品は、1970 年代から 1980 年代にかけて高校生読書におけるロングセラーであり、作品の魅力のみで高校
生を魅了していた。星の作品は、1960代後半より教科書に採用され、若い世代に広く普及していった。星の
作品には、寓話性という特徴があり、時代が経過しても高校生に読まれるロングセラーとなった。高度経済

成長期後の 1970年代から 1980年代にかけて、高校生には、劣等生による厭世的なユーモア作品が人気であ
り、星新一作品のユーモアも同じ傾向にあった。また、星のユーモアは、節度を守ったユーモアであること

から、多くの読者を獲得した。星の作品は、純文学とは真逆の読者の事を考えて分かりやすく書かれたエン

ターテイメント性の高い作品であり、高度経済成長期後の大衆化した高校生に支持された。 
 

 
キーワード：星新一，ショート・ショート，高校生読書，読者論 
 
1. はじめに 
 星新一は、SF 作家で、ショート・ショートと呼ばれる短編小説より短い作品形式の第一人者として有名
である。星新一のショート・ショート形式の一連の SF作品は、1970年代から 1980年代にかけて大流行し、
多くの高校生読者から支持を得ていた。 
 1982年の『朝日ジャーナル』では、「星新一と北杜夫が好き」というタイトルの記事が掲載され、「星新
一は、北杜夫とともに、高校生の間で圧倒的な支持を得ているらしい」1 と紹介されている。記事では、高
校 2 年生の女子学生が、「今まで本を読んで泣いてしまったのは、『沈黙』と『二十四の瞳』だけですね。
でも、面白いっていうことでいうと星新一です。星新一しか読まないという人もいますよ」2と語っており、

星新一が当時の高校生にいかに人気であったかが分かる。 
 日本は、1955 年から 1973 年にかけての高度経済成長期を経て、豊かになり、社会は劇的に変化していた。
1950年には 4割であった高校の進学率は、1975年には 9割を超え、誰でも高校に入学する全入時代に突入し
た3。1950 年代の進学率が低い時代の高校生は、社会のエリート集団であり、教養主義が規範文化として存
在していた4。そのため、高度経済成長期以前の高校生は、名作文学や思想書などを読む学生特有の読書傾

向があった5。しかし、高度経済成長期後の 1970 年代に入ると高校生に大衆化が起り、学生特有の読書傾向
は消えていった6。高度経済成長期の終わりを迎えた 1970 年代中頃より、高校生読書における名作文学主流
の傾向は衰退し、名作文学よりも現代文学作品が多く読まれはじめるようになっていたのである7。 
 名作文学衰退後の高校生読書では、どのような作品がどのような理由で読まれたのであろうか。今回、高

度経済成長期後の高校生に人気があった作家の中から、星新一の作品を取り上げたい。 
 なぜ、星の作品は、高度経済成長期後の高校生に享受され、熱烈に支持されたのであろうか。本稿では、

星新一の作品が、高度経済成長期後の 1970年代から 1980年代にかけて多くの高校生読者を獲得した理由を
明らかしていく。 
 
2. 「学校読書調査」からみた星新一 
 星新一の作品は、高度経済成長期後の高校生にどのように読まれていたのだろう。高校生読書における、
星作品の読書実態を「学校読書調査」からみていきたい。「学校読書調査」は、1954年より全国学校図書館
協議会と毎日新聞社によって共同で毎年実施されている全国規模の読書に関する調査であり、全国小中高校

134



生の読書実態を明らかにすることを┠的として行われている。調査は、人ཱྀやᆅᇦを考៖しながら㑅ฟした

全国のᑐ㇟校において、ᖹᖖの読書実態を᥈るため、学期ጞめやᐃ期ヨ㦂などの普ẁとは␗なる時期を㑊け

た 6᭶に㉁ၥ⣬を用して実施される。 
 調査㡯┠には、毎年⥅⥆して行われる㡯┠と年度によってテー࣐を変えて実施される㡯┠がある。毎年⥅

⥆して行われている㡯┠は、調査 1ࣨ᭶前の 5᭶に読んだ本や㞧ㄅのᩘと書名、ㄅ名をᣲげてもらうとい
うもので、書名をᣲげる㝿には、「教科書・学⩦ཧ考書・ₔ⏬・㞧ㄅやࡩろくをのࡒく」という᮲௳がある。

5᭶ 1ࣨ᭶に読んだ本にᣲがった書名やㄅ名は読まれた⣼ィ人ᩘを実ᩘとして集ィされ、1㹼3年の学年ࡈと、
⏨女ูに㡰をࡘけて上をබ⾲している。テー࣐を変えて実施される㡯┠は、好きな作家、本との᥋Ⅼ、

読書のືᶵ、ᫎീ化のᙳ㡪などがあり、読書に関連するᵝࠎな㡯┠が㉁ၥされている。 
 高校生の「5᭶ 1ࣨ᭶に読んだ本」をみると、星の作品は、高校生読書において 1970年代から 1980年代
にかけてロングセラー作品であったことが分かる。高校生⏨子の「5 ᭶ 1 ࣨ᭶に読んだ本」において、「࣎
などの作品が「イ国家࣐」、「トࢵ࣎れロࡄきま」、「んࡷࡕࢥࢵ 1973年から 1987年まで毎年⥅⥆してᣲ
がっている。高校生女子の「5᭶ 1ࣨ᭶に読んだ本」では、1970年代に星の作品の書名はᣲがっていないが、
1980年代は 1981年から 1984年にかけて「ࡷࡕࢥࢵ࣎ん」、「࣐イ国家」などの作品名がᣲがっていた8。 
 また、1979 年の「学校読書調査」では、高校生にᑐして、それࡒれ 23 名の作家の中から読んだことのあ
る作家と一␒好きな作家を㉁ၥしており9、好きな作家の上 5名が⾲ 1である。 
 
 

 
⾲㸯 1979ᖺ「学校読書調査」㧗校⏕ࡢ一␒ዲ࡞ࡁసᐙୖ 5ྡ㸦ᩘᏐは%㸧 

㡰 ⏨ ዪ 
1 ᶓ⁁ṇྐ㸦14.8㸧 ᶓ⁁ṇྐ㸦11.5㸧 

2 ᳃ᮧㄔ一㸦11.9㸧 ኟ┠ₙ▼㸦10.8㸧 

3 ኟ┠ₙ▼㸦10.5㸧 星新一㸦10.4㸧 

4 星新一㸦10.0㸧 ᐩᓥኵ㸦6.8㸧 

5 ⰰᕝ㱟அ㸦6.3㸧 ⴠྜᜨᏊ㸦6.1㸧  

 
  
 星新一は、当時ゅ川ၟἲで一大ࣈー࣒をᕳき起こしていたᶓ⁁ṇྐや᳃ᮧㄔ一、調査㛤ጞ時より高校生の

好きな作家として名前が毎回ᣲがっているኟ┠ₙ▼10にḟいで、⏨女共に高い人気となっている。ゅ川ၟἲ

とは、1970年代後半より、ゅ川ᶞがゅ川書ᗑにて行った、小説、ᫎ⏬、㡢ᴦを୕一యでᕧ㢠のᐉఏ㈝を
ってりฟす、メࢹアࢫࢡࢵ࣑のᡭἲである11。ゅ川ၟἲでᫎീ化され、大ᐉఏによってりฟされた

「≟⚄家の一᪘」や「人間のド明」などの作品は社会現㇟になり、若い世代に熱≬的な人気をっていた12。 
 1979年の調査では、読んだことのある作家、一␒好きな作家と共に、読んだことのある作家の好きなとこ
ろも㉁ၥされている。星新一の好きなところとして、「ユーモアがある」㸦85.2㸣㸧、「どんどん読み進め
られる」㸦63.5㸣㸧、「現実ばなれしている」㸦50.9㸣㸧、「ࢫトーリーのᒎ㛤がうまい」㸦40.3㸣㸧が上
としてᣲげられ、高校生が星作品のユーモアや SF という現実㞳れした作品でᒎ㛤されるᕦみなࢫトーリ
ーにចかれていたことが分かる。 
 1981年の「学校読書調査」では、高校生の「5᭶ 1ࣨ᭶に読んだ本」で、星新一の作品が毎年ᣲがること
にࡘいて、ゅ川ၟἲとẚ㍑して「ショート・ショートは、ᙼらを当てこんで書かれたものでもなく、ᫎീの

力をりて大㔞ᐉఏした作品でもない」、「高校生たࡕが、⮬Ⓨ的にみࡘけฟした“面白く”理ゎฟ᮶て共ឤ
できる本が星新一の一連のショート・ショートであるなら、ここをฟⓎにして考えることで進行する“本㞳
れ”をᡴ㛤する㐨があるのではないか」13というᢈホされている。星の作品は、ゅ川ၟἲの大流行と同時期に、

純⢋に作品だけで高校生を魅了していたのである。 
 
3. 星సရࡢᩍ⛉書ᥖ㍕にࡿࡼᬑཬ 
 では、星新一が、高度経済成長期後の高校生が広く読まれるようになったせᅉには、どのようなものがあ

るのだろうか。まࡎ、考えられるのは、星作品の教科書掲載のᙳ㡪である。᭱┦ⴥ᭶は「SFの読者たࡕが
㞳れていったにもかかわらࡎ、『ࡷࡕࢥࢵ࣎ん』の文ᗜ化以㝆、星新一はれጞめた。その理由は、読者の

代だった。文㒊┬᳨ᐃ教科書に作品が㘓されጞめた四十୕年ࡈろからᑡしࡘࡎጞまっていたのだろ

う。読者ᒙの中ᚰが大人のࢽ࣐ア的な SFࣇンから、一⯡の高校生、中学生とᛴ㏿に低年㱋化していっ
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た」14と教科書㘓のᙳ㡪による、中、高生読者の獲得をᣦしている。 
 星新一のⴭ作ᶒ⟶理会社である星ライࣈラリᰴ式会社が㐠Ⴀする「星新一බ式ࢧイト」では、ᵝࠎなⴭ名

人が星新一や作品の思いฟにࡘいて書いたエࢵセイが掲載された「ᐤࡏ書き」という࣌ージがある。その中

で、1970年代に中、高生であった、SF⩻ヂ家のᒣᓊ真は「᭱ึの SF」というタイトルで以ୗのようなエࢵ
セイをᐤ稿している。 
 
 

 ᭱ึに読んだ星新一作品は、1976年㸦 51年㸧中学二年の国語教科書に載っていた「⩚⾰」。 
 これは、᭱ึに読んだ SF小説でもある。㸦中␎㸧 
 学校中に星新一ࣈー࣒がᕳき起こった。星新一の本が教ᐊを㣕ࡧった。 
 学校の図書ᐊやᕷ❧図書館にも星作品はもࡕろん⨨いてあったが、一作品一ࡘࡎ㸦図書館がࢫ࣋ト

セラーをఱ十も㉎入する時代ではなかった。ᑡなくともここのᕷでは㸧。それではとうてい㊊りな

い。またᕷෆには、ྂくてもࡏいぜい年や十年前の小説本がたくさん୪んでいるようなྂ本ᒇは、な

いに等しかった。 だから新หを小㐵いで㈙った人も多かったが、家᪘のⶶ書を学校に持ってきているࢣ
ーࢫもᑡなくなかったようだ15 
 

 
 以上のように、ᒣᓊは、1970年代に星新一が学校ෆでࣈー࣒であったことと共に星の作品に教科書で読
んだ思いฟを語っている。 
また、ࢫ࣑テリ作家であり、SFᢈホ家の日ୗ୕ⶶも、「なるど」とタイトルの以ୗのエࢵセイをᢞ稿
し、星の作品との教科書でのฟ会いを語っている。 
 
 

 星新一の作品も、小学生の国語の教科書に載っていた「ⰼとࡦみࡘ」がࣇーࢫト・ࢥンタࢡトだっ

たが、その時には作者の名前をㄆ㆑しておらࡎ、中学生になって星新一の文ᗜを読み⪮るうࡕに「

会」をᯝたして㦫いたものだ。㸦中␎㸧 
 理論性を↻ワめてจ⦰したようなこと作品は、大人向けの小説にึめてゐれた⚾にとって劇⸆に等し

かった。こんなに面白い作品にฟ会えるならもっと本を読みたい。本を読むことを人生の┠的にしても

いい。そう思った16 
 
  
 星の作品は、1960代後半より教科書にも採用されて、若い世代の読者と広く普及されていた。しか
し、作品が教科書に掲載されただけでは、ここまで多くの高校生読者からの支持を得ることはฟ᮶ない。

1970年代に高校生だった᭱┦は、当時の読者のឤぬとして「星新一の本を好むᙼらに SFを読んでいるとい
うព㆑はあまりない。ただ、星新一を読んでいる。ただただ面白いから星新一を読んでいる。みんなが読ん

でいるから⮬分も読む。だから星新一が流行っている」17と語っている。高度経済成長期後の高校生が星の

作品にឤじた、面白さや魅力とは一యどのようなものであったのだろうか。 
 
4. ྠ௦ࡢ SFᑠㄝ「᪥ᮏỿἐ」ࡢẚ㍑ 
 高校生が星新一作品にឤじた魅力にࡘいて、同時代の SF作品とẚ㍑を行って考ᐹしていきたい。星新一
と同時代に高校生に読まれた SF作品として、小ᯇᕥிの「日本沈ἐ」がある。 
 小ᯇᕥிは、星新一と同じく日本の SFの成期の作家であり、▼川ႛྖは小ᯇのά㌍を「星新一がඛ㥑
者としてษりࡦらいた㐨を、小ᯇᕥிがࣈルࢻーࢨーでᆅならししたのである。しかもこのࣈルࢻーࢨーに

は⢭ᐦなࢥンࣗࣆーターがࡘいていた。わが国の SF人ཱྀをࡩやすうえで、小ᯇのᯝたしてきたᙺ割は大き
い」18と⾲現している。1970年代、SFの第一世代ともいうき、星新一、小ᯇᕥி、⟄ᗣ㝯は、それࡒれ
の⊂⮬の作㢼を☜❧してά㌍していた19。 
 では、小ᯇの作品は高校生にどのように読まれていたのであろうか、「学校読書調査」の「5᭶ 1ࣨ᭶に
読んだ本」の⤖ᯝをみていきたい。小ᯇᕥிの作品が、高校生の「5᭶ 1ࣨ᭶に読んだ本」に名前がᣲがっ
たのは、1974年の「日本沈ἐ」がึめであり、高校生⏨子 1年の 5という⤖ᯝであった。「日本沈ἐ」
は、1973年にฟ∧された作品で、400㒊の大ࢫ࣋トセラーとなり、同年にᫎ⏬化された話㢟作である。
「日本沈ἐ」は、ᫎ⏬化した⩣年の 1974年の「5᭶ 1ࣨ᭶に読んだ本」には書名がᣲがっていたが、その⩣
年の 1945年以㝆は書名はᣲがらࡎ、一過性のࣈー࣒で読まれていたことが分かる。ḟに小ᯇの作品が「5᭶
1ࣨ᭶に読んだ本」にᣲがるのは、1980年のことである。1980年は、小ᯇᕥிの「άの日」が、ゅ川ၟἲ
でりฟされてᫎീ化され、一大ࣈー࣒となった年であった。1980年の「άの日」の人気はすさまじ
く、高校生「5᭶ 1ࣨ᭶に読んだ本」で、⏨子は全ての学年で 1、女子も全ての学年で書名がᣲってお
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り、ゅ川ၟἲが高校生読書にえた大きなᙳ㡪がᨵめて分かる。 
 小ᯇᕥிは、高校生に一過性のࣈー࣒で読まれていたのにᑐし、星の作品は、⥅⥆して読まれるロングセ

ラーであった。同じ SFというジャンルの作品でありながら、二人の作家の作品には、なぜこのようなᕪが
生まれたのだろうか。 
 小ᯇᕥிの「日本沈ἐ」は、高度経済成長を㐙げた 1970年代当時を連想さࡏる 197X年の日本において、
ᆅẆ変ືがཎᅉで、ᄇⅆ、ᆅ㟈などのኳ変ᆅ␗がḟࠎと起こり、日本ิᓥが沈ἐするというࢫトーリーであ

る。作中においては、沈ἐする事実をྍ⬟な㝈り㞃そうとするᨻᗓの人間、日本沈ἐの事実をᭀ㟢する◊✲

ဨ、日本人をᾏእに⬺ฟさࡏるためのィ⏬を❧てる◊✲ࢳー࣒のメンࣂー、日本にṧることをỴ᩿する人ࠎ

などのᵝࠎな人間がᥥかれている。 
 ሷἑ実ಙは『ᐃ本ࢫ࣋トセラーのᡓ後ྐ』で、「日本沈ἐ」を「『日本沈ἐ』は、࢜イル・ショࢡࢵにᦂ

れた四十ඵ年をシン࣎ライࢬする超ࢫ࣋トセラーであった」とし、1974年に起こった࢜イル・ショࢵ
てᐉఏし、「読者は、SF小ࡏᆅ㟈やⅆᒣᄇⅆなどにฟ∧社は作品を連ືさࡄや日本ิᓥで起こった┦ḟࢡ
説という、科学の力をかりたᯫ✵話とᢎ▱していた。が、ฟ∧と㌶を一にして日本ิᓥのྛᆅで起きはじめ

た⮬↛現㇟は、『日本沈ἐ』にᕦጁにᥥかれたシࣗࢳエーションに、あまりにも㓞ఝしているのにື㢬し

た」20と 1974年の時ໃがᙉくᫎされた作品であるとしている。 
 また、上ࡦさしの「ࢫ࣋トセラーのᡓ後ྐ」においても、「日本沈ἐ」は、「とくに㔜せなのが、の

変ື┦ሙไの⛣行、▼Ἔ༴ᶵ、Ỉ㖟、PCB㸦࣏リሷ化ࢽ࢙ࣇࣅール㸧ởᰁ㨶の୕ࡘだろう。前の二ࡘは高
度成長が終わったことを࿌げ、ởᰁ㨶㦁ືは人間がࡘくりだした≀㉁が㣗≀連㙐という⮬↛⏺の回㊰をᕠっ

て⤖ᒁは人యに✚されるということを教えた。ࡘまり日本人のఱ割かは、⦾ᰤが࢝ルタのᇛにすࡂなかっ

たこと、そして⮬↛がᚲࡎሗすることを思い▱ったのである」、「ᡓ後ྐはこの年、逆㌿をおこしていた

のだった。終ᮎ論やᮍ᮶論がࣈー࣒になったのも、そして『日本沈ἐ』がよく読まれたのも、この文⬦にἢ

えばᐜ᫆に理ゎできるはࡎだ」21とホ౯している。「日本沈ἐ」は、1974年当時の日本における社会Ᏻを
య現したからこそ、多くの読者を獲得した作品なのである。 
 それにᑐして、星新一の作品では、作中に時ໃをឤじさࡏるᥥが存在しない。星新一は、作品を書く上

で ーがあった。星は、作の㝿ࣈに時事㢼はᢅわないというタࡘーをᐃめており、その中の一ࣈのタࡘ3
に、ព㆑的に時ໃの変化を㑊けていたのである。また、星の作品は、「日本沈ἐ」とは␗なり、Ⓩሙ人≀の

ᚰ理ᥥが存在ないことも特徴である。 
 星は、1976年にฟ∧された「きまࡄれ༤≀ㄅ」に㘓されている「人間のᥥ」というエࢵセイにおい
て、⮬㌟の作品にࡘいて以ୗのように語っている。 
 
 
人≀ᥥにⓎするあまり、主人බがとんどⅬと化してしまった。⚾がよくⓏሙさࡏるエࢾẶのたࡄ

いである。なぜ Nとロー࣐Ꮠをわないかというと、日本Ꮠにまࡊると┠❧って調しないからであ
る。なぜのアルࢵ࣋ࣇトをわࡠかというと、このⓎ㡢が᭱もᆅだからである。また、なぜ名前

らしい名をわࡠかというと、日本人の名はそれによって人≀の性᱁や年㱋が規ᐃされかねないからで

ある。㈏⚘のある名とか⨾人めいた名というのは、たしかに存在するようだ。 
 作品の主人බのⅬ化が進むと、一᪉≀語ᵓ成のくࡩうがẚしてᙉくせồされ、いっそうࡘらく

なる。このタイࣉは作品がྂࡧにくいかわり、Ⓨ⾲の時Ⅼではࣃンࢳの力がにくらⷧくなりがࡕ

で、それを⿵わなければならࡠのである。 
  そうなると小説と呼ࡪより寓話である。㸦中␎㸧 

 当ึはព㆑してなかったが、いまや寓話の⯆が⚾の┠ᶆである。それには時事㢼を㝖しなけれ

ばならࡎ、流行語もわࡠようにࡏねばなら22ࡠ 
 
  
 星新一の作品は、人≀をᥥࡎࡏ、時ໃを㝖したෆᐜにすることで、寓話的な作品となっていた。星新

一の作品は、この寓話性という特徴によって、時代に消㈝される一過性の作品ではなく、どの時代の読者に

もᡭに取られる普㐢的な作品となり、高校生読書におけるロングセラーとなったのではないだろうか。 
 
5. ྠ௦ࣘࡢーࣔసရ「ࣜࢩ࣐࢘࣎ࣥࡿࡃーࢬ」ࡢẚ㍑ 
 ḟに、星新一の作品の魅力にࡘいて、ユーモアというほⅬから᥈っていきたい。ユーモアが魅力で高校
生に読まれていた作品として、北杜夫の「どくとる࣐ン࢘࣎シリーࢬ」がある。「どくとる࣐ン࢘࣎シリー

をはじ「ᾏ記⯟࢘࣎ン࣐どくとる」セイで、1960年にห行されたࢵとは、北杜夫によって書かれたエ「ࢬ
めとした、「どくとる࣐ン᪻࢘࣎記」、「どくとる࣐ン࢘࣎㟷記」、「どくとる࣐ン࢘࣎小㎡」など

の作品名に「どくとる࣐ン࢘࣎」とෙした一連のシリーࢬである。 
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 1982年の『朝日ジャーナル』の記事に「星新一と北杜夫が好き」23とある㏻り、北杜夫は星新一と同じ

く、高度経済成長期後の 1970年代から 1980年代にかけて高校生に人気があった作家である。 
1979年の「学校読書調査」で、読んだことのある作家の好きなところをᑜねているが、北杜夫は「ユーモ
アがある」㸦87.8㸣㸧がもっとも高い割ྜで、星新一と同じくユーモアが魅力であった。高度経済成長期後
の高校生がចかれた北杜夫と星新一のユーモアには、どのような共㏻Ⅼが存在するのだろうか。 
 「どくとる࣐ン࢘࣎シリーࢬ」では、ⴭ者である北杜夫が劣等生としてる⯙うことで生まれる、ᒅᢡし

たユーモアが特徴である。「どくとる࣐ン࢘࣎シリーࢬ」の第㸯作┠にあたる「どくとる࣐ン࢘࣎⯟ᾏ記」

では、ົ་であった北杜夫が、人の່めで⯪་に⯆を持ࡕ、Ỉ⏘ᗇの࣐グロ⁺⯪の⯪་として⯟ᾏし

た経㦂が書かれているが、⫋ሙに⯪チྍに取った㝿のᵝ子を以ୗのように語っている。 
 
 

 ⚾のいる་ᒁでは⩣教ᐊ主ദの学会をやることになっており、ᯝたしてチྍしてくれるかどうか༴

んでいたところ、教ᤵは人間のぢる┠を持っている人で⚾のことはすっかりㅉめていたらしく、ពእࡪ

に⡆༢に࢜ーࢣーになった。なにしろ⚾はもうఱ年も་ᒁにいるくࡏに論文一ࡘ書こうとはしないので

ある。་ᒁにいるとたいていᚰ理とか理とかの◊✲ᐊに㓄ᒓされ、いやでも共同◊✲科ఱかをᢲし

けられてしまうものだが、⚾はそんなものじられࡠよう、小㒊ᒇの一㝮に『Ᏹᐂ⢭⚄་学◊✲ᐊ』な

る┳ᯈをかかげ、⮬らその主௵と⛠し、そこに㞃れて✵㣕ࡪ┙の書≀なんࡒばかりを読んでいたので

ある24 
 
 
 以上のように、北が大学の་ᒁで、ⴠࡕこࡰれとして真面┠にാいているᵝ子が面白く書かれており、

このようなユーモアが作品の㝶ᡤにぢられ、読者を➗いにㄏう。 
 ḟは、星のユーモアにࡘいてみていきたい。星作品のユーモアは、SFというモࢳーࣇを㏻してᥥかれ
る、ナンセンࢫなࣈラࢡࢵユーモアが特徴であろう。星新一の代⾲作「ࡷࡕࢥࢵ࣎ん」は、ࣂーでാくࢶン

とした⨾人のࡷࡕࢥࢵ࣎んは、実はࢫ࣐ターが作ったロࢵ࣎トであったというࢫトーリーである。ロࢵ࣎ト

であるࡷࡕࢥࢵ࣎んは、ᐈのゝったことを⧞り㏉すような⡆༢な受け⟅えと㓇を㣧むື作しかฟ᮶ない。࣎

んが㣧んだ㓇を回して、ᐦかにᐈにฟしていた。あるࡷࡕࢥࢵ࣎、ターはࢫ࣐ーのࣂんを作ったࡷࡕࢥࢵ

日、ࡷࡕࢥࢵ࣎んに入れあげすࡂて㔠⟇がᑾきた㟷年が、これで᭱後だとࣂーに᮶て、ࡷࡕࢥࢵ࣎んと㓇を

㣧み、以ୗのように話のᖥが㛢じる。 
 
 

 「らい෭たい人はいないねࡄྩ」 
 「あたしࡄらい෭たい人はいないの」 
 「ẅしてやろうか」 
 「ẅしてࡻࡕうだい」 
 ᙼはࢵࢣ࣏トから⸆のໟをฟして、グラࢫに入れ、ࡷࡕࢥࢵ࣎んの前にᢲしやった。 

 「㣧むかい」 
 「㣧むわ」 
 ᙼのみࡘめている前で、ࡷࡕࢥࢵ࣎んは㣧んだ。 
 ᙼは「ᡭにṚんだらいいさ」とゝい、「ᡭにṚࡠわ」のኌを⫼に、ࢫ࣐ターに㔠をΏして、そと

にฟた。ኪはࡩけていた。 
 。アからでると、ṧったおᐈにኌをかけたࢻターは㟷年がࢫ࣐ 

 「これから⚾がおࡈりますから、みなさん大いに㣧んでୗさい」 
㸦中␎㸧 
 そのኪ、ࣂーはおそくまでⅉがࡘいていた。ラジ࢜は㡢ᴦを流し࡙ࡘけていた。しかし、だれࡦとり

ᖐりもしないのに人ኌだけは⤯えていた。 
 そのうࡕラジ࢜も「おやすみなさい」といって、㡢をฟすのをやめた。ࡷࡕࢥࢵ࣎んは「おやすみな

さい」とࡪࡘやいて、ࡂࡘはだれが話しかけてくるかしらと、ࡘんとした㢦でᚅっていた。25 
 
 
 㟷年がいれたẘのࡏいで、㓇をいまわしていたࣂーのࢫ࣐ターと同ᖍしていたᐈたࡕは全ဨṚஸし、㟷

年がẅそうとしていたロࢵ࣎トのࡷࡕࢥࢵ࣎んだけがおᗑの中でṧるという⓶⫗な⤖ᮎである。 
 北作品のユーモアにࡘいては、生い❧ࡕから᮶る࣌シ࣒ࢬ࣑がたࡧたࡧᣦされている。北杜夫は、་者

の一家に生まれ⫱ࡕ、∗は⢭⚄科་でありながら文学者であるᩪ⸨ⱱྜྷで、エリート一家に生まれ⫱ࡕなが
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ら、劣等生として」㞧な㟷を㏦っていた26。⚟⏣ᏹ年は北杜夫作品のユーモアを、劣等ព㆑にᡴࡕされ

た࣌シ࣒ࢬ࣑があるとホしている27。また、ἑ行夫は「そこに生まれる➗いは、↓┈に⪏える➗いであ

り、その本㉁はᝒယ・ーࢫࢯである。ᙼが、そのようなᝒယの⮬ᕫのጼを、࣐ン࢘࣎というወጁな㨶によ

って㇟徴しようとしたことは、十分にうなࡎけるものがあると思う」28とᣦしている。 
 星新一も、北杜夫と同ᵝにエリート一家の中で⫱ࡕながら、大きなᢡをయ㦂している。星新一の∗ぶ

は、一代で全国ᒎ㛤する有名ᴗとなった星〇⸆を作り上げ、のࡕに衆議㝔議ဨにもなった星一である29。

また、星新一のẕ᪉の♽∗ẕは、ᖇ国大学་科大学長でゎ๗学者の小㔠Ⰻ⢭、᳃㬑እのጒの႐⨾子であっ

た。星新一は、そのようなエリート一家の長⏨として生まれ⫱ったのである。星新一は、∗ぶがᛴṚしたこ

とによって、若くして星〇⸆を⥅ࡄことになるが、㈇മをᢪえ傾いた会社を❧て┤すことがฟ᮶ࡎに、会社

を倒⏘さࡏた30。星新一は、࢝リ࣐ࢫ的な経Ⴀ者である∗をኻったことでᛴ㏿に傾く会社で、ಙじていた多

くの人ࠎにษられ、മᶒを取り❧てられ、㈈⏘をኻって、㎞㓟をなめる経㦂をしていた31。 
 ⓒ┠㨣ᜤኴ୕㑻は、新₻社文ᗜ「Ᏹᐂのあいさࡘ」のゎ説で、星の作品はリアリ࣒ࢬをᣄྰする「厭人、

↓の思考」であるとし、その理由にࡘいては「こうして、人生のまでぢᑾくし、ᆅ⊹の㈐ⱞをなめࡘく

した㟷年が、人間ಙ、↓の思考をᢪくようになるのは当↛だろう」32とᣦしている。星新一の厭世的

なࣈラࢡࢵユーモアは、エリート一家の中での劣等生として、大きなᢡを経㦂したことに起ᅉしていたの

である。一ぢ、␗なるように思える北と星のユーモアであるが、厭世的なユーモアという共㏻Ⅼが存在して

おり、二人の劣等生として過ࡈしてきた生い❧ࡕが関ಀしていたのであった。 
 高度経済成長期後の高校生には、1970年代から 1980年代にかけて、劣等生のᒅᢡしたユーモア作品が人
気であった。北や星と同時期にユーモア作品で高校生に人気があった作家に㐲⸨࿘作がいるが33、☾㈅ⱥ夫

は、北杜夫と㐲⸨࿘作の共㏻Ⅼを「アンࣄ・ࢳロイ࣒ࢬのᚰ、文学的にはそこから生まれるユーモア性」

とした上で、「㐲⸨も北も、ࡘねに⮬分を、もっともซな人間、劣等者の⨨におく。人ࠎはすっかりᏳ

ᚰしてかれらにࡘきあう」とし、大衆をព㆑して生みฟされた、劣等生のᒅᢡしたユーモアをᣦしている
34。星の作品も、劣等生という❧ሙからὴ生するᒅᢡした厭世的なユーモアによって、高度経済成長期後の

高校生から支持されたのである。 
 
6. ྠ௦ࡢ SFసᐙ⟄ᗣ㝯ࡢẚ㍑ 
 星新一と同時代にά㌍し、同じ SF というジャンルで、ユーモアにᐃホがあった作家として⟄ᗣ㝯がい
る。ඛ㏙したとおり、⟄ᗣ㝯は、星新一、小ᯇᕥிと共に日本の SF成期を支えた作家で35、若い世代に

人気があった。 
 ⟄ᗣ㝯は、1979年の「学校読書調査」の高校生好きな作家の調査では、⏨子 8、女子 17に㑅ばれ
ており、好きな理由として「ユーモアがある」㸦67.6㸣㸧が多くᣲげられている。 
 ⟄の作品は、「学校読書調査」における高校生の「5᭶㸯ࣨ᭶に読んだ本」で、1980年にึめて書名が
ᣲがった。1980年に⏨子で「㎰協᭶行く」、「あるいは㓇でいっࡥいのᾏ」といった短編集や、エࢵセ
イ「≬気のἋửも㔠ḟ第」の書名がᣲがり、1981年には女子で「㎰協᭶行く」の書名がᣲがっている。 
 ⟄ᗣ㝯作品にࡘいて、長ᒣ➃生は「⟄ᗣ㝯はẘのある㢼่的な作品で、人気を༤す一᪉、やくࡊの世

⏺をᥥいた『⏨たࡕの書いた⤮』、文学同人ㄅや文学㈹ࣞーࢫを㢼่した『大いなるຓ㉮』㸦一㸧な

どをⓎ⾲、SF以እの作品でも高いホ౯を得ていく」36とホしている。⟄ᗣ㝯は、ᵝࠎな作㢼の作品を書き

ながらも、高校生の「5᭶ 1ࣨ᭶に読んだ本」にᣲがる作品は「㎰協᭶行く」、「あるいは㓇でいっࡥい
のᾏ」といったユーモラࢫな短編やエࢵセイであった。 
 ⟄ᗣ㝯は、ユーモアがある短編を書く SF作家という星新一と多くの共㏻Ⅼを持っている。しかし、
「学校読書調査」の⤖ᯝをみると、⟄ᗣ㝯は、星新一ど高校生読者に支持されていないことが分かる。

星新一と⟄ᗣ㝯の㐪いはいったいఱなのだろうか。 
 ⟄ᗣ㝯の「㎰協᭶行く」は、成㔠で⏣⯋者の㎰協の団యが大㔠をかけて᭶᪑行に行き、Ᏹᐂ人に㐼㐝

するというࢫトーリーである。以ୗのᘬ用の㏻り、㎰協の面ࠎは、▱性の低い成㔠としてᥥかれ、Ᏹᐂ⯪ෆ

では、ῧဨにはセࣁࢡラし、⯪長やῧဨを㎢᫆さࡏる。 
  
 

 「よう、※やん。みࡈとに❧たしたのう」 
 「お前のᜥ子が、このጠࡷࡕん好きや好きやゝうとるやんけ」 
 「※୕は、ࡷࡕࡱの女子が好きやさけえのう」 
 ㈇けん気を起しての⏨たࡕも㝜ⱼを㟢ฟさࡏ、ຨ起さࡏようとດめはじめた。ᑕ⢭してしまう⏨も

いる。 
 「やめてください。やめてください」ᝒ㬆をあげながら規子はྉんだ。「さっきゝったでしࡻう。あ

の、こ、ここで。ⓙさん Ỉをかまないで。ⓙさん、ࣃンࢶは⬺がないでください。⬺がないで。そ
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のまま⁛⳦しますから」 
 「わいはࣃンࢶと㐪う。』や」 
 女たࡕがげらげら➗った。 
 「なあጠࡷࡕん」大㐀が┠を⣽め、規子にすりᐤった。「持ࡕもん全㒊、ここ⨨いてくんけ。わい、

現㔠二༓持っとるんやけど」 
 「えっ。どうしてまたそんな大㔠を」規子が┱をࡦそめた。「᭶行くのに現㔠はいりまࡏん。ここ

  「いていってください。ಖ⟶はཝ㔜ですから⨨
 ⠛がにやにや➗いながらഐからཱྀをฟした。「おጠࡷࡕん。そら㔠を持っていること教えて、あんた

をཱྀ説いとるんやがな」37 
 
 
 「㎰協᭶行く」では、Ⓩሙ人≀たࡕがୗ品でወᢤなࡩるまいをすることによって➗いが生まれている。

ୗ品な㎰協の団యが、Ᏹᐂ᪑行ඛで、ᆅ⌫をᩆうというナンセンࢫなユーモア‶載のࢻタࣂタࢥメࢹであ

る。 
 ᡪ⏣ᙪは、1979年にฟ∧されたゅ川文ᗜ「㎰協᭶行く」のゎ説において、⟄ᗣ㝯のࣇンとし
て、⟄ᗣ㝯の文❶をᘬ用した上で、作品を以ୗのように語っている。 
 
 

 「真実の文学」と㢟した⟄Ặのᐉゝめいた短い文❶が、⚾は大変好きだ㸦『ูወ想ኳእ』第୕

ྕ。一年㸧。これどぢ事に、⡆₩に、しかもᨷᧁ的に、⟄Ặが⮬分の世⏺をせ⣙したことも

⌋しいと思うので、あえて全文ᘬ用しよう。 
 
Ӑ人㢮みなᖹ等。ឡ。「わたしはბを⏦しまࡏん。」、性ၿ説。「ᡓதはࡈචだ」。まࡈࡈろ。ඛ人

をᩗまおう。ᖾな人にឡのᡭを。㸭こういうものはბであり、それをბとㄆ㆑したところからࢲࢻ

ャࢳャメࢳࣁ、ࢡࢵテࢫࣉラࢫ、タࣂ SFはጞまる。㸭人間はᕪูが大好きで、⫗ḧに生きていて、
ბをࡘかねば生きられࡎ、ᝏいことばかり考える。ᡓதは大好きである㸦ᖹ㐠ືはᡓதの第一ẁ㝵

だ㸧。ษりこそ⦾ᰤにࡘながり、⪁人を㤿㮵にし、᪩くṚねと思い、ᖾなやࡘがいるために⮬ら

はᖾ⚟だといって႐ࡪのである。㸭この真実を、今や SF以እの文学は、ᥥこうとしない。いな、ᥥけ
ない。⮬らがそうしたഇの中にとりこまれてしまっているからだ。ただࡦとࡘ、ୗ等にしてୗ品に

して半気ࡕがいでბࡘきと思われていて、そしてఱものからも⮬由な、ࢻタࣂタ、ࢫラࢫࣉテࢵ

 ャ㹑㹄のみが、この真実をᥥき得るのであるӑࢳャメࢳࣁ、ࢡ
 

 この文❶を読むたࡧ、⚾は実にទᛌなゎᨺされた気分になるのだが、世の中にはこういうẘのあるユ

ーモアをまるで受けけないタイࣉの人たࡕもいる。このⅬ、⟄文学に関しては、熱烈な支持ὴと᩿

ᅛたる᎘ᝏὴのࡩたࡘしかなく、中間ὴはとんど存在しないといってもいいように思われる38 
 
 
 以上のように、ᡪ⏣は、⟄が⮬㌟の作品を人間の㓶い面をむきฟしにしたࢻタࣂタな႐劇だと語ってい

ると紹介した上で、読者として⟄作品は好き᎘いが分かれるとしている。 
 また、星新一と⟄ᗣ㝯は、1980年に「SFのྍ⬟性 ᑐㄯ・一ඵࠐ年代に向けて」というᑐㄯを行っ

ており、それࡒれの読者にࡘいて以ୗのように語っている。 
 
 
星：だけど今や大学生には⟄さんの人気が一␒でしࡻう。 
⟄：大学生になりࡷあいいんですよね。ၥ㢟は小説を読みかけた中学生高校生が一␒༴いんで««。 
星：だけど前ẁ㝵でࡰくのなんか読めば、だんだん័れるんじࡷないか。 
⟄：ある⛬度័れると思うけど、星さんの㏱明ឤのあるࣈラࢡࢵユーモアじࡷなくて、くのሙྜは

どこにでもいそうなその㎶のおっさんおばはんをฟしてきて、こいࡘに႖ვをる時はこうだなんて、

ᝏいことをいっࡥい教えるわけなんで、そういった実㝿にᛂ用できるᝏい▱恵というのが、考えてみた

らࡰくの作品にはいくらでもあるわけなんです。それを実㝿の行ືの中に⛣すやࡘがቑえてきて、⟄

ᗣ㝯の本読んだのがいかんなんていうのが㐌หㄅにはฟるし««。 
星：今⣕ᙎされているのか、⟄さんは。 
⟄：いやな㟁話が┤᥋かかってくるわけだからʊʊそれは読者の中のࡈく一㒊分ではあるけれども、
受け㌟に❧ࡘこっࡕは一人なんだから、それが全㒊一人のᡤ⿕さってくると、やっࡥりいやな気持で

すよ。だから一ඵᡯᮍ‶お᩿りと書いたのは、ࡰくのᡤ文ྃをゝってくる一ඵᡯᮍ‶を持ったぶたࡕ
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 の厭ですね39
 
 
⟄のユーモアは、Ⓩሙ人≀に突㣕な行ືを取らࡏて㈘めることで、➗いが生まれている。星新一もナン

センࢫなࣈラࢡࢵユーモアが特徴だが、特ᐃのⓏሙ人≀を㈘めたりするものではなく、⓶⫗をຠかࡏながら

も誰もയࡘけないユーモアである。 
 誰かをയࡘけるようなユーモアや節度を㉺した⾲現は、読者の好き᎘いが分かれることになる。星も作

上の ーをᣲげており、┤᥋的なᥥはព㆑ࣈーに、性行Ⅽとẅ人のシーンはᥥしないというタࣈのタࡘ3
して㑊けていた。星のユーモアは、⓶⫗でṧ㓞ながらも、節度を守った、誰のയࡘけないユーモアであり、

広く読者の支持を得るせᅉとなったのである。 
 
 ẚ㍑ࡢ「ᑠㄝࡢᤸ」ᙧᘧᑠㄝࢺーࣙࢩ࣭ࢺーࣙࢩࡢ௦ࡿ࡞␗ .7
 星の作品の魅力にࡘいて、短編小説というほⅬからみていきたい。星の作品は、短編小説より短い、ショ

ート・ショートという特徴的な形式である。ショート・ショートは、ショート・ショート・ࢫトーリーを␎

したもので、アメリ࢝のホ論家によるᐃ義では、⣙ 1500語の中に短編小説ᅛ有の全てのࢻラ࣐をྵんだも
ので、新㩭なアイࢹア、全なࣉロࢵト、ពእな⤖ᮎという 3Ⅼがᚲせなせ⣲とされている40。ᡓ前の日本

では、川➃ᗣ成の「ᤸの小説」が有名で、ᡓ後は星のά㌍によってこのショート・ショートという形式が広

まり、SFや᥎理小説の変✀だと受け取られていた41。 
 川➃ᗣ成は、1968年に日本人でึめてࣀー࣋ル文学㈹を受㈹し、国ෆእより高いホ౯を受けた日本を代
⾲する作家である。「ᤸの小説」は、川➃ᗣ成が書いた 100編あまりのᤸ⠍小説を㘓した作品集となって
いる。川➃ᗣ成の「ᤸ⠍小説の流行」によると、ᤸ⠍小説とは、「ᴟ短い小説であり、長編小説の一㒊文で

はなく、また小品文ではない短⠍小説である」42で、「文ⱁ時代」に㘓した新人作家のきわめて短い小説

に、中Ἑ一が名したとされている。 
 星新一の「読書㐢Ṕ」というエࢵセイにおいて、⮬分の読書㐢Ṕの中での「ᤸの小説」にࡘいて以ୗのよ

うに語っている。 
 
 
⚾のいう「ጁな小説」の特徴は、主㢟がၿᝏを超㉺しているⅬにある。そして、⤖ᮎの多ᵝ性によっ

て、人間という生≀のࡩしࡂな生態がᾋき᙮りにされている。現実に起りうるかどうかはูၥ㢟とし

て。 
それにしても、こういう分㔝をᡭがける作家が、なぜ日本にᑡないのだろう。こんなၥをᢪきかけた

時、川➃ᗣ成の『ᤸの小説ⓒ⠍』を読んで、ショࢡࢵを受けた。ឤぬとᵓ成がみࡈとに⤖ᬗした名作で

ある。とくに「ᚰ中」を᭱高ᓠとして、その前後の教編は⤯ጁをᴟめている43 
 
 
 以上のように、星新一は川➃ᗣ成の「ᤸの小説」を⤯㈶している。では、星の作品と川➃の作品は、同じ

く短編小説より短い文学形式を取りながら、どのようなⅬが␗なるのであろうか。 
  川➃ᗣ成は、短編小説より短い小説であるᤸ⠍小説という形式が文学形式としてඃれているとし、1927年
にⓎ⾲された「ᤸ⠍小説にᑵて」というホ論で以ୗのように語っている。 
 
 

 短⠍小説は長⠍小説よりⱁ⾡的に純⢋である。リは短⠍小説よりもⱁ⾡的に純⢋である。これは分か

りきった文学論だ。してみれば᭱も短い形式のᤸ⠍小説が小説のうࡕで᭱もⱁ⾡的で純⢋であるのは当

↛である。㗦いᚰの一㛝めき᮰の間の純、そんなものはࡻࡕうど༶⯆的なリをḷうように、ᤸ⠍小説

の形式にそっくりそのまま⛣しฟすことがฟ᮶るのである。㸦中␎㸧 
 ᤸ⠍小説は形式が短いからとபってෆᐜまで短くあってはならࡠ。ෆᐜまで小さくあってはならࡠ。

ឤ㖭のᙅᙅしさは短いからとபうᘚゎではチされない。十Ꮠのತྃが༓ゝを㈝した㢼ᬒᥥよりも

力ᙉいことのあるのは、誰しも▱る㏻りである44 
 
 
 川➃は、ᤸ⠍小説は、長編小説よりⱁ⾡性が高いもので、᭱小㝈のゝⴥを㥑しながらも、長編小説以上

に㢼ᬒや人≀のᥥを行うものであるとしている。 
 ୕ᓥ由⣖夫も、川➃ᗣ成が書いたᤸ⠍小説にࡘいて、「川➃ᗣ成論の一᪉ἲ」において、以ୗのように⤯

㈶している。 
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このኰしいᤸ小説は、いわࡺる「ヨ作」でも「ヨみ」でもないということだ。ここに㥑されたᡯ⬟の

㠀ᖖ㆑な↓㥏いに┠をみはる前に、そういう㥑の᪉をᙉいたᡯ⬟の特㉁を㆑るきではなかろう

か。ゝⴥのࡘましい⛬の的☜さ、ಟ㎡のᴟ➃な節⣙、◚⥢と㣕㌍のしなやかな回㑊にもかかわらࡎ、ᤸ

小説では作者の一␒おそろしいものがᖹ気で㔝ᨺしにされている45 
 
 
 川➃の「ᤸの小説」は、᭱小㝈のゝⴥを㥑して、長編小説以上のᬒやᚰを読者に読み取らࡏること

がฟ᮶る、ⱁ⾡性の高い作品として、高いホ౯を受けていたのである。 
 それにᑐして、星の作品は、川➃とは␗なり、同じ短い形式の小説ながらも、ⱁ⾡作品としては書かれて

いなかった。星新一は、作品を書くにあたって、読者にᑐしてࢧーࢫࣅ⢭⚄がないといけないというと࿘ᅖ

に語っており46、読みやすく書かれた作品にあっと㦫かࡏる⤖ᮎを用ពし、読者をᴦしまࡏていた。 
 星新一は、若い読者から支持を得ていたが、日本の文ቭにおいて、全くといっていいどホ౯されていな

かった。星が文ቭにホ౯されない理由にࡘいて、ⓒ┠㨣ᜤ୕㑻は、以ୗのようなᣦをしている。 
 
 
星が文学でいࡕばん㔜どしているせ⣲は、ពእ性と≀語性の二ࡘであることが、実によくわかる。そし

て、この二ࡘのせ⣲が日本の文学においてはもっともᕼⷧであることは、いうまでもあるまい。星の作

品が日本の文ቭでホ౯されࡎ、これまで㈹らしい文学㈹をもらっていないのは、このように文学の性㉁

が␗なっているࡏいであるにࡕがいない。 
それから、星が文ቭでホ౯されないもうࡦとࡘのཎᅉは、リアリ࣒ࢬのᣄྰにあるようだ。㸦中␎㸧ࡘ

まり、星は現実的にいるようにみえる人≀をᥥくことを一ษᣄྰして、作中人≀を記ྕ化してしまって

いる㸦星⮬㌟は「Ⅼ化」といっている㸧のである。これでは、⮬↛主義リアリ࣒ࢬをᇶ調としている日

本の文ቭに、星が受け入れるはࡎのないのは、当↛というもហかであるにࡕがいない47 
 
 
 以上のように、ⓒ┠㨣は、ពእ性と≀語性の㔜どとリアリ࣒ࢬのᣄྰの 2Ⅼによって星の作品は、純文学
が主流である日本の文ቭでは理ゎできないものであるとしている。 
 日本の文学⏺では、SFにᑐして、1960年代までᙉい೫ぢが存在していた。1963年、ྜྷ⏣一は、読新
聞の大衆文学時ホにおいて「እ国の小学生が熱中するものに日本の大人読者がᡃをᛀれる時代が᮶るという

のは、けない話だなどというのでなしに、そんな時代は᮶ないのにỴまっている」48と SFをᙉくྰᐃ
し、㍍どする㢼₻がᘏしていた。 
 1970年に「୕⏣文学」に掲載された、「星新一 VS⚟ᓥṇ⨾ SFと純文学とのฟ会い」という、ᑐㄯか
ら当時の純文学の考え᪉と星の考え᪉の㐪いをみることがฟ᮶る。「୕⏣文学」の編集者は、星新一と、SF
作家でもあり、「SF࣐࢞ジン」を❧ࡕ上げ、SFの普及にᑾ力していた⚟ᓥṇ⨾にᑐして、インタࣗࣅーෆ
で以ୗのようにⓎゝしている。 
 
 
編集㒊：純文学の᪉からゝうとなぜあんなものをやるのか、どうしてあんなものにこだわるのかとゝう

ことがあるのですが 
㸦中␎㸧 
編集㒊：ⱁ⾡に౯್があるとして、᪤成の純文学と SFに関するかࡂり、そのⱁ⾡的౯್はどࡕらが高
いとお考えですか 
㸦中␎㸧 
編集㒊：これまでのところ、SFを読むሙྜの面白さは、ᭀなようなゝい᪉をすれば、その小説が࣌ࢫ
ー࣌࢜・ࢫラのようにᮍ᮶をᾋ㐟するものであれ、現実をイロ࢝ࢽルにぢたものであれ、うんࡊりする

きてしまうような気がする。㸦中ࡘきあわされている現実ʊ日ᖖ生άから㊥㞳をおくことʊそれにࡘ⛬
␎㸧 
『アンࢻロメࢲཎయ』、さきどお話しになっていた、そういう≧ἣがあってཎయがばらᧈかれて

という、そういうタᐃ、ᵓの面白さが SFだと思います。純文学がそれをうとすれば、ⴠっこࡕ
て、その後の人間の行Ⅽ、ෆ面のⴱ⸨、そこからጞまるのじࡷないかと思います。そのඛをどうゎỴし

ていくか、ወᢤなアイࢹアをᥦฟした後の人間ෆ㒊のవ㡩をどういうࡩうにᥥいていくかということ

を、今後の SFに期ᚅさࡏていただきたいと思います49 
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 以上のⓎゝからも、当時の主流であった純文学ഃの人間が、人間のෆ面をᥥくことこそが文学であり、高

いⱁ⾡性をಖࡘきと考えていたことが分かるのではないだろうか。このような純文学ഃのពぢを持ࡘ編集

㒊にᑐして、星は以ୗのように、⮬㌟の SFほにࡘいて話している。 
 
 
星: の SFほみたいなものは前にも書いたことがあるのですが、文学は人間をᥥくという、一ࡘの大
┠的がありますよね。☜かにもそう思うのですけれども、人間をᥥく᪉ἲには二㏻りあると思うので

す。今までの文学は人間をᥥくとなると、⤖ᯝとして人≀ᥥになるわけですね。人≀をいかにリアル

にᾋき上がらࡏるかということが、文学のᡭ本になっていて、人間がよくᥥけているというᢈホの小説

を読むと、人間のෆእᥥがじࡘにリアルにฟていて、それは☜かに一ࡘの᪉ἲとしてㄆめるわけです

が、それと同時にࢫトーリーそのもののなかにおいて人間をᾋき上がらࡏる᪉ἲがあるのじࡷないか。

᪩くゝえば、が┠ᣦしている寓話という᪉向にいくわけです。㸦中␎㸧 
アメリ࢝のࣁー࣎ࢻイルࢻの小説でも、一య人≀がどんな㢦をしていて、どんな᭹が好みか、それら

の┬␎の上に一ࡘの人間の在り᪉というか、一ࡘの人間の一面というものがそこにฟているのですね。

そのᡭἲは今後のわれわれとしてもっと㏣及していい世⏺じࡷないだろうか、という考え᪉です50 
 
 
 星は、人≀をあえてᥥかࢫ、ࡎトーリーを㔜どした作品で、純文学とは真逆ともいえる作品を書いていた

のである。また、ᑐㄯにおいて、⚟ᓥṇ⨾は SFをྰᐃする編集㒊にᑐして SFを書いている理由をᑐして以
ୗのように語っている。 
 
 
編集㒊：SF作家が純文学をどうぢているかにࡘいて、もうᑡし。 
⚟ᓥ：普㏻の文学が、ある┠ᶆに㐩するのに、いかに㎽㐲であるかというようなことをឤじて、⮬分に

とってはこの小説形式が真っ┤ࡘࡧ⤖ࡄくものだと思って SFを㑅んだ。そういうពでは小ᯇᕥிな
んかも同じពのことをいっている。純文学では、ၥ㢟をಶ人のၥ㢟に㑏ඖするが、ಶ人のၥ㢟は一✀

のࢧンࣗࢳࢡアリーになってしまって、そこに㏺入ったが᭱後、ྍ▱論が㏻用し、こういう文学的᪉

ἲでしか⤫ᣓする㐨はないのだというゝい᪉が㏻用する。そういう考えにᑐするᢈホな᧕というか、

どうしようもないⱔ❧たしさがあった。 
㸦中␎㸧 
編集㒊：純文学なんか、というあれがあるわけですか、SFをやるࡦとには。 
⚟ᓥ：ᚲࡎしもそうじࡷなくて、むしろ᭱ึから SFをやろうと思って、SFをやっている人㐩というの
は、どっࡕかというとここ十年以後だと思うのです。いやここᩘ年以㝆だと思う。㐩のሙྜは、どっ

かఱかが㐪うという、こういう割りษり᪉は㐪う、こういう⣡得の᪉では⣡得できない、ではఱかと

いうことで、SFに㎺りࡘいたという気持が㠀ᖖにᙉいわけですよ51 
 
 
 星や⚟ᓥが書いた SF作品は、あくまで᪤存の純文学の在り᪉をよしとࡎࡏに㏣ồした⤖ᯝで書かれたも
のであった。日本の文ቭにおいて純文学が主流であったが、1970年代の若い世代の読者は、純文学にさ
ど魅力をឤじなくなっていた。大衆化した高校生にとって、大人がⰋいものだと⸀め、人間のෆ面に↔Ⅼを

当てたⱁ⾡作品として書かれた純文学は受けなくなっていたのである。 
 高度経済成長期後の高校生にとって、᭱小㝈のゝⴥで書かれたⱁ⾡作品である「ᤸの小説」は、行間を読

む回りくどさがあり、日本を代⾲する作家が書いたᶒጾある作品を読まなければならない、理ゎしなければ

ならないという一✀のᢲしࡘけがましさがあったのではないだろうか。 
 ゅ川ၟἲで若い世代に一大࣒ーࣈメントを起したゅ川ᶞは、ጜに⸀められて星新一作品を読んで⾪ᧁを

受けたと語っており、編集者として星新一に 20代の頃にฟ会った思いฟにࡘいて星新一のබ式ࢧイトの
「ᐤࡏ書き」で以ୗのように語っている。 
 
 
当時は、ようやく SFが文ⱁとしてㄆめられጞめた頃だったが、若ᡭの SF作家は、⮬ლを㎸めて、「ኈ
㎰ᕤၟ SF作家」とゝっていた時代である。 
 
 星さんは、純文学にᑐしてྰᐃ的で、「純文学の㤿㮵ども」とゝいᨺったのには、㦫いた。当時、ゅ

川文ᗜはᒾἼのような名作主義であったが、⚾はエンタテイメントに㊰⥺のシࣇトを┠ᣦしていたの
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で、星さんのⓎゝに共㬆したものである52 
 
 
 星の作品は、川➃と同じく短い文❶の作品ながら、分かりやすい文❶で、ࢧーࢫࣅ⢭⚄をⓎして読者を

㦫かࡏる⤖ᮎを用ពしていた。星の作品は、純文学とは真逆の分かりやすく、読者の事を考えて書かれたエ

ンターテイメント性の高い作品であったのである。 
 
 めࡲ .8
 星新一の作品は、1970 年代から 1980 年代にかけて高校生読書におけるロングセラーであり、作品の魅力
のみで高校生を魅了していた。星の作品は、1960代後半より教科書に採用され、若い世代に広く普及してい
った。星作品には、時事的なせ⣲を取り㝖いたことによる寓話性という特徴があり、時代が経過しても読ま

れるロングセラーとなった。 
 高度経済成長期後の 1970年代から 1980年代にかけて、高校生には、北杜夫や㐲⸨࿘作などの劣等生によ
る厭世的なユーモア作品が人気であり、星新一作品のユーモアも同じ傾向にあった。また、星のユーモアは、

節度を守ったユーモアであり、多くの読者を獲得した。 
 星の作品は、純文学とは真逆の読者の事を考えて分かりやすく書かれたエンターテイメント性の高い作品

であり、高度経済成長期後の大衆化した高校生に受け入れられた。 
 星新一は、同人ㄅのインタࣗࣅーにおいて「SFとは、現≧のあらࡺるものの‶のあらわれと思いま
す」53と語っている。星新一は、∗ぶのᛴṚにより、突↛会社の❧て┤しをవなくされたが、❧て┤しが

うまくいかない中で、㏨㑊するかのように SFにἐ㢌し、作品を書いていた。星新一にとって SFを書くこと
は、㎞い現実からの㏨㑊であり、᪤存の社会や౯್ほのᢠでもあった。 
 高度経済成長期を経て、日本の社会は大きく変化していた。高校生は、社会のエリート集団ではなくな

り、名作文学中ᚰの読書傾向は衰退していた。高度経済成長期後の高校生は、大人からᢲしけられた名作

文学ではなく、ᶒጾとはかけ㞳れた、⮬分たࡕの౯್ほにあった新しい文化を㑅ᢥしていた。だからこそ、

星が書いた SF作品は、1970年代から 1980年代にかけての高度経済成長後の若い世代から広い共ឤを得
て、支持されたのである。 
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生への全くの無関心を生きる 
－生に対する非・不・無・反、それらの中立の生き方あるいは超然たる生き方－ 

 

中村 直行 

 
Complete indifference to life 

－Absentmindedness, Nihilism or Spiritual Peace－ 
 

Naoyuki NAKAMURA 
 

要  約 

本稿は、生きる理由や目的や生きがいがないのに、自死することがなく（できず、許されず）、生き地獄を生きな

がらえている人たちの苦痛を少しでも軽減するために、生物的には生きたままで生命は持続しているが、心を安楽

死させる哲学的治癒1を目指す。 
 
キーワード：生への関心の絶対零度、逆転クオリア、ニヒリズム、両刀論法、（この世とあの世の）境目の無い一

つの世界 

 

 

0. 否定するという関心 
 
0.0 否定語の用法の導入 

「不自然」と言うことばは自然だが、「非自然」と言えば不自然だ。そんなのはあまり聞いたことがないからだ。

「不自然」の用法としては「彼の態度は不自然だ。何か隠し事をしているようだ」などが挙げられる。しかし、「プ

ラスティックスは不自然と言うよりも、非自然と言ったほうがいい」という言い方は、自然ではないだろうか。プ

ラスティックは天然ではなく人間が作ったと言う意味合いがあるからだ。 
「不自然」は自然に関してプラスの方向とマイナスの方向を考えると、マイナスでありかつ絶対値を考慮すると

大きい絶対値を持つ。ところが一方、「非自然」は自然であることを打ち消していると言う点でマイナス方向ではあ

るが、その絶対値は小さいように思われる。 
このように方向と絶対値を考えると第三の否定語「反自然」が考えられる2。ことばが先行したが、そのことばに

よって表現されるような概念を創出して例文を考えてみた。「大量の森林伐採や大気、海洋を汚染させる事は反自然

的だ」。 
並行して考えると、自然に対して社会を並行して考えると、人間社会は自然発生的だろうか、それとも王権神授

説のように超自然的であろうか。それは別途考えることとして、テロリスト集団は反社会的社会と思われる。それ

に対して引きこもりは引きこもっているので、集団化はせず引きこもり集団は無いから、非社会的と思われる。引

きこもりは、我々の社会に積極的に協力はしないが、この社会に害をなす事はなく、もしあっても絶対値が小さい

マイナスだろう。もしかすると原点であり、プラスマイナスゼロなのかもしれない。 
非・不・無・反に関しての中立点とは何なのだろうかという問いも副次的に二次的レヴェルで提唱し自分に出題

し、自問自答することとしよう。以上が数学的な場合分けであり、用語の使い方の形式的な導入であり、以下が生

の意義に関わる内容的な導入である。 

0.1生に対するいくつかの否定的な態度 

生きることに関してその生の喜びを感じる肯定的な態度もあれば、拒否するという態度などいくつかの態度があ

るだろう。本稿では積極的に肯定するのではなく、逃避的な態度をとるのでもなく、生に関する全くの無関心な中

立点を見つけたい3。その探究した結果が私（本稿を執筆する研究者ではなく、一人の人間として）の実際の生き方

とズレがあるのであれば、私の生き方自体を中立点に持っていきたい。私は中立に立つのだ。「立つ」はメタファで

ありそれは「生きる」と言うべきだろう。しかし中立点に生きるという事は「生きる」の意味を欠いたかまたは無

意味にした立場だから、生きていないことになる。生きたまま死んでいる状態である。 
しかし、その無気力な非生産的な状態こそが、生きていたくない人間には理想的であるはずだ。死にたい！ 生き

ていたくない！ しかし、その二点に論理的飛躍を感じるのが、論理学をかじった哲学の学徒である。「生きていた
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くない！」と本人が言う。しかし、だからと言って死に直結はしない。そう結論するのは論理的には飛躍がある。

例えば、目的-ᡭẁの関ಀで説᫂するなら、「生きられたく
㸬㸬㸬㸬㸬

ない」（生きながらえることができてしまえることをᨺᲠ

したい）という目的のᡭẁとして「死ࡠ」という方法はありうる。しかし、生きていたくないとか死んでしまいた

いという࿘㎶をうろついているのなら、☜かに死んだら楽だと思う。しかし、死ࡠຬ気はない。そんな中途༙➃な

人たち（ᙜ然筆者をྵめて）に向けて本稿を筆者は᭩いている。 

以上より、生きていたくないという事と生きていないように「せしめる」ことの間には何かあると思う。ここの

論ドを㐍めたいと思う（ᚋの㸱ᖺ間のㄢ題、「࠾わりに」ཧ↷）。 

0.2 ඛ⾜◊✲ 

大ᗞⴭࠗいのちの理࠘では、生きていたくない、死にたい、生を࿚うなどを⪷᭩のࣚࣈグにྲྀᮦし、それら

の㐪いを㏙べている。筆者はここにヒࣥトをᚓて、絶ᮃした人がこれらのどの境地に㝗っても苦しみしかないと思

い、それらのどれからも中立な立場に立つことこそが（ึめてᖾせになったり、ᖾせをྲྀりᡠせたりはしないもの

の）వ生を生きながらえࡡばならない絶ᮃした人が一␒楽に㐣ࡈせる方法だと考えた。生き地獄を生きるしかない、

㑅ᢥ⫥のない生なのだから、せめて生きたままの安楽死をせồした。 

またこのように生きたくはないが生きࡊるをᚓない（生かされて生きている感ㅰはない）人は自ᕫḭ▇（自分を

ḭいて生きている）か、自ᕫ≛≅（生きるᚲせがないのに者のために生きてやっている）ྍ⬟ᛶがあり、᯽➃㐩

ஓⴭࠗ自ᕫḭ▇と自ᕫ≛≅࠘がཧ考になっている。 

 のୡࡇ .1
 
では、生に関する㞴問についてどう考えていくか㸽 これまでの研究をもとに二つのほ点から考ᐹしていく。 

一つは、あることばを使用している᭱中にはその使用中であるというఝ的事実は、そのことばをྵࡴ言語の体⣔

で言い表すことはできない、という考えだ（使用しつつ言ཬすることの不ྍ⬟ᛶ）。 

もう一つは、ことばという㐨ලは、二分法という表現方法ࡺえに表現の㝈界がある、という考えだ（ことばの二

分法説とそれࡺえの㝈界）。上と下、ྑ とᕥ、内とእなどษり⥺やᅖみ⥺で二つに分けて表現する。上だけがあっ

て下がないとか、ྑばかりで対関ಀをᡂすはずのᕥがないとか、内だけがあってそのእがないようなໟྵ関ಀもあ

りえない。もちろん、この二つのほ点は᰿本でᗏὶしている。 

1.1用ࡋつつゝཬするࡇとのྍ⬟ᛶ 

例えば、ክを見ている᭱中筆者は「ክを使用中」というኚわった言い方を筆者はしてきた。௬想現実とも思える

が、ぬめたら௬想現実ではなく、ክとなる。現実とは現実感があるということしか᰿ᣐがない。ክがぬめてまたそ

のぬめたという現実感もより現実感のᙉい現実が現れると、ክの中でክがぬめたことになる。も現実世界の中に

いると自ぬしているが、それもክという㘒ぬなのかもしれない。 

あることばが使用中の᭱中にはそのことばが使用中のままで「使用中である」ということは、ことばでは表現不

ྍ⬟であるという╔想を 1999ᖺにはᢪいていた。それ以㝆それは自然言語（論理学のグྕ体⣔やプロࢢラࢢ࣑ࣥ言

語ではなく、自然に発生した言語。例えば、᪥本語、ⱥ語、ࢻイࢶ語、フラࣥス語➼など）だけではなく、⤮⏬や

ᡭヰや㌟体言語などにもඹ㏻に、使用中の表現へとその表現が使用中のままで「使用中である」ということは、そ

の表現では不ྍ⬟であることをᙇし続けてきた。 

このようにある事、行Ⅽ、㐨ලが、使用されつつ言ཬ（ᡭ入れ）されることがないことをᙇしてきた。例え

ば、࢚レヴェ࣮タの使用中と点᳨中、ᄮ中（そしࡷく）中とṑ☻き中などだ。そして、ことばをྵめた表現全⯡

について表現は二分法を用いた㐨ලであるという╔想に⮳った。 

 ⏺の㝈࠼ࡺࢀࡑのศ法ㄝとࡤとࡇ1.2

心・生・世界・ክ・⚙・ことば・ឡ・⤮・間・㝡㓉・ኻᩋ͐など使用されつつ言ཬ（ᡭ入れ）されるものは、

二分される。ぬめなければክではなく、ክそのものは༢⊂の現㇟ではありえず、現実という対立㡯がᏑᅾすればこ

そᡂ立する二㡯関ಀの一つの㡯である。ክがᏑᅾしなければ現実もᏑᅾしないし、その逆もしかり。 

まれに᫂ᬓክを見て自分のዲきなようにክをࣥࢥトロ࣮ルできる人もいる（ክというᫎ⏬の┘╩もክを見ている

本人の⬻のはたらきなので）が、たいていは、こわいክを見ては逃げたり、心地よいክを見てはぬめたらṧ念がっ

たりする。 

つまりክを見ている᭱中（ክの使用中）にはክだと気࡙いていない。しかし、この事実は原理的に表現不ྍ⬟な
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のだ。「ክを見ている᭱中にはክだと気࡙いていない」の☜かに言わんとすることはゎできる。筆者もྠ意すると

ころである。しかし、「ክを見ている᭱中にはክだと気࡙いていない」が本ᙜだとすると、「見ている」というືモ

の目的語は「ክ」とは言えない。ክだとㄆ▱していないので、「ክ」と言語化できない。よって「ክを見ている᭱中

にはክだと気࡙いていない」は文全体としては、意味がわかるようで、ことばを分ᯒしていけば、「ክ」は無意味な

語だ。 

そもそも「ክを見る」と言うが、ほᐈᖍから㚷㈹するだけのタイプのክもあるが、そうではなくど⫈者ཧຍᆺで、

ヰをしたり✵を飛んだりという言ືをకうክもあり、ክを見ている᭱中はክを見ているのではなく、現実を体㦂中

だ（ぬめてしまうと௬想現実だったとㄆ㆑がᨵまり、現実ではなかったとゞṇする）。 

ではክを見るという行Ⅽはいつなされるのだろうか㸽 す洋からの㍺入ものの哲学᭩を⩻ヂしたり、その哲学者

を㏣ᚑ的に理ゎしたりするഴ向があった中で、ึめて᪥本語で哲学をしたとホされる大森Ⲯⶶは「㐣ཤのไ作」と

題して、「ክを見るのは、╧╀中でなく⩣ᮅ ክ からぬめて、ክを思い出したにክを見る」という᪨を㏙べている

（筆者せ⣙、ᩳ 体も筆者による）。ᩳ 体にして༊別しているように、ክ とክは␗なる。ክ のほうは現実とんでも

よく、無意味になっていて、「ክ」ということばをヰしたり᭩いたりする本人にもᙜ然者にも意味がఏ㐩されない。 

ክと現実の㐪いは、ክと現実とを対立させることによってのみ、ᾋき᙮りとなる。ⓑだけの世界ではⓑ一Ⰽとも

ㄆ▱されず、Ⰽの概念を持つことができないだろう。ྑだけがあり、ᕥのない世界もありえません。一生ᾭ、ክを

見続けている人にとっては、ክとばずに現実と言ってもよい。ክはぬめない内はክとㄆ▱されず、ぬめてからึ

めてክであっだとㄆ㆑をᨵめて、㐣ཤにさかのࡰって事実としてㄆ定する。これはክだけではなく、例えば、ブḭ

にあっている間にはブḭにあっている自ぬはないのとྠじである。 

 ࣅࣥࢰの㏫㌿とဴᏛ的ࣜ࢜ࢡ1.3

これまで㉥だと言われてきたⰍを見て、ほとんどの人は㉥だと言うが、そうではない人を想定することができ

る。ྠじその㉥を見ても、ከくの人には⥳に見えるⰍを見ながらも、そのⰍを㉥と言うように⩦ᚓしたと思考実㦂

ができる（㉥⥳反転）。この例のように感ぬ㉁（心的生άをᵓᡂする言語化しᚓない感ぬ的現㇟）が逆転していて

も、人にඹ㏻な言語化もほ による᳨ドもඹにありᚓないので、者から逆転を気࡙かれることはない。ṇ義と

ᝏ、ṇ気と≬気、そしてክと現実も世間のこの世のほとんどの人とは逆転していても᪥ᖖ生ά上、意見は一⮴しᬑ

㏻に㐣ࡈせるように。 

絶ᮃした人もこの世で生きて続けて、ことばの意味（語の用法）を入れ᭰えて、これまで「ክ」とんできたも

のを「現実」とんで、「現実」とんできたものを「ክ」とび直すことで、ክと現実を逆転させたㄆ㆑を持つ

ことができうる。 

この発想㺃╔想はそんなにもᖖ㌶を㐓したものでもないだろう。心の哲学では哲学的4ࣅࣥࢰを思考実㦂にⓏ場さ

せる。哲学的ࣅࣥࢰは心や感ぬがከくの人と逆転しているのではなく、持っていない。 

 

・ከくの人と一⮴した感ぬ 

・ከくの人とは逆転した感ぬ（本稿でのᙇ） 

・ከくの人とは㐪って無感ぬ（哲学的ࣅࣥࢰ） 

 

こうラࣥク࡙けてẚべれば、量的なᕪではなく、㉁的に␗なることがわかるだろう。 

この逆転によって絶ᮃした人が、生きてክを見れば、ஸくなったឡする人と㐂えるということになる。生きてい

るからこそ、ክで㐂える。そして逆転したクオリアはそれを現実とㄆ㆑する。つまり死にᛴࡄこともない。 

1.4心ࢆいかに用するか 

以下のയついたᙅ者に哲学的治⒪をす。ᮅ、目がぬめたときに「またᮅが᮶たのか。また一᪥がጞまるのか」。

ᬌのうちに死ࡡずに、᪥もまた生きていることをずかしくもましくも思い、生まれてきたことをᚋし、

こんな人生はやめたいと思いながらも、何らかの理由で生きなければならない人がいる。ẅされたいわけではない

し、ẅしてほしいと౫㢗して実行されることはありうるがᮃみではない。生きていたくない。「死ࡡたらいいなあ、

でも死ࡡない」。死んではいけないなどという義ົのほ念にきまとわれるならそもそも、生まれてこなかったほう
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が絶対ᚓだ 
どんな治⒪法も治⒪をす者と治⒪をཷける者とが␗なれば、๓者がᚋ者を全に理ゎすることはできない。現

௦の天ᡯ的哲学者࢘ィトࣗࢩࣥࢤタイࣥは自ẅしかかる自分を治せるのは自分自㌟しかいないことをᝅり、そのよ

うに実㊶し、自ẅではなく死でஸくなった。 
絶ᮃした人から見てその人とྠじような体㦂を持っていそうなࣆア・࣮࣏ࢧタであろうが་⒪関ಀ者であろうが、 

絶ᮃした人࠾よびそのྠ㢮は「ྠじ苦しみ」「私だけではないのだ」という┦対化をㄆめない⊂我論（世界に自我は

私一人だけであとは心のないロ࣎ットかもしれないという世界ほ）に㝗っているようだ。そうであるからそのよう

なアࣂࢻイスは絶ᮃした人にとっては全く無ຠだ。つまりいかなる者が私に対して治癒をヨみてもそれは無㥏な

のだ。者からの治⒪をす者にとっては私のことを㏣体㦂もできず、ྠ一体㦂あると言うことは᳨ド不ྍ⬟であ

るから、者からの࣑ࣗࢥニࣥࣙࢩ࣮ࢣは無ຠである。 

そこでᣋⴭ（2015 ᖺࠗỿ㯲と無言の哲学 ̿語りえࡠものの語りえなさを語る̿ ）࠘でᬯ♧・♧၀した方法「筆

者があなたのཱྀの中へと何かእ㒊ὀ入してṑを作るのではなく、あなた自㌟が作る（あなたがあなたのཱྀの中に

ఫまわせているṑ⳦に、あなた自㌟が作らせる）ことを目指す」が᭷ຠだ。 
では、どう問うべきなのか。 
・えられた生がམわしくなりᨺᲠしたくなって何ᖺも᎘々㎞ᢪしてきたが、そもそも自ᚊ的でなく、ᚊ的に

えられた生をこれからも続けていかࡡばならないなら、その理由はなにか㸽 
・積極的に自発的に内発的に苦しみを㑅ᢥするのは、なࡐか㸽 
者からはඃしいことば（「もっと自分を大ษに）➼など）をいただくのに、苦しࡴ㑅ᢥ⫥以እを自ら創㐀するこ

ともできるであろうに、自ᕫ≛≅・自ᕫḭ▇・自ᕫ᎘ᝏ・自ᕫ本に㝗っているのが原ᅉなのかもしれない。 
こんなにも㎞いのに生きなければならないからには、生には何か意義があるはずだと苦しみの人は探究をጞめる。

その探究には発᫂と発見という二㏻りがある。 
人生には生きるための目ᶆはணめには無く（ぶからᮃまれたᚅᮃのᏊ౪や王Ꮚとしてᚋには王ᵝになることをᮇ

ᚅされて生まれてきたᏊ౪と言う例はあるが、それは者からえられたもので）自分でこしらえるのが発᫂だ。 
発見する場合は、神のみࡡࡴ（ࡈ意ᚿ）に気࡙きỮみྲྀり導かれ、苦からゎᨺされる。しかし生の目ᶆなどえら

れていないのだからと、うすうす気࡙いているが自分を㦄してḭいて神の意思を理ゎしたという場合があるでしࡻ

う。（例えば自分でᩍ♽となり᐀ᩍを⯆した人）。 
しかしそのようにᩆわれることなく「なࡐ生きなければならないのか㸽」という問がくことがなくなったり、

答えをồめようとしなくなったりする人たちがいる。わけもわからずにそれでも生きていくのは㎞いことだ。「なࡐ

生きなければならないのか㸽」の答えを探す間は、絶ᮃしていません。ẖ᪥が㎞くて方がない。どうしようもな

いのだ。本人も分かりきっているので、その人にとって「なࡐ生きなければならないのか㸽」は問題ではなくなる。

それは問いではなく、Ⴣき・ᝒჃ・㔜々しい⁀ᜥでしかない。 

 のୡのෆ㒊の୰❧Ⅼࡇ1.5

生きなければならない理由の探ồ方法にもその答え（理由）にも二㏻りの考えがある。 
生きなければならない理由の探究方法には発見するという方法と発᫂するという方法がある。発᫂する方から先

に言うと、人生を生きるための目ᶆはあらかじめは無い（王Ꮚとしてᚋには王ᵝになることをᮇᚅされて生まれて

きたᏊ౪という例はあるだろうが、それは者からえられたものだ）自分でこしらえるのが発᫂である。 
発見する場合は神の みࡡࡴ（ࡈ意ᚿ）に気࡙きỮみྲྀり導かれ、苦からゎᨺされる。しかし生の目ᶆなどえら

れていないのだからとうすうす気࡙いているが自分を㦄してḭいて神の意思を理ゎしたという場合があるだろう。

例えば自分でᩍ♽となり᐀ᩍを⯆した人である。 
答え（理由）にも二㏻りの考えがある。人間を人と人との関ಀと見る場合、A は自分の人生に生きる理由を見出

せず、% もྠᵝだとする。しかしA は %をᨭえ、%は Aにᑾくす場合、༢⊂では生きる意味を見出せない人たちで

あるが、二人の関ಀに࠾いてこの対は生きるに値する。しかし༢⊂で考えれば人生は生きるに値しない。 
上グの二つのほ点（生きなければならない理由の探ồ方法とその答え）からもᢤけⴠちて分㢮されない生き方が

ある。発見もできなかったが発᫂を拒ࡴ立場が無義（ニヒリズム）だ。無義は何ものにも㢗ろうとしない。

そして生きる目ᶆや楽しみや〔⨾などをồめずにただࡦたすらに生きていくᙉい生き方である。 
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しかし、本稿でᙇする無義（ニヒリズム）は、ᙅ、༝者、᭷言不実行、ཱྀ先だけで自ẅするຬ気のな

いㄞ者（筆者もྵめた）に向けられているから、ニ࣮ࢳェ的なᙉい哲学ではない。ニ࣮ࢳェの場合、神をẅし࢟リ

ストᩍ的なያ㞔᰿ᛶ（ニ࣮ࢳェが言うには）の౯値ほを◚ቯはするが、超人となり自らがとなり᪂しい౯値を創

㐀する。筆者はそうではなく、心の安全地ᖏをồめる。そのవ生の㐣ࡈし方は、生きるでもなく、死ࡠでもなく、

（産んでもらったことを感ㅰこそすれ）生まれたことをᚋするでもなく、生というᖹ㠃内の三点から➼㊥㞳の点

に立つ生き方である。それが非 - 生・不 - 生・無 - 生・反 - 生である。 
 
 のୡ࠶ .2
 
生きることに関してその生の喜びを感じる肯定的な態度もあれば、拒否するという態度などいくつかの態度があ

るだろう。本稿では積極的に肯定するのではなく、逃避的な態度をとるのでもなく生に関するまったくの中立点を

見つけたい。その探究した結果が私の実際の生き方とズレがあるのであれば私の生き方自体を中立点に持っていき

たい。私は中立に立つのだ。「立つ」はメタファであり、それは「生きる」と言うべきだろう。しかし中立点に生き

るという事は「生きる」の意味を欠いたかまたは無意味にした立場だから生きていないことになる。生きたまま死

んでいる状態である。生に対するまったくの無関心を探究する。 
生きていたくないと思う。生きていたくないから、生きていたくないと言う思いの実現として生きていないよう

にするという行Ⅽへと発ᒎするという事はありそうなことである。しかしそこには論理的に一ẁ㝵か二ẁ㝵かのス

テップが飛んでいるように思う。生きていたくないという事と生きていないように「せしめる」ことの間には何か

あると思う。ここの論ドを㐍めたいと思う。内㠃の✵Ὕ化はᚲずしも論理的には死を結論しないからだ。 
 
3. ୡと࠶のୡのቃ┠の↓い୍つのୡ⏺ 

 
生きていれば（までክとんできた）᪂しい現実でឡする人と会できる。そして、絶ᮃした人は自分が死ん

だᚋにはឡする人に㐂える、とಙじている。ಙじるためには᰿ᣐがせらない。だから論理的には、絶ᮃした人が生

きていても死んでしまってもឡする人に㐂えるわけだ。 

死んだらまた一⥴にᬽらせる。この世（現実世界）とあの世（天ᅜ・死ᚋの世界）を一つの㡿ᇦとしてこの世と

あの世の境目のない᥋続ができる。これは一⯡的に Aであろうが、A でなかろうが、いずれの場合にも Bであると

いう形式であり、安心立命であり、絶対の境地である。 

問題を生というᖹ㠃上で中立点・不ື点をồめるのではなく、生を超えた上のレヴェルでゎく方法も考えられる。

それは安心立命の境地である。ឡする人をኻったのだから、もはや何もኻうものはない。しかしその境地は自ᭀ自

Რではない。「どうせ」というやけくそではなく、「どちらにしても」という⫢のᗙりᵝである。この境地に࠾いて

は、生きていたらឡする人に㐂えて、死んでからもឡする人に㐂えるのだから、生死の༊別はない。この世とあの

世はつながった一つ大きな世界である。 

ただし、安心立命の境地は生への関心の絶対零度の一つであるが、このような超㉺した上のレヴェルでなくとも、

生の中にとどまり、死ᚋの世界に言ཬすることなしに問題がゎけるྍ⬟ᛶもある。 
 

 にࡾࢃ࠾ .4

安心立命の境地は生への関心の絶対零度の一つであるが、このような超㉺した上のレヴェルでなくとも、生の中

にとどまり、死ᚋの世界に言ཬすることなしに問題がゎけるྍ⬟ᛶもある。 

生まれてくるも、生ま「れ」る（be born）とཷけ㌟だった。だから、生かされて生きて࠾㏄えが᮶たらあの世

へ行くという࠾௵せは、間㍈上で㐣ཤとᮍ᮶の対⛠ᛶがあり、生と死にも対⛠ᛶがあり、ၿ⨾なのかもしれない。 

論文というものは「本稿の目的は○○という問いに答えることである」式にጞまり、その目的にྔった᫂らかに

なった⠊ᅖを論じるだけものだと筆者は思ってきた。そして༢ᖺ度で探究ษれなかった㒊分は、きまりᝏく「

ᚋのㄢ題とさせていただく」と⃮してきた。しかし、本稿を⬺するにあたっては、なࡐかᇽ々としている。なࡐな

らば、本稿は௧㸱ᖺ度⛉学研究㈝⿵ຓ㔠に⏦ㄳする㸱ᖺ間のテ࣮マに関する先行した論文だからだ。採ᢥの᭷無

は別として、すでに㞳㝣しているので、それ以㝆も㸱ᖺ間かけて考えて᭩いていくつもりである。そしてそれらの

論文をᇶにⴭ作を⛉研⿵ຓ㈝で出∧するண定で執筆するための㸮本めである（と採ᢥされてから大きなኌで言いた

い）。 
 

ཧ⪃ᩥ⊩ 
(1) 大ᗞ  >���� ᖺ@ࠗ いのちの理 、࠘ナ࢝ニࢩア出∧� 
(2) ◁原 㝧一 >����ᖺ@「࣋ルࣥࢯࢢのグ᠈自ືಖᏑ説」、㔠ἑ大学ᩍ㣴㒊論集 人文⛉学⠍ � 㔠ἑ大学ᩍ㣴㒊 ⦅ ��ᕳ、pp� ����

���� 
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(3) ᯽➃ 㐩ஓ >����ᖺ@ࠗ 自ᕫḭ▇と自ᕫ≛≅�：非合理ᛶの哲学入㛛 、࠘ວⲡ᭩ᡣ� 

1 哲学者ル࣮トヴィヒ・࢘ィトࣗࢩࣥࢤタイࣥは、哲学者たちは哲学にかかっていると指し、その気を哲学

的に治癒しようとした。その気とは、哲学の問題ではないᨃఝ問題（答えがないから、問いとしてᡂり立たな

い）をあたかも哲学の問題としてྲྀり上げてしまい、それにྲྀりつかれてしまい、ㅦがㅦをࡪ気である。 
しかし本稿でཧ↷すべきは、癒すべき哲学ではなく哲学者にしてᝎめる人間であるル࣮トヴィヒ・࢘ィトࣥࢤ

タイࣥの生き方のほうである。彼は安楽᳔Ꮚᆺのཱྀ先だけの哲学者ではなく、「哲学は学問ではなく、実㊶でࣗࢩ

ある」と言った。その彼は何度も自ẅを思い立つᛶ分、ᐙ⣔であった。 
2 思考実㦂したのであって、文学やṔྐなどの分㔝でのᑓ㛛用語とは␗なる。 
3 もちろん無関心と言ってもメタ言語レヴェルからの関心はあるが、無関心も関心の一✀としてしまうと無関ಀも

関ಀがないという関心として結びつけることができてしまうように、メタ言語レヴェルまでⓏってしまう考ᐹは無

㝈㏥行に㝗り際㝈がない（からこそ、その⨜・けも⯆味῝い）が、本稿ではᢅわないこととする。 
4 哲学的ࣅࣥࢰとは「物理的化学的㟁気的反ᛂとしては、ᬑ㏻の人間と全くྠじであるが、意㆑・クオリアを全く

持っていない人間」としてࣕࢳルマ࣮ズによって思考実㦂された。 
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Moodleにおける行列の基本変形に関する 
eラーニング支援システムとその検証 

 
小形 優人 

 
An E-learning Support System for the Matrix Row Operations on Moodle and its Verification 

 
Yuto OGATA 

 

要  約 

本稿は、著者が作成した線形代数分野で学修する行列の基本変形における一連の操作や計算のための学修支援システム

とその検証について述べる。本システムは、PC を使用した e ラーニングにおいて途中計算で非常にミスの発生しやすい

行列の基本変形について、数学を得意としない学生が少しでもなじみやすく、また教員が評定にかかる負担をなるべく少

なくできるように開発したもので、e ラーニングプラットフォームの１つである Moodle 上で活用することを前提とした

システムのプロトタイプである。本稿では、システムの使い方と、学生に実際に問題を解いてもらった際の検証結果につ

いて報告する。 

 

キーワード：eラーニング、Moodle、線形代数、行列、基本変形 

 
 
1. はじめに 
昨今の新型コロナウイルス感染症禍において、大学では遠隔講義が広く取り入れられ、eラーニングの必要性が急㏿に高
まっている。金沢学院大学では、令和２年前期から積極的な遠隔授業の導入が始まり、６月からは学生を偶数番号と奇数

番号で２つのグループに分け、各回とも半分は教室で対面による講義、もう半分は自宅でのオンライン学修を同時並行的

ないしはオンデマンド的に行っている。同じ回の講義でも、週によっては教員から直接説明を受ける場合もあれば、配信

された動画や課題を参考に自分で学修しなければいけない場合もある。講義によって使用するソフトウェアや課題提出の

方法も異なる。 
遠隔講義においては各種資料の配布は当然オンライン上で行う必要があるが、一方的に要点を解説したり課題を告知し

たりすることはともかく、学生に理解度を実感させるような学修をさせ、そしてその学修に適切な評定をつけることが難

しい内容も存在する。大学数学における線形代数は行列という対象物の構㐀上、自由自在に電子ファイルに記述すること

ができない上、最終的な解答だけではどこでどのように間違えたのかを判断するのが難しいため、従来の eラーニングプ
ラットフォームに用意されている記述形式、選択形式、〇×形式の課題やレポート等では対応が困難な部分も多い。数式

を記入できる電子ファイルを活用する方法は学生側にもある程度の知識と経験が求められ、PCに触れた経験が多くないで
あろう１年生向けの講義では適切なやり方とはいいがたい。 
このような行列に関するeラーニングの手法については、興味深い取り組みがいくつかなされている。谷口ら（2）はSTACK
とMoodle（1）を用いて行列の問題を作成し、入力された内容に対し適切なフィードバックが得られる方法を紹介している。

また、行列の基本変形（以下、単に「基本変形」とする）とは「ある行を0でない定数倍する」「ある行と別の行を入れ替
える」「ある行を定数倍したものを別の行に加える」という３つの操作を指すが、このような計算過程にも重点が置かれる

内容においても、単に答案だけを入力させるのでは間違いの原因が習熟度不足なのか計算ミスによるものなのか判断がつ

かない。田中ら（3）や樋口（4）はこういった問題に対する基本変形の学習支援として、利用者がすべてのプロセスを自分で選

択し、まるで紙面上で問題を解いているかのようにその履歴を電子的に記録するシステムを考案している。 
著者は金沢学院大学 2020年度前期の文系１年生向け講義「一般数学」において、ガウス行列（「ある行が 0以外の数を
含む場合、その行を左から見ていくと最初の 0でない数は 1である（この 1を初 1という）」「0でない成分を持つ２つの
行について、上の行の初 1は下の行のそれよりも左にある」「初 1を含む列は、それ以外のすべての成分は 0である」「全
ての成分が 0である行は下の方にまとまっている」という４つの条件を満たす行列）への基本変形について学生の習熟度
を確認するためにMicrosoft Word（以下、単に「Word」とする）を用いて図1のようなワークシートを作り、空欄に解答を
記入し提出させた。基本変形に慣れていない学生を想定し、すべての変形にヒントを与えている。また、計算が得意でな

い学生のためになるべく分数が現れないように工夫した変形を誘導している。 
こういったテストは講義が後半回に進むにつれて正しく解答する学生が多くなったものの、はじめのころは単純な書き

間違いや行のすべての成分で掛け算を行っていない等のミスにより適切な解を得られない学生が多かった。図 2のような
文字を含んだ基本変形においては文字を無視して変形を試みたり、a + 5 とすべきところを 5a などと書いたりする例も
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しばしば見られた。文字を含む行列の問題は、連❧方程式が解を持つ条件を求める問題が定番であるが、基本変形をうま

くฎ理できなかった学生にとっては解の存在をどこで判別すればよいか分からࡎ、その後の解の፹介変数⾲♧もやはり分

からないままである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また、学生によってガウス行列の意味をなかなか理解できなかったり、຺違いしたりして解答までたどり╔けない場合

も少なくなかった。さらには、PCの操作に慣れていない学生は全半ゅをẼにせࡎ入力していたり、意図しないᨵ変およࡧ
それにకうレイアウトの一部ᔂቯが㉳こったりすることもあった。 

P')ファイルを利用した課題（図 3）を出した回もあった。図3は行列の積の例であるが、学生に行の数や列の数を理
解させるためにあえて多めに解答欄を用意し、行と列が判断できればዲきなところに記述してもⰋいこととした。Word
ファイルと異なり、解答欄のみ入力を受けけるため学生による入力ミスは㉳こらないものの、P')ファイルを開いて⦅
㞟するためのソフトウェアの導入およࡧ୕にࢃたる操作説明が必要であった。また、್を入力した後にうまくಖ存がで

きࡎ、回答欄が空欄のままの提出もᩓ見された。 
 
 
 
 
 
 
 
結果として遠隔学修そのものよりも、ソフトウェアの使い方や提出方法でᡞᝨう学生が少なくないことが分かった。こ

れらの課題は途中計算を考៖した部分点を出しており、間違え方によってはಶ別の対応をすることがあった。間違えた部

分はコ࣓ントᶵ⬟を利用して学生にフィードバックしていたが、本講義は履修者が �0ྡを㉸えており、教授者側にとっ
ても非常に時間のかかる作業であった。そこで、学修者が基本変形の種㢮を選択すること、数್計算はできるだけコンࣆ

ࣗータが行うこと、計算過程が明♧されること、意図しない入力を受けけないこと、分数や文字が含まれても動作する

こと、評定を出しやすいこと等を最ప㝈満足するシステムを作成するに⮳った。また、金沢学院大学では多くの講義で

Moodleが活用されており、学生がある程度の使い方を理解していることから、Moodleの小テスト上で動作することも要
件の１つとした。 

 
 ᪉࠸⏝ࡢ࣒ࢸࢫࢩ .2

 
本システムは -aYaScriptにより実され、Moodle（≉に小テストの問題）上で動作させることを想定しているが、基本変
形をయ験させるだけであれば一般のインターࢿットࣈラウࢨのみでも実行することができる。ここでは本システムの使い

方について述べる。 
 

2.1 ᧯స⏬㠃 
 
実際の操作画面（図3）は対象となる行列、基本変形のための各種入力࣎ックス、実行࣎タンおよࡧඖにᡠす࣎タンから
構成される。学修者はセレクト࣎ックスから行番号を選択し、テ࢟スト࣎ックスに᭷理数を入力して実行࣎タンをᢲ下す

る。教授者は⦅㞟画面（図 4）において Te;形式の行列と、�taEle!タグの中㌟を⦅㞟する。タ定する行数と列数にไ㝈は
ない。必要に応じて学習者が変形する行列を௵意にタ定できるようにすることもྍ⬟である。 
また、本システムの大きな≉㛗の１つとして文字をᢅえることがᣲࡆられる。基本変形を支援するためのࢶールはいく

図 1  基本変形のテスト 図 2 文字を含む連❧方程式のテスト 

図 3 P')形式による課題の例 
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つか開発例が存在するが、著者が認知する⠊ᅖにおいては文字をᢅうࢣースは見られなかった。しかし、線形代数の基本

変形を用いて連❧方程式を解く際、式中に文字を含んだ問題が出題されることもしばしばある。そこで、本システムでは 
ܽǡ ܾǡ ܿ の最大３種㢮の文字を含む式をᢅえるようにしている（図 �）。ただし各成分は１ḟ以下とし、行を文字倍する（入
力欄に文字を含める）ことはできない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.2 Ꮫಟ⪅にࡿࡼධຊ 
操作画面における学生の入力とその結果は図�のようになる。入力は半ゅ数字、͆ �（半ゅスラッシࣗ）͇、͆ -（マイナス）͇
を組み合ࢃせた文字列（入力例：「�」「-1�3」など）とし、少数を入力することはできない。上記以外の文字が入力されて
も動作しない。また、同じ行を入れ替える操作、ある行を同じ行に加える操作を行っても同ᵝに動作しない。 
変形操作が行ࢃれると、直下に行った操作が㏣加され、同時に解答欄には現在の行列の成分が自動的に入力されるよう

になっている。>ඖにᡠす@ は一度行った操作をやり直すためのᶵ⬟で、ᢲ下されると最後に行った変形が取りᾘされ、解
答欄の⾲♧も直前のものに書きえられる。」数回ᢲ下すれば初期≧ែまでᡠることもできる。ガウス行列に変形できた

時点（図�）でḟの問題に進み、すべての問題を解き終ࢃった時点で解答を㏦信する。 
 

2.3 ᩍᤵ⪅にࡿࡼホᐃ☜ㄆ 
図 �、図 �にあるように、最後に変形された行列が自動的に解答欄に記入され提出されるため、㏻常の答形式の小テス
トと同ᵝの自動評定を行うことができる。変形がした行列のみが評定にᙳ㡪し、計算過程は画面上に⾲♧されるのみ

であるため、いࡺࢃる部分点を考៖することはできない。これは本システムの㊃᪨から考えると、部分点を与えるよりも

受験回数ไ㝈を取り㝖いてできるようになるまでᣮᡓしてもらうという使い方がዲましいという理由からである。 
 
 

図 4 操作画面 図 � ⦅㞟画面 

図 � 文字を含む基本変形 
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3. ᳨ドෆᐜ 
 
前期の「一般数学」において᪤に基本変形を学修している経῭学部およࡧ経῭報学部１年生のうࡕ、令和２年度後期

の「経῭数学」を履修した ��ྡを対象に、本システムの使い方を⡆単に説明した後、Moodleの小テストにおいて以下の
４種㢮の行列を変形してもらい、使いやすさを検証した。なお、本検証は⣙半数の⿕験者には教室での対面形式で、ṧり

の⿕験者には自宅でコンࣗࣆータを使用したライࣈ配信形式で説明、指♧を行った。 

൭
ʹ ͳ ͳ
െͳ ͳ ͳ
െͳ െʹ െʹ

൱、� � ൭
ͳ ʹ ʹ
െͳ ͵ ͳ
ͳ Ͳ ͳ

อ
ͳ Ͳ Ͳ
Ͳ ͳ Ͳ
Ͳ Ͳ ͳ

൱、� � ൭
ʹ ͳ ͳ
͵ െʹ െͳ
Ͷ െ ͵

อ
ͺ
ͳ
ͳͲ

൱、� � ൭
ͳ ͳ ͳ
െͳ Ͳ ͳ
െ5 ͳ 

อ
ͳ
ͳ
ܽ
൱ 

それࡒれ変形の⦎習、㏫行列の計算、連❧方程式の計算、連❧方程式が解を持つ条件の計算を┠的としたタ問で、Wordに
よる課題ではいࡎれも計算ミスの多かった問題である。 
本システムのయ験後、Moodleのアンࢣートᶵ⬟を用いて図�のようなアンࢣートㄪᰝを行った。このㄪᰝは本システム
の使いやすさ、問題点を明らかにしたうえで来年度の講義でຠ果的に活用する┠的で実している。なお、アンࢣートの

提出期間は検証᪥から１週間とした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4. ᳨ド⤖ᯝ 
 

4.1 ᑠࢺࢫࢸᐇ⤖ᯝ 
本システムを用いた小テストは᭷ຠ解答数が�4件（᭷ຠ解答⋡ �3�1�）であった。得点分布は⾲1、⾲ 2の㏻りである。 
 
 
 
 
 
 
全問正解した学生が多かったが、1 問も正解できなかった学生も┠❧った。これは単純に変形の方法をᛀれてしまった

⾲ 1 問題別正答人数（1 �4）  ⾲ 2 正答≧ἣ（1 �4） 
問題 1 問題 2 問題 3 問題 4  0問正解 1問正解 2問正解 3問正解 4問正解 

33 3� 42 3�  1� � � � 2� 

図 � 分数の入力 図 � 結果⾲♧ 

図 � アンࢣート画面 
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学生が少なからࡎいたことに加え、なࡐか解答がᾘえてしまっていた、うまく提出できなかった等の感想が一部ᐤせられ

た。著者がఱ度か試してみたところでは、システムそのものの不ල合は確認できなかった。 
 ᐇ⤖ᯝࢺーࢣࣥ 4.2
アンࢣートの᭷ຠ回答数は�1件（᭷ຠ回答⋡�2�2�）で、自由記述欄のな回答は以下の㏻りであった。 
 
使いやすかった࣭解きやすかった（��件）、計算ミスが㉳きないのが౽利（11件）、操作をඖにᡠせるので間違いをᜍれࡎ
に取り組める（3件）、慣れるまで少し時間がかかった（�件）、前の問題にᡠると途中計算がᾘえてしまう（2件）、うまく
使えなかった（�件）、このシステムとWordを用いた課題のどࡕらでもⰋいとᛮう（3件）、これまでのWordを用いた課
題の方がⰋかった（4件）、これだけでは自分の㢌で計算をしなくなってしまうྍ⬟性がある（1件）、基本変形の計算方法
をᛀれてしまった（�件）。 

 
大多数から「使いやすかった」᪨の意見がᣲがった。≉にࣀートに書いたときのし間違いや計算ミスを᥈す手間が┬

けること、間違えても容᫆にやり直せることを利点と感じる学生がとんどであった。慣れるのに時間を要したとする回

答では、操作画面（図3）の３種㢮の入力を各１回ࡎつしか使用できないと຺違いをした、同一の行を入れ替えようとして
実行࣎タンが応しなかった、ඖにᡠす࣎タンをవ計にᢲしてしまいΰした等がᣲࡆられた。今回の検証は、前に口

㢌説明を行ってすࡄに小テストに取り組んでもらったが、動作テスト用の問題を用意して操作方法を༑分に確認した上で

検証に⛣行した方がよりスムーࢬにシステムを利用できたのではないか。また、一度入力した数್は実行࣎タンがᢲされ

た後もᾘえࡎにテ࢟スト࣎ックスにṧり⥆けてしまう（上書きして度実行࣎タンをᢲ下すればḟの変形に進むことはで

きる）ため、修正のవᆅがある。前の問題の࣌ーࢪにᡠった際に計算過程が⾲♧されない問題は、本システムは࣌ーࢪを

またいでデータをಖ持しないため、࣌ーࢪを⛣動すると入力した途中計算がすべて発してしまうために㉳こる。これに

ついても今後の課題としてさらにᨵⰋをしたいと考えている。 
また、アンࢣートの選択欄（⾲ 3）では、「ᴦしく学修ができた」「基本変形を理解しやすかった」「操作が容᫆であった」
「このシステムを用いて学修を行いたい」の４㡯┠について㸳ẁ㝵（1：とてもそうᛮう、2：まあそうᛮう、3：どࡕらと
もいえない、4：あまりそうはᛮࢃない、�：全くそうはᛮࢃない）で評౯をつけてもらった。対面で行った学生と遠隔で
行った学生の結果はそれࡒれ⾲ 4、⾲ �のとおりである。すべての㡯┠で⣙�の学生が「そうᛮう」「まあそうᛮう」と
回答した一方、２番┠と４番┠の㡯┠で「どࡕらともいえない」と答えた学生も少なくなかった。 

 
 

⾲ 3 アンࢣート㡯┠の回答（1 �1） 
㡯┠ 1 2 3 4 � 

ᴦしく学修ができた 40 ����3�� 21 �2����� �  ���0�� 1 �1�4�� 4 ������ 
基本変形を理解しやすかった 3� ��0���� 20 �2��2�� 10 �14�1�� 3 �4�2�� 2 �2���� 
操作が容᫆であった 44 ��2�0�� 1� �2��4�� 4  ������ 1 �1�4�� 4 ������ 
このシステムを用いて学修を行いたい 42 ����2�� 14 �1����� 12 �1����� 0  �0�� 3 �4�2�� 

 
 

 
 

 
 
この検証においては、本システムは基本変形を学修する初期のẁ㝵で、どういう操作をすればガウス行列になるのかを

⾲ 4 対面で行った学生の回答（1 3�） 
㡯┠ 1 2 3 4 � 

ᴦしく学修ができた 20 ������� 10 �2����� 4 �11�1�� 0 �0�� 2 ������ 
基本変形を理解しやすかった 1� �44�4�� 14 �3����� 4 �11�1�� 0 �0�� 2 ������ 
操作が容᫆であった 23 ��3���� � �2��0�� 3  ���3�� 0 �0�� 1 �2���� 
このシステムを用いて学修を行いたい 21 ����3�� � �22�2�� � �1����� 0 �0�� 1 �2���� 

⾲ � 遠隔で行った学生の回答（1 3�） 
㡯┠ 1 2 3 4 � 

ᴦしく学修ができた 20 ����1�� 11 �31�4�� 1  �2���� 1 �2���� 2 ������ 
基本変形を理解しやすかった 20 ����1�� � �1��1�� � �1��1�� 3 ������ 0  �0�� 
操作が容᫆であった 21 ��0�0�� � �2����� 1  �2���� 1 �2���� 3 ������ 
このシステムを用いて学修を行いたい 21 ��0�0�� � �1��1�� � �1��1�� 0  �0�� 2 ������ 
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理解させたり、文字が含まれていても同じように基本変形ができることをయ験させたりする┠的で用いるにはおおむࡡጇ

当なものといえることが分かった。 
 

 にࡾࢃ࠾ .5
 
本システムは行列の基本変形の学習支援をするものとしては Moodle の小テストに対応したものである点、変数をᢅう
ことができる点において新しい取り組みであり、学生からも一定の理解を得ることができた。今後はアンࢣート結果から

得られたᨵၿ点の修正やスマートフォンからでも操作のしやすいデࢨイン等、ᨵⰋを⥆けていきたい。 
 
 

ཧ⪃ᩥ⊩ 
(1) Moodle�org� オープンソースのeラーニングプラットフォーム� https���moodle�org�� 
(2) 谷口ဴஓ� 中ᮧὈஅ� 中原ᩗ広� ༑ᔒ正夫� ᰿本ὒ明� ³Moodle2 と STACK3 を用いた線形代数の問題作成例 �́ 数理解ᯒ◊✲ᡤ講✲

録� Vol�1��1� pp�102-111（201�） 
(3) 田中� 樋口୕㑻� ³線形代数における計算アルࢬࣜࢦム学習支援システムの開発と評౯ �́ 教⫱システム報学◊✲報告� ➨ 32 ᕳ� 

➨4号� pp�4�-�2 （201�） 
(4) 樋口୕㑻�͆ 基本変形による行列⡆⣙の学習支援システムとその授業内での試用 �́ 数理解ᯒ◊✲ᡤ講✲録� Vol�2142� in press� 
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国立工芸館 高精細バーチャル 工芸作品鑑賞システムの開発について 

 
飯田 栄治 

 
Development of High Definition Virtual Appreciation System for National Crafts Museum 

 
Eiji IIDA  

 

要  約 
2020 年、東京国立近代美術館工芸館（通称 国立工芸館）が、金沢に移転する。移転先は、金沢偕行社を石川県立博物

館と石川県立美術館の間に移築し、展示館とする計画である。そこで、2019 年 11 月に建物の見学ツアーを実施する運び

となった。その際、建物のコンクリートなどが、乾ききらず枯らし期間（乾燥期間）が必要でありあるため作品を展示で

きない期間を、国立工芸館の開館周知のために有効に活用しようというものである。ツアーの中では、展示作品を紹介す

るシステムが必要となり、金沢学院大学と北陸メディアセンター、広告代理店アドマックの３者で、システムの提案をし

た結果、我々の提案が採用された。我々のシステムの内容と、製作上の技術的な問題とその解決について報告する。 

 

キーワード：国立工芸館、工芸作品、立体視システム、4K 高精細映像、バーチャル・リアリティ 

 
1. はじめに 

 
石川県が、国の地方創生施策の一環である政府関係機

関の地方移転[1]の提案募集に対して、東京の東京国立近

代美術館工芸館（図１）の移転について、「工芸王国・石

川」とも呼ばれる本県にふさわしい移転として提案した

結果、これが認められて2016年3月に移転が決定し、日

本海側初の国立美術館が誕生することとなった。 

 

 
図1 東京国立近代美術館工芸館 

 

移転先の建物（図2）は、石川県と金沢市が協力して整

備した、国の登録有形文化財である旧陸軍の第九師団司

令部庁舎と金沢偕行社を移築・活用し、過去に撤去され

た部分も含めて、かつての姿で復元したものである。 

 

 
図2 国立工芸館（石川県金沢市本多の森公園内） 

2. 工芸品鑑賞システム開発の経緯 
 
2020年に開館する国立工芸館の建物を紹介する見学ツ

アー及び東京国立近代美術館工芸館名品展（以下、「見学

ツアー等」という。）の一環で、デジタル技術を用いて移

転作品等を紹介することにより、開館に向けた周知や気

運醸成を図る計画が構想された。競争入札の形で担当事

業者を決定することになり、我々の案が採択された。 

 
2.1 見学ツアーの概要 
 

国立工芸館建物見学ツアー 期間：2019 年 11 月下旬～

12 月上旬（10 日間程度） 場所：国立工芸館（石川県金

沢市本多の森公園内（「石川県立美術館」と「いしかわ赤

レン ガミュージアム」の間の敷地））内の展示室または

多目的スペースの一角・東京国立近代美術館工芸館名品

展 期間：（国立工芸館建物見学ツアー終了後）～2019 年

12月下旬 場所：石川県立美術館内ということが大枠とし

て決定された。 

 
2.2 デジタルコンテンツの制作の採択基準 
 

採択基準は以下のとおりであった。 

 

・目的及び仕様に沿った適切な企画になっているか。  

・美術工芸作品を紹介するデジタルコンテンツの質 

（緻密さ、精細さ の表現）は、優れたものか。 
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・AR、VR ➼のデジタルᢏ術をά⏝ࡋたయ㦂ᆺの鑑賞ࡁ࡛ࡀるࡼ

 。なされているかࡀな工ኵ ࠺

・鑑賞ࡋたேにって美術工芸作品ࡸ作ᐙにࡘいての⌮ゎࡀ῝

な࠺ࡼのᮇᚅを㧗めるᖺに㏕るᅜ❧工芸㤋の開㤋⩣ 、ࡾࡲ

ෆᐜになって いるか。 

 

2.3 デジタルコンテンツの制作᮲௳ 
 

コンテンツไ作᮲௳は以下のとおりであった。 

 

⛣㌿作品➼を紹介するデジタルコンテンツの制作・ᥦ౪ ᘓ≀

の見学ツアー➼の୍⎔ࡋて紹介する、ᮾிの工芸㤋かࡽ⛣㌿

する美術工芸作品にࡘい て、ࡑの精緻なᢏἲࡸ作ᐙのヲ細な

ሗࡀ鑑賞࡛ࡁるデジタルコンテンツを制作する。 

 

 ձෆᐜ ・㏻ᖖのᒎぴ࡛は鑑賞するࡇの࡛ࡁない作品のഃ

にされたᢏἲ、作ᐙに㛵 するヲ細なゎㄝなࡽ作品にจ、ࡸ

いて、AR、VRࡘ ➼のデジタルᢏ術をά⏝ࡋて、య㦂ᆺの鑑賞

ࡀ  。ࡇにする࠺ࡼるࡁ࡛ 

 ・鑑賞ࡋたேにって美術工芸作品ࡸ作ᐙにࡘいての⌮ゎࡲ῝ࡀ

なෆ࠺ࡼのᮇᚅを㧗めるᖺに㏕るᅜ❧工芸㤋 の開㤋⩣、ࡾ

ᐜするࡇ。 

 ・デジタルコンテンツ࡛鑑賞࡛ࡁる作品のⅬᩘはၥࢃないࡀ、ᑡ

なࡃも㸰ࡘ௨ୖするࡇ。ලయの作品にࡘいては、ᐇ⾜ጤ

ဨ༠㆟の࠼࠺Ỵᐃするものする。 

・ᙳに࠶たっては、美術工芸作品の⧄細さࡸᕼᑡᛶを鑑ࡳ細ᚰ

のὀពをᡶࡇ࠺。な࠾、作品を㍺㏦ࡋてᙳを⾜࠺ᚲ要࠶ࡀ

るሙྜ、㍺㏦㈝及びಖ㝤ᩱは、ཷク⪅の㈇ᢸする。 

・デジタルコンテンツ鑑賞のための࢙࢘ࢺࣇࢯア（アࣜࣉ）、ᶵᮦ

。ࡇពする⏝ࡀ⪅クཷࡾࡼに➼ࡆୖࡾᚲ要なሙྜは、ࡀ➼

な࠾、ᶵᮦ➼のタ⨨及び㍺㏦の㈝⏝も見㎸ࡇࡴ。 

・鑑賞にᚲ要なᶵᮦ及びシステムにࡘいては、ᐇ⾜ጤဨの⫋ဨ

ᐜ᫆なものにすࡀーシࣙンࣞ࣌ ࢜、ࡋをᐃࡇ作する᧯ࡀ

るࡲ。ࡇた、᧯作ࣗࢽ࣐アルを作ᡂするࡇ。 

ᚲ要なコンテンツをᥦࡀの㏻ಙのᘓ≀እ㒊➼ࢺࢵࢿンター・

するሙྜは、እ㒊の㏻ ಙにᚲ要なᶵᮦ及び㈝⏝も見㎸ࡴ

 。ࡇ

 

ղ鑑賞ே  ᩘ・見学ツアーの㏵୰に 30 ே⛬ᗘࡀ㸯⟠ᡤに㞟ࡾࡲ、

ᑡなࡃも㸴ࢢルーࣉ（㸳ே⛬ᗘࡘࡎ） ྠࡀに鑑賞࡛ࡁる

コンテンツするࡇ。 ͤ見学ツアーは㸯ᅇ࠶た30ࡾே、㸯

᪥3㹼4ᅇ、10᪥㛫の開ദをணᐃࡋ、ཧຍேᩘはྜィ 約1,000

ேをᐃࡋている。 

 

3. ᥦの概要 

 

30名程度がྠに１⟠所に集まり、ᑡなࡃとも6ࢢルー

１ᅇあたり10分程度のコンテンツ視⫈ということで、ࣉ

あった。また、には、࢜ペレーターの解ㄝが入る場ྜ

がある。このことから、以下のไ⣙が᫂☜となった。 

 

ムのような方ᘧでは、30名が、一度に鑑賞すࣛࢢࣟ࣍・

ることはᅔ㞴。 

・ツアーཧຍ者が、ྠにྠ一のコンテンツを鑑賞する

こと。 

 

3.1 ᥦの╔║Ⅼ 
 

物体を立体的に視認するには、ᕥྑの目に、⊂立、か

つྠ期をとって、それࡒれの目から見た報を࠼るこ

とで、物体の㊥㞳ឤなど、⬻が認㆑する。この◊✲は、

✲◊から行われているが、デジタル技術を用いたࡃྂ

[2][3][4]は、1985年㡭からであり、多ᩘの文⊩がᏑᅾす

る。ᅇは、そのコンテンツไ作と製作上の問題Ⅼ、そ

して解決方ἲについて紹介する。 
我々が提案した方ᘧは、「⦓ᐦさ、精細さ の⾲⌧」

という要ồ事㡯から、4Kࣟࣉジ࢙クター、また、「VR」

のほⅬから、３D 立体⾲示のྍ⬟な、ࣟࣉジ࢙クター

を⤌ྜࡳわࡏ、高精細映像とᾮᬗシャッターメガࢿに

よる立体視映像を用いる方ᘧであった。 

 

以下システムᴫ要について示す。 

 

 
図� システムᴫ要 

 
3.2 〇作ୖのၥ㢟ⅬࡑのゎỴ 
 
一⯡に、立体視映像はࣟࣉジ࢙クターから発ಙされるྠ

期ಙྕで、ᾮᬗシャッターメガࢿのᕥྑのᾮᬗをに
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開㛢している。本システムでは、4K映像と立体視映像を

ΰᅾさࡏる方ᘧで製作していࡃ方ᘧとした。4K映像ᢞᙳ

中は、立体視映像は「㯮」映像を⾲示しているが、メガ

ࢿのྠ期ಙྕは౫↛として発ಙしているため、メガࢿ

を╔したままであると、4K映像のග㔞やⰍあいにᙳ㡪

を࠼てしまうことが分かった。映像のᕪ␗は、図 4 の

とおりであり、このኚ化は間㐍行にకって、周期的に

⧞り㏉し鑑賞がᅔ㞴であった。 

 

  

᫂るいときの映像    ᬯいときの映像 

 

図4 映像のኚ化のᵝᏊ 

 

この⌧㇟は、4K映像の⾲示ࣇレームとメガࢿのシャッ

ターのOPENの間にᚎ々にࢬレが生ࡌていることで目に

入るග㔞等がኚ化すると⪃࠼られる。すなわࡕ、図 5 の

ような௬ㄝを立て、メガࢿのシャッターのᕥྑ(L-R)の

ON/OFFಙྕを㐽᩿し、ᾮᬗシャッターをOPENのままとす

る方ἲをヨࡳたとこࢁこの問題が解決した。 

 

 

 

 

 

 

 

図5 4K映像とᾮᬗメガࢿのᕥྑ開㛢のࢬレ 

 

ᾮᬗシャッターメガࢿを作ືさࡏないために、立体視⾲

示ಙྕを、図 6 のように、メ࢝ࢽ࢝ル・シャッターで開

㛢ไᚚすることにより映像がᏳ定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6 ᾮᬗメガࢿไᚚಙྕを࢝ットするためのไᚚ 

4. ᡂシステムにࡘいて 
 

4.1 ᫎീコンテンツにࡘいて 
 
紹介作品は、図7のᕥからᯇ田 ᶒභ Ặのⵗ⤮➉ᯘ文⟽、

ᐩ本 ᠇ྜྷ ẶのⰍ⤮金㖟ᙬᅄᘚⰼᰁ㢼ᬒ文Ꮠ文ና、そ

して、ྑが、飯ሯ ⌭⋩  ᩪẶのⰼ⡛ ᐆẊである。これら

の作品の㨩力や見どこࢁの解ㄝ、そして、高精細映像と

方からの3D立体視映像を鑑賞㡬いた。 

 

図7 本見学ツアーで紹介される作品 

 

4.2 表♧システムにࡘいて 
 

⾲示システムは、図8～図10のとおりである。 

 

 
図8 ほᐈᖍから見た⾲示（400ンチスクリーン） 

 

 

図9 システムไᚚコンࢯール 

 

 

図10 メ࢝ࢽ࢝ル・シャッター⨨ 

  

3C 

制 ᚚ ᅇ ㊰ 

ࣔーター 

ル・シࣕ࢝ࢽ࣓࢝ ࣟࣉターをࢵ ࢢ ムࣛ 

㟁Ꮚᅇ㊰࡛ 開㛢制ᚚ 

ス
ࢡ
ࣜ
勖
ン 

4Kᫎീ 

 ON/OFF L R L R R L ࢿ࣓࢞

㔜」㒊ศのᖜࡀኚ 
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5. 見学ツアーの⤖ᯝ 
 

ኟの見学ツアーは、᭱ 終的に2020年11月23日から12

月2日まで、図11のように、国立工芸館の建物見学ツア

ーが行われ、また、その中で、図12のように本鑑賞シス

テムは、ࣇル✌ാし活㌍した。⥲ໃ、1200名以上の方々

に鑑賞㡬きዲホをᚓた。 
 

 

図11 建物のㄝ᫂をཷける᮶場者 

 

 

図12 作品鑑賞システムでの鑑賞のᵝᏊ 

 

本鑑賞システムは、図 13 のようにつᶍを⦰ᑠして、石

川県立美術館、ᑿ美術館においても展示し、国立工芸

館の࢜ーࣉンに向けての周知に㈉⊩することができた。 

 

 
図13 石川県立美術館での鑑賞のᵝᏊ 

 

 

 めࡲ .6
 
ᅇ、システムをつࡃりあࡆる上で、᭱大の問題は、

ண⟬、⣡期、そして、ᾮᬗメガࢿをとおして鑑賞した際

の、映像のれであった。この問題を、ᛴ㑉、ᅇ㊰を⤌

⟭ことができた。ணࡄムを作成してࣛࢢࣟࣉไᚚ、ࡳ

が₶沢にあれば、ᅇの㞀ቨも容᫆に解決できた部分が

あったかもしれないが、ࣔࡃ࡙ࣀりの工ኵによりり㉺

アࢽンジ࢚、ることができ、㐩成ឤがあった。まさに࠼

ෞにᑾきるᛮいであった。そして、この部分を、学生

たࡕにもఏ࠼たいとᛮうḟ第である。 
 

ㅰ㎡ 
 
本ࣟࣉジ࢙クトに関して、国立工芸館のスタッࣇの

方々、石川県担当⫋ဨのⓙᵝ、ඹྠでไ作にあたったᰴ

ᘧ社アドマックおよびᰴᘧ社北陸メディアセンター

の方々、また῝ኪまでไ作に関わった飯田ࢮミ学生ㅖྩ

にឤㅰする。 
 

ཧ⪃ᩥ⊩ 
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[2] ☾㔝 㞝, Ᏻ田 ⛱, 「͆分立体視の成立᮲௳ ,͇1987 , 
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[3] Ᏻ⸨ ⦾,͆୧║ᙉ度ᕪを᳨ฟするᚤ分୧║立体視ἲとその
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集 ,Vol.23, No.6 
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࿊示⨨の᳨ウ �͇ ⥲ྜ◊✲大学院大学文化⛉学◊✲⛉, 
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金沢職人の技アーカイブ化プロジェクト 
 

飯田 栄治 

 
An Archive Project of Kanazawa’s Traditional Crafts Techniques 

 
Eiji IIDA  

 

要  約 

金沢は、藩政期以来、職人の手仕事（技）が今日まで受け継がれ、独自の文化を形づくる街

として、日本の数ある都市の中でも、独自の輝きを放っている。しかしながら、こうした金沢

の個性そのものと言える伝統的な職人文化についても、近年の生活様式の近代化、機械化の中

で技法の衰退、後継者の不足等厳しい状況にある。また、古民家の維持管理に関しても費用や

手間がかかることから、町屋は徐々に姿を消しつつある。このような状況の中、金沢職人大学

校では伝統技法を後世に伝える取組みが行われている。2017年 10月から 2020年 9月まで、金

沢学院大学と金沢市の連携協定の枠組みの中で、飯田研究室が、職人の技のアーカイブ化事業

に携わってきた。その取組みを総括し成果を報告したい。 

 
キーワード：金沢職人大学，伝統技法、暗黙知、映像化、デジタルアーカイブ 

 
1. はじめに 

 
金沢職人大学校（図 1）は、1996年、当時の山出保

市長の肝煎りで金沢市大和町（大和紡績の工場跡地）

につくられた。技の継承のための研修機関である。 
 

 
図1 金沢職人大学校 

 
ここでは、生活様式の変化の中で衰退が危惧される金

沢の職人の技能[1][2]を後世に伝えるための取組みが行わ

れている。先輩から後輩に、技能を受け継いでいく。テ

キストやマニュアルがある訳ではなく、口頭で説明を受

け、実作業により体得していく。 
我々は、金沢職人大学校を３年間密着取材し、職人

の「技」を間近で見つめてきた。職人大学で伝承を進

めようとしている「技」はどのようなものか、取材の

中でピックアップすると同時に、アーカイブ化の具体

的な内容について以下に報告したい。 
 
 

2. 職人の技の暗黙知 
 
マイケル ・ポランニーは、「私たちは言葉にできるよ

りも多くのことを知ることができる。」[3]と言っている。

まさに、職人の世界は、暗黙知の宝庫ともいえる。 
本プロジェクトでは、その暗黙知を、形式知に置き換

えるということを目指すのではなく、映像を最大限に活

用しながら、この暗黙知を映像データによりアーカイブ

化するというものである。 
 
3. 金沢職人大学校の概要 

 
「本科」は、以下の(1)から(9)に示すとおり、瓦、石

工、畳、板金、大工、建具、造園、左官、表具の９科

からなり、それぞれ 3年の教育課程がある。さらに、

希望すれば修復専攻科に進むことがき、修復に特化し

た３年間の教育課程がある。 
 
(1) 瓦科 

 
図 2 の実習設備で、寺院、神社、古民家等の屋根の

修復などを学ぶ。 
 

 
 

図2 瓦科の実習設備 
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(2) 石工科 
 

金沢ᇛなどの石ᇉの復ඖ、修理など手仕事の㒊ศの

技⾡を学ぶ。 
 

 
 

図3 石工科の実習の様Ꮚ 
 
(3) 畳科 
 

古民家などにおける、畳の修復などを学ぶ。 
   

 
図� 畳のไ作の様Ꮚ 

 
(4) 板金科 
 

寺院、神社などの㖡板屋根、㨣等のຍ工技⾡を学ぶ。 
 

 
図� 㨣の㖡板ᕳ 

 
(5) 大工科 
 

町屋等の数ᐤ屋造りなどのຍ工技⾡を学ぶ。 
 

 
図6 数ᐤ屋造り 

 

(6) 建具科 
 
⅔ᬮ、組Ꮚ⣽工など、金沢の和✵間にḞかࡏないイン

テࣜアไ作技⾡を学ぶ。 
 

 
図� 組Ꮚ⣽工作り 

 
(7) 造園科 

 

 
図� 㞷つりの様Ꮚ 

 
(8) 左官科 

 
ᅵቨ作りやᾏ㰡ቨなどᇛ下町にᚲ㡲のຍ工技⾡を学ぶ。 
 

 
図9 ᅵቨ作り 

 
(9) 表具科 

 
け㍈やᒊ㢼などのຍ工技⾡を学ぶ。 
 

 
図1� ᒊ㢼作り 
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4. グ㘓ࢹーࢱ㔞 

 
ᑐ㇟となるデータは、ື ⏬データであり、1ᅇのᙳで、

1�*%㹼2�*%、1年間で、��ᅇから6�ᅇ程ᗘのᙳᅇ数

となる。ᖹᆒとして、1 ᅇあたり 1�*% として、年間で

��ᅇのᙳをしたと௬定すれば、���*%となる。これを、

3年間実したので、ྜ ィ2T%以ୖのື⏬データとなる。 
実㝿のとこࢁ、⦅㞟作業としても┦当の時間をせする。 
 
 ࣒ࢸࢫࢩࣈ࢝ー .5
 
今ᅇ、３年ศのグ㘓に関して、ྍ能な限り、言ㄒ化でき

る作業の説明を作成する。その説明を+T0/形式で作成

し、ື ⏬データのࣜンクを+T0/形式でᇙめ㎸むことと

する。このようにすることで、26やアプࣜケーࣙࢩンに

左ྑされࡎに、PC のᇶ本機能としての᳨⣴をければ、

説明文をピックアップすることができ、さらに、そこに

ᇙめ㎸まれたື⏬データに㎺りつつく᪉法をとることと

した。 
えるならば、:iNiSediaの説明内容のうち、ࣜンクの

㈞られている用ㄒをクࣜックすると、関連ື⏬が表示さ

れるという仕組みととらえることができる。 
 
 概要࣒ࢸࢫࢩ 5.1
 
ᵓ成はᴟめてࢩンプルでありながら、26やアプࣜのᙳ㡪

を受けないため、自⏤ᗘが㧗い活用ができるであࢁう。 
 
 
 ⪄㡯目 内容 備࣒ステࢩ
デࣂイス 86%ࣁーࢻデスク 3T% 

グ㏙言ㄒ +T0/  
 
 
図11にデータ࣋ースのࣇイルᵓ造を示す。瓦科を

にとれば、瓦科の࢛ࣇルࢲー内に、瓦に関するྛไ作課

㢟の࢛ࣇルࢲーがᏑᅾする。これらの࢛ࣇルࢲーの中に、

課㢟のᴫせ説明がhtPl形式で置かれている。また、説明

中のキー࣡ーࢻ等に関連するື⏬のࣜンクがᙇられてお

り、クࣜックのみで、関連ື⏬を㜀ぴすることがྍ能で

ある。同様の形式により、の㸶科もไ作されている。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図11 データ࣋ースのࣇイルᵓ造 
 
5.2 ᧯స 
 
たとえば、「⟽Ჷ」と᳨⣴を行い、以下の文❶が᳨⣴⤖果

として表示されたとする。 
 
⟽Ჷは寺や神社によくわれる瓦の✚み᪉（୍⯡の

ఫᏯには⇐Ჷがよくわれている）。⟽の࿘りには㣭

り瓦が㈞られる。⇐Ჷにẚて用されている瓦の

数が、ᑡなく㍍いことが特ᚩである。 
 
「「⟽Ჷ」」をクࣜックすると以下のように、関連ື⏬が

生されるという仕組みである。 
 

 
図12 +T0/からື⏬生 

ㄝ᫂ࢆhtmlᙧᘧ 

 ࡴ㎸ࡳ࡛⤌
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 ᙳୖの技⾡ⓗ㓄៖の᪉㔪ࣈ࢝ー .6
 
 の᪉ྥᛶࣈ࢝ー 6.1
 
ྛ科の⪺き取りㄪᰝの⤖果、それぞれのものづくり

の⪃え᪉にはᕪがあることがศかった。技をアーカイブ

化するୖで最も㔜せなことは、科ẖの本㉁的なものづく

りの⪃え᪉をᢕᥱし、その⢭神性を理ゎすることであࢁ

う。その⪃え᪉ཬࡧ᥎ዡされた技の㡯目をᢕᥱのうえ、

ᙳを実した。その内容は、職人大学校のカࣜキュラ

 。をྵめて、ู表㸯からู表９に示す࣒
 
 
6.2 ᙳୖの技⾡ⓗ㓄៖ 
 
ᙳ作業を進めていくୖでの技⾡的な㓄៖について㏙

。る。映像ไ作に最もᙳ㡪をえるのは↷明⎔ቃである

本事については、ྛㅮᖌと┦ㄯの⤖果、㏻ᖖの作業時

の↷明を๓ᥦとしたᙳをᚰけることとした。その理

⏤は、スポットライト等⿵ຓ↷明が作業者にとって╆し

いというケースがあること、また、↷明⎔ቃが変わり、

ᬑẁと␗なる㒊ศにᙳができることで作業がしにくいケ

ースがあることなどがᣲࡆられる。そこで、図13のよう

に、職人大学校の 9 科の作業⌧場における↷明⎔ቃを、

㟢出ィを用いて⿕体↷ᗘ（ᑕග）を 定した。用

ண定のᙳ機材は、最ప⿕体↷ᗘが1�2ルクスであるた

め、職人大学校のすての実習室は輝ᗘの㧗いỈ㖟ⅉを

用しており、⿕体↷ᗘをィ とศᯒを行ったとこࢁ、

⿵ຓ↷明↓しの᮲௳を‶たすことが☜ㄆできた。ศᯒ⤖

果はู表1�に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図13 ᙳ⎔ቃㄪᰝのイ࣓ージ 
 

 
 めࡲ .7

 
今ᅇのプロジェクトでは、金沢の職人の技にどのよう

なものがᏑᅾしているのか、どのように伝えようとして

いるかということを密着取材によりᢕᥱをしたୖで、

ᙳを実した。映像によるデジタルアーカイブࢩステ࣒

をᵓ⠏したḟ➨である。 
今後は、最先➃技⾡を用いて、職人の技の暗黙知をさ

らにศかりやすい形で報ඹ᭷できる仕組みをᶍ⣴した

い。 
 

ㅰ㎡ 
 
本取組は、金沢市との連携事業として進めてきたもの

である。ᛌく、ᙳ等取材を受けධれて㡬いた金沢職人

の大学のㅮᖌおよࡧ生ᚐのⓙ様、本取組みをᨭえて㡬い

た金沢市Ṕྐ都市᥎進課およࡧ金沢職人大学校のスタッ

、また、ᙳに携わった、多くの学生ㅖྩにឤㅰྛࣇ

するḟ➨である。特に、大㔝 ᗈ輝 ྩの 3 年の本プロ

ジェクトの協ຊにはᩗពを表する。 
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別表１ 石工科 アーカイブ化基本方針 
 
調査者 出口 昭 氏 

（金沢石材工業協同組合 株式会社出口石材） 
 

 
 
 
 
伝えるべき技術のコ

ンセプト 

石工のカリキュラムは、基礎的な素材の性質の理解と加工方法の修得に加え、特に、

石川県には観光名所の兼六園の徽軫灯篭があることから、このモチーフをとおして技術

取得を進めていくとのこと。石を割るところから「矢を打つ」、「矢をかける」など加工

技能を学ぶ。 
また、一方で、職人大学校の基礎技能とは別に、石工の仕事として、行政から石廟の

修復の業務を受けることがある。通常の石工3,4人で対応するが、調査に時間がかかる。
例えば、村井千世石廟の作業など。実際のところ、このような修復作業の中に、高度な

石工の技術が活かされているので、これらの案件も撮影対象として考慮する。 
 

記録対象技術 徽軫灯篭の加工、その他石材の加工技能 
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別表㸰 ⎰科 アーカイブ化基本方針 
 
調査者 ኳụ ‶ 氏 

（石川県⎰工事協同組合 ኳụ⎰ᗑ） 
 

 
 
 
 
伝えるべき技術のコ

ンセプト 

⎰科では、に、⎰のᡂศ、ᙧ、〇㐀工⛬などの基本的な▱㆑とⵌき工事をᣦ

ᑟしている。表㠃的な技術ࡔけではなく、CAD ➼によるタィも㔜どしている。また、
実際のᑎ社のぢ学も実し、校እで㐣ཤの職人技術を学ぶことも㔜どしている。 
特に、基礎技能としての、方ᙧ、⟪⏥、⟽Ჷなどの技法のアーカイブ化、 
本⎰ⵌの技能を中ᚰにアーカイブ化したい。本⎰ⵌの工はྂいᩥ化㈈ࡸ大㜰、

ᮾᾏ㐨ᆅᇦで⌧ᅾもぢられるが、㞷のከい㝣ᆅ方ではあまࡾなく、工事を⤒㦂す

るᶵ会もᑡないので、ᩍ材としてもアーカイブ化する。 

 
記録対象技術 方ᙧ、⟪⏥、⟽Ჷ➼の⎰ⵌき技能 
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別表 3 ᕥᐁ科 アーカイブ化基本方針 
 
調査者 ᐑᓥ ஂஓ 氏 

（金沢ᕥᐁ組合） 
 

 
 
 
 
伝えるべき技術のコ

ンセプト 

ᕥᐁ科のカリキュラムは、ᾏ㰡ቨ、⁽႞、ᮒ࣭⩌㟷を中ᚰにしている。これらの技能

をアーカイブ化するべきであろう。特に、ᡂᕴ㛶に௦表される⩌㟷は、金沢特᭷のᕥᐁ

技術である。 
 
௨ୗの行⛬である。 
࣭ᾏ㰡ቨ（⎰割ࡾけቚ่しЍ⎰᭰ࡾけЍ⁽႞ୗᆅሬࡾЍୖሬࡾ） 
࣭ᮒ࣭⩌㟷ቨ（材ᩱ⦎ࡾЍୖሬࡾ） 
 
ᾏ㰡ቨのㅮ⩦は༙ᖺ、⁽႞、ᮒ࣭⩌㟷は㸰カ᭶⛬度の工⛬である。 
 

記録対象技術 ᾏ㰡ቨ、⁽႞、ᮒ࣭⩌㟷ቨ 
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別表 4 㐀園科 アーカイブ化基本方針 
 
調査者 㔝ࠎᕷ ⰾ  ᮁ氏 

（石川県㐀園業協同組合 (᭷)㔝ࠎ㐀園） 
 

 
 
 
 
伝えるべき技術のコ

ンセプト 

㐀園の⢭⚄性を理解するには、㢼ᅵ、Ṕྐ、᐀ᩍ、ᩥ化、ⱁ能➼を理解するᚲせがあ

る。㐀園の石については、ᆅඖの㞴石を⏝する。 
ᗞ作ࡾは、職人と石ࡸᮌとの対Ỵ、石ࡸᮌのໃいを⏕かした組ࡳ合ࡏࢃで、いかにᗞ

を₇出するか、ᗞをぢた人に職人の仕事をឤࡌさࡏないこと、すなࡕࢃ、人工的ではな

い⮬↛なᬒ観₇出が࣏イントである。そのពでは、ᒾ石✚ࡳ、᰿ࡾࡒのᮌといࡗた技

法は特に取ࡆୖࡾる。 
 ᕥྑ対⛠、ᩚ↛としたᗞではなく、例えば、ⴱ㣭ᩪのᵓᅗ、➼㎶୕ゅᙧの中に⨾

をồめることも考慮する。 
 

記録対象技術 ᐃ、㞷ྞࡾ、ᒾ石✚ࡳ 
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別表 5 大工科 アーカイブ化基本方針 
 
調査者 ᐑ本 修一 氏 

（金沢ᕷᘓ⠏組合） 
 

 
 
 
 
伝えるべき技術のコ

ンセプト 

大工科の技能は、金沢においては、Ẽೃ㢼ᅵの事を考慮したものもあるが、基本的

には、ி㒔、ዉⰋの技能がおᡭ本である。 
 
対象としては、つ▴技能およࡧᩯ、◚㢼ᯈ、ᠱ㨶、六ⴥ、ᩘᐤᒇ➼の〇作技能をア

ーカイブ化することとし、特に、取ࡆୖࡾるものとしては、金沢らしい᙮ࡾ≀を中ᚰに

アーカイブ化する。㸱通ࡾの技能があࡾ、ᣦᑟには㸰ࣨ᭶どかかる。 
 
  

記録対象技術 つ▴技能およࡧᩯ、◚㢼ᯈ、ᠱ㨶、六ⴥ、ᩘᐤᒇ➼の〇作技能 
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別表 6 ␚科 アーカイブ化基本方針 
 
調査者 ❧㔝 ඞ 氏 

（金沢␚事業協同組合 ␚❧㔝） 
 

 
 
 
 
伝えるべき技術のコ

ンセプト 

␚科の技能は、⥾め┤し、ᡭᗋ〇作、␚ᗋ解యに大別される。 
㏆ᖺ、⥾め┤しはࢃれない技能になࡗてしまࡗた。᭱ ㏆では、たࡗた␚はといࡗ

た㢼₻にある。༶ࡕ、合理⩏ࡸコࢫトࣃフ࢛ー࣐ンࢫの考え方である。このように、∦

ഃをᣢࡆୖࡕるとᧉࢇでしまう␚の⏕技術がある。このようなものは、あえて、アーカ

イブとしてṧす。 
ᡭᗋ〇作は、␚を一から〇作する工⛬なので、一通ࡾ記録することとする。 
␚ᗋ解యは、༢なる解యではなく、㐣ཤの職人の技を㈨ᩱとしてṧすࢹーࢱ㞟技能もྵ

まれ、ඛ人の技術を▱るᶵ会となる。ᩥ 化㈈的な観Ⅼからもᡭ㡰を記録したうがいい作

業である。 
 

記録対象技術 ⥾め┤し、ᡭᗋ〇作、␚ᗋ解య 
 ͤ その他、ྍ能な㝈ࡾ校እの実務における高度な技術の記録。 

 
撮影時ᮇは、ᴫࡡ௨ୗの時ᮇ（たࡔし、㸵ᮇ⏕のカリキュラムཧ考表♧） 
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別表 7 ᘓල科 アーカイブ化基本方針 
 
調査者 ᖹ井 㟹ὒ 氏 

（金沢ᘓල協同組合 ᖹ井ᘓලᗑ） 
 

 
 
 
 
伝えるべき技術のコ

ンセプト 

ᘓලにおいて金沢らしさとは、ኵ、修理しࡸすさ、合理的であろう。㛛ᡬの仕口、

〇作実⩦、おⲔᐊの⅔⦕〇作、⅔⦕ᣔき⁽実⩦、◪Ꮚᡞの〇作、ษ㠃㞀Ꮚの〇作をとお

して、基礎技能を修得する。 
金沢の伝⤫技法の一例として、ษ㠃㞀Ꮚの技能は、まさに、ኵ、修理しࡸすさ、合

理性をഛえた技法であࡾ、〇作工ල⮬యにも工ኵがされている。 
ୖ記の࢘ࣁ࢘ࣀがワまࡗた応⏝ㄢ㢟を㸱ᅇ〇作するといࡗたことも実している。そ

の中で⮬ᕫの技能のୖ㐩を実ឤしてもらう。 
この応⏝ㄢ㢟の࢘ࣁ࢘ࣀのアーカイブ化およࡧᚲせに応ࡌて、基礎ㄢ㢟とここの技能

を記録することとする。 
 

記録対象技術 応⏝ㄢ㢟の中の技能、または、ᚲせに応ࡌ㛛ᡬの仕口、〇作実⩦、おⲔᐊの⅔⦕、ᣔき

⁽実⩦、◪Ꮚᡞ、ษ㠃㞀Ꮚの〇作ୖの技能を記録する。 
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別表 8 ᯈ金科 アーカイブ化基本方針 
 
調査者 ஂ㔝 ㄔ 氏 

（金沢ᕷᘓ⠏ᯈ金組合 （᭷）ஂ㔝ᯈ金工業） 
 

 
 
 
 
伝えるべき技術のコ

ンセプト 

ᯈ金職人は一⯡ᘓ⠏≀に㛵するᒇ᰿࣭እቨ࣭㞵ᵽ࣭ࢸࢫンࣞࢫなどのᯈ金工事を

行う。職人大学校ではその中でもᩥ化㈈にᒓする社ᑎ㛶ᘓ㐀≀➼に㛵ಀするᯈ金、

㘙（かࡾࡊ）工事の技能を修得する。 

⌧ᅾのᯈ金職人はᶵᲔで大㔞⏕⏘されたものを取ࡾける作業がで、ものを作

ることができなくなࡗている。ྂい㘙ࡸቯれたものをそのままのᙧでṧすには、ᙜ

時の職人と同ࡌ技術がᚲせとなる。 

ᯈ金科のカリキュラムでは、ᘓỈの〇作をとおして、基礎的なけがき、ษ᩿、⤠ࡾ、㘫

金を学ࡧ、─などの基礎ㄢ㢟に取ࡾ組ࡔࢇあとに、㩣㫘、㨣のไ作に取ࡾ組ࡴ。 
記録対象技術 㩣㫘ไ作 または 㨣ไ作、◚㢼㖡ᯈᕳき、一ᩥᏐ 
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別表㸷 表ල科 アーカイブ化基本方針 
 
調査者 Ọᔱ ᫂ 氏 

（石川県表ලෆ協同組合 㘊ⰾᇽỌᔱ表ලᗑ） 
 

 
 
 
 
伝えるべき技術のコ

ンセプト 

表ලの仕事は、基本的に修復することもど㔝にධれて作業する仕事である。 
たとえば、Ỉですࡄにはがれるかということも㔜せである。（できれば⢶はいたくない。）

通常、⢶はᑡ㔞⏝するため、なでたࡔけではかない。表ලの世⏺では、「⢶をᯤらす」

という。 
㏆ᖺ、ࢽࣅーで᥋╔する方法があࡾ、್ ẁ➇தではてない。しかし、修復はᅔ㞴であ

る。ᚑࡗて、伝⤫的ᡭ法にពがある。本≀とはఱか、㨩ຊを伝えたい 
表ල世⏺でう㐨ලもᵝࠎで、い方がศからなくなࡗたら、᪥本のᩥ化がᾘえる。例え

ば、け㍈の世⏺のๅẟのい方は、⢶けの際に、╔㠃を྇いて⢶けする。また、

伝⤫行事として、ⓑᒣ金ᐑでのᐮ⢶⅕きは、組合の加㈡ᨭ㒊として大事にしておࡾẖᖺ

実している。 
 

記録対象技術 〼、㞀Ꮚ、ᒊ㢼、ᒊ㢼修復、㍈のྛᡭ法、ᐮ⢶⅕きなどの行事 
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別表 10 撮影の⿕య↷度ศᯒ⤖ᯝ 
 

␒  ྕ 科名 ┿࣭ィ ࢹーࢱ 撮影⎔ቃのศᯒ 
1 ᯈ金科  

 
 

 
 

⿕యからのᑕ光を ᐃしたところ EV
್は㸵であࡗた。ᚑࡗて、⿕య↷度は、

300 㹼500ࢫࢡࣝ は☜ಖྍ能と考えࢫࢡࣝ
られ、特に、⿵ຓ↷᫂なしで撮影ྍ能であ

る。 
 

2 ␚科  

 
 

 
 

⿕యからのᑕ光を ᐃしたところ EV
್は㸵であࡗた。ᚑࡗて、⿕య↷度は、

300 㹼500ࢫࢡࣝ は☜ಖྍ能と考えࢫࢡࣝ
られ、特に、⿵ຓ↷᫂なしで撮影ྍ能であ

る。 
 
 

3 ᘓල  

 
 

 
 

⿕యからのᑕ光を ᐃしたところ EV
್は8㹼8.5であࡗた。ᚑࡗて、⿕య↷度
は、700ࣝࢫࢡ㹼1200ࣝࢫࢡは☜ಖྍ能と
考えられ、特に、⿵ຓ↷᫂なしで撮影ྍ能

である。 
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4 ⎰科  

 
 

 
 

⿕యからのᑕ光を ᐃしたところ EV
್は6.5であࡗた。ᚑࡗて、⿕య↷度は、
200 㹼400ࢫࢡࣝ は☜ಖྍ能と考えࢫࢡࣝ
られ、特に、⿵ຓ↷᫂なしで撮影ྍ能であ

る。 
 

5 石工科  

 
 

 
 

⿕యからのᑕ光を ᐃしたところ EV
್は6.5㹼7であࡗた。ᚑࡗて、⿕య↷度
は、200ࣝࢫࢡ㹼400ࣝࢫࢡは☜ಖྍ能と考
えられ、特に、⿵ຓ↷᫂なしで撮影ྍ能で

ある。 
 

6 ᕥᐁ科  

 
 

 
 

⿕యからのᑕ光を ᐃしたところ EV
್は6.5であࡗた。ᚑࡗて、⿕య↷度は、
200 㹼500ࢫࢡࣝ は☜ಖྍ能と考えࢫࢡࣝ
られ、特に、⿵ຓ↷᫂なしで撮影ྍ能であ

る。 
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7 大工科 

 
 

 

⿕యからのᑕ光を ᐃしたところ EV
್は6.5であࡗた。ᚑࡗて、⿕య↷度は、
200 㹼500ࢫࢡࣝ は☜ಖྍ能と考えࢫࢡࣝ
られ、特に、⿵ຓ↷᫂なしで撮影ྍ能であ

る。 
 

8 㐀園科  

 
 

⿕యからのᑕ光を ᐃしたところ EV
್は 7 であࡗた。ᚑࡗて、⿕య↷度は、
300 㹼500ࢫࢡࣝ は☜ಖྍ能と考えࢫࢡࣝ
られ、特に、⿵ຓ↷᫂なしで撮影ྍ能であ

る。 
 

9 表ල科 

 
 

 
 

⿕యからのᑕ光を ᐃしたところ EV
್は5.5㹼7であࡗた。ᚑࡗて、⿕య↷度
は、100ࣝࢫࢡ㹼500ࣝࢫࢡは☜ಖྍ能と考
えられ、特に、⿵ຓ↷᫂なしで撮影ྍ能で

ある。 
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ミュージアムの収蔵展示に関する基礎的研究 
 

加藤 謙一 

 
Basic research on visible storage in museums 

 
Kenichi KATO  

 

要  約 

本稿では、ミュージアムにおいて資料の保存と活用の両立が可能な展示手法である収蔵展示に関する基礎

的把握を目的として 2019年度と 2020年度の 2年間にわたり実施しているアンケート調査に関する初年度分

の報告をおこなう。現時点では収蔵展示の導入事例は 13％程度と決して多くはないものの、収蔵庫の狭あい

化や資料の活用の促進といった観点から、導入の検討やその有効性に言及する館が一定数認められた。一方

で保存環境に対する不安や公開が難しいなど資料自体の性格に起因する要因や、保存と展示がそもそも両立

するのかという収蔵展示に対する疑問から、その導入を検討していないという館も認められる結果となった。

また収蔵展示の最新事例として秋田県の横手市増田まんが美術館を取り上げ、その特徴および設置されてい

る展示装置の機能に着目して考察をおこなった。最後にアンケート調査から明らかになった課題についてそ

の見通しを示した。 

 

キーワード：収蔵展示、ヴィジヴル・ストレージ、文化財保存、文化財活用、文化財行政 

 
 

1．はじめに 

 

 本稿は国内のミュージアムにおいて一定の導入事例

が認められる収蔵展示に関して 2019年度と 2020年度

の 2 年間にわたり実施している基礎的調査について、

その初年度の成果を報告するものである。以下に、こ

の研究と調査の目的を示したうえで、昨年度実施した

収蔵展示に関するアンケート調査結果を報告するとと

もに若干の考察を試みる。次に収蔵展示の国内最新の

導入事例として実地調査をおこなった秋田県にある横

手市増田まんが美術館の「マンガの蔵」について報告

もおこない、収蔵展示導入のねらいを実現させている

展示装置の機能について言及する。最後に現時点で明

らかになっている課題とその対応および今後の展開に

ついて述べる。 

 

2．研究および調査の目的 

 本研究の主たる対象は、今世紀に入りミュージアム

において導入が進んでいる収蔵展示である。収蔵展示

とは、展示室内に収蔵棚を設け来館者が自由に棚に収

められた資料を引き出して実見できるもの（写真１）、

通常は一般来館者が見ることのできない収蔵庫に窓を

設けて内部を公開するもの（写真２）、収蔵庫そのも

のを展示空間として来館者が入ることもできるように

するもの（写真３）など、その事例は多岐にわたる。

共通するのはコレクションの「保存」機能と「展示」

機能をあわせ持つ点にある。しかし何を収蔵展示とす

るかという共通理解が曖昧である上、導入事例の把握、

その史的変遷や類型化、導入経緯や目的、展示業者を

中心に蓄積されている展示技術やノウハウ、展示のも

たらす効果、運営方法と資料管理や来館者行動から読

み取れる現場の課題などについて正面から捉えた研究

は未だないのが現状にある。 

 

写真1 仙台市博物館の「浮世絵引出ケース」 
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写真2 一ᨭ国博物館の「࢜ーࣉン収蔵庫」 

 

 

写真3 ⚟県立Ṕ史博物館の「࢜ーࣉン収蔵庫.」 

 

2019年 4᭶にはᨵ正文化財保ㆤ法が施行され、博物

館ᡤ蔵文化財の「保存」を๓ᥦとした「活用」のあり

方が今後はこれまで以上に問われる状ἣになるとண

される。収蔵展示は収蔵（保存）と展示（活用）を両

立させる性格を有することから、博物館ᡤ蔵文化財の

公開促進の手ẁの一つとなりᚓる。本研究では、いま

だ༑分な導入事例の把握がなされていない᪥本国内に

おける収蔵展示に関して、まࡎはその基礎的ࢹーࢱを

収㞟することを目的とする。 

収蔵展示に関しては、これまで᩿∦的に取り上げら

れるか事例報告➼が行われているが、収蔵展示そのも

のを取り上げたㄽ考は管見の㝈り☜認できていない。

ᮾிᏛ⥲ྜ研究博物館のὥᜏኵはミュージアムの

「ミࢻルࣖーࢻ」として「展示型収蔵」のコンࣉࢭト

をᥦ示している。「ミࢻルࣖーࢻ」とは展示などの公

開ス࣌ース（ࣟࣇントࣖーࢻ）と収蔵庫や研究室➼の

㠀公開ス࣌ース（ࢵࣂクࣖーࢻ）との中間㡿ᇦであり、

その㡿ᇦにミュージアムの㨩ຊがあるという考えに基

࡙くものである(1)。そのල現化された展示はྠ博物館の

「UMUT࢜ーࣉンࣛ࣎」や㛗㔝市にあるᡞ㞃地㉁化▼博

物館として存ᅾする（写真4）。 

 

写真4 ᮾிᏛ⥲ྜ研究博物館 

 

またࠗ博物館Ꮫ事࠘で「収蔵展示」の㡯をᢸᙜし

たబࠎᮌᮅⓏは、棚ᶫ※ኴ㑻がᥦၐしたඖ展示の理

ᛕに基࡙く一ᙧែとつ定し、その最初ᮇの実現事例と

して 1971年開館のᾏ㐨開ᣅグᛕ館をᣲげている(2)。

なお、ඖ展示とは棚ᶫがᥦၐする博物館展示の基礎

的展示法で、ྠ一のࢸーマを✀の展示技法を用いて

展示する展示ᙧែとされる。一つの展示では多ᵝな見

Ꮫ者を‶㊊させるのは難しいことから、例えࡤ見Ꮫ者

の▱㆑レ࣋ルに応ࡌて研究者には収蔵庫で資料を分類

Ꮫ的に㓄ิしてẚ㍑研究できる「分類展示」、一般

⾗には公開用の展示室で資料の⤌みྜわせ展示やジ࢜

ࣛマを用いた「⥲ྜ展示」というようにูࠎの手法で

展示する方法である(3)。 

新₲県立Ṕ史博物館のᒣ本ဴஓは博物館Ꮫのᩍ⛉᭩

中で、資料公開の方法の一つとして収蔵庫に窓を設け

内部を公開する方法について、「いわࡺる収蔵展示と

は␗なり、収蔵しているという状ែそのものが展示な

のである」と述べている(4)。ここでᒣ本は収蔵庫そのも

のを公開することのព⩏をᙉ調する文⬦のなかで、そ

うした取り⤌みと収蔵展示とをูのものとして捉えて

いる。文中では明☜に示されてはいないものの、おそ

らくᒣ本が考える収蔵展示とは、あくまでも展示の一

環で収蔵空間を現したものであり、実㝿の収蔵庫機

能は館内にูに存ᅾするということであࢁう。 

国立Ẹ᪘Ꮫ博物館のᮎ᳃⸅は「見せる収蔵庫」に関

わる国内እの㏆年の動ྥにゐれながら展示場など公の

場ᡤに収蔵庫を設置するᙧែとして「ヴィジヴル・ス

トレージ」を取り上げている。そして国立Ẹ᪘Ꮫ博物

館の展示場においてもかつて「収蔵展示場」を設置す

るが検討されていたこと、そのᵓがẸ博の設ィ者

であるᨾ㯮ᕝ紀❶の最ᬌ年の事となった㛗ᓮ県ᇙ蔵
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文化財ࢭンࢱー・ኍ岐市立一ᨭ国博物館の࢜ーࣉン収

蔵庫で 2010年に実現したことを⤂している(5)。以上

あげたものだけでもྛேの問題ព㆑の㐪いもあってか

収蔵展示の捉え方にはᖜが認められる。 

本研究にあっては、何を以て収蔵展示とࡪのかに

ついては、ࡦとまࡎ次のとおりᗈやかにつ定しておき

たい。すなわࡕ、収蔵展示とはミュージアムにおいて

収蔵庫に公開機能をഛえたもの、あるいは資料の収蔵

状ែを展示に現、または応用したものであり、ᡤ定

のルールに๎り来館者が見Ꮫ可能な「収蔵༶展示」を

ල現化した一般公開型の設ഛとする。このうࡕ特に館

ഃのルールの⠊ᅖ内で来館者が見Ꮫできる「収蔵༶展

示」の一般公開型の設ഛである点が、収蔵展示である

ためのᚲ要な要௳になると考える。 

 

3．調査ᴫ要⤖ᯝ 

 以下に初年度に実施した調査のᴫ要と結果をグす。 

3.1 調査ᑐ㇟ 

調査初年度となる௧ඖ年度の調査では、文化ᗇの

公開ᢎ認施設ࣜスト（ᖹ成26年度開ദの➨4ᅇミュー

ジアム・ࢹ࢚ュケーࢱー研ಟ実施内࣌ージᥖ㍕の関

ಀ資料ู⣬1「Ⓩ㘓博物館㸪博物館┦ᙜ施設及び公開ᢎ

認施設一ぴ」(6) ᥖ㍕館1117館のうࡕ、ᾏ㐨、㟷᳃県、

ᒾ手県、ᐑᇛ県、秋田県、ᒣᙧ県、⚟ᓥ県、Ⲉᇛ県、

ᰣᮌ県、⩌㤿県、ᇸ⋢県、༓ⴥ県、ᮾி㒔、⚄ዉᕝ県、

新₲県、ᐩᒣ県、▼ᕝ県の美術・Ṕ史⣔の博物館 489

館を対象にアンケート方ᘧによる調査をおこなった。

なお、௧ 2 年度は文化ᗇの公開ᢎ認施設ࣜスト（ᖹ

成30年度開ദの➨8ᅇミュージアム・ࢹ࢚ュケーࢱー

研ಟ実施内࣌ージᥖ㍕の関ಀ資料ู⣬1「Ⓩ㘓博物館㸪

博物館┦ᙜ施設及び公開ᢎ認施設一ぴ（美術・Ṕ史⣔）」(7) を

もとに、๓年度未調査の地ᇦと᪤に調査を⤊えた地ᇦ

に新たに㏣加された館を対象とする。これにより 2 年

間のྜィ調査対象は⣙1160館となる見㎸みである。 

 初年度の調査は௧ඖ年12᭶にྛ館ᐄてにアンケー

ト用⣬を㒑㏦し、࣓ール、ࢵࣇクス、㒑㏦の方ᘧで

311 館からᅇ⟅をᚓられた。そのᅇ収⋡は 63.6％であ

った。 

 ᯝ㸸ⶶᒎ♧のᑟධ≧ἣ⤖ࢺーࢣࣥ 3.2

 収蔵展示の導入状ἣに関しては、以下の㸴つの㡯目

からの㑅ᢥᘧでᅇ⟅を౫㢗した。 

ձ ୍⯡᮶㤋⪅ࡀ⣡Ჴ࡞に⣡めࡓࢀࡽ㈨ᩱࡸసရ

♧ᒎࡿࡁ㜀ぴ࡛࠸࡞ࡇおࢆのືస࡞ࡍฟࡁᘬࢆ

 ࠋࡿ࠶ࡀタഛࡸ

ղ ࣖࢡࢵࣂードぢᏛࢆᐃࡋⶶᗜෆࡀぢࡿ࠼よ࠺

に❆ࢆタ⨨ࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

ճ බ㛤ࢆ๓ᥦにᩚഛࡓࢀࡉᒎ♧ᶵ⬟ࢆᣢࡘⶶᗜࡀ

 㸦᮶㤋⪅はᗜෆ❧ධྍ㸧ࡿ࠶

մ බ㛤ࢆ๓ᥦにᩚഛࡓࢀࡉᒎ♧ᶵ⬟ࢆᣢࡘⶶᗜࡀ

 㸦᮶㤋⪅はᗜෆ❧ධྍ⬟㸧ࡿ࠶

յ ࡑのⶶᒎ♧に┦ᙜࡿࡍЍタࡸᒎ♧ᴫ要 

ն ձࠥյのよ࡞࠺タࠊᒎ♧は࠸࡞ 

ᅇ⟅のうࡕ 271 館（87.1％）が収蔵展示を導入して

おらࡎ、美術・Ṕ史⣔博物館の多くが収蔵展示を導入

していないという結果が明らかとなった。導入館にお

いては上グ㑅ᢥ⫥ձ：13館（4.2％）、ղ：1館（0.3％）、

ճ：2館（0.6％）、մ：14館（4.8％）、յ：10館（3.2％）

であった。 

 の⿵ṇࢱーࢹ  3.3

ᅇ⟅ࢹーࢱの㞟ィに㝿しては次のような⿵正をおこ

ないᅇ⟅のࡤらつきをᢚえた。 

・多くの館に設置されている関㐃᭩⡠➼の㜀ぴコーࢼ

ーや㜀ぴ室についてձとᅇ⟅されたものはնに⿵正し

た。 

・グ述ᘧのᅇ⟅ḍにࢵࣂクࣖーࢻ見Ꮫ➼ࣛࢢࣟࣉムを

実施しているとのグ㍕があった場ྜには、㑅ᢥ⫥յに

⿵正した。 

・そのにもグ述の内ᐜから明らかに㑅ᢥ⫥が㐪う場

ྜには⿵正をおこなった。 

3.4 ⶶᒎ♧のᑟධ 

ここではල体的導入事例について㑅ᢥ⫥ูに⤂す

る。 

ձ ୍⯡᮶㤋⪅ࡀ⣡Ჴ࡞に⣡めࡓࢀࡽ㈨ᩱࡸసရ

♧ᒎࡿࡁ㜀ぴ࡛࠸࡞ࡇおࢆのືస࡞ࡍฟࡁᘬࢆ

 タഛ㸦13㤋㸦4.2㸣㸧㸧ࡸ

・Ɫᑠ∾市美術博物館（ᾏ㐨）の「収蔵展示室」は、

ᅇ⟅の中ではもっともྂい1985年にᩚഛされた。対象

資料は᪻、化▼、㈅類ᶆ本、アࢾẸ᪘⾰装・装㣭

ရ、Ẹ資料と多岐にわたる。 

・㟷᳃県立㒓ᅵ館（㟷᳃県）自↛展示室「㟷᳃の自↛」

コーࢼーのᶆ本資料（㖔物、᳜物、ᑠ動物）、ᰣᮌ県

立博物館（ᰣᮌ県）「ࡦきだし展示」のᒾ▼、㖔物、

動物（᪻、両⏕類、は類➼）、┦ᶍཎ市立博物館

（⚄ዉᕝ県）の地㉁資料、考ྂ資料などのように、自

↛⛉Ꮫ⣔のᶆ本資料を対象とした導入が一定程度見ら

れる。 

・ᩪ藤ⱱྜྷグᛕ館（ᒣᙧ県）、▼ᕝ県す田ᗄ多㒄グᛕ

ဴᏛ館（▼ᕝ県）、ⴗཎ᭾ኴ㑻グᛕ Ỉと⥳とリのまࡕ
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๓ᶫ文Ꮫ館（⩌㤿県）といったసᐙやᏛ者のྡをෙし

た館でも、そのⴭ述や᭩⡆、ཎ稿、関㐃᭩⡠➼を中心

に導入されている。 

・᪥立市㒓ᅵ資料館（Ⲉᇛ県）「資料にさわってみよ

う」コーࢼー、㊊立༊立㒓ᅵ資料館（ᮾி㒔）「はっ

けん引き出し」「たんけんࢵ࣎クス」、༑᪥⏫市博物

館（新₲県）「ඖఫᒃ」ではいࡎれもẸ資料を中

心に導入がはかられている。 

・仙台市博物館（ᐑᇛ県）「浮世絵引出ケース」で浮

世絵を㚷㈹できるようになっている。 

ղ ࣖࢡࢵࣂードぢᏛࢆᐃࡋⶶᗜෆࡀぢࡿ࠼よ࠺

に❆ࢆタ⨨㸦1㤋㸦0.3㸣㸧㸧 

・横美術館（⚄ዉᕝ県）は2021年からつᶍᨵಟに

入り2023年の࢜ーࣉンをண定しており、収蔵庫にお

いてこれに類するィ⏬があるとのᅇ⟅があった。 

ճ බ㛤ࢆ๓ᥦにᩚഛࡓࢀࡉᒎ♧ᶵ⬟ࢆᣢࡘⶶᗜ㸦᮶

㤋⪅はᗜෆ❧ධྍ㸧㸦2㤋㸦0.6㸣㸧㸧 

・ཌᓊ⏫ᾏ事グᛕ館（ᾏ㐨）の「ཌᓊ⏫ኴ田ᒡ田開

ᣅグᛕ収蔵庫」は㒓ᅵ資料を中心に収蔵庫の公開を行

っている。 

・能美市立博物館（▼ᕝ県）は2020年に࢜ーࣉンする

館内に「公開収蔵庫（௬）」を設置ண定でᩚഛを進め

ている。 

մ බ㛤ࢆ๓ᥦにᩚഛࡓࢀࡉᒎ♧ᶵ⬟ࢆᣢࡘⶶᗜ㸦᮶

㤋⪅はᗜෆ❧ධྍ⬟㸧㸦14㤋㸦4.5㸣㸧㸧 

・来館者が立入り可能な展示公開を๓ᥦとした収蔵庫

では、対象となる資料がࡰ考ྂ資料とẸ資料が༨

めるという特徴が認められた。 

・公開型収蔵庫の中には、自体の空き施設を収蔵庫

として用し、公開する事例が３館（◝Ἴ㒓ᅵ資料館

（ᐩᒣ県）、ị見市立博物館（ᐩᒣ県））認められた。 

・横㡲㈡市自↛・ே文博物館（⚄ዉᕝ県）では国ᣦ定

㔜要有ᙧẸ文化財である⁺⯪、⁺⥙、⏕⠯⟽などの

型資料は展示室に出すことができないことから、年

間数᪥の収蔵庫一般公開をおこなっている。このか

⥙㉮市立㒓ᅵ博物館（ᾏ㐨）、ị見市立博物館（ᐩ

ᒣ県）もᮇ間を༊ษって立入りできるようにしている。 

・┒ᒸ市㑇㊧のᏛび館（ᒾ手県）の保管展示室は、常

設展示室にే設された収蔵庫内をきな窓㉺しに見る

ことができる。さらに⫋ဨに⏦し出れࡤ収蔵庫内入

って間㏆で考ྂ資料を見ることができる（写真5）。 

・上㉺市立Ṕ史博物館（新₲県）は収蔵展示を๓ᥦに

ᗫᰯを用したẸ資料収蔵施設を設けたが、ேဨ㓄

置➼の理由により常時公開はおこなっていない。 

㸨ᅇ⟅␒ྕはյであったが、その内ᐜからմにࢹーࢱ

を⿵正した。 

 
写真5 ┒ᒸ市㑇㊧のᏛび館の保管展示室 

 

յ ࡑのⶶᒎ♧に┦ᙜࡿࡍタࡸᒎ♧ᴫ要㸦10㤋

㸦3.2㸣㸧㸧 

アーの取り⤌みをこの㑅ᢥ⫥であげࢶࢻクࣖーࢵࣂ・

る館がண以上に多かったため、๓述のとおりࢹーࢱ

を⿵正しヱᙜする取り⤌みはこの㑅ᢥ⫥に㞟⣙した。

以下にその状ἣをิグする。 

・Ꮫᰯᅋ体ྥけに実施している館は、入間市博物館ア

ト（ᇸ⋢県）、ᑠᆏ⏫立⥲ྜ博物館㒓ᅵ館（秋田ࢵࣜ

県）、Ᏹ㒔ᐑ美術館（ᰣᮌ県）。ྡ ᐤ市国博物館（

ᾏ㐨）では➨ 2 収蔵庫を「᫇の㐨ල調べ」Ꮫ⩦に㝿し

て公開している。 

・ᅇ⟅からࢵࣂクハーࢶࢻアーで収蔵庫内の見Ꮫをお

こなっているとุ᩿できたのは、市立ภ館博物館（

ᾏ㐨）、ྡᐤ市国博物館（ᾏ㐨）、⿇ケᾆ市㒓ᅵ

博物館（༓ⴥ県）であった。なお新ᐟ༊立新ᐟṔ史博

物館（ᮾி㒔）は年に数ᅇ実施しているࢵࣂクࣖーࢻ

アーで「一般収蔵庫を見せている」とあるが収蔵庫ࢶ

内の立入りを実施しているかはุ᩿できなかった。 

・ᅇ⟅からࢵࣂクࣖーࢶࢻアーで収蔵庫内の見Ꮫをコ

ースにྵまないことが明らかなのはいࡎれも美術館

（Ᏹ㒔ᐑ美術館（ᰣᮌ県）、新₲市美術館（新₲県）

であった。 

ն ձࠥյのよ࡞࠺タࠊᒎ♧は࠸࡞㸦272㤋㸦87.5㸣㸧 

3.4 ⮬⏤グ㏙ḍのෆᐜ 

 アンケートには、「運営や資料保存の観点での課題、

そのおẼ࡙きの点などࡈ自由にࡈグ入ください」と

いうグ述ḍを設けた。ᙜḍのグ入があったのは、72

館であり、ᅇ⟅に༨めるグ入⋡は 23.2％であった。

以下に特徴的なഴྥや特グすべき内ᐜを取り上げるこ

とする。 

194



  
 

(1)  ከࡃの㤋࡛ⶶᗜにၥ㢟ࢆᢪࡿ࠸࡚࠼ 

自由グ述ḍのᅇ⟅のあった༙数にᙜたる36館のᅇ

⟅で収蔵庫の狭あい化、環境の⥔持管理、施設の⪁ᮙ

化➼のハーࢻ面での課題をᢪえていることが認められ

た。特に収蔵庫の狭あい化に┦ᙜするグ述が32館でᣲ

がっており、収蔵ス࣌ースの不㊊が῝้な状ἣにある

ことがఛえる結果となった。なお、༡┦㤿市博物館（⚟

ᓥ県）のグ述には、ձᖹ成のྜేによる資料収㞟⠊

ᅖの増加、ղᮾ᪥本㟈⅏による収蔵施設の一部㛢㙐、

ճཎⓎ事ᨾによるᪧ㆙ᡄ༊ᇦ内の資料レス࢟ューの増

加、մཎⓎ事ᨾによる若い世௦のேཱྀὶ出とᛴ⃭な㧗

㱋化、後⥅者がいなくなったᐙᗞからの資料ᐤ㉗数の

増加、といったことなどから収蔵ス࣌ースが㝈⏺を㏄

えていることに加え、文化財ᑓ㛛⫋ဨも多ᵝなࢽーࢬ

に応ࡌた業ົをこなすなかで、資料ᩚ理・保存業ົが

༑分行えていないので、収蔵庫の公開まで⮳るవ⿱が

ないというษ実なኌがグされていた。⿕⅏地かつཎⓎ

事ᨾによる⏒な⿕ᐖをཷけた地ᇦの博物館のᢪえる

問題が浮᙮になっているが、ᖹ成のྜేで収㞟⠊ᅖ

がᗈがったことや、ேཱྀὶ出、ᑡᏊ㧗㱋化によりᐙの

存⥆がᅔ難となる中でᐤ㉗が増えている点に関しては、

ᗈく国の地ᇦ博物館がᢪえる収蔵ス࣌ース不㊊に共

通するᵓ㐀的問題であると考えられる。 

(2)  㞟᪉㔪のᙳ㡪 

収蔵ス࣌ースの不㊊により、┒ᒸ市ඛேグᛕ館（ᒾ

手県）では資料のᩚ理・ཷ入の体ไを見┤すᚲ要が⏕

ている。ዟὠ博物館（⚟ᓥ県）も今後の収㞟にᾘࡌ

ᴟ的にならࡊるをᚓない状ἣある。さらに᪥立市㒓ᅵ

博物館（Ⲉᮌ市）では活用が見㎸まれない、あるいは

館として活かすことのできない資料をཷ入れるవ⿱は

ないとᅇ⟅があった。 

(3)  のタのⶶᗜの㌿⏝ⶶᒎ♧ 

収蔵ス࣌ースが不㊊する中で、㛢ᰯしたᰯ⯋などを

博物館の収蔵庫に㌿用する例が◝Ἴ㒓ᅵ資料館、༡◝

市ᇙ蔵文化財ࢭンࢱー、ị見市立博物館（ともにᐩᒣ

県）と上㉺市立Ṕ史博物館（新₲県）で☜認できた。

このうࡕ༡◝市ᇙ蔵文化財ࢭンࢱーを㝖く 3 館はいࡎ

れも収蔵ス࣌ースを公開する収蔵展示機能をഛえてい

る（3.4 ᑟධմをཧ↷）。 

このうࡕ◝Ἴ市㒓ᅵ資料館では、国の㔜要有ᙧẸ

文化財にᣦ定された「◝Ἴの⏕活・⏕⏘用ල」を市内

のᗉᮾᑠᏛᰯ 3 㝵に設けた◝ἼẸල展示室において収

蔵展示によって公開している。施設はᑠᏛᰯのඣ❺が

Ꮫ࢚ࣜࡪアとはに分けられており 3 㝵までは新設

されたᑓ用の࢚レ࣋ーࢱーで行くことができる。展示

室内は空調が設置され、↷明も LED ⺯ගⅉに変᭦され

るなど保存環境の⥔持がᅗられている(写真6)。㒓ᅵ資

料館のᘓ物はᪧ中㉺㖟行のᘓ物を⛣⠏して用してい

る。ᘓ物は明すὒᘓ⠏として市の文化財にもᣦ定さ

れている。そのため館内を通常の博物館施設として

用するにはไ⣙が多く、結果としてẸᢸᙜの⫋ဨは

資料が保管されているẸල展示室に常㥔するかたࡕを

とっている。開館時間は㒓ᅵ資料館ྠᵝに᭶᭙᪥を㝖

き9時から17時まで一般に公開されている。実㝿にᏛ

ᰯとして用されている施設の一部を収蔵展示室とし

てᩚഛして運用するというࣘࢽークな事例であり、引

き⥆きその取り⤌みにὀどしていくᚲ要がある。 

 

写真6 ◝ἼẸල展示室 

 

 

写真7 ị見市文化財ࢭンࢱーの⯪収蔵展示 

 

ị見市立博物館ではᪧዪⰋᑠᏛᰯを㌿用したị見市

文化財ࢭンࢱーでẸ資料、考ྂ資料、ᅗ᭩資料を収

蔵している。このう1、ࡕ㝵部分ではẸ資料を収蔵展

示している。特に国のⓏ㘓有ᙧẸ文化財である「ị

見及び࿘㎶地ᇦの⁺ᧄ用ල」は実物の⯪を中心に体

⫱館を用して収蔵展示されている（写真7）。展示室

内は空調は未ᩚഛであるが、ᮌ〇ရを中心とした保存

環境としては現時点では問題はないということで、資

料のຎ化やᦆ➼の⏕物⿕ᐖもⓎ⏕していないとのこ
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とであった。通常⫋ဨは博物館でົしており、文化

財ࢭンࢱーは᭶に一度一般公開されている。ị見市文

化財ࢭンࢱーのように自体がᡤ有する空き施設を収

蔵ス࣌ースに㌿用する場ྜ、一般的に博物館の収蔵庫

のように ‵度管理を行うことは難しいとീされる。

収蔵資料もᚲ↛的にཝ格な ‵度管理がẚ㍑的要ồさ

れないẸල➼のẸ資料となることが多いとᛮわれる。

また、こうした収蔵ス࣌ースは博物館と␗なる場ᡤに

あるため、⫋ဨを常㥔させるのは難しいため、公開に

あたってはண⣙ไや᪥を㝈定する方法をとっていると

考えられる。 

(4)  ⶶᒎ♧にᑐࡿࡍ㛵ᚰ 

収蔵展示に関する有効性や関心を示す内ᐜが 8 館の

グ述から☜認できた。このうࡕ実㝿に収蔵展示を導入

しているのは᪥立市㒓ᅵ博物館（Ⲉᇛ県）であった。

収蔵庫の狭あい化により、おもに展示活用が見㎸まれ

る資料を収㞟するスࢱンスをとるྠ館では、展示ス࣌

ースの不㊊も┦まって、展示すなわࡕ収蔵となるよう

なⱞ⫗の⟇として「展示収蔵」の機能を持たせた「さ

わってみよう」コーࢼーを設けているという。また、

横美術館（⚄ዉᕝ県）は2023年にண定しているࣜࢽ

ューアル࢜ーࣉンにあわせてࢵࣂクࣖーࢶࢻアー時に

収蔵庫内が見えるような窓の設置に類するィ⏬がある

ことから、収蔵展示に関する機関の動ྥに関心を持

っているという。⛣㌿か現施設のᨵಟかでᦂれるᐑᇛ

県美術館でも、ᨵಟࣛࣉンで示されていた国内美術館

では初となる「ヴィジࣈル・ストレージ」（見える収

蔵庫）の本格導入を見ᤣえた調査を行っていることが

グされている。このか㯮部市美術館（ᐩᒣ県）のコ

࣓ントにも収蔵展示に関するᙜヱ調査の結果に関心を

持っていることがグされている。そしてᰗὠ⏫立ᩪ藤

Ύ美術館（⚟ᓥ県）は、収蔵展示には⯆があるもの

の、収蔵庫、๓室➼のࢵࣂクࣖーࢻが狭ᑠであり、一

般来館者の立入りが難しいことや、⣬をᨭ持体とする

資料が多く ‵度の管理が難しくなることから実㝿の

導入はᅔ難との見方が示されている。調査では、収蔵

展示を実㝿に導入している館は、Ẹ資料、考ྂ資料、

自↛史資料を中心とした博物館であるが、美術館の中

にも収蔵展示の導入ィ⏬があることから、その機能に

関心を持つ館が存ᅾすることもఛえる結果となった。 

一方、博物館においては、୕ ➟市立博物館（ᾏ㐨）

が、収蔵庫ᨵಟண⟬の⋓ᚓのために「見える博物館」

のような理由࡙けがᚲ要となりつつある点をᣦして

いる。かみつけの㔛博物館（⩌㤿県）は、展示公開で

きている資料がᡤ蔵資料のࡈく一部であることや調査

から展示までのࢭࣟࣉスが▱られていないのでఏえて

行くᚲ要があると述べている。本調査の㊃᪨を㋃まえ

ると、そうしたことを実現する手ẁとして収蔵展示の

有効性に言及しているとも捉えることができそうだ。

また㧗ᒸ市立博物館（ᐩᒣ県）では、空きᩍ室➼を展

示活用も見ᤣえた収蔵ス࣌ースとすることを考えてい

るが、現実には難しい状ἣであることがグされている。 

(5)  ⶶᒎ♧のၥ㢟Ⅼ  

収蔵展示に対する課題や問題点をᣦするコ࣓ント

は12館で☜認できた。主なものは、ᮾி国立博物館(ᮾ

ி㒔)、世田㇂༊立㒓ᅵ資料館（ᮾி㒔）、⿇ケᾆ市㒓

ᅵ博物館（༓ⴥ県）、新₲市美術館、⟃す市しもだて

美術館（Ⲉᇛ県）、⩌㤿県立㏆௦美術館（⩌㤿県）で

㜵≢上の問題や ‵度、↷明、室内空Ẽởᰁ、⏕物⿕

ᐖといった収蔵環境に関わる✀ࠎの問題がᣲげられた。

また、ྩὠ市立ஂ␃㔛ᇛᆎ資料館（༓ⴥ県）やᰗὠ⏫

立ᩪ藤Ύ美術館（⚟ᓥ県）は⬤ᙅな資料やࣜࢹケート

な資料が多い点、成㋣Ꮫᅬ史料館（ᮾி㒔）は༞業ア

ルࣂムなどのよう公開ができない資料を有している点

というように資料の性㉁上収蔵展示に㐺さないことが

ᣦされている。 

これらとูの観点としては、ᒣᙧ美術館（ᒣᙧ県）

が収蔵సရの公開は展示に対する理ᛕ（࣓ࢭࢵージ）

のもとで公開されるべきであり、収蔵庫の公開は博物

館機能のさまࡊまな点で㱈㱒をきたすのではないか、

というᠱᛕを示している。ඵ༓௦市立㒓ᅵ博物館（༓

ⴥ県）も、「展示はそれなりの環境をり出し、見た

ேにឤ㖭を῝めさせるもの、収蔵は、展示などの活用

されるྜ間に、㟼かにᐷかせておいてあげるものとい

う」考えに基࡙き、展示機能（特に常設展）と収蔵機

能は┦ᐜれないものではないかと述べている。以上の

ように収蔵展示の問題点としては、資料の安面と博

物館の収蔵機能と展示機能が両立するのかྰかという

つのഃ面から現場の問題ព㆑を読み取ることができ

た。 

(6)  ᅜのᩥ㈈⾜ᨻの༴ 

2017年の文化ⱁ術基本法成立、2018年の文化財保ㆤ

法ᨵ正、2020 年の文化観ග᥎進法成立にみられる文化

財をめࡄる一㐃の国の施⟇は、文化財の活用を国の成

㛗ᡓ␎のᰕのࡦとつに置け、観ගンࣂウンࢻの

増加を目ᣦすクールジࣕࣃンの動きと㐃動している。

こうした㏆年の国の文化財行政については、報ᚨ博物

館（⚄ዉᕝ県）からのᅇ⟅に「文化財の活用・公開は
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㔜要な問題であるとᛮいます。ただし、それが「政

主導」で進められるのであれࡤ、きな༴をᢪかࡊ

るをᚓません。かつての᯾⮧のዶ言（Ꮫⱁဨは⒴பࠎ）

を現場のᏛⱁဨたࡕはᛀれていません。⢭⦓な調査・

研究を基礎にされたࡈᥦ言をᮇᚅしております。」と

あり、政主導で進められる文化財の保存と活用に対

するᙉい༴のᛕがグされている（㸶）。本調査研究も国

の文化財行政の目的をὀព῝く読み取りながら、安᫆

な文化財（資料・సရ）の活用と収蔵展示の᥎ዡに⧅

がらないようὀពをᡶい、ಶࠎの事例をᑀにᣠいな

がら調査研究を進めていきたい。 

 

4．ᐇᆅ調査㸦ᶓᡭᕷቑ⏣ࡀࢇࡲ⨾⾡㤋㸧 

 秋田県横手市にある横手市増田まんが美術館（以下、

「まんが美術館」と⾲グ）は国内にいくつか存ᅾする

マンガをࢸーマとした博物館施設の中でも、ཎ⏬の収

蔵と展示に㔜点を置いている点にその特Ⰽがある。

1995年に増田⏫まんが美術館として開館後、2005年 7

᭶に入場者数100ேを✺◚し、ྠ 年10᭶には市⏫ᮧ

ྜేにより横手増田まんが美術館となった。まんが美

術館には、2019年 5᭶ 1᪥のࣜࢽューアル࢜ーࣉンを

機に「マンガの蔵展示室」とࡤれる収蔵展示ス࣌ー

スがᩚഛされた。この施設は、➹者が調査にうかがっ

た2019年12᭶24᪥時点において国内では最新の収蔵

展示導入事例であり、かつ収蔵ス࣌ースの公開方法に

もඛ進的なᕤኵが施されたものだった。以下、そのᴫ

要を⤂し、ྠ館における収蔵展示の持つពྜいを

考えてみたい。 

 まんが美術館は横手市を設置者とし、ᣦ定管理者で

ある一般財ᅋ法ே横手市増田まんが美術財ᅋ（2015年

2᭶設立）が運営をおこなっている。博物館法上のⓏ㘓

博物館や┦ᙜ施設ではなく、博物館類ఝ施設という

置࡙けとなる。調査時の⫋ဨ体ไは財ᅋ⫋ဨ13ྡと⮫

時⫋ဨ 10 ྡであり、財ᅋ⫋ဨのなかに࢟ュレーࢱー1

ྡと研究ဨ 1 ྡが㓄置されている。市ഃのᡤ管部⨫は

文化⯆課まんが⯆ಀであり、そのಀ㛗である▼

༟Ặはྜే後どなくまんが美術館のᢸᙜとなり、以

後13年あまりにわたりྠ館の運営に中心的な立場でᦠ

わってきた。実地調査では▼Ặにンࣅࢱューをお

こない、「マンガの蔵展示室」ᩚഛの経緯やそのねら

いについてヰをうかがった。 

まんが美術館は、2015年にࠗ㔮り୕ࢳ࢟ᖹ࠘のస者

でᪧ増田⏫出㌟の▮ཱྀ㧗㞝Ặがᡤ蔵するཎ⏬ 42,000

点のᐤ㉗をཷけたことをきっかけに、文化ᗇ࣓ࢹィア

ⱁ術アーࣈ࢝᥎進ᨭ事業➼のእ部資㔠をᚓながら

マンガཎ⏬のࢹジࢱルアーࣈ࢝化を進めている。マ

ンガཎ⏬の収蔵点数は調査時点で234༓点に㐩して

いたが、特徴的なのはₔ⏬ᐙ➼のᡤ有者から一時的に

ཎ⏬を㡸かるᐤク方ᘧでのᡤ蔵が多い点である。まん

が美術館ではཎ⏬はマンガ文化の᰿ᖿであるとの考え

から、ಶேでは⥔持管理が難しい㔞のཎ⏬をᐤクと

いう方法でレス࢟ューし、ฎ分やᩓ㐓やᾏእὶ出を㜵

ࢱーࢹ⏬取り⤌みを積ᴟ的におこない、収蔵後はཎࡄ

の収㞟ᩚഛ、ࢹジࢱルアーࣈ࢝化と保存を㡰次進め

ている。横手市はこうした取り⤌みを進める㐣程で、

⣙ᅄ༙世紀にわたりᙜ地に᰿いてきたまんが美術館

を市Ẹの「シࢵࣅクࢻࣛࣉ」（地ᇦに対する市Ẹの

り）を㔊成するためのษな財⏘になると考え、マ

ンガཎ⏬の保存と活用のための機能をᩚഛする美術館

のつᶍࣜࢽューアルに着手することとなった。「マ

ンガの蔵展示室」はその中᰾施設であり、▼Ặによ

れࡤ、༢にཎ⏬を収蔵する庫ではなく、地㐨な資料

ᩚ理やアーࣈ࢝化స業を可ど化し、☜かにそこにཎ

⏬が存ᅾするというᜥ࡙かいをឤࡌてもらえる空間స

りを目ᣦしたとのことであった。 

 
写真8 マンガの蔵のཎ⏬収蔵庫 

 

マンガの蔵は内部に入ると、ガࣛスᙇりのቨを㝸て

たそのዟにኳの㧗さまで引き出しᘧࢵࢿࣅࣕ࢟トが

設けられたཎ⏬収蔵庫が目に㣕び㎸んでくる（写真8）。

ቨのྥこうഃにはస業用の㛗ᮘが置かれており、ཎ⏬

のᩚ理が進行中であることが分かる（写真9）。実㝿に

来館者が見ている๓でもస業は行われるということで、

ᬑẁは見ることのないస業現場を間㏆で見られるよう

になっている。స業は初出の༢行本とཎ⏬を✺きྜわ

せて、⣮ኻの有↓やࣛ࢝ーとࣔノクࣟのྛᯛ数をྵめ、

体をヲ⣽に☜認したうえで、⣬のຎ化と⼥着を㜵ࡄ

目的で、ཎ⏬とཎ⏬の間に中性⣬⣲ᮦの間⣬をᣳみ㎸
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んでいくというものである。一般的にマンガཎ⏬はケ

ント⣬にンクや絵ලでᥥかれ、その上から⢶やࣟࢭ

ハンࢸーࣉでスクࣜーントーンや྿き出しの写᳜が㈞

られるなど経年ຎ化を起こしやすい」ྜ⣲ᮦでᵓ成さ

れており、㐺ษな保存方法が未☜立な新しい資料であ

るという難点がある。まんが美術館ではእ部のᑓ㛛ᐙ

のアࣂࢻスも௮ࡂながら、できる⠊ᅖでの最㐺なస

業ࣟࣇーを☜立して᪥ࠎのᩚ理とアーࣈ࢝化に取り

⤌んでいる。 

 
写真9 資料ᩚ理用の㛗ᮘ 

 

 

写真10 ガࣛス㉺しに見えるアーࣈ࢝ルーム 

 

ཎ⏬に関する基礎的報を把握した後、蔵の一ゅに

あるアーࣈ࢝ルームでスࢼࣕ࢟ーによるࢹジࢱルࢹ

ーࢱ化が行われる（写真 10）。スࣕ࢟ンస業は解ീ度

1200dpiという㧗⢭⣽の設定で行われるため1ᯛのཎ⏬

を取り㎸ࡴのに⣙10分を要する。これらのస業㢼ᬒも

ガࣛス㉺しに来館者は見ることができる。 

マンガの蔵の中には来館者が用できるコーࢼーが

れる㐃㍕マࡤムとࢸシスࢲ࢟ࣄᡤある。一つは࢝２

ンガ一ヰ分のマンガのཎ⏬が収められた引き出しᘧの

展示装置である（写真 11）。来館者は本物のཎ⏬でマ

ンガを読ࡴという、ここでしかᚓられない特ูな経㦂

を通ࡌてマンガཎ⏬のもつ㨩ຊをわうことができる。

ཎ⏬の展示᭰えは 2ࠥ3 㐌間ࡈとにおこなわれている。

もう一つの展示装置は型ࢳࢵࢱスクࣜーンでཎ⏬の

㧗⢭⣽スࣕ࢟ンࢹーࢱをきくᣑして㜀ぴできると

いうもので、ཎ⏬の持つ⧄⣽な࣌ンの㉮りやࢳࢵࢱな

どの㇏かな報も手に取るように分かる（写真 12）。

このࢹーࢱがもとは目の๓で行われているスࢽࣕ࢟ン

、స業から⏕まれているということとつなげることでࢢ

地㐨なࢹジࢱル化のస業のព⩏を来館者にఏえるᙺ

もᢸっている。 

 
写真11 ࢲ࢟ࣄシスࢸム 

 

 
写真12 型ࢳࢵࢱスクࣜーン 

 

マンガの蔵収蔵展示室にはガࣛスቨ一ᯛを㝸てて、

あࡕらഃにཎ⏬のᩚ理、収蔵、ࢹジࢱルアーࣈ࢝化

という博物館における「保存」の現場がそこに関わる

ேࠎの活動もྵめて可ど化されて存ᅾしている。一方

こࡕらഃにはཎ⏬の㜀ぴとࢹジࢱルࢹーࢱを用いた㧗

⢭⣽⏬ീのᥦ౪による「活用」の現場が展開するとい

う明░な対ẚ関ಀがある。ただその対ẚはあࡕら（保

存）とこࡕら（活用）の㝸⤯を⏕ࡴのではなく、両者

の㐃⥆性をゼれるேにព㆑させる。その要因はཎ⏬の

現ရや㧗⢭⣽のࢹジࢱルࢹーࢱがࢲ࢟ࣄシスࢸムやᣑ
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ࢿࣃࢳࢵࢱルという展示装置をして来館者にᥦ示

されることで、「あࡕらഃ」の保存の営みと「こࡕら

ഃ」の活用の営みを結びつけることに成ຌしているか

らであると考えられる。マンガの蔵収蔵展示室が目ᶆ

とした「༢にཎ⏬を収蔵する庫ではなく、地㐨な資

料ᩚ理やアーࣈ࢝化స業を可ど化し、☜かにそこに

ཎ⏬が存ᅾするというᜥ࡙かいをឤࡌてもらえる空間」

となりᚓたのは、ガࣛスとスࢳールによりᵓ成された

↓機㉁で機能的な収蔵庫やࣛ࣎をᙸᙿとさせるアー࢝

、ルームなどの空間のసり㎸みも㈉⊩しているがࣈ

それ以上につの展示装置が保存と活用の場をつなࡄ

ᙺを見事に果たしている点にồめるべきである。ᮾ

ிᏛ⥲ྜ研究博物館のὥがᥦၐするࢵࣂクࣖーࢻと

が機能するためࢻルࣖーࢻミࡄをつなࢻントࣖーࣟࣇ

には、来館者がアクࢭスする展示のᅾり方が㔜要なព

を持つことを、まんが美術館の収蔵展示事例は示し

ているといえるのではないだࢁうか。 

ューアル後のまんが美術館の入場者数は、2019ࢽࣜ

年度目ᶆの 12ேを 12᭶ 1᪥に㐩成するなどዲ調に

᥎⛣した。コࣟࢼ⚝に見⯙われながらもヰ題性のある

⏬展を開ദしながら地ᇦにឡされ国のマンガࣇ

ンにὀ目される館に成㛗を⥆けている。特にマンガཎ

⏬の収蔵と保存に関しては国内㝶一のつᶍとノウハウ

を蓄積している。2020年 7᭶にはྠ館内にマンガཎ⏬

の保存に関する国内၏一の┦ㄯ窓ཱྀ「マンガཎ⏬アー

ー」が文化ᗇのጤク事業により設置されࢱンࢭࣈ࢝

た。7᭶時点で 40点におよࡪマンガཎ⏬の保存とࢹ

ジࢱルアーࣈ࢝化のノウハウを活用した✀ࠎの取り

⤌みを展開していくことによりマンガ文化の保存と⥅

ᢎが進ࡴことがᮇᚅされる。 

 

㸳．ࡲめ 

国内の収蔵展示に関わるඛ行研究がとんどないな

かで着手したᙜヱ調査研究では、ᙜ面の目ᶆとして

国の主な博物館施設における収蔵展示の導入状ἣの把

握を最ඃඛに進めている。1年目の調査を通ࡌていくつ

かの基本的な課題が明らかになってきた。 

一つは博物館のഃを見せるࢵࣂクࣖーࢶࢻアーで

収蔵庫を見せる場ྜに、それを収蔵展示の一類型と見

なすかどうかがという点で現場Ꮫⱁဨの考え方にもᖜ

があった点である。これは収蔵展示の捉え方にᖜがあ

ることにも関㐃するので、今後も実施例からᚓられる

アーと収蔵展示の関ࢶࢻクࣖーࢵࣂ、をもとにࢱーࢹ

ಀ性について検討を進めていきたい。 

いま一つはアンケートのᅇ⟅にあった、果たして収

蔵機能と展示機能の両立が可能か（そもそも収蔵展示

が成立するのか）という㔜要な問いの対応である。

この点に関しては๓⠇で取り上げたまんが美術館の事

例から、༢なる収蔵環境の公開ではなく、保存の現場

と活用の現場を有機的に結びつける展示装置が有効に

機能することにより、収蔵展示であるからこそᝏ㨣さ

れる展示効果がありᚓると考えるに⮳っている。今後、

まんが美術館のマンガの蔵収蔵展示室に㏆いコンࣉࢭ

トを持つᮾிᏛ⥲ྜ研究博物館➼のミࢻルࣖーࢻに

関わる実㊶を対象とした調査ࢹーࢱを蓄積していくこ

とに加え、博物館と美術館という館✀の㐪い、ྛ館の

収蔵機能と展示機能に対する考え方、実㝿に収蔵展示

を導入している館での導入目的とその㐩成度ྜいや展

示効果に関するࢹーࢱ➼を収㞟分ᯒしながらៅ㔜に検

討を進めていきたい。 

文化財保ㆤ法がᨵ正され、博物館ᡤ蔵文化財の「保

存」を๓ᥦとした「活用」のあり方が今まで以上に問

われる状ἣになることが定される。収蔵展示は収蔵

（保存）と展示（活用）を両立させる性格を有する点

で、博物館の現場においても関心が㧗まるとᛮわれる。

アンケート結果からもいくつかの館では導入が検討さ

れたり、収蔵庫のᨵಟ時に展示機能をేせ持つことで

ண⟬⋓ᚓにつなげられるといった有効性を認めたりす

るᅇ⟅もあった。一方で政主導によるンࣂウンࢻ

を定した観ගのための安᫆な文化財活用のὶれに

対する༴やៅ㔜な対応がᚲ要であるとのព見も᰿ᙉ

くある。本研究では、まࡎはミュージアムの現場が文

化財の保存と活用をどのように考え、その両立を目ᣦ

してどのような取り⤌みをおこなっているのかという

ど点にもと࡙き、収蔵展示の実ែ把握にດめていきた

いと考えている。 

なお、収蔵展示はこれまで来館者が㊊を㋃み入れる

ことのなかった収蔵庫➼の博物館内部の管理࢚ࣜアを

可ど化したり、ᨃఝ的に展示室に現したりすること

により来館者がアクࢭスできるようになることにつな

がる。これはᚑ来⛎༏されていたミュージアムのコレ

クション管理の㡿ᇦを来館者ഃ開いていくことをព

している。このことがミュージアムのコレクション

に関わる管理者と用者（市Ẹ）との関ಀ、さらには

文化財でもあるコレクションの置けにどのような

変化を及ࡰすのかྰかという点にもὀពをᡶいながら

研究を進めていきたい。 
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金沢外環状道路の歴史的系譜と整備インパクトの検証と考察 

 

竹村 裕樹 

 

Verification and Consideration of Historical Lineage and 
 Maintenance Impact of the Kanazawa Outer Ring Road 

 
Hiroki TAKEMURA 

 

要  約 

一本の道が、都市の形成に与えるインパクトは大きい。都市の骨格を形成し、人やモノ・文化・情報の交流を活発にするととも

にさまざまな都市機能を新たに付与することにより都市を一変させることがある。金沢外環状道路はまさにその典型的な事例であ

り、社会経済的情勢の変化やそれに伴うさまざまなニーズの多様化、高度化に対応しながら、工業団地や大規模商業施設などの立

地、住宅地、公園などのレクリエーション施設、大学などの高等教育施設などのさまざまな機能を誘引してきた。 

金沢の外環状道路は、約50年前の経済高度成長期における都市の拡大に伴うスプロール防止とモータリゼーションに対応し、

将来の望ましい都市像を実現するため、土地利用を勘案した都市計画道路ネットワークの中に初めて位置づけられた。その後、平

成に入り、地域高規格化へのニーズにより、より走行性の高い規格の道路構造にグレードアップされた。この半世紀で国県市や組

合の事業主体が道路、街路、区画整理などの多様な事業手法を駆使して、スピーディかつ効率的に作り上げてきた共同作品と言え

る。本稿では、金沢外環状道路を中心に、その歴史的系譜を辿りながら、その意義と役割を確認し、その与えた諸々の整備効果を

検証しつつ、今後の方向性について考察する。 

  

キーワード：金沢外環状道路（山側環状、海側環状）、地域高規格化、整備インパクト、多様な事業主体と事業手法 

                                   

Ⅰ．金沢外環状道路整備に至る歴史的系譜 

１．藩政期の街道 

江戸・藩政期においては、すでに北国街道が城下の大動脈であり、中心部の有松～片町・香

林坊～武蔵～橋場～大樋へと現在の国道 157号、159号、359号のルートと概ね重なるカギ型

のルートとなっており、街道沿いには町人地として商店などが立ち並んでいた。鶴来街道が蛤

坂から野町、富樫、鶴来方面に伸び、また金石街道が武蔵から港方面へと一直線に伸びる放射

状の道路形態となっている（図1）。 

 

２．近代の都市計画道路の位置づけ 

 ～1930年、初の近代都市計画道路網決定、都心軸の決定 

大正から昭和にかけての近代は、都市づくりの萌芽期であり、都市の骨格や道路網もこの時期に初めて法的に位置付けられた。

約100年前の1919年（大正8年）、我が国に初めて都市計画法が制定され、近代的都市づくりの法的なバックボーンが整備され

た。この年、金沢では、路面電車である市電が金沢駅から武蔵、尾張町、公園下までの区間が開業し、以降昭和前期にかけて、市

電の路線の敷設は道路拡幅の起爆剤となった。城下を南北に貫く北国街道を中心とした金沢の道路網は、当時ほとんどが3間（約

5.5ｍ）以下の幅員であり、1926年（大正15年）の道路調査では、南の有松口と北の大樋口における日中の交通量は、自動車200

台、自転車・車馬2800、人の往復6000人とあり、当時の新聞はこれをもって「金沢市民は袋の鼠」と評している。 

さらに、1927年（昭和2年）4月、彦三で全焼733戸、約19haを焼失する大火があり、市は直ちに区画整理に合わせて彦三大

通り（幅員12間、約22ｍ）などの都市計画道路等を決定し、翌年県下初の近代的街路が完成した。 

図 1 藩政期の道路網 
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これをዎ機として、1930年（昭和 5年）、都市計画道路網として、47路線、ᘏ

長約97㹩ｍを初めて都市計画決定がなされた。これは中心部を貫く都心軸とその㛵

㐃する放射状の道路が主に位置づけられており、一等大路として現在の都心軸であ

る国道157号や金沢駅前通り線などが12間～15間（約22～27ｍ）の幅員で都市計

画決定されている。約 90年経つ今も、その道路ネットワークの構造は概ね⥅ᢎさ

れているが、このẁ㝵では、外環状道路に┦当する都市計画道路はまࡔ位置づけら

れていない（図2）。 

 

㸱．の高ᗘᡂ㛗期の環状道路のỴᐃ 

昭和 30～40 年代の高度経済成長期には、人口ቑ大や経済発ᒎにຍえ、モータリ

ゼーションの㐍ᒎが┦まって、市街地がⴭしく拡大した。ᡤㅝドーࢶࢼ化現㇟であ

り、㑹外への開発ᅽຊはⴭしく、市街地のスプロール（㑹外への↓⛛ᗎな拡大）が

㐍ᒎした（図3）。このᛴ⃭な都市化は全国共通の都市ၥ㢟であり、このため、1968年（昭

和 43年）に新しい都市計画法が公ᕸされ、市街地のスプロールを防止するため、「線引

き制度」（市街化をಁ㐍する市街化区域とᢚ制する市街化調整区域に区ศ）が設された。

高度経済成長期の中、市街地のドーࢶࢼ化やモータリゼーションに対応するため、市街

地形成面から線引きと土地区画整理事業が㐍められ、道路交通面から環状道路が1971年

（昭和46年）に初めて都市計画決定された。道路網としては、放射環状型となっており、

このうち環状道路は、ෆ、中、外の三環状として位置づけている（図4）。 

ձ 外環状線は、当初、㇏国（㕥ぢ）新ᗉ線として、今のᒣഃ環状の南ഃの約12kmの

区間が幅員25mの4車線道路として、概ね平面構造で⤖ࡪ形状で計画決定された。

ᾏഃᖿ線としては、翌72年に⚟ஂᑓගᑎ線等が国道8号のᾏഃに初めて都市計画

決定され、く外環状道路の骨格が形成されたといえる。 

༲㎮ᒣから᳃本、今町方面のᮾ部環状道路はまࡔ↓く、85 年の計画決定までは、

現国道359号が位置付けられている。 

外環状道路の形状は、南北に長いᴃ形であるため、交通面では、南北を貫くバ

イパスとして都心部への通㐣交通を㝖するとともに、ᒣഃ・ᾏഃからの交通の

ศᩓᑟ入によるな交通ฎ理がぢ㎸まれる。また、市街地形成面では、金沢の

都市の外㒌を形成し、都市ෆ外のインター࢙ࣇースの役割をᢸっている。 

ղ 中環状線は、ᑠ立野㕥ぢ線とᑠ立野⏣線がつ合わさってリング状となり、都

心部へのศᩓᑟ入を図り、都心部への一ᴟ㞟中による交通の⦆和にᐤ与する

ものとなっている。 

ճ ෆ環状線は、中心市街地をᅄゅでᅖࡴ形状であり、環状形態で交通のศᩓᑟ入を

図る意よりも、グリッドパターンにより中心部の都市活動を効率的に機能させ

る役割となっている。 

これまで 430年以上の長きにரりᡓ⚝に㐼わࡎ、まちなかの

骨格は概ね藩政期のままである（図5 ）。このような状ἣ下で、

スプロール防止のため、線引きでの規制誘ᑟを㐍めるとともに、

㑹外での計画的なཷけ─やインࣛࣇの整備がᚲせとなり、ᩘ々

の土地区画整理事業や都市計画道路網などが都市計画決定され

た。しかし、モータリゼーションによる自動車のᛴቑに対応す

るため、道路網の整備が✚ᴟ的に᥎㐍される一方で、1967年（昭

和42年）に金沢市ෆの市電は、約半世紀の✌ാをもって全線ᗫ

止された。 

図 5 藩政期の⤮図      今の⯟✵┿ 

図 3 高度成長期の市街地拡大 

 

図 4 1971年 初の環状道路計画 

図 2 1930年 初の都市計画道路決定 
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㸲．ᡂ⇍期࡛の都ᚰ㍈の᥎㐍と環状道路のࣞࢢードࣉࢵ 

昭和 50年代から平成にかけては、金沢の成⇍期と位置付けられ、都市のインࣇ

ࣛ整備、骨格づくりが㐍んࡔ。 

金沢の都市の骨格は、大きく言えࡤ、都心部から金沢港までを⤖ࡪ都心軸と金沢

の市街地をᅖࡴ外環状道路により形成される(図6)。中᰾都市としてのᚲせな都市

機能を都心と駅すの都心に㞟✚させる一方で、都市の外㒌を形成する外環状道路

は、金沢のෆ外のインター࢙ࣇースとして多様な都市活動を活性化させるᐦ᥋ྍ

ศなインࣛࣇとなっている。しかも༢に、道路交通のฎ理ࡔけでなく、様々な都市

機能を一ᖏに立地させるという多面的な役割をᢸっている(図7)。 

1984年（昭和59年）に金沢市が公⾲した「金沢都心軸構」は、社会的経済的

都市機能が整う市街地中心部とᗈ域交通機能の⤖⠇Ⅼである駅す地域にᗈ域的商

業業ົ機能の㞟✚を図るなど、市街地拡大の中で都心機能を㐺正に㓄置するもので

あり、都市の⫼骨とも言える片町・香林坊から武蔵ࣨ㎷、金沢駅、金沢港へと⤖ࡪ

都心軸を中心に࿘㎶地区の市街地開発事業や土地区画整理事業が県・市・組合を事業主体として✚ᴟ的に㐍められ、まちなかの

リニࣗーアルと駅す地域のᗈ大な市街地造成が図られた(図8)。 

➹⪅も長年これらの事業についていࢁいࢁな立場から῝く㛵わってきたが、ල体的には、香林坊開発、近江町開発、金沢駅

武蔵間開発（金沢駅通り線）、金沢駅࿘㎶整備（高ᯫ化、駅ᮾすᗈ場）、金沢駅港線（50ｍ道路）、駅す・県ᗇ࿘㎶都心区画

整理事業（県市施行）など多くのプロ࢙ࢪクトがḟ々と計画され、╔実に実現されてきている。 

図 6 都心軸と外環状道路 

図7 金沢都市ᅪの骨格と交通の流れの概ᛕ図 図8 金沢都心軸構（土地利用ࢰーン図） 
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㸳．ᖹᡂึ期の地域高規格化のࣞࢢードࣉࢵ化 

昭和の後期から平成にかけては、公共事業による経済の下ᨭえに┦ಗ

ってྛ✀の都市インࣇ （ࣛ社会ᇶ┙）が✚ᴟ的に整備された。このうち、

道路については、ネットワーク化をᛴࡄとともに、都市間㐃⤖やバイパ

ス的機能を有する道路については、トࣛࣇィック機能（走行性）を重ど

した規格の高い様で計画検ウがなされた。 

ձ 金沢外環状道路の地域高規格道路化 

「地域高規格道路」とは、高規格ᖿ線道路を⿵完し、地域の自立発ᒎ

や地域間の㐃ᦠをᨭえる「自動車ᑓ用道路またはこれと同等の規格を有

する道路」としてᣦ定される道路と定義され、1992年6月の道路ᑂ㆟会

において「今後の道路整備のあり方」として地域高規格道路のᑟ入がᚲ

せとされ、➨11ḟ道路整備⟠年計画にその整備が定められた。通ᖖ、

地域高規格道路は、通ᖖ2車線以上を確ಖし、インター࢙ࢳンࢪや立体

構造により、60 km/h以上の走行㏿度をᥦ౪できる規格の高い道路とさ

れる。 

金沢外環状道路は、1994年 12月地域高規格道路の「計画路線（ᘏ長

約 50 ）」の一つとしてᣦ定された。「計画路線」の中からルート㑅

定、整備手法、環ቃᙳ㡪評౯、都市計画等の調査を㐍める「調査区間」、

事業╔手に向けて環ቃᙳ㡪評౯手⥆き、都市計画決定手⥆き、ண備設計

等を㐍める「整備区間」が図9の通り㡰ḟᣦ定された。 

  

ղ ᮾ部環状道路（ᒣഃ環状・北部） 

ᮾ部環状道路は、国直㎄区間であるが、橋場から᳃本方面

に伸びる国道159号（現359号）のを⦆和するため、そ

のバイパス的機能を有する道路として、新規に計画された。

現在のᒣഃ環状の北部区間を形成するもので、1985年（昭和

60年）7月、都市計画道路今町㕥ぢ線として、金沢市今町～

㕥ぢ台間ᘏ長9.4km、ᶆ‽幅員24.5m、4車線の道路が都市計

画決定された。これは、6 ⟠ᡤのインター࢙ࢳンࢪ（今町、

ᱵ⏣、᳃本、⚄㇂ෆ、ᮾ長江、㕥ぢ台）を有し、༲㎮ᒣや᳃

本のᒣ間部を 5 つのトンネル（༲㎮、ᚚᡤ、⚄㇂ෆ、月ᾆ、

᳃本）で貫通し、沿道のアクࢭスࢥントロールにより、走行

性の高い規格とした（図10）。 

その後、この路線は、1988年（昭和 63年）度にᱵ⏣地ෆ

のฟ入り口㏣ຍ、1989年（平成ඖ年）度に北㝣自動車道と金

沢᳃本インター࢙ࢳンࢪでの᥋⥆、2007年（平成 19年）度

に㕥ぢ交ᕪⅬの立体化などの都市計画変᭦がなされており、

1995年（平成㸵年）4月には金沢外環状道路として地域高規

格道路の整備区間にᣦ定された。 

図9 外環状道路の地域高規格道路化の経⦋ 

図10 ᒣഃ環状の整備のṌࡳ 
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ճ 㕥ぢ新ᗉ線（ᒣഃ環状・市街地部） 

㕥ぢ新ᗉ線は、㕥ぢから⏣上、大᱓、野⏣、ᒣ⛉を経⏤して南部の野々市市新ᗉのຍ㈡⏘業開発道路に⧅がる道路であり、さら

には国道157号鶴来バイパスから国道8号まで⮳る区間をᒣഃ環状としている。 

金沢の地形は、三つの台地(༲㎮ᒣ、ᑠ立野台地、ᑎ町台地)とつのᕝ（ὸ野ᕝ、≏ᕝ）が≉ᚩであるが、当初 1971年（昭和

46年）に㇏国新ᗉ線として、これらの台地をかなりアップ࢘ࢲンした構造でᒣഃの環状道路として⧅ࡄ都市計画決定がなされた。 

しかし、平成に入り地域高規格道路化の検ウがなされ、୧台地の下にトンネルを設置することにより、より走行性の高い道路に

グレードアップ化を図ることになった。その⤖果、96年（平成 8年）から 97年にかけて、ᑠ立野台地の下をᓮᾆᾛἼトンネル、

ᑎ町台地の下を野⏣トンネルが貫通し、大᱓地区のࣛンプによりᾛἼ・野⏣地区と᥋⥆させるという大規模な構造変᭦を伴う都市

計画変᭦がなされた。現在㕥ぢ新ᗉ線として、ᘏ長12.5、幅員25Ї(一部31m）、4車線の道路として都市計画決定されている。 

 

մ ᾏഃ環状 

ᾏഃ環状は、今町から国道 8号のᾏഃをパイパス状に㎽ᅇして、ᑓගᑎ、⚟ቑ、国道

8号へと⧅ࡄ道路である。 

この࣓インをなす⚟ஂᑓගᑎ（⚟ቑ）線については、1972 年(昭和 47 年)、金沢の外

㒌を形成する幅員27Їで4車線の金沢外環状道路として都市計画決定された。同時に金

沢駅から金沢港に⮳る金沢港線（通⛠50m道路）が36mから50mに拡幅変᭦され、これ

らは㠡月地ෆで༑Ꮠに交ᕪする。また、⚟ஂᑓගᑎ線沿いには幅員 50mの㐽᩿⥳地がὸ

野ᕝから≏ᕝ間まで都市計画決定されたが、これは駅ഃの市街化定区域とᾏഃの工業

地域とをศ᩿するバッࢰࣇーン（⦆⾪ᖏ）の役割を意図したものと᥎察される。 

これも、平成に入り地域高規格道路としての検ウがጞまり、将来交通量の᥎計や環ቃ

ᙳ㡪評౯を行った⤖果、現計画道路にຍえて、中ኸ部に本線として高ᯫ構造の 4車線道

路がᥦ案され、1997年7月、本線部の᳃本松௵線が幅員33Їで、ᚑ来の計画道路（⚟ஂ

⚟ቑ線、金沢鶴来線）が୧ഃにりศけられて、⥲幅員を 60Ї、4㸩4㸻8車線の大⫹な

都市計画決定がなされた。これに合わせて、50Ї幅の㐽᩿⥳地も 5Ї幅のす部⥳道とし

て、ྡ⛠も機能も変᭦となった。ᾏഃ環状で᪤に車が走っている୧ഃの車線は本来ഃ道

部ศで、中ኸの✵いている中ኸศ㞳ᖏに将来、高ᯫか┒土構造の本線を新設する計画である（図11）。 

 

㸴．ᖹᡂ期の⥲ࡄるࡳ整備と整備ຠᯝのⓎ⌧ 

90 年代初めのバࣈルᔂቯ後は、国でも公共事業によるᬒẼᾋᥭ対⟇がとられ、度重なるண⟬⿵正ቑ㢠を㏣い㢼に外環状道路の

整備ಁ㐍にᢿ車がかかった。2006年(平成18年)4月にᒣഃ環状が全線開通するとともに、ᾏഃ環状も区間ࡈとに㡰ḟ開通した。 

ձ ᮾ部環状道路（ᒣഃ環状・北部） 

ᮾ部環状道路は、1995年に都市計画

決定後、87年に事業化がなされ、6⟠

ᡤのインター࢙ࢳンࢪをᛕ㢌に、2001

年に今町～ᱵ⏣間 1.3km、02年にᮾ長

江～㕥ぢ台間 2.4km、03年にᱵ⏣～金

沢᳃本間2.1kmと㡰ḟ開通し、2006年

（平成18年）4月に金沢᳃本～ᮾ長江

間 3.6kmの開通により、ᮾ部環状道路

9.4kmの全線がᬻ定 2車線により開通

した（図12）。 

その後、㡰ḟ4車線化を図っており、

これまでに༲㎮トンネルの完成により12年にᮾ長江～㕥ぢ台間、ᚚᡤ・⚄㇂トンネルの完成により17年に⚄㇂ෆ～ᮾ長江間1.8km

が4車線で開通している。現在月ᾆトンネルと᳃本トンネルが工事中であり、これらが完成すれࡤ、全線4車線で開通となる。 

図 11 ᾏഃ環状のᶆ‽᩿面図 

図 12 金沢ᮾ部環状道路全線図 
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ղ㕥ぢ新ᗉ線（ᒣഃ環状・市街地部） 

㕥ぢ新ᗉ線は、ᑠ立野、ᑎ町୧台地の下のトンネル区間以外は、࿘㎶の市街地と一体となった土地区画整理事業と街路事業によ

りアクࢭス（沿道利用）機能も合わせᣢつ整備となる。 

1971年の当初決定時は、南部地域では≉に開発㟂せも高く、

区画整理事業として宅地の౪⤥とࢭットでᒣഃ環状が整備

された。71年に長坂➨一地区と㢠➨三・ᅄ༑➨地区で組

合施行の区画整理が事業化され、76 年野⏣～ᒣ⛉間 1.3km、

ᅄ༑～新ᗉ間 1.3kmが開通、高尾➨一地区が 72年に事業

化され、82年に❑3┠～㢠㇂間1.7km完成した（図13）。 

これらに㞄᥋する工区は、街路事業でᇳ行し、2005年に県

施行でᅄ༑工区（㢠㇂～ᅄ༑間1.2km）が完成、06年に

金沢市施行でᒣ⛉工区(ᒣ⛉～❑3┠)1.4kmが完成した。 

㕥ぢから⏣上地区にかけては、金沢大学の⥲合⛣転をዎ機

として、ᡤㅝ大学㛛前町として、」ᩘの土地区画整理事業で

整備がなされた。1985年（昭和 60年）にⱝ松㕥ぢ地区で組

合施行の区画整理が事業化され、大学㛛前町に┦応しい⨾し

い沿道ᬒほとⰋዲなᒃ住環ቃの住宅地、大規模な商業施設を

᰾とした㈰わい✵間をฟしている。89年に㕥ぢ台～もりの

㔛 1┠間 1.8kmが開通した。また、⥆く⏣上➨ 5、⏣上本

町地区では、96年に区画整理の事業化がなされ、2005年にもりの㔛㸯┠～⏣上本町間1.0kmが開通した。 

ṧる㞴㛵である⏣上本町～野⏣間3.0kmについては、県の街路事業と大᱓・野⏣の組合施行土地区画整理事業により事業がすす

められた（図15の平面図）。 

県の街路事業は、ᾛἼ工区（⏣上本町～大᱓）1.3kmはᑠ立野台地の下をᓮᾆᾛἼトンネル（ᘏ長663m）が通る構造で、本線は

めがね型の形状となるが、⏣上ഃからはᾛἼ地区にもアクࢭス㐃⤡道としてᾛἼトンネル（ᘏ長 179m）を入れたので、トンネル

᩿面が三つ┠となる⌋しい形状となった（図15のᶆ‽᩿面図B）。 

また、大᱓ഃからは、大᱓地区、ᾛἼ地区にアクࢭスできるようそれࡒ

れࣛンプが設置された。 

このトンネルの計画にあたっては、当初ࢭパレート型で都市計画決定し

たが、上のᾛἼの住宅地までの土⿕りが 12～13mとᑠさかったことから、

地ඖ住民はᏳを理⏤にルート変᭦をᙉく⏦し入れた。⤖果的に当初計画

決定線の下を通る上下線を合わせためがね型として計画変᭦した。また、

地ᒙ大᱓ᒙ（おんまそう）と言う◁ᒾのᮍᅛ⤖地ᒣであったため、施工に

あたっては、有㆑⪅からなるጤ員会を設けてៅ重に検ウしたうえで、世⏺

初のPSS-ARCH工法(図14）とし、ඛに中ኸᑟᆙを᥀๐し、地ᒣに᭤線㗰⟶

ᨭಖ工をᤄ入し、本体を᥀๐していく工法とした。地⾲面のỿ下量のᢚ制

や工期▷⦰など大幅な工事㈝の๐ῶとなった。 

大᱓地区と野⏣地区は、いࡎれも 1998年に組合施行の区画整理事業が立ち上げられ、ࣖࢲ࣐電機、バロー、ࢦルࣇ㸳などの大

型店⯒と利౽性の高いⰋዲなᒃ住環ቃの住宅地が౪⤥された。 

地区ෆのᒣഃ環状の工事は、実㉁的には県土ᮌ部の組⧊で対応している。本線部で࢜ープンカット工法を用いたボックス型の野

⏣トンネル（図15のᶆ‽᩿面図D）があり、さらには本線から大᱓地区やᾛἼ地区に㐃⤡するࣛンプ（図15のᶆ‽᩿面図C）も

設置し、ྛ地区の利౽の向上を図った。いࡎれも2006年の4月に、ᮾ部環状道路やᒣ⛉工区とともに完成し、全線開通すること

となった（図15）。 

 

図14 世⏺初のトンネル工法 

図13 ᒣഃ環状沿いの区画整理 
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図15 ᒣഃ環状の計画図(平面図、⦪᩿図、ᶆ‽᩿面図) 
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ճᾏഃ環状 

ᾏഃ環状は、㸯期から㸲期の工区にศけて㡰ḟ整備を㐍めてきている。事業主体としては、県や金沢市、ⓑᒣ市施行の道路・街

路事業と県や組合施行の区画整理事業により役割ศᢸして整備している（図16）。  

図16 ᾏഃ環状 全体計画図 
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㸯期は、㠡月～⚟ቑ間 6.2kmで 1997年（平成 9年）より、6工区にศ割して、県、金沢市、組合が、道路、街路、区画整理

のྛ事業を活用して整備を㐍め、2004年にഃ道部の上下4車線が完成౪用した。道路の⥲幅員は60Ї、中ኸの本線部33ｍは用

地のඛ行㈙を行い、ഃ道部の工事をඃඛして㐍めた（図 17）。これにより、金沢港線（50m道路）から金石街道線を通り、Ᏻ

ཎ工業団地࿘㎶の県道に᥋⥆することとなった。 

㸰期は、1期区間から国道8号交ᕪⅬまでの4.1kmの区間であり、2004年より県とⓑᒣ市が事業主体となる道路、街路事業

を 3工区にศ割して整備がすすめられ、2013年にഃ道部 4車線が完成した。これは、北㝣自動車道のⓑᒣインターとᾏഃ環状

とが㐃⤖がなされるもので、道路利用⪅の交通アクࢭスࡔけでなく、࿘㎶に立地する工業団地の利౽性向上に大きな役割を果た

すことになる。 

㸱期は、㠡月～大Ἑ➃間2.4kmで、主に、大・直江・大Ἑ➃地区の組合施行による都心北部区画整理事業として、まちづ

くりとࢭットで事業化され、一部金沢市施行の街路事業がなされた。概ね2006年㡭から事業化がなされ、2015年2月にഃ道部

4車線が完成し、国道8号～大Ἑ➃間12.7kmが⤖ࡤれた。 

㸲期は、大Ἑ➃～⚟ஂ間 3.2kmは外環状道路のうち、၏一ᮍ౪用の区間であり、2012年より県と金沢市が㸱工区にศ割して工

事中である。現在、ὸ野ᕝのΏἙ橋や高ᯫ構造部の工事を㐍めており、22年度中の完成を┠ᶆとしている（図18、図19）。 

また、中ኸの本線部については、県が用地のඛ㈙いを㐍めている状ἣであるが、20年度より、国直㎄事業で今町～༓ᮌ、大Ἑ

➃す～㠡月間5.6kmが国道8号として新規事業化されることになった。⥲事業㈝は650൨をぢ㎸んでおり、高ᯫと┒土構造の本

線4車線道路が整備される。 

図17 ᾏഃ環状の計画概せ・ᶆ‽᩿面図（㸯～㸱期） 
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また、Ᏻཎインター近くの中ኸศ㞳ᖏに࣐クドࢼルド

⚟ቑ店があるが、本線の整備までに時間がかかるので、

その間の土地の有効活用を図る。県がເ㞟した⤖果、࣐

クドࢼルドが2013年1月から開業、5年ࡈとに᭦新す

るண定である。中ኸ部の✵地は㝖ⲡなど⥔ᣢ⟶理がかか

るので、どう有効活用するか▱ᜨのฟしどこࢁである。 

この区間が完成するとᾏഃ環状が全線開通すること

になり、ຍ㈡、能Ⓩࡔけでなく、北㝣自動車道をして

近県との㐃ᦠもᙉ化され、インター࢙ࢳンࢪを中心とし

た開発のࢸ࣏ンシࣕルのさらなる向上が期ᚅできる。 

 

ϩ．金沢外環状道路の整備の≉ᚩ 

金沢外環状道路の整備の≉➹すきⅬは主に3Ⅼがᣲげられる。 

 ඛࡎ一Ⅼ┠は、「スピーディ」であること。 

国、県、金沢市、ⓑᒣ市、区画整理組合など多様な事業主体がバࣛンスⰋく役割ศᢸし、直㎄・道路・街路・区画整理と言った

多様な事業手法を駆使するなど⥲ࡄるࡳでྲྀり組んࡔ（図20）。 

国の経済対⟇など重Ⅼ的にண⟬付けがなされたことはㄽであるが、それらを実行するᡓ␎に長けていたことは評౯できる。 

 Ⅼ┠は、「ࣁイス࣌ック」であること。 

平成初期の地域高規格化の流れにって、ᒣഃ環状での6ࣧᡤのトンネル構造や、ᾏഃ環状の高ᯫ構造による高い走行性確ಖを

確ಖしたことにより、༢なる環状道路としての都心部の通㐣交通㝖やศᩓᑟ入を図る役割ࡔけではなく、ຍ㈡・能Ⓩや近県から

のス࣒ーズなアクࢭスが図れるようになった。さらにはインター࢙ࢳンࢪ方ᘧにより、商業系・工業系のᣐⅬ開発のࢸ࣏ンシࣕル

が高くなったことが評౯できる。 

 三Ⅼ┠は、「まちづくりの起爆剤」であること。 

外環状道路は、その沿線に工業団地や大規模商業施設などの立地、住宅地、公園などのレクリエーション施設、大学などの高等

教育施設などのさまざまな機能を誘引することにより、まちづくりの起爆剤として大きなインパクトを与えた。 

一面の⏣⏿をᐁ民༠ാの区画整理事業による面的整備がなされたが、外環状道路はその中ᯡ軸として、࿘㎶のまちづくりと一体

的に整備がなされ、㨩ຊある市街地が実現することとなった。

図19 ᾏഃ環状4期の計画概せ 
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図20 金沢外環状道路 全体計画図 
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Ϫ．金沢外環状道路のព⩏࣭ᙺと整備ຠᯝの᳨ド 

 外環状道路と言う一本の道が⏕ࡳฟすインパクトは大きい。様々な機能が沿線に立地するとともに、まち、⏘業、ほග、通通

学、㈙≀など人々のࣛイࣇスタイルが変わる。意義と役割を整理し、事例を交えて整備効果を検証したい。 

１． 都市の㦵格ᙧᡂ 

前㏙のとおり、外環状道路は都市の骨格を形成するとともに、都

市の外㒌をなし、都市ෆ外のインター࢙ࣇースの役割を果たして

いる（図21）。 

  ２．⬟Ⓩ࣭金沢࣭ຍ㈡ࡪ⤖ࢆື⬦（ᗈ域交流ネットワーク） 

県土ࣈࢲルࣛࢲー構の実現に㈨し、のと㔛ᒣᾏ道、ຍ㈡⏘業開

発道路、北㝣自動車道等と㐃⤖することにより、大幅なᡤせ時間▷

⦰が図られ、人・モノの交流が活発となる（図22）。 

 

㸱．都ᚰ㒊の⦆ 

都心へのศᩓᑟ入が図られ、都心にせな通㐣交通が㝖さ

れることから、交ᕪⅬの交通がῶᑡする（図23）。 

 トと市ෆの⦆和ࣇᒣഃ環状への交通のシۍ

ᒣഃ環状での車の交通量がᛴቑした一方で、街なかはẚ㍑的

ス࣒ーズに流れるようになった。ᒣഃ環状が開通する前年の

2005年（平成17年）から5年おきに調た車の交通量をぢる

と、野⏣地ෆでは開通後、40,000台近くの交通量となる一方、

並行する県道(通⛠Ἠがୣ通り)では20,000台వから約15,000

台にῶるなど、まちなかの通㐣交通がᒣ環にシࣇトした（図24）。 

❑3┠交ᕪⅬで、ᒣ環の整備前後(H17,18）をẚ㍑すると、

平日ᮅの通ࣛッシࣗの時間ᖏで、高尾方面からの᭱大長

は700mから150mに、通㐣にせする時間も10ศから2ศに▷⦰

された。ᑠ坂交ᕪⅬでも長が83㸣ῶᑡした。（図25、図26）。 

このように、ᒣ環やᾏ環の整備後は、都心に用事のない車は環状道路を㎽ᅇで

き、都心部への㐍入ルートがቑえたことから、まちなかの多くの道路では、交通量

のῶᑡࡔけでなく、ᪧ市街地での並行路線の交ᕪⅬのがᨵၿされた。 

  

図 22 ᒣഃ環状によるᡤせ時間の▷⦰ 

図 26 ᒣഃ環状沿いᑠ坂交ᕪⅬ長の変化 

図25 ᒣഃ環状沿い❑交ᕪⅬ長の変化 

図 24 ᒣഃ環状の交通量の変化 

図21 外環状道路の役割 

図23 ⦆和のイ࣓ーࢪ図 
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㸲．都市のάຊࣉࢵ 

  ձ 市街地の形成 

㸸 環状道路を軸としたⰋዲなᒃ住環ቃの住宅地や商業施設の㞟✚がある。≉

に、区画整理事業により㕥ぢから⏣上・大᱓・野⏣地区、都心北部の大・

直江・大Ἑ➃地区、松௵ᶓ江地区などで新しい㨩ຊ的なまちづくりが㐍めら

れる。 

 ⱝ松・㕥ぢ地区のまちづくりۍ  

ᒣഃ環状が通る以前まで、㕥ぢから野⏣までの地区一ᖏは、⏣⏿がᗈがる

㎰村地ᖏであった。それが、ⱝ松・㕥ぢ地区を⓶ษりに、⏣上、大᱓、野⏣

地区と┦ḟいで土地区画整理事業が立ち上がり、ᒣ環を骨格軸として、࿘㎶

にさまざまな商業施設が立地し、Ⰻዲなᒃ住環ቃの住宅地が形成されること

なった。ዎ機となったのは、金沢大学の⥲合⛣転であり、金沢城࿘㎶のṤど

の学部がゅ間に⛣転したことを㏣い㢼に、事業化がなされ、「大学㛛前町」が

形成された。 

 ⱝ松㕥ぢ地区では、地ඖでまちづくり༠㆟会を作り、まちづくりのルール

である地区計画を定めている。ල体的には、地区ࡈとに土地利用や施設・ᘓ

⠏≀の整備方㔪を定め、ᖿ線道路沿いは、ᘓ≀を㸱ｍࢭットバック（ቨ面位

置の後㏥）し、公共✵間としてᥦ౪することにより、Ṍ道、᳜᱂、࣋ンࢳ、

᙮้などの✵間に活用している。また、ᘓ≀の外ቨやᒇ᰿のⰍ、⏕ᇉによる

᳜᱂などを工ኵしている。 
ղ 利౽性の高い工業団地 

㸸 ᳃本インター࿘㎶では、ࢸクノパーク、᳃本工業団地の立地、ⓑᒣインタ

ー࿘㎶では、金沢いなほ団地、松௵᪫工業団地やᏳཎ␗業✀工業団地の拡張な

ど≉にインター࿘㎶での開発࣓リットが大きい。(図28） 

 クノパークࢸᒣ環の⏘業ᣐⅬ・金沢ۍ

金沢ࢸクノパークは、高度ᢏ⾡⏘業の㞟✚を┠ᣦす造ᣐⅬとして、およそ30年前から金沢市が整備してきた。北㝣自

動車道とᒣഃ環状道路とのアクࢭスのⰋさを⏕かし、約100haの敷地に7社が㐍ฟ。また、㞄᥋の金沢᳃本インター工業団

地（11ha）でも9社が᧯業。 交通ᣐⅬであるインター࢙ࢳンࢪの࿘㎶は、工業団地や≀流施設にとっては、大きな࣓リッ

トとなっている。学園ࢰーンとのかかわりは、⏘学༠同で〇品開発やヨ㦂◊✲を㐍めている法人は多く、ᒣ環沿線の大学・

学ᰯとも㐃ᦠしている。金沢市は2020年、ࢸクノパークの立地業を対㇟に、理系人ᮦの᥇用をᨭするྲྀり組ࡳをጞめ

た。ཧຍ学⏕による施設ぢ学やᚑ業員との

意ぢ交の機会を設けている。 

 

 ✚ᾏ環の工業団地の㞟ۍ

北㝣自動車道のⓑᒣインター࢙ࢳンࢪと

国道8号にも近いのでアクࢭスがⰋく、金

沢市とⓑᒣ市が業誘⮴で➇っている。ⓑ

ᒣインター࿘㎶にある工業ࢰーンは、金沢

のいなほ工業団地やᏳཎ␗業✀工業団地と

合わせ、一⯡〇造業や㐠㍺・༺業向けに

用地の拡張を図る。⚟ቑインター࿘㎶では、

金沢のいなほ工業団地やᾏ環をᣳんでⓑᒣ

市が᪫工業団地の拡を㐍めている。 

図27 ᒣ環・ⱝ松㕥ぢ地区の地区計画 

図 28 外環状道路沿いの都市施設立地 
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ճ 多ᙬな商業施設 

㸸ᒣ環のᮭの㔛やᾏ環の都心部、イ࢜ンᶓ江など大規模な商業施設の立地がなされる(図28）。 

 ンモール࢜ᾏ環ᶓ江イۍ   

大型商業施設「イ࢜ンモール」21年ኟに開業する施設で、敷地面✚は17.5ha、約4000台ศの㥔車場を確ಖするண定。

 。ントは200店⛬度を┠ᣦし、北㝣᭱大⣭の規模となるぢ通し。㣧㣗とፗᴦを実させて、北㝣三県からの誘ᐈを≺うࢼࢸ

     ᾏ環は、≉に走行性の高い道路なので、インター࢙ࢳンࢪのᏑ在は大きな㨩ຊである。ࣕࢪンクションのそࡤには、

ア࣓リカ発⚈の大型会員制ᗜ店「ࢥストࢥ」が㸳年前から開業する。 

մ 大学のリンࢣーࢪ 

㸸金大、金沢学㝔大、ᫍ⛸大、北㝣大など 

の立地により┦の㐃ᦠが期ᚅできる。   

 ᒣഃ環状沿いに大学⛣転ۍ  

ᒣ環沿いには1970年（昭和45年）ࡈ

から金沢のฟ⩚町や㣕ᱵ町といったᪧࢁ

市街地にあった金沢学㝔大学（ᪧ金沢ዪ

Ꮚ▷大）や北㝣学㝔大学（ᪧ北㝣学㝔▷

大）などが⛣ってきた。金沢大学は、1989

年（平成ඖ年）から、ᪧ金沢城㊧や一部

ᑠ立野地区にⅬ在していたṤどの学部は、

ゅ間新ࣕ࢟ンパスへの⥲合⛣転を開ጞし、

94年に⛣転を完した。 

ᒣ環沿線にはඖ々金沢ᫍ⛸大学（ᪧ金

沢経済大学）が立地していたが、金沢⨾

⾡工ⱁ大学、北㝣大学、さらに野々市市

地ෆでは、金沢工業大学や石ᕝ県立大学

が立地している（図29）。 

ᚲࡎしもᒣഃ環状を意㆑してのもので

はないが、大学⛣転をዎ機に࿘㎶のまちづくりが㐍められ、「学園ࢰーン」が沿道に形成され、大学㛛前町が形成された。 

現在、県ෆの大学、▷大、高ᑓのうち、約7割がᒣഃ環状の࿘㎶に㞟✚。この道が高等教育機㛵へのアクࢭスルートとして

も機能しており、大学同ᚿのリンࢣーࢪが期ᚅされる。 

 

յ ᠁える公園・レクリエーション施設 

   㸸沿線には、大ᑎୣ㝠公園、ዟ༲㎮ᒣ民公園、༲㎮ᒣ公園など近㞄住民ࡔけでなく全市から㞟まる⥳㇏かな公園が多い。 

 いの大ᑎୣ㝠公園᠁ۍ

ᒣ環沿線には、レクリエーション施設がⅬ在する。大ᑎୣ㝠公園は長坂・ᒣ⛉地ෆのୣ㝠地に市が18年かけて整備し、

2011年（平成23年）に࢜ープンし、近㞄住民ࡔけでなくはもちࢁん、市民に開かれた᠁いの場となっている。ᶆ高ᕪ83mの

ୣにᗈがる22.5haの公園で、市街地や日本ᾏを一望でき、園ෆにはᅄᏘᢡ々のⰼᮌが᳜えられ、「᙮้のୣ」や「Ⱚ⏕のୣ」

もある。 今は、ᐙ᪘㐃れでࣁイ࢟ングにฟかけたりするが、かつては、になるとここはス࢟ー場になり、自ศもᑠ学ᰯの

ᤵ業のス࢟ー㐲㊊でᴦしんࡔᛮいฟがある。 

ス࣏ーࢶイ࣋ント・金沢ࢯ࣐ࣛン金沢ࢯ࣐ࣛンのࢥースとなっており、ᬑẁ、車でしか走れないᒎ望のⰋいᖿ線道路を自ศ

の㊊で走れるࢰーン。ࣛ ンࢼーにとっては、Ἑᓊẁୣを貫く高ᯫ橋も㨩ຊの一つとなっており、ࢯ࣐ࣛンの時期には、イࢳョ

ー࣏ーやスࣕࢪースとなっており、ᒣ環は市民の⏕活に᰿付いたレࢥョギングやᩓ⟇のࢪ並ᮌの中を駆けᢤける。ᬑẁから࢘

 。でもᴦしめる道となっているࢶ

  

図29 ᒣഃ環状沿いの大学の立地 
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ն 行政文化施設 

 ᾏ環沿いに行政・文化施設ۍ

2019年4月に、県直江ᗇ⯋は、県ኸ土ᮌ・㎰林⥲合事ົᡤなどが⛣転入ᒃし、業ົを開ጞ。ྛ 事ົᡤのᢸ当エリアが金

沢市とἙ北㒆市にཬࡪことから、新ᗇ⯋は中間地Ⅼのᾏഃ環状沿いに⛣転。ᾏ環は、ᘓ設や⥔ᣢ⟶理の現場業ົが効率的

にするࡔけでなく、⅏ᐖ時や⥭ᛴ時にも大きな役割を果たす。 

   2011年（平成23年）、金沢ᾏࡳらい図᭩㤋は、外ቨに⯪のようなイ࣓ーࢪの約6000ಶの❆など、新なデࢨインが

国ෆ外でヰ㢟のᘓ⠏≀としてὀ┠される。図᭩㤋機能にຍえて、地域住民の会㆟やイ࣋ント、ᒎ♧用の࣍ールなど交流機

能も設けられている。 

 

㸳．⥭ᛴࡸ⅏ᐖの㏿㐩ᛶと代᭰ᛶの☜ಖ 

  近年、自↛⅏ᐖが㢖発するが、近㞄の道路が㛢㙐された場合でも⅏ᐖ時の代᭰道路として機能を発するとともに、⥭ᛴ

時には、ᛴᝈの㍺㏦などスピーディに対応がྍ能となる。 

 

㸴．地⌫環ቃのಖ 

   㸸ᒣഃ環状道路の整備前後で、平ᆒ走行㏿度の上 (᪼24km/㹦

Ѝ42㹩ｍ/㹦) により、㓟化Ⅳ⣲のฟがῶᑡし、年間約 

㸴㸱㸮㸮トンの๐ῶがヨ⟬された。これは、樹ᮌが㓟化Ⅳ

⣲を྾する⥳地効果でවභ園約100ಶศに┦当する（図30）。 

 

㸵．地域ఫẸのಖά  ື

アドプト活動など住民が主体となった⨾化Ύᤲ活動によ 

り、道路環ቃの⥔ᣢ向上が図られる。 

 しい沿道ᬒほ⨾ۍ

県や金沢市の᮲例により、↓電ᰕ化がなされたすっきりと⨾しい沿道ᬒほがᏲられている。 

県のᬒほ⥲合᮲例では、外環状道路全体をᬒほ形成重せエリアにᣦ定してᬒほ計画を定めており、市の᮲例では、ᒇ外

ᗈ࿌≀⚗止地域にᣦ定して┳ᯈの設置をཝしく規制することにより、⨾しい沿道ᬒほをᏲる組ࡳを整えている。 

      もりの㔛や⏣上などの約50事業ᡤでつくる「ᮭの㔛商店会」が設けた石᙮モニ࣓ࣗントもある。ᮭの㔛を᙮้の町

にして、㈰わいฟに⧅げようとጞめた活動で、ᒣ環沿いにẖ年石᙮の作品を設置しており、これまでに19ᇶ設置し

30ᇶを┠ᶆとする。金沢市のຓ成をཷけて、作品は主に⨾大の学⏕や教員が手けている。 

 

 ᬒほ向上の活動ࡳ住民のまちなۍ    

沿線住民がⰋዲなまちなࡳᬒほの形成や道路環ቃの⥔ᣢ向上

にྲྀり組んでいる。県の「アドプト制度（アドプトとは㣴Ꮚ⦕

組するという意）」という、地ඖの人たちが道路やἙᕝなどの

公共施設を我がᏊのように大事に育てる活動にᨭする制度が

ある。この制度に地ඖの「ᒣഃ環状の⨾しいᬒほをる会」が

ཧ画し、ᒣ環沿道の⥳化やΎᤲにᑾຊするなどᐁ民༠ാの長年

のྲྀ組ࡳが実を⤖んでいる（図31）。もりの㔛地区のほか、ᮾ長

江、᳃本、今町・ᱵ⏣地区などでも、沿道の᳜樹やΎᤲ活動、

ᬒほパトロールなどがᐁ民༠ാで㐍められている。  

図30 外環状道路による㓟化Ⅳ⣲の๐ῶ 

図31 外環状道路でのアドプト制度のྲྀ組ࡳ 
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ϫ．ᚋの᪉ྥᛶに࠸ࡘ  ࡚

  ᒣഃ環状は、国直㎄により᳃本トンネルと⚄㇂ෆトンネルの本が工事中であり、これが完成すれࡤ全線㸲車線化が実現する。

すでに市街地形成、商業施設、工業団地、大学、公園など沿道にはさまざまな施設が立地しているが、今後、᳃本インターでの北

㝣自動車道や国道304号などの主せᖿ線とのᙉຊな㐃⤖により、≉に流通・≀流系を中心としたさらなる開発誘ᑟが期ᚅできる。 

 ᾏഃ環状は、ඛࡎは⚟ஂ方面への全線開通が、現時Ⅼで 2023年のண定ࡔが、全線⧅がった後は、交通の流れも一ẁとᾏഃ環

状にシࣇトし、交通量のቑ大がぢ㎸まれる。≉に、アクࢭスࢥントロール(沿道利用制㝈)がᙉいศ、インター࢙ࢳンࢪ࿘㎶の開発

のインパクトは大きいので、都市計画面でしっかりと計画的誘ᑟをすきと考える。また、20年4月に本線部の50Ї道路以北が

国道㸶号として、国直㎄施行による高ᯫ構造方ᘧでの事業化が決定し、将来にගがぢえてきた。しかし、まࡔ⭾大な中ኸの本線部

用地がṧっており、全線高ᯫ化に向けて、ㄡが、いつ、どのように実現していくのか、ᬻ定活用はどうするかの大きなㄢ㢟がある。 

また、都心軸の完成により、都市機能の㞟✚と道路網の拡に多大な効果をもたらされた。外環状道路との有機的な㐃⤖により

都市ᅪෆ外とのアクࢭスをᙉ化し、北㝣新ᖿ線開業による様々な㟂せに対応できるཷけ─づくりがなされたと言えるが、今後この

都市インࣛࣇをさらに効果的に活用する方⟇を᥈っていくことが重せである。 

全ての工事が完すれࡤ、国道8号をᣳࡴ形でᘓ設が㐍められてきたᾏഃ環状18.5ৄとᒣഃ環状26.4ৄとが㐙に㸯本の線で⤖

 。れ、県の大動脈としてますます大きな役割を果たすࡤ⤖れる。能Ⓩやⓑᒣ㯄、南ຍ㈡方面とも大きなリングでࡤ

モータリゼーションを経て、今後、人口ῶᑡ・ᑡᏊ高㱋化の㐍ᒎやクル࣐の自動㐠転のᢏ⾡の㐍化など社会₻流やニーズの変化

にዴఱにうまくアレンࢪしていけるのか、環状道路とまちづくりの୧立をどう図っていくのかがこれからの重せなㄢ㢟と考える。 

」ᩘの自体にまたがるため、望ましい都市の将来ࢪࣅョンを᪩期に共有することが⫢せであり、環状道路の果たすき役割や

期ᚅすき効果をよくぢᴟめ、今後の開発や交通の動向をὀどしながら、理の将来像を╔実に実現できるよう期ᚅしている。 

 

Ϭ．⤊ࡾࢃに 

⚾にとって、金沢外環状道路は、都心軸構㛵㐃の多くのプロ࢙ࢪクトと共にࣛイࣇワークとも言える。都市計画⟇定から事業

実施、完成後の⥔ᣢ⟶理までのྛẁ㝵で様々な立場で㛵わり、一⥴にṌࡳ成長を重ねてきたようにᛮう。 

県では、本ᗇや現場のᡤ長、ㄢ長、ಀ長として計画・事業主体の立場で都市計画決定、地ඖ交΅、事業㐙行を行った。市に対し

ては、計画・事業のᣦᑟや࣏ࢧートする立場として、地ඖでは、町会役員、⏕⏘組合長、地ᶒ⪅として事業᥎㐍のとりまとめ役（用

地㈙、交ᕪⅬ設置等）もするなど、まさに「一人役」の㛵わりとなった。 

この㸱㸮年⛬で金沢の街は一変した。自ศたちが画、計画したものがḟ々と実現し、街の発ᒎや市民のᖾ⚟に⧅がることはこ

の上もないᎰしい。しかし、今後人口ῶᑡ・ᑡᏊ高㱋化、࢘ィズ・ࢥロࢼ、社会のニーズの変化など多くのㄢ㢟がᒣ✚する中で、

これらのインࣛࣇをどのように活用していくのかが⫢せであり、今後ともしっかりとぢᏲっていきたい。 

 

ཧ⪃ᩥ⊩ 

 

（㸯） ⏣中႐⏨1977ࠗఏ⤫都市の✵間ㄽ・金沢࠘ᘯュ社 

（㸰） ᕝ上ග彦、竹村裕樹2013ࠗ地方都市の⏕ᡓ␎࠘学ⱁฟ∧社 

（㸱） 北ᅧ⥲合◊✲ᡤ(Ỉ野一㑻、竹村裕樹)2020ࠗこの街と共に～外環状が開いた新市街地  ࠘

（㸲） 国土交通┬ࠗᒣഃ環状10年の㌶㊧࠘ࠗ ᮾ部環状道路パンࣇ  ࠘

（㸳） 石ᕝ県 行政㈨ᩱࠗ金沢外環状道路パンࠗ࠘ࣇ 金沢外環状道路ᾏഃᖿ線2期、4期パン࠘ࣇ等 

（㸴） 金沢市 行政㈨ᩱࠗ金沢市㞟約都市形成計画࠘ࠗ 都市計画決定の計画図・ཧ考図࠘ࠗ 都市計画決定の経⦋࠘等 

（㸵） 石ᕝ県1989ࠗ石ᕝの土ᮌᘓ⠏史  ࠘

（㸶） 石ᕝ県ᘓ設ᢏ⾡༠会1997ࠗいしかわの㒓土づくりⓒ㑅  ࠘

（㸷） 石ᕝ県ᘓ設ᢏ⾡༠会2007ࠗ石ᕝ21世紀のᯫけ橋  ࠘

（㸯㸮） 石ᕝ県ᘓ設ᢏ⾡༠会2015ࠗ石ᘓᢏ⾡  ࠘

（㸯㸯） 石ᕝ⦩史 

（㸯㸰） 金沢市史 
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日本泳法にみる遠泳法に関する研究 
 

山脇 あゆみ 

 

A Study of Long-distance Swimming According to Japanese-style Swimming. 
 

Ayumi YAMAWAKI 
 

要  約 

遠泳は、自然水域を集団で隊列を組んで泳ぐことをいい、多大な教育効果が認められている。しかしながら、

安全確保の困難さから遠泳の実施率は減少傾向にあることが報告されている。本研究では、遠泳の安全向上及び

水辺活動の充実をはかるための基礎的資料とするため、日本泳法13流派の泳法から遠泳法を抽出し、その泳ぎ方

及び練習法を検討することとした。その結果、日本泳法13流派の泳法の中から、遠泳に適した泳法として6泳法

が抽出された。それらの泳法は平体もしくは斜横体の姿勢で頭部を常に水面に出した状態で泳ぐものであり、身

体は水面に対してやや立位に近い姿勢であること、手は掻くのではなく水を押さえるために動かすこと、推進力

は足のみから得ることとなり、カエル足もしくは扇足であることが明らかとなった。遠泳には常に周囲を見渡せ

るよう頭部を水面に出す技術が必要であるが、この頭部を水面に上げた状態を維持する技術の習得が練習するに

あたって最も熟練度が必要となることも明らかとなった。 

 

キーワード：日本泳法，遠泳，水辺実習，自然水域，水上安全 

 
 
1. はじめに 

 
遠泳とは、狭義では海や川、湖などの自然水域で、長い距離を集団で隊列を組んで泳ぐことをいう。広義には、

海峡横断泳やオープンウォータースイミングなども含まれるが、本研究では、狭義の遠泳を扱うこととする。 
小・中学校および高等学校の指導要領には、「水辺活動などの指導を積極的に取り入れていくようにする」べき

であると、プール授業のみならず、臨海実習などの水辺活動を学校教育に積極的に取り入れることが推奨されてい

る。文部科学省の『水泳の手引き(1)』によると、遠泳は「長い距離を泳ぐためには泳力、持久力、忍耐力、勇気な

ど心身ともに多くのものが必要である。海水の持つ要素を知り、それを克服することは、積極的に安全に対する態

度を身に付けることにもなる。」と述べられている。すなわち、遠泳は単純な泳力の獲得だけでなく、持久力・忍

耐力に加えて自ら積極的に水上安全を学ぶ機会になるということだ。さらに、同書には「臨海水泳における遠泳は

集団で行うのが一般的であり、個人の力では困難と思われることに対しても、互いに協力し励まし合いながら挑戦

するなど、社会的態度を身に付ける貴重な機会でもある。」と、遠泳が教科教育の枠にとどまらない人間形成に寄

与する活動であると明記されている。本学のスポーツ健康学科におけるスポーツ実技の授業においても、スポーツ

を専門に学ぶ学生が身に付けるべき泳力・持久力・忍耐力に加え、人格形成に寄与することを目的に、7 年間（2011‐
2017）にわたって遠泳実習を敢行してきた。2015 年に実施した、遠泳が参加者の気分に及ぼす影響に関する調査

では、遠泳経験によって陰性気分が低下し、陽性気分が上昇することが示され、遠泳が参加者の気分を高揚させる

効果があることが明らかとなった(2)。このように、遠泳には多大な教育効果が認められている。 
しかしながら、遠泳を実施している学校はわずかである。我が国は世界的に見ても学校施設としてのプール設置

率が驚異的に高く、80％を超えるとされる。それにも関わらず、小学校における遠泳実施率はわずか 1.8％、中学

校に至っては 0.8％（2014 年）であったことが報告されている(3)。遠泳の実施学校教育中の遠泳について横断的に

調査をしている藤原ら（2018）によると、2014 年の全国の小・中・高校及び大学での臨海行事・遠泳の実施率は
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2007 年とẚ㍑して減少傾向にあったことが報告されており、減少の⫼ᬒには、人的、ண⟬的、間的、施設的要ᅉ

があり、ඹ㏻Ⅼとして「安全に実施することの困難さ」が示された。カ࣒ࣜࣛࣗ࢟ኚ᭦や学校教育指㔪によるもの

もあるだࢁうが、遠泳の実施率が下がるということは、ᚋ、遠泳の教育効果を学校教育にᫎさせることがます

ます困難になる。遠泳の多大な教育効果を学校教育にᫎさせるためには、まず遠泳を安全に実施するための確ᅛ

たる技術と指導方法が必要であࢁう。 
さて、我が国にྂくからఏᢎされる日本泳法には、自然水域を安全におよぐことができる技術がᩘ多くᏑᅾして

いる。自然水域で⪃された日本泳法は、β な水勢に対ᛂすることをྍ⬟とし、⌧௦においても水辺実習の安全ࠎ

性向上に寄与できる技術を㇏ᐩに᭷している。⌧ᅾ、日本水泳㐃┕は、組⧊体⣔された指導方法をもち、ఏᢎไ

度が確立された 13 流派を日本泳法として認ᐃしている(4)。本研究では、これら 13 流派の泳法を⥙⨶的に分ᯒし、

自然水域において安全に長くおよぐことができる遠泳法の技術を明らかにし、水辺活動の安全向上の基礎的資料

を得ることを目的とした。 
 
�. ◊✲┠ⓗཬࡧ᪉ἲ 

 
自然水域において安全に長くおよぐことができる遠泳法の技術を明らかにするために、ḟの手㡰で研究を進め

ることとする。 
1㸬遠泳についてのඛ行研究のᩚ⌮ 
これまでに報告されている遠泳についてのඛ行研究から、遠泳の実態や効果をᩚ⌮する。 

2㸬日本泳法 13 流派における遠泳法に関わる技術の抽出 
 本研究では、日本泳法 13 流派の泳法の中から遠泳に関わる技術を抽出・分ᯒするため、下記の資料を⏝いた。 
・小ᇼ流㋃水術 小ᇼ長㡰ⴭ『水練᪩合Ⅼ』、日本水上➇技⫃┕⦅『日本水泳ྐ料集成』日本水上➇技⫃┕出∧、

1�37 年ෆ㘓、小ᇼΎᕥ⾨門・小ᇼ平㑻ⴭ『小ᇼ流泳術அബ』 
・山ෆ流    ྍඣ㞝一㑻『山ෆ流』、山ෆ流泳ࣈࣛࢡ：大分┴⮻ᯂ、1�85 年 4 ᭶Ⓨ行 
・⚄⤫流    ⚄⤫流 18 ௦᐀ᐙ㯮⏣Ύᐃ『⚄⤫流』⚄⤫流研究会、2000 年 3 ᭶ 18 日Ⓨ行 
・⚄ఏ流    日本水上➇技⫃┕⦅『日本水泳ྐ料集成』日本水上➇技⫃┕出∧、1�37 年ෆ㘓、pp.512-513、

『⚄ഌ流術அ大␎』（స者・年௦明） 
・㤿⚄ఏ流  日本水上➇技⫃┕⦅『日本水泳ྐ料集成』日本水上➇技⫃┕出∧、1�37 年ෆ㘓、加藤㤿

ගᑦ『教ᝅ』185� 年 
・水௵流    水௵流保Ꮡ会『➨ 5� ᅇ日本泳法研究会資料水௵流』水௵流保Ꮡ会：高ᯇᕷ、2010 年 3 ᭶ 20

日 
・小ụ流    高ᶫ水ྑ⾨門ᩘ㝯ⴭ、➨ 55 ᅇ日本泳法研究会資料『小ụ流ἦ㐨』、2008 年 3 ᭶ 
・ᒾ流    㑣㡲㈼『➨ 58 ᅇ日本泳法研究会資料ᒾ流』ᩯプࣜンࢺ社、200� 年 3 ᭶ 21 日 
・⬟ᓥ流    多⏣一㑻ⴭ『⬟ᓥ流泳術』多⏣一㑻Ⓨ行：ḷ山、1�03 年 � ᭶ 
・ほ海流    山⏣ㅬኵ┘ಟ『ほ海流のఏᢎとあゆみ』ఀ勢᪂⪺社、2008 年 3 ᭶ 
・水ᗓ流    水ᡞᕷ指ᐃ↓形文㈈水ᗓ流水術保持団体『水ᗓ流水術協会』Ⲩ川ứ：水ᡞᕷ、1��� 年 3 ᭶

20 日 
・向流    ➉原ᰤ『ቑ⿵ᨵゞ向流水法』向流水法会：海㐨、1��1 年 1 ᭶ 1 日 
・水ᗓ流ኴ⏣派 ➉原ᰤ『水ᗓ流ኴ⏣派泳術』、1�81 年 1 ᭶ 1 日 
3㸬遠泳法について 
 2㸬日本泳法 13 流派における遠泳に関わる泳法の抽出により明らかになった技術のヲ⣽及び練習法について

述べる。 
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�. 㐲Ὃに㛵ࡿࡍඛ⾜◊✲᳨ࡢウ 
 
これまでに報告されている「遠泳」に関するඛ行研究は、それど多くない。&inii で「遠泳」という検⣴࢟ー࣡

ーࢻを⏝いると 87 ௳がࢺࢵࣄする。ྂ い年௦のもので 1�50 年௦から、遠泳の実㊶を㏻ࡌた心⌮的・身体的な効果

が 2020 年௦に至るまで報告されている。ḟに、遠泳の実㊶報告もᩓ見された。遠泳の実態調査は少なく、▮㔝ら

（2005）による「全国の小・中学校および高等学校の遠泳実施状ἣ調査」(5)及び、藤原ら（2018）の「全国の小・

中学校および高等学校の遠泳実施状ἣ調査」(�)である。Ṕྐ的なྐ料研究に至っては、日本泳法の見ᆅから遠泳に

ゐれた研究はあるものの(7)(8)、検⣴࢟ー࣡ーࢻ「遠泳」ではࢺࢵࣄせず、Ṕྐ社会学的研究の立ሙから「臨海学校

の教育効果に関するṔྐ社会学的研究」が報告されているのみであった。 
まず、ඛ行研究によって明らかにされた心⌮的・身体的効果についてゐれておこう。この分㔝の報告はᩘ多く、

遠泳経験による泳力向上だけでなく、遠泳経験による教育効果が明らかにされている(�)。また、ᙉい安・⥭ᙇ状

態をᙉいられる遠泳๓から、㐩成ឤ・᭷⬟ឤをឤࡌることが明らかにされた遠泳ᚋにかけて、陽性気分が上昇し、

陰性気分が下㝆することは➹者らの研究によっても明らかとなった。 
ḟに、遠泳の実㊶報告(10)であるが、遠泳を実㊶している学校ᩘが㠀常に少ない日において、これら実㊶報告は

貴重な資料である。まず、遠泳は 7 ᭶から 8 ᭶上᪪㡭に海で実施されることが多い。距離については小・中・高校

それࡒれ異なるが、全体での団結ᘧᚋ、2 列から 4 列⦪隊を維持したまま泳ぐ隊列泳で遠泳をᣲ行している報告が

⿵とんどであった。安全確保のほⅬから、隊列の周囲を㐃⤡⯪・┘ど⯪で囲み、さらに隊列のእഃに泳力の高い

ຓဨを㓄置しているものもあった。出ⓎᆅⅬやక㉮⯪、ࢦールᆅⅬにをᥖげて遠泳を実施している学校も多く、

遠泳には参加者だけでなく遠泳をᨭえるスタࣇࢵも┦ᙜᩘ必要であることが明らかである。つまり、遠泳は㠀日常

的なイ࣋ンࢺ的要素も含んだ活動であるといえよう。 
⌧ᅾの遠泳実施状ἣについては、藤原ら（2005・2018）の全国の小・中学校および高等学校の遠泳実施状ἣ調査

によって減少傾向にあることが示された。ල体的には、2007 年には実施率 2.4％であった小学校の遠泳が 2014 年

には 1.8％に減少、中学校は 1.3％が 0.8％に、高校は 4.4％が 2.7％に減少していた。減少の⫼ᬒには、「安全に実施

することの困難さ」が最も大きな要ᅉとなっていることも報告されている(11)。すなわち、日本泳法にྂくからᏑᅾ

する水泳術である遠泳の実施率は、どの校✀においても 5％にも‶たず、遠泳がいかに⛥な活動であるかがわかる。 
このように、遠泳は㠀常に教育効果が高い活動であることが明らかにされているにも関わらず、その安全確保の

困難さから実施できない学校が多い。遠泳の安全確保にはᵝࠎなどⅬが必要であるが、その一要ᅉとなっているの

は参加者の泳力であることは間㐪いない。長㇂川（2004）によると、プールで一ᐃの距離を泳ぐことができたとし

ても、海では全く泳げなくなり、ࢡࢵࢽࣃに㝗る遠泳参加者がいることも報告されており(12)、自然水域で安全に泳

ぐことのできる技術は遠泳の必㡲᮲௳であるといえる。ḟ㡯では、自然水域で安全に長く泳ぐことができる技術に

ついて、日本泳法 13 流派の泳法から検討をヨみる。 
 
�. ᪥ᮏὋἲ 1� ὶὴにࡿࡅ࠾㐲Ὃに㛵ࡿࢃᢏ⾡に࡚࠸ࡘ 

 
本研究では、日本泳法 13 流派の全泳法の中から遠泳に関わる技術を抽出するために、泳法分ᯒに⏝いたྛྐ料

（2㸬研究目的及び方法参↷）に記㍕された泳法ゎㄝに明らかに「遠泳（長距離泳）を目的」としている、もしく

は「遠泳に適している」と明記されているもののみをᢤき出した。それࡒれの流派の研究会や練習団体において遠

泳実施の実⦼があったとしても、泳法に遠泳や長距離泳に≉したෆᐜが示されていないሙ合は、ᅇは㝖እした。

これによって明らかとなった日本泳法 13 流派における遠泳に関わる泳法は⾲ 1 に示した㏻りである。 
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⾲ 1 日本泳法 13 流派における遠泳に関わる泳法 
流派 泳法ྡ 方法 
山ෆ流 本体 姿勢は斜横体。山ෆ流の基本泳法（┿ 1 参↷） 

⺶平 姿勢は平体。2 動సの扇足（あおりあし）を⏝いる。（┿ 2 参↷） 
小ụ流 平門 平ṇ体 㢦は水上。୧手୧足をᕥྑに動かし、足はカエル足。㋾りఙࡤす方向は

水面に対し 15㹼20 度。手は掻き進ࡴための動సではなく、ᾋきを༑分

にとることをとする。 
ᒾ流 平泳 姿勢は平体。ᒾ流の基本泳法。㢦面を水上に出し、ᕥྑの手は⬚ඖよ

り๓方にఙࡤし༙をᥥきながら水を押さえる。足はカエル足。 
ほ海流 平ἦ 体は水平に対しておよそ 40 度のゅ度を保ち、అせた姿勢となる。⫪か

ら下は水面下にあって、㢦は常に水面上に出し、目的ᆅⅬを見ኻわない

ようにする。ほ海流の基本泳法。（┿ 3 参↷） 
向流 平 姿勢は༙身にᵓえて水にఅせた状態。అせるゅ度は水面に対し⣙ 40 度

⛬で、㋃㎸足と対ഃの⫪がやや๓に出るのでὸい斜体となる。（┿

4 参↷） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

┿ 1 山ෆ流本体（出：ྍඣ㞝一㑻『山ෆ流』p.4� より㌿㍕） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
┿ 2 山ෆ流⺶平（出：ྍඣ㞝一㑻『山ෆ流』p.52 より㌿㍕） 
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┿ 3 ほ海流平ἦ（『ほ海流のఏᢎとあゆみ』p.13� より㌿㍕） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

┿ 4 向流平（『ቑ⿵ᨵゞ向流水法』p.14� より㌿㍕） 
 
日本泳法は 140 ௨上の技があるとゝわれるが、௨上のように、日本泳法 13 流派の泳法から抽出された遠泳法は

わずかに � 泳法であった。本研究では、ྐ料の泳法ゎㄝのみの分ᯒにとどまるため、実㝿の動きにゝ及できたわけ

ではないが、ここで抽出された泳法のඹ㏻Ⅼを分ᯒすることによって、遠泳に適した泳法を⪃ᐹすることはྍ⬟で

あࢁう。 
⾲ 1 より、遠泳に適した泳法は、姿勢がやや立位に近い平体であることが明らかとなった。さらに、どの流派も

というྡ⛠の泳法が遠泳に適した技術とされているようである。⌧௦においてとなっている➇泳「らおよぎࡦ」

の平泳ぎでは、水のᢠを少なくすることに重きが置かれ、水面に対して平行に近い姿勢が⤯対的にồめられるが、

日本泳法の遠泳法では、流派によって多少のᕪ異はあるものの、水面に対して 15㹼40 度とやや下方向に㋾り出す

技術がồめられている。ḟ㡯では、本㡯で明らかになった泳法のヲ⣽と練習法及び指導法について述べることとす

る。 
 
�. ᪥ᮏὋἲにࡿࡳ㐲Ὃἲに࡚࠸ࡘ 

 
๓㡯で明らかとなった遠泳法のඹ㏻Ⅼは、⾲ 2 のとおりである。 
 
⾲ 2 遠泳法のඹ㏻Ⅼ 
部位 動き 
姿勢 水面に対して 15㹼40 度のやや立位に近い姿勢。平体もしくは斜横体で、頭部は水面に出し、ど界を確

保する。 
手 水を掻くのではなく、押さえる。ᾋきを取ることをとする。 
足 水面に対して 15㹼40 度の方向に㋾り出す。動きはカエル足もしくは扇足。 
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௨上のことから、遠泳において頭部を常に水上に出し、ど界を確保しながら泳ぐ技術が必要であることがわかる。

また、姿勢も全に水面に対して平行よりもやや立位に近い状態にすることがồめられている。これは、常に頭部

を水面に出した状態を維持することをᐜ᫆にするためだと⪃えられる。また、身体を全に平体にするのではなく、

やや立位に近࡙けることで自然水域にⓎ生するἼにも対ᛂしやすくなる。手の動సは、➇泳ではよりᙉい推進力を

得るために手で水を㏨がさࡠよう掻くが、遠泳法では掻くのではなく水を押さえる動సがồめられている。遠泳で

は、長く泳ぎ⥆けるために➽⫗⑂ປをなるべく少なくしなけれࡤならない。手の➽⫗はẚ㍑的小さな➽⫗であり、

ᙉく掻き⥆けると⑂ປで動かすことが困難になる。そのため、➽⫗の㈇ᢸが少ない動きが重要となるのであࢁう。

また、遠泳法では頭部を常に水面に出して泳ぐため、ᾋ力がḞかせない。そういったពでも手で水を押さえてᾋ

力を確保することは重要な動సであるといえる。手の動సがᾋ力を確保するための動సであるから、必然的に推進

力は足のみに㢗ることとなる。その推進力をᢸう足の動きは、姿勢が平体のሙ合はカエル足もしくは扇足、斜横体

のሙ合は扇足である。平体のカエル足のሙ合、୧足をᕥྑᆒ等にうため、୧手もᕥྑᆒ等に水を押さえてᾋ力を

確保することができるという≉ᚩがある。また、水面に対して体が平行の姿勢であることから、๓方を見やすい。

一方、扇足は㋃足と㋾足で水をᣳみ㎸んで推進力を得る動సであり、ᛴ流を渡る㝿にも⏝いられるどᙉい推進力

を得ることができる。斜横体は体を傾けるため๓方のど界はやや狭くなるものの、扇足の推進力をよりᙉく得る

ことができるという≉ᚩがある。遠泳は、長間泳ぎ⥆ける⬟力が必要とされる。同ࡌ動సを⧞り㏉すことは基本

の泳力というពでは重要であるが、遠泳を泳する上では状ἣにᛂࡌた泳ぎ分けができることがồめられる。す

なわち、平体、斜横体、カエル足、扇足全てを遠泳中に行えることが最もᮃましいと⪃えられよう。௨上のことか

ら、遠泳において習得すべき技術はḟのとおりである。 
 
ձ姿勢は、水面に対して 15 度㹼40 度のやや立位に近い姿勢をとり、頭部を水面に出して泳ぐ。 
ղ手で水を押さえてᾋ力を確保する。 
ճ足はカエル足もしくは扇足を⏝い、推進力を得る。 
 
ḟに、これらの練習法を検討していく。本研究で⏝いたྐ料には、ヲ⣽な練習法が記㍕されたものもあれࡤ、全

く練習法が記㍕されていないものもあった。≉に、遠泳法についてのヲ述は少なく、練習法に至ってはとんど記

㍕されていなかったため、本研究では㢮ఝする泳法の練習法を参⪃に遠泳法の練習法を⪃することとした。本研

究で明らかとなった遠泳法の頭部を水面に出して泳ぐというⅬは、日本泳法の泳ぎのとんどにඹ㏻する。そして、

手は水を押さえてᾋ力を確保するという動సも多くの泳法にඹ㏻している。そのため、動きとしてはカエル足と扇

足の練習法を明らかにする必要がある。カエル足を⏝いた動సには、ほ海流の平ἦ、小ụ流の平、ᒾ流の平泳、

⬟ᓥ流の平、⚄⤫流のᕪの業 要 平泳ぎなどがある。これらはぼඹ㏻した泳法である。練習法については、ほ

海流の『ほ海流のఏᢎとあゆみ』及び⬟ᓥ流の『⬟ᓥ流泳術』にヲ述があった。 
 

『ほ海流のఏᢎとあゆみ』(13) 
ほ海流で基本とされるぎ方。㝣上動సに置きえるとṌくことである。㏿さを➇うぎではなく、目的

ᆅに⛣動するための泳法であり、常に頭を水面上に出し、出᮶るだけ上下動せず、水面にἼを立てないで

ぐ。 

㸺手の動స㸼 

ձ 指をᥞえて๓方向け、⬚の๓で୧手を平面にᥞえてᵓえる。 

ղ ୧手をᥞえたまま、一ᩧに水面下およそᑍ（�FP）のᡤで充分๓にఙࡤす。このに、୧⬮で水を

㋾る。 

ճ ఙࡤした手はᕥྑに㛤、ᤸで水を押さえる心持ちで平に小形をᥥきながら、⬚の๓に㐠ぶ。 

㸺足の動స㸼 

ձ ୧⭸をᕥྑに㛤き、୧⬮をᒅめて㋖を᥋するようにする。 

ղ 水を足のでᰂらかく㋾り、୧⬮をおよそ6�度から ��度のゅ度で㋾り㛤く。足を㋾り出すのに合わ
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せて୧手を๓方にఙࡤす。 

ճ ㋾り㛤いた୧⬮は、㋖を合わせるように㛢ࡌる。㛢ࡌఙࡤした⬮は、水をᢪえ㎸ࡴ心持ちでᒅしなが

ら引き付ける。 

 
『⬟ᓥ流泳術』(14) 
身よりは少しὸいᡤで㢦を水にᾐし手足のാを練習するのである、さて୧手は平に⬚に寄せ、これ

を║㏻に༑分にᘏし、指はよく㛢合せ、ᤸで水を押る心持ちでᕥྑに㛤、ᅭ形にእ面からෆ面ᘔ

し、ཪึめの㏻りに㐠動をつ࡙けるのである、୧足は、୧手を║㏻にᘏすとき、እ面ඵ文Ꮠに㋾分け、

⫤にて充分水をᤄみつ┿┤に୧足を寄せ合すのである、ཪ充分引ᒅめて、ཪ୧手を║㏻ᘏすときに

㋾分けるのである（┿ 5 参↷） 

 

つまり、最ึはẚ㍑的ὸいとこࢁで、㢦を水につけた状態で練習するということである。㢦を水につけた状態で、

手の動きは指を㛢ࡌた状態で水を押さえながらをᥥき、足はእഃࣁのᏐをᥥくように㋾り出す。そして、⫤

で水をᣳࡴようにして୧足を㛢ࡌ合わせる。これがカエル足平泳ぎのึᮇの一㐃の動きである。ẚ㍑的ὸい水῝こ

れを⧞り㏉し練習し、ᚎࠎに頭部を立てるようにして水面に㢦を出す。常に㢦を上げた状態を⥆けるのはึᮇには

難しいので、2 ᅇに 1 ᅇ、3 ᅇに 1 ᅇとᚎࠎに㢦をつけるᅇᩘを減らしていくことで↓⌮なく技術を習得すること

がྍ⬟である。≉に、ほ海流は遠泳に≉した流派であり、この泳法で 7 㔛（⣙ 28 もの遠泳をఏ⤫的に実（ࣟ࢟

施している実⦼があることからも、カエル足の平泳ぎを習得することは長間、長距離を泳ぐことにつながるとい

えよう。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
┿ 5 平（『⬟ᓥ流泳術』p.� より㌿㍕） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

┿ � 遠泳（『ほ海流のఏᢎとあゆみ』p.155 より㌿㍕） 
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扇足動సは、小ᇼ流㋃水術の手⧞、山ෆ流の本体などに加え、横体泳法全てに⏝いられている。小ᇼ流㋃水術

の『小ᇼ流泳術அബ』にヲ述があった。 
ึ心のは୧手をᕥྑに掻はけ㤳㌤形にかࡦࡴなく㝶分はたらき足はどんぶりᡴにて㘫㘐すべし面

を水につけるがᾋ習ࡦはやしḟ➨にຌ⦼てはᐶりと見渡し心Ềを⬟㟼にして足にては水を㋃あࡦしら

にも⏝るなれは㟼ᐿに行ࡦ手をさしのべ୧手にて㟼にかき分て手⧞行心持ஓのึᏥㅖ技のはこࡦ

ṇしく専㘫㘐するべきことஓ 
すなわち、ึ心者のは㤳、身体の状態にはᵓわず、୧手をᕥྑに掻き分け、足は⭸を᭤げたࣂタ足のように動

かして練習し、だんだん上手くできるようになってくると、心をⴠち╔けてゆっくりと周りを見渡し、足は水を㋃

して㟼かに掻き分ける、手⧞りは基本の大ษな技であるから、ㄔ実に行ṇしくࡤように動かす、手は๓方にఙࡴ

㘫㘐することとゎ㔘することができる。これらのことから、まずは頭部を水につけた状態で練習し、ᚎࠎに動きに

័れてきたら水面に頭部を出すようにすることが練習の⫢である。手、足のタイミングをしっかりと習得してから

頭部を水面にあげる練習に⛣行することがồめられる。 
 

 めࡲ .�
本研究の結果、ḟのことが明らかになった。 

1㸬遠泳は泳力だけでなく、多大な教育効果がᮇᚅできる水辺活動である。 
2㸬遠泳は、参加者だけでなく多くのᨭえがあってึめて成立する活動であり、㠀日常的なイ࣋ンࢺ要素を᭷している。 
3㸬日本泳法13流派の泳法において、遠泳に関わる技術は、山ෆ流「本体」「⺶平」、小ụ流「平門 平ṇ体」、ᒾ

流「平泳」、ほ海流「平ἦ」、向流「平」の�✀であった。中でもほ海流は遠泳に≉した流派である。 
4㸬遠泳法のඹ㏻Ⅼは、姿勢は水面に対して15㹼40度のやや立位に近い姿勢をとり、頭部は常に水面に出してど界を確

保すること、手は水を掻くのではなく、押さえ、ᾋきを取ることをとすること、足は、水面に対して15㹼40度の

方向に㋾り出し、動きはカエル足もしくは扇足であることであった。 
5㸬遠泳法を習得するためには、まず頭部を水につけた状態で練習を行い、手足の動きを習得したᚋに頭部を水面にあげ

る練習に⛣行していくことがồめられる。 
 ௨上のように、遠泳は平泳の動సが基本となっていることが明らかとなった。また、頭部を水面に出して泳ぐことも、

自然水域で安全を確保するために重要である。本研究の結果は、遠泳をより安全に実施するために、技術面における基

礎的な資料として活⏝できよう。 
 
 

ཧ⪃ᩥ⊩ 
 

�1� 文部科学省『学校体育実技指導資料➨�集 水泳の手引 ゞ∧』大㜰書⡠、����年 

��� ⟴ᩗ・山脇あゆみ「大学における遠泳実習が気分に及ぼす影響について」㔠ἑ学㝔大学⣖要経Ⴀ・経῭・報科学・自然科学

⦅➨1�ྕ、SS�����3、��16年3᭶ 

�3� 藤原᭷Ꮚ・⡿㇂ṇ㐀・⏣ᓥㄔ「ึ等・中等・高等教育における遠泳の実態㸫����年調査結果とのẚ㍑から㸫」川ᓮ་⒪⚟♴学会

ㄅ➨��ᕳ1ྕ、SS�6�����、��1�年 

��� ��1�年�᭶に至るまで、日本水泳㐃┕බ認の日本泳法は1�流派であったが、��1�年�᭶、日本水泳㐃┕は᪂たに「㤿⚄ఏ

流」を日本泳法に認ᐃした。これによって、日本水泳㐃┕බ認の日本泳法は13流派となった。参↷：බ┈㈈団法人日本水泳㐃┕機

関ㄅ『᭶ห水泳』බ┈㈈団法人日本水泳㐃┕、S���、��1�年3᭶1�日 

��� 藤原᭷Ꮚ・⡿㇂ṇ㐀・⏣ᓥㄔ「ึ等・中等・高等教育における遠泳の実態㸫����年調査結果とのẚ㍑から㸫」川ᓮ་⒪⚟♴学会

ㄅ➨��ᕳ1ྕ、SS�6�����、��1�年 

�6� ▮㔝༤ᕫ・藤ሯ༓⛅・᳝ⴥ大㍜・藤原᭷Ꮚ・⡿㇂ṇ㐀・ᮌᮧ一ᙪ「全国の小・中学校および高等学校の遠泳実施状ἣ調査」川ᓮ

་⒪⚟♴学会ㄅ➨1�ᕳ、1ྕ、SS3�3�3��、����年 

��� 山脇あゆみ「㔠ἑにఏわるྂᘧ泳法に関する研究㸫Ύ記流の泳法について㸫」㔠ἑ学㝔大学⣖要経Ⴀ・経῭・報・自然科学⦅

➨11ྕ、SS�1������、��13年3᭶ 

��� 山脇あゆみ「㔠ἑにఏわるྂᘧ泳法に関する研究㸫Ύ記流の泳法について㸫」㔠ἑ学㝔大学⣖要経Ⴀ・経῭・報・自然科学⦅

➨1�ྕ、SS�1���1��、��1�年3᭶ 

��� ୕Ꮿಙⰼ（）「遠泳における泳力と᭷⬟ឤ、安ឤの関㐃㸫遠泳๓ᚋのẚ㍑から㸫」日本体育大学⣖要➨36ᕳ1ྕ、SS����

228



 
3�、���6年�᭶、୕Ꮿಙⰼ「遠泳での泳力と᭷⬟ឤ、安ឤの関㐃㸫体育専ᨷ学生のሙ合㸫」日本体育大学⣖要➨3�ᕳ1ྕ、

SS6��6�、����年、ᒸ本重ኵ「ዉⰋ教育大学生の水泳に関する経験とព見についての調査」ዉⰋ教育大学教育研究ᡤ⣖要➨1�ᕳ、

SS��3��6、1��1年3᭶�3日、ᒸ本ᾈᏊ（）「遠泳ⴠః者の状態㸫≉性安に関する研究」日本体育大学⣖要➨1�ᕳ1ྕ、

SS�3����、1���年�᭶、ụ⏿ள⏤⨾（）「海実習における安要ᅉに関する研究㸫安要ᅉのᵓ㐀⌮ゎと ᐃᑻ度のస成」㡰

ኳᇽ大学スポーツ健康学研究➨�ᕳ、SS�6��6�、���3年3᭶など 

�1�� 本⏣᐀ὒ（）「本学保健体育科の水泳授業と海実習の取り組みに関する報告」ᮾிዪᏊ体育大学ᮾிዪᏊ体育▷ᮇ大学⣖要

➨�3ᕳ、SS�1���1��、��1�年、渡辺一ோ（）「長距離遠泳における安全性の確保と泳率の向上」報ࢩス࣒ࢸ学会全国大会ㄽ

文集➨6ᕳ、��36、��1�年、ᮌᮧ一ᙪ（）「教ဨ㣴成⣔大学における遠泳教育に関する一⪃ᐹ」ᅧᏥ㝔大Ꮵ人間㛤Ⓨ学研究➨�

ᕳ、SS�61���、��1�年など 

�11� 藤原᭷Ꮚ・⡿㇂ṇ㐀・⏣ᓥㄔ「ึ等・中等・高等教育における遠泳の実態㸫����年調査結果とのẚ㍑から㸫」川ᓮ་⒪⚟♴学

会ㄅ➨��ᕳ1ྕ、SS�6�����、��1�年 

�1�� 長㇂川ಇ「泳と水上安全に関する研究㸫自然の水泳ሙにおける泳調査からの⪃ᐹ㸫」、⪷㞔ࣜࢡスࣇࢺー大学┳ㆤ学部

⣖要➨1�ᕳ、SS�63��3、����年3᭶31日 

�13� 山⏣ㅬኵ┘ಟ『ほ海流のఏᢎとあゆみ』ఀ勢᪂⪺社、SS�13��1��、����年3᭶ 
�1�� 多⏣一㑻ⴭ『⬟ᓥ流泳術』多⏣一㑻Ⓨ行：ḷ山、SS���1�、1��3年6᭶ 

229



 

研 究 ノ ー ト 

Research Notes 

230



 

〔研究ノート〕銀行経営におけるサイバーセキュリティ・リスク管理 
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1. はじめに 
 
金融業における目下の課題は、コロナウイルス対応であるが、その前は 2008 年のリーマンショックの反省とその対

応であった。バーゼルの銀行監督委員会はリーマンショックを受けて数々の基準やガイドラインを設けてきた。その総

仕上げとなるバーゼルⅢの最終化は2023年までかかる。 
実はこの間に別の危機も発生している。金融業に対するサイバー攻撃や委託先での情報流出である。本研究では銀行

経営におけるサイバーセキュリティ・リスク管理の位置づけを定量的な分析を加えながら見直すことを検討する。 
まずリスク・マネジメント一般について、以下のように整理する(1)。 

(1) リスク問題へのアプローチは、有形・無形にかかわらず、起こりうる損失の見地に立って検討すべきである。 
(2) 損失の可能性と蓋然性に留意する。蓋然性が低くても損失の大きな事柄を考慮すべきである。 
(3) 損失負担できないほどのリスクを負ってはならない。 
(4) リスク・マネジメントとは、損失にさらされている危険のコストを最小化するため、企業の財務的資源を、損失制御

と損失財務の方法が最適な組み合わせになるように経済的に分配するプロセスである。 
(5) リスク・マネジメントはリスクの①確認、②測定、③処理技術選択、④処理実施、⑤管理の統制の５段階のプロセス

としてとらえられる。処理技術としてはリスクの a.回避、b.低減、c.移転、d.分散となるが、サイバー攻撃や内部犯行の

高度化、複雑化により今日のサイバーセキュリティでは b、cが中心となる。bは主にネットワーク上の技術やインシ

デント情報の共有により、cは保険により可能である。残るリスクは経営体力の中で受容する事を検討する事となる。 
 

2. 預金金融機関における経営体力とリスクテイク 
 

日本国内の銀行では自己資本を上限として預金金融機関のリスクテイクに伴うリスク量をコントロールすることが、

統合リスク管理として「総合的な監督指針」の中に金融庁によって定められている。このリスク量の中には、市場リス

ク、信用リスクの他、オペレーショナル・リスクを含めるのが一般的である(2),(3) 。 
またバーゼル規制の枠組みの中で自己資本比率を算定する際に、分子を自己資本、分母をリスクアセットとしている

が、リスクアセットには信用リスクに加え、オペレーショナル・リスクを含めている。オペレーショナル・リスクの範

囲としては事務リスク、システムリスク、法務リスク、風評リスク、有形資産リスク、人的リスクとするのが一般的で

ある。システムリスクにはサイバーセキュリティ上の事象なども含まれる。これまでオペレーショナル・リスク計測手

法は 3年間の粗利益の 3年平均の 15%といった基礎的手法から、6つの分野ごとに掛目が異なる粗利益配分法、個別の

事象の発生確率を推測する先進的手法まで3種類ある。さらに 2023年に予定されている、バーゼルⅢの最終化では、収

益規模が一定以上の銀行は過去 10年間のオペレーショナル・リスクに係る損害実績が大きいほど、オペレーショナル・

リスクを増やして計上することになっている(4)。このように預金金融機関における統合リスク管理は幅広い分野のリス

クの集計をもとになされており、リスク量の合計が自己資本に収まるように、また自己資本比率が 4％以上（国際統一

基準行は 8％以上）になるようにコントロールされている。この意味で自己資本額が、リスク見合いの預金金融機関の

経営体力とされている。 
  

3. 金融業界におけるサイバー関連損害に関する先行研究と現状 
 
システムリスクにはサイバー攻撃や内部犯行による損害が含まれるが、BIS の Working Paper によれば、サイバ－攻

撃や内部犯行の被害で想定されている最大被害額は、銀行の年間粗利の 4.2%、自己資本比率算定時のオペレーショナ

ル・リスク相当額の約1/3とされている(5)。 
2019 年の日本銀行の調査によれば、日本銀行の取引している預金金融機関 403 先のうち 2017 以降でサイバー攻撃を

受け、業務・経営に重大な影響があった先が 1.2％、2017 以降でサイバー攻撃を受け、業務・経営に軽微な影響があっ

た先が9.5％などとなっている。預金金融機関の約１割が何らかのサイバー攻撃で実害を被っていることがわかる(6)。 
2020年のキャッシュレス決済を悪用する事件では、過去に銀行等から流出した個人情報の２次利用が明らかになった(7)。 
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4. ᪥ᮏࡢ業におけるサイバー関連損害に関するᑐᛂ 
 
බ⾲された2000年以降の日本国内での金融業関㐃の1件以上の⿵ൾを伴う大規模情報流出は以下のとおり(8),(9)。  
アリコジャࣃンの事は、クレジット࢝ードの正利用から発ぬしている。₃ὤしたデーࢱのデーࢱ源は 2008 年に

イルであったと≉定できている。それを業務委託先の♫員がᣢち出ࣇード情報࢝に実ᅾしていたࢱューࣆストコン࣍

していた。クレジット࢝ード情報の有無で⿵ൾ額にᕪをけているⅬがὀ目される(10)。  
୕⳻㹓㹄㹈ドๆの事は内部の⫋員が金㖹目的で流出させたものであり、1 件あたりの⿵ൾ額も大きい。犯人は㢳

ᐈ 148 人分の情報をブ取しているが、そのうち 4  9 ༓人分ࡔけをᢳ出してྡ⡙業⪅にΏしている。2 次被害に関す

る⿵ൾ額ࡔけであれば 5 ൨⛬度であるが、ⱞ情 16000 件をᘏべ 2000 人の⫋員が処理したことと、風評による㐓失利

益が 70൨とされることから、⿵ൾ額よりもはるかに大きい被害があったとされる(11)、(12)。 
資生ᇽイプサとサウンドࣁウスの事はいずれも金融機関でなく、(C サイトの事であるが、እ部からの正なア

クセスによってクレジット࢝ード情報が大量に₃ὤしたため、㢳ᐈに 1000 相当のおルࡧの⿵ൾをしている。ྠ࢝ࡌ

ード情報であるため、金融機関にとっては対応についてཧ考情報となる(13),(14)。  
'C ードの事は、2004࢝ 年当ึは流出経㊰が明らかではなかった。3 年ᚋに大日本༳ๅの事の一部としてその犯

人や手法が明らかになった。ྠ♫の業務委託先のඖ♫員によるデーࢱᣢち出しによるものとされている(15)。 
以上から、サイバーセキュリティ事象に対し、企業はリスクを低減するດ力の他、被害に対する⿵ൾや㐓失利益にഛ

える事もᚲせである事が明らかである。 

⾲１㸬日本での⿵ൾを伴う大規模情報流出事 
時ᮇ 企業 ₃ὤした個人情報件数 １人あたり⿵ൾ額 
2016/11 資生ᇽ子会♫イプサ ࢝ード情報5件 クオ࢝ード1000分 
2009/8 アリコジャࣃン 1 8000人 クレジット࢝ードあり㸸10000 

 ードなし㸸3000࢝
2009/5 ୕⳻8)-ド  ๆ 4 9000件 １（ၟရๆ） 
2008/4 サウンドࣁウス ࢝ード情報9 7༓件 1000 
2004/7 'C࢝ード 478000件 500 

〔出〕ト（8）㹼（15）ᥖ㍕資ᩱを基に➹⪅がసᡂ 
 

5. ᾏእࡢ業におけるሗ₃ὤに関するᑐᛂ 
 
ᾏእ金融機関におけるサイバー事ᨾにおいて、₃ὤ件数が大量かつサイバー保険に加ධしていた事を᥇り上げる。 
銀行の事として、2019年㸵᭶に⡿国のキャࢱࣆルワン銀行における㢳ᐈ情報の流出の事がある。クラウド

サーバーの委託先企業のඖ♫員による犯行ࡔった。この情報₃ὤは対象の情報に関わる㢳ᐈ数が１൨人以上とさ

れたが、㸲൨ドルのサイバー保険のዎ約があることもྠ時にබ⾲された(16)。 
⡿国 (Tuifa[ ♫は個人情報の信用情報会♫である。ྠ♫はオンプレ࣑セスᆺのシステムからクラウドᆺのシス

テムに移行中に中国からサイバー攻撃を受けた。サイバー保険には 125 ⓒドルはいっていたが、損失は᪤にそ

の金額を㉸えており、2020年は 800ⓒドルの損失を見㎸ࢇでいる。個人情報保ㆤの基準を‶たさなくなったた

め、取引先の㞳反が生ࡌているとබ⾲している(17)。 
日本銀行の調査によると、日本の銀行のうちサイバー保険に加ධしているのは 31.1％、加ධ予定は 4.2％となっ

ている(6)。 サイバー保険については 2020 年 4 ᭶時Ⅼで国内の損害保険会♫㸵♫がᢅっているにも関わらず、7
割の銀行は保険に加ධしていない(18)。リスク移転の手段としてのサイバー保険の重せ性が༑分認㆑されていない。 

⾲２㸬⡿国での大規模情報流出事 
時ᮇ 企業 ₃ὤした個人情報件数 制額ཬࡧサイバー保険加ධ≧ἣ 
2019/7 ⡿国キャࢱࣆルワン銀行 106ⓒ件 ⡿国ᨻᗓから80ⓒ⡿ドルの制金 

サイバー保険の上限は400ⓒドル  

2017/9 ⡿国(Tuifa[信用情報会♫ 
 

147ⓒ件 ⡿国ᨻᗓから425ⓒドルの制金。 
サイバー保険の上限は125ⓒドル 

〔出〕ト（16）㹼（17）ᥖ㍕資ᩱを基に➹⪅がసᡂ 
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6. 㖟行におけるሗ₃ὤと経営体力 
 
ここで௬に日本の大手預金金融機関で情報の流出が発生した場合に、⿵ൾ額をᨭᡶう負担が経営体力に比㍑して༑分

に小さいかについてシ࣑ュレーションを行い、検討してみる。想定としては以下のとおり㸸 
① 預金⪅情報１人あたり 㸶㸮㸮（ᘚൾ㈝500㸩㏻信㈝300） 
② クレジット࢝ード情報１人あたり５㸮㸮㸮 
③ 体の⿵ൾ総額の１割⛬度のᘚㆤኈ㈝用などの㏣加対⟇㈝用 

実際には㢳ᐈ㏻▱のための人件㈝などのコストがあるが、ここでは㏻信㈝に上せした。 
国内の主なメガバンクとネット銀行、上位地方銀行等について推計したとこࢁ、すべての個人㢳ᐈの情報が₃ὤし、

その⿵ൾを行ったと௬定すると、自己資本比率算定で想定しているオペレーショナル・リスク量の５㸮％を㉸える銀行

が 5 行あることがわかる。先の BIS の調査報࿌᭩の想定の㸱㸱％を上回るỈ準になるࢣースがከくあることが❚える。

サイバー保険に加ධしていれば、本᮶᥍㝖すべきであるが、ྛ銀行は保険への加ධの有無を㛤♧していないため、分析

上で保険は考慮していない。また個人㢳ᐈ数を㛤♧していない金融機関は㝖እしている。 
オペレーショナル・リスクの中でサイバー攻撃や委託先での情報流出以እにもከくのリスクがあることを考え合わせ

ると、⌧≧の枠組みが༑分である可能性もある。バーゼル規制の⌧行の枠組みࡔけでオペレーショナル・リスクを想

定するのがጇ当なのか度考えて、サイバーセキュリティ・リスクを受容する体制をᙉ化するᚲせがある。 
⾲㸱. 国内金融機関の情報₃ὤ⿵ൾ額の推計とオペレーショナル・リスク相当額の比㍑ 

 
〔出〕ཱྀᗙ数、クレジット࢝ード㢳ᐈ数は、ྛ銀行の IR 資ᩱを基に、オペレーショナル・リスクはྛ銀行の㛤♧資ᩱ         

㺀リスクアセットのᴫせ㺁を基に➹⪅がసᡂ。クレジット࢝ード㢳ᐈ数が確認できない場合はゼロとした。 

 
㸵㸬⤖ࡧ 
金融機関における個人情報は⭾大であることと、預金およࡧクレジット࢝ードを取りᢅっていることから情報₃ὤ

をᮍ然に㜵ࡄ♫会的㈐௵は他の業⏺よりも重大であるとみなされる。その一方で、自己資本比率算定上や統合リスク

管理上のオペレーショナル・リスク計測において、情報₃ὤのリスクやリスク๐減はᚲずしも反ᫎされていない。 
ージャが大きいほど増࣏クス࢚・ローバルなバーゼル規制のリスクアセット計測において、情報₃ὤのリスクࢢ

え、かつサイバーセキュリティ・リスク管理の度合いやサイバー保険への加ධ≧ἣ等に応ࡌてリスクが減るような算

定がᮃましい。国内では経営体力を⬣かす事はまࡔないが、ᾏእでは᪤に発生しているためである。 

༢位㸸①、②㸸ⓒ人、③、④㸸ⓒ

銀行・銀行ࢢループྡ
①個人㢳
ᐈ数

ード࢝②
㢳ᐈ数

③推計
④オペリスク
相当額

③¹④比率 ഛ考

みずほFG 24 11 81,620 268,478 30% 202003

୕⳻UFJFG 40 34 222,750 648,581 34% 201903

SMFG 47 21 156,046 313,983 50% 202003

୕ఫトラスト+/' 6 0 5,271 75,297 7% 202003

ᴦኳ銀行 9 9 55,378 7,504 738% 201909

イオン銀行 7 7 42,108 24,238 174% 201903

ジャࣃンネット銀行 4 0 3,582 2,649 135% 201903

ఫ信SBIネット銀行 4 0 3,265 5,535 59% 201909

セࣈン銀行 2 0 1,918 18,261 11% 201903

ー銀行ࢽࢯ 1 0 1,294 4,206 31% 202003

銀行ࡻうちࡺ 120 0 105,600 215,954 49% 201903

コンコルディアFG 5 0 4,400 35,505 12% 202003

༓ⴥ銀行 4 1 6,736 23,776 28% 202003

ὀ㸸③㸻（����①㸩�����②）����％

༢位㸸①、②㸸ⓒ人、③、④㸸ⓒ

①個人㢳
ᐈ数

ード࢝②
㢳ᐈ数

③推計
④オペリスク
相当額

③¹④比率 ഛ考

みずほFG 24 11 81,620 268,478 30% 202003

୕⳻UFJFG 40 34 222,750 648,581 34% 201903

SMFG 47 21 156,046 313,983 50% 202003

୕ఫトラストHLD 6 0 5,271 75,297 7% 202003

ᴦኳ銀行 9 9 55,378 7,504 738% 201909

イオン銀行 7 7 42,108 24,238 174% 201903

ジャࣃンネット銀行 4 0 3,582 2,649 135% 201903

ఫ信SBIネット銀行 4 0 3,265 5,535 59% 201909

セࣈン銀行 2 0 1,918 18,261 11% 201903

ー銀行ࢽࢯ 1 0 1,294 4,206 31% 202003

銀行ࡻうちࡺ 120 0 105,600 215,954 49% 201903

コンコルディアFG 5 0 4,400 35,505 12% 202003

༓ⴥ銀行 4 1 6,736 23,776 28% 202003

ὀ㸸③㸻（800�①㸩5000�②）�110％
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サイバー・インシデントは起こさないものとする前ᥦが過去のものとなり、起こる事が前ᥦとなる今日では、リス

クの回避や低減ࡔけでなく、リスクの受容や移転への体制づくりを༑分に実施するᚲせがある。 
 今ᚋの検討事㡯としては、ᾏእの銀行を含ࡴ個別の情報₃ὤ事の分析、サイバー・セキュリティ対⟇やサ

イバー保険の銀行経営におけるඃ先㡰位のྥ上事の᥇取がᣲげられる。 
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